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附属図書館の現状と課題

は じめ に

 京都 大学において附属図書館 は、 中央図書館 ともいえる一館のみ をさ し、その創設期か ら当時 と し

ては画期 的な 「開かれた図書館」 とい う理念の下、営々 と百年にわた り利用者の ための図書館 と して

そのサービスを展開 してきた。

 しか しなが ら、昨今の情勢下で は、図書館の現状を見つめ直 しなが ら新 たな課題 を考 えてい くこと

が必要 となってきた。 このため、次の点に留意 しなが ら 「現状 と課題」 を検証す ることとした。

①1994年 に刊行 された 「自由の学風 を検証す る」一京都大学自己点検 ・評価報告書―をふ まえつ

 つ検証す るが、今回の自己点検 は附属図書館独 自の もの として取 り組 む。

② あえて百年 を振 り返 る必要はな く、90年 代以降の流れ を把握 で きるようにす る。

③ 画期 となった事項 を見逃 さないようにする。

④ 今 回の評価 にあわせ て実施 す る利用者ア ンケー トは、利 用者 ・社会の動 向、利用者 による外部

 評価 としてとらえる。

⑤ 自己点検 ・評価 自体はあまりアンケー トを意識す ることなく独 自に考 える。

1 意義 ・果 た して きた役割

1 学習支援

 附属図書館 は、本学教職員 、学生等 をは じめ他大学や学術情報 を必要 とす る一般の人々まで門戸 を

開放 してい るが、蔵書構成 や部局図書館 ・室 との機能 ・役割の違いな どに より、特 に学部生の利用が

平成1o年 度で年 間53万 人 と圧倒 的に多 く、教養部の改組 に伴 い学習図書館 としての役割がます ます重

要 になって きている。一方で学習用図書購入のための経常的経費は非常 に厳 しく、自学 自習 に必要な

資料 を揃 えることが困難 となってい る。 このため、学内的に教育改善推進費(以 下、「学長裁量経費」

という。)か ら学生用図書費や留学生用図書費の配分 を受 け不足分に充 当 している状況である。今後は

競争的研究資金のオーバヘ ッ ド制度の導 入など、新たな財源の確保 が急務 となって きてい る。

 また、近年は、自学 自習に欠かせ ない情報 リテラシー教育 を進め、新 入生の ためのオ リエ ンテーシ

ョン、論文作成 のためのオ リエ ンテーシ ョン、留学生のためのオ リエ ンテーシ ョンを随 時実施 して き

た。平成10年 度 か らは、全学共通科 目 「情報探索入門」の提供部局 として参画 、講義 ・演習 に全学の

図書館職員 が協 力 ・支援す る方法によ り学生の情報関連スキルの向上 に努めている。

2 研究支援

 附属図書館は、学習図書館機能のみな らず学内外の研究者 に対 す る研究支援機 能 をも持 ち合 わせて

い ることが肝要 である。昭和62年 に文部省から理工学系の外国雑誌 セ ンター館の指定 を受 け、東京工

業大学 と連携、逐次刊行物 を国内未収集の雑誌 を中心 に収集 してい る。 また、大型 コレクシ ョンもほ

ぼ毎年予算措置 を受 け、高額 な研究資料 の収集 を行ってい る。 このほか、多 くの特殊文庫(コ レクシ

ョン)や 貴重書 を有 し全国の研究者の利 用に供 している。

 しか し、附属 図書館 における購入図書資料は学習用図書中心であ り、研究支援の ための資料 とい う

点か らは満足すべ き状態 には至 ってい ない。学内に多くの学部、研究所 、セ ンターが ありその研究分

野 も多岐 にわたってい るため、一図書館ですべての研究者 向け資料 を整備 す ることは不可能 に近 く、

必然的に部局図書館 ・室 との相互補完的運営が進められているところで ある。

 最近で は、京都大学で所蔵す る資料や知的生産物 をデ ジタル化 して、ネ ッ トワークを介 し国内外へ

提供す る 「情報発信」 と商用の文献情報 や電子ジャーナルなどの学術情報 を学内 に提供 する 「情報配

信」 を関連部局の予算的な協力 を得 なが ら展開 している。

 また、文献流通の点 か らは、学内部局および大学をは じめ とす る学外情報機関 との文献複写や現物

貸借 などの相互協 力 も重要である。附属 図書館において も他機 関 との連携 を進 めて いるが、利 用件 数

の年 々の増加 と担 当者の削減 によ り、今後のサービス維持 について苦慮 してい るところである。平成

11年 度 か ら国立大学図書館協議会 が実施 している海外 との相互協 力の ための試行実験 プロジェク トに
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参加 し、今後の国際的学術情報デ リバ リーの進展 に向けて協力 している。

3 連絡調整

 京都大学 は、吉田、宇治地区ほか犬山、熊取地区などに60余 の図書館 ・室 が存在 してお り、相互 の

連絡調整 は役割分担 による個 々の部局図書館 ・室の機能や特性 を発揮 してい くうえで非常 に重要で あ

る。 このた めに 「部局 図書系 との事務連絡会議」を隔月ごとに開催 し情報交換 を行 ってい る。 この会

議は、従来掛長 を置 く部局に限 られていたが平成10年 度 か らは全部局 との意 思疎通 を深 め るため、掛

長のいない図書室 にも参加 を呼びかけ全部局図書館 ・室 が一堂 に会 し協議す ることが可能 となった。

これによ り、整理部門やサ ービス部門の業務 を中心に開催 していた 「整理系 ・閲覧系掛長等事務連絡

会議」は廃止、統合 され た。

 システム周 りの状況 は、電子計算機 による各種業務 システムの開発 と運用 を通 じ全学の図書館 ・室

間のネ ッ トワーク形成 の推進に努めてい るところであるが、「調整 された分散方式」の名の もとで、実

質的には、 まだまだ、連携 ・協調体制 には至 っておらず、新 しいネ ッ トワーク システム下で少 しずつ

で はあるが、連携の階が見 えてきた段階である。その実績の一つ として、附属 図書館 は全学の外国雑

誌の契約、発注等業務 においてデー タ作成等の作業 を部局図書館 ・室 との連携 の もと一括 して処理 を

行 ってい る。

 一方 、 目を外 に向 けると国立大学図書館協議会では、従前 よ り副会長館、常務理事館、各種委員会

メ ンバ ー として積極的 に活動 を行い、国立大学図書館の発展 に寄与 して きた。特 に現在は図書館電子

化 システム特別委員会の委員長館 として、年 々進展す る電子化 システム関連の課題の解決 に努 めてい

る。 さらに、地区連絡 館 と して近畿地 区の加盟館 と協議会の連絡調整 に努めている。 また、近畿地区

国公立大学 図書館協議会 においては、幹事館 として長年会務 に携 わって きた。 この協議会 には企画委

員会があ り、講演会等各種年間事業の企画 ・立案を行 っているが、 この委員会の主査館 として中心的

役割 を果た してい る。

 このほか、国公私立大学図書館協力委員会 や近畿地区国立大学図書館協議会において も活動の一端

を担い、 これ らの組織 の会務 を行 ううえで、広 く情報の交換 を行い連絡調整の活性化 をモ ッ トーと し

てい る。 しか しなが ら、担当課の人的資源が十分ではな く、その分負荷 が大 きい もの となってい る。

1 図書館資料

1 蔵書構成

 附属 図書館 の蔵書 は、図書に関 しては、全学の中央図書館 として学 問領域のほぼ全分野 にわたる基

本図書、学習用図書 を中心 として収集 されてい る。

 附属図書館はその1oO年 にわたる歴史か ら、古典籍 を数多 く所蔵 して お り、これが附属図書館 の大 き

な特徴 となってい る。 また、大型 コ レクシ ョンをは じめ とす る各種の特殊 コレクシ ョンを有 してお り、

全国的にも特色 ある資料群 を形成 している。

学術雑誌 に関 して は理工学系の外国雑誌セ ンター館であ ること、それに全学のバ ックナ ンバ ーセン

ターであることが蔵 書構成上の中核 をな している。

 これか らの最大 の課題 は電子的資料の位置づけであろう。 これ は今後 の図書館 自体の基本的な政策

に も関わ る問題 である。

 また、近年 、留学生 ・外国人研究者が増加 してお り、ア ジアを中心 とした各国語資料の充実 に対す

る要望 がある。

2 資料の選定

 学習図書館 的機能 を もつ附属図書館は、学生用図書 を中心 に、参考 図書、視聴覚資料 を収集 し利用

に供 してい る。一方 、研究図書館的機能 も併せ もつ ために、理工学系外 国雑誌(外 国雑誌 センター館

雑誌)、 特別図書(人 文社会系基本図書)、 高額図書 、高額参考図書の収集 も行 ってい る。

 資料の選定 は、図書館職員 による館内選書委員会 が検討、作成 した選書 リス トに基づいて、附属図

書館商議会選書分担商議員(各 学部 ・研究科等の教官)が 行 う。特別 図書 と大型 コレクシ ョンは部局

43



の推薦に基づ き、選書分担商議員会議 において選定 され る。

 附属図書館 と しては、学生用図書予算が限 られてい るために、学長裁 量経 費等 の学 内措置が無 けれ

ば、継続 資料 しか購入で きない状況 にあり、利用者の要求に応 えるため苦慮 しているところである。

平成11年7月 実施の附属図書館利用者 アンケー ト調査(以 下、「利用者 アンケー ト)と い う。)で も明

らかなよ うに、利用者 か ら求め られ てい る新刊 図書の購入の予算確保 が必要 で ある。また、 日々生産

され る膨 大な出版物か ら選書するために、附属図書館 として新 しい選定基準 を決める必要 がある。

 また、外 国雑誌や電子 ジャーナル の充実 について利 用者の要望 が多いが、現在 の予算規模では対応

が困難 であ り、部局 との調整 を図 りなが ら抜本的に附属図書館及び全学の資料購 入費の あ り方 を考 え

直す必要がある。

3 受入(図 書 ・雑 誌)

 附属図書館 の蔵書 冊数 は約80万 冊 あ り、平成10

年度の年間受入図書冊数 は12,322冊 で その うち購入

図書冊数 は7,909冊 で ある。雑誌 の年間受入種数は

3,602種 で、 その うち購入雑誌数 は976種 である。図

書購入費 は、右表の とお り平成10年 度の文部省配

当予算 お よび学長裁量経費 を含 めた年間予算の半

分弱64,168千 円 となっている。 この図書購入費か ら

大型 コ レクシ ョン購入費 を除 いた経 費が参考図書

を含 めた図書経費で あ る。図書経 費の うち新刊図

書 を購 入可能 な資料費 は学長裁 量経費で措置 され

た28,640千 円で あり、残 りの資料費27,191千 円は継

続資料の経費 となってい る。

 雑誌購 入費の うち外 国雑誌 セ ンター館費 を除 く

15,287千 円が高額2次 資料費を含んだ 日本語 ・外国

語雑誌費 となっている。電子 的情報資料購入費 は、

オ ンラインによる雑誌記事索引等や スタン ドアローンのCD―ROM等 の経 費である。

 文部省か ら配 当 され る予算 は毎 年減額 されてお り、 この予算だけで は継続 資料 しか購入で きない状

況が続いてお り、平成10年 度 には館内選書委員会において資料継続の検 討 を行い参考図書11点 、逐次

刊行物等43点 の購入をやむを得ず中止 した。

 前述の とお り新 たな資料 を購入す るため に平成8年 度 よ り学長裁量経 費 を予算要求 して、平成10年 度

までの3年 間で約11,000冊 を配架で きた。 しか し、部局図書館 ・室の予算 も削減傾 向にあるため、部局

図書館 ・室 では学生用図書等 を購 入す る予算がない状況 となっていることか ら、 これ らの冊数ではと

て も利用者の要求 を満足 させ ることはで きず、より一層の予算の充実が図 られ る必要 がある。

平成10年度予算 139,538千 円

図書購入費 64,168千 円

内 訳

図書経費 55,831千 円

学長裁量経費 28,640千 円

大型 コ レ クシ ョン 8,337千 円

雑誌購入費 70,641千 円

内 訳

外国雑誌セ ンター館 費 55,354千 円

日本語 ・外 国語雑誌費 15,287千 円

その他 電子的情報資料費 4,729千 円

文部省配当当初予算

平成8年度 平成9年度 平成10年 度 平成11年 度

90,512千 円 92,404千 円 85,278千 円 81,106千 円

全図書購入費の推移(大型コレクション経費を除 く)

            平成10年度

122,452千 円   133,518千 円   131,201千 円   124,603千 円

 また、雑誌 につ いて も外国雑誌 センター館以外の予算が少 な く、わず かな継続誌 しか購入で きない

状況 となってい る。これ らの予算 も減少傾向にあるため、雑誌購入の見直 しを平成1o年 度 に行ったが、

既に、利用者か ら購 入復活の要望 が出ている。
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 電子 的資料費の予算 も少な く附属図書館ではCD―ROMを ス タン ドア ローンで提供 し、オ ンラインで

の提供 は国立 国会図書館雑誌記事索引やOED21等 を維持す るのみで拡充す ることが困難 な状況 になっ

ている。資料の共 同利用の観点か ら全学的に抜本的な措置 を検討す る必要がある。

 同和 ・人権 に関す る資料 は毎年資料費が措置 され、平成10年 度は附属図書館 に2,865冊 の図書 と24種

の雑誌 が配架 されている。

4 分担収集

 京都大学 には60の 部局図書館 ・室 があ り、部局図書館 ・室の収集資料 は専門領域 に限定 され ること

が多い。それ に比 べ、附属図書館 は総合図書館 として学問分野全般 にわたる図書 資料等の収集に努め、

部局で収集 され ない世界 書誌 、広領域の文献解題 、目録 、索引 をは じめ全学共通科 目向け参考図書の

収集 を図 り、 これ らの資料 を全学の利用者 に提供 している。 しか し、現在 まで附属図書館 と部局図書

館 ・室 は互い に明確 な意 図の下 に分担収集 を行って きた もの とはいえず、今後附属図書館 と部局図書

館 ・室が連携 をとって明確 な分担収集 を行 うなど、効果的な蔵書構成 を構築す る必要 がある。

 特に、雑誌の収集 につ いては、電子 ジャーナルの導入 による保存 ・管理 ・相互利用な ど トータル な

利 用 を考慮 し、雑誌 の重複調整 によ り、予算 を有効に使用す ることがで きる。部局にはそれぞれ独 自

性が あり困難 な問題で はあるが、将来 を展望すれば早急 に連携 を取 り合 って調整 を行 う必要が あり、

附属図書館の役割 は益 々大 きい ものがある。

5 電子化資料

 電子化資料2に は、貴重書や 「京都大学百年史」などデータを作成 し発信 する資料 と、電子 ジャーナ

ルやCD.ROMな どのよ うに購入 し配信 する既存の電子的資料の2つ に大 きく分 け られる。

 作成 し発信す る資料 は、電子図書館推進経費による作成、研究者個人による作成や、印刷時に作成

され るデ ジタル化 したデータ等 である。画像型データにおいては、詳細画像8万 枚 におよぶデータベー

スを構築 してい る。

 一方 、附 属 図書 館 で購 入 し配信 す る資料 は 、CD―ROMに 関 して は 、 ス タ ン ドア ロー ンで 利 用す る35

種 、 ネ ッ トワー ク利 用 に供 して い る朝 日新 聞記事 見 出 デ ー タベ ー ス、 国立 国会 図書 館 雑 誌 記 事索 引 、

広 辞苑 第4版 、OED2の4種 で あ る。 また、利 用部局 負担 で購 入 しネ ッ トワー ク利 用 に供 して い る もの

は文 献情 報 デ ー タベ ー スのMEDLINE、 CAonCD、 GeoRef、 PsycLIT、 Zoological Recordの5種 で あ る。

 また、オ ンサイ トで提 供 中の電子 ジャーナル はS・DOS3(Eisevier社)35誌 で あ り、他 は冊子体 と抱

き合 わせで特別 に購読契約 を必要と しない電子ジャーナル を利用対象 としている。

 しか し、利用者 アンケー トでは、「電子ジ ャーナルを増や して欲 しい」 との要望が多 く、今後、予算

措置 とともに、「利用権の購入」 までは契約 できない とい う会計制度上の問題 を含め全学的に検討 して

いく必要がある。

 さ らに、今 日の ネ ッ トワーク環境 において、不正利用への対応 も含めて学術情報 として提供 してい

る貴重書 などの詳細画像の公開方法について検討す る必要がある。

6 留学生用資料

 平成11年5月 現在、京都大学には73か 国1,070人 の留学生が在学 し、留学生数 は年々増加傾 向にある。

しか し、留学生用の資料 を購入す る予算がなかったため、平成8年 度 から学長裁量経費の要求 を行い、

平成11年 度 まで、毎年、留学生用資料の予算が配分 されている。

 平成8年 度 と平成9年 度 は、「国際教育 プログラム(海 外の協定校か らの留学生 と、京都大学の学生 を

受講者 とす る英語 で行 う講義)」 に必要 な英文図書1,229冊 、 日本紹 介 ビデオ292本 、 日本研究図書等

749冊 、平成10年 度 は、留学生等か ら要望 の多いコンピュータに関す る基本操作書(英 語)や 基本図書

(英語)1,105冊 を附属図書館に配置 した。 しか し、現状の資料数 では、 まだ、留学生の学習 ・研究活

動 に十分対応で きないため、今後 も外国語図書や関連外国語参考図書並びに、人文社会科学系 や自然

科学系の基本図書(外 国語)を 収集 し、整備充実す る必要 がある。

10xford English Dictionary2

2電 子 化 資料 の 詳 細 は
、 資 料2の 京 都 大学 電 子図 書 館 コ ンテ ンツの 提 供 状 況 を参 照

sScience Direct On Site
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7 視覚障害者用資料

 視覚障害者用の点字図書は、英和 ・独和 ・仏和 ・国語 ・漢和辞典 、 日本史小辞典等辞典類 を249冊 所

蔵 してい るが、一般 の図書資料の点字図書は所蔵 していない。現在所蔵 す る辞典類 の点字資料 は、数

年前 に作成 され たもので、資料内容 も古 くなっているもの も多いが、今の ところ本学 に視覚障害者が

いないため資料の更新が行われていないのが現状である。

8 開架閲覧室の配架

 開架閲覧室 は現在、大 きく分けて、2階 に旧分類図書、新分類図書4、1階 に参考図書 、外国雑誌セ

ンター館雑誌 、工学部化学系雑誌、および和雑誌の各エ リアがある。

 その他細か くは、2階 だけで も、中国図書、慶北大学校寄贈図書、同和 ・人権図書、留学生用図書 、

文庫 ・新書な ど、数 多 くの小エ リアがある。

 図書の配架 が、旧分類 ・新分類 の2つ のエ リアに分かれているこ とは、利 用者 に とって大変不便で

あ る。 また、年 間1万 冊以上 にのぼ る増加図書 はほとん どが新分類の開架 図書扱い となるので、新分

類 エ リアの拡大 と旧分類 エ リアの縮小(書 庫への移動)を 順次行わ なければな らない。現在、旧分類

図書 をすべて書庫内 に集中 し、開架図書 は新分類のみ とす る案が持 ち上が ってい るところで あるが、

現在 も利用の多い旧分類図書の取 り扱 いが問題になってい る。

 雑誌 につ いて も、開架 で2か 所 、書庫内で3か 所 に別 れ、 さらに開架 と書庫 とで配架方法が異 なる

現状は、早急 に改善 が必要で ある。

 参考図書 につ いては、原則 と して新分類 に従 って分野別 に配架 されてい る。旧分類の参考図書 と逐

次刊行物 は、新分類 を補記 し配架 している。 しか し、旧分類の参考図書 につ いて は、OPAC等 の検索

では配架場所 の情報が得 られず、混乱 が生 じている。新旧分類対照表 を手がか りに求 める図書 を探す

状態である。 また、参考図書 コーナーに配架 されている逐次刊行物 につ いて も、同様の状態である。

 この よ うな現状 を改善すべ く、現在 は逐次刊行物 について、OPACに 参考図書 コーナーでの配架位

置 を示す新分類データを追加入力す る作業 を進めている。

9 書庫の配架

書庫 内資料 は、B上 、 B下 、 B2の 地下3層 に配置 されてお り、各階別に次の ようになってい る。

①B上:新 分類図書、外国雑誌(バ ックナ ンバ ーセンターに保管 してい る外 国語雑誌以外)、 当年お

    よび前年 の新聞、マ イクロ資料。

②B下:貴 重書、準貴重書、新聞原紙 、他部局資料。

前3者 は施錠 した部屋 に収 め られてい る。準貴重書 には学位論文が含 まれる。他部局資料

は、工学部化学系雑誌 とCOE資 料5に 分かれる。

③B2:旧 分類 和 ・洋 図 書 、バ ック ナ ンバ ーセ ン ター雑 誌 、バ ック ナ ンバ ー セ ンタ ー以 外 の和 雑誌 、

    それ に貴 重 書 以外 の特 殊 コ レク シ ョン。

 書庫資料の配架 が何 カ所 に も分かれてお り、非常 に不便で ある。特 に雑誌 については統合 を図る必

要がある。 また、遡及入力が進むにつれ 、書庫内図書の利用が急増 してお り、新旧両分類の統合 は現

実的には困難であるが、何 らかの対策が必要 である。

10 保 存

 重要文化財 に指定 された図書で補修 が必要な ものについては、年次計画で補修 を実施 してお り、平

成11年 度で年次 計画 は終 了す る。 しか し、補修 が必要な貴重書 はまだ多数存 在す るので、引 き続 き補

修計画 をたて る必要 がある。

 貴重書の閲覧につ いて は、複製物が存在す る場合 は原則 として原本の利用 を認めていないが、デジ

タル化 とその公開によ り、貴重書の存在 が広 く知 られ るようにな り、現物 の閲覧 を希望す る利 用者 が

増加 してい る。国宝 ・重要文化財 も多数所蔵 してお り、今後、保存 と利用 について、 さらに検討 が必

要 となってきている。

4昭 和57年 まで京都 大学附属図書館和漢 書分類法 ・同洋書分類法 を使用
、昭和58年 か ら和洋 とも国立国会 図書 館(NDL)の 分類 を使 用

5東 南 アジア研 究セ ンターがCenter of Excellence経 費 によ り収集す るア フリカ
、南 ア ジア、西 アジア及 び東南 アジア地域の資料
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 一般書の 中に貴重 な資料 が含 まれていることが指摘 されて お り、長 らく開催 されていない貴重書選

定委員会の早期開催 が必要 である。博物館 的資料など図書館資料 としては必ず しも収蔵 が適当と思わ

れない資料の総合博物館 への移管 も含 め検討すべきで ある。 また、和装本 は適切な帙 に保存 されてい

ない資料 も多 く、将来 の書庫 内自由閲覧 に向けて、和装本の保存体制 について も併せて検討す る必要

がある。

なお、貴重書庫 には未整理の資料がいまだ存在 している。

11 バ ック ナ ンバ ー セ ン タ 一(BNC)

 利用頻度の少 な くなった雑誌 を全学的 に一部のみ を一箇所 に集 め ることによ り効率的 な保存 と利 用

をめ ざしたBNCは 、その 目的 を果た していると考 えられる。ただ し、現在 は作業 および スペースの

問題 でBNCへ の雑誌 の新規移管が行 われていない。今後、保存場所の確保 、移管手続 きの簡素化 ・

明文化 などの条件整備 を整 え、BNCの 拡大 を図る必要がある。 また、将来 的には コピーセンター機

能 を付加す ることにより、保存機能 に加 えて、学内外 の利用者への ドキュメン トデ リバ リーセ ンター

と しての機能 を検討す る必要 がある。

皿 利用 者への サ ービス

1 新着 図書 ・雑 誌紹介

平成11年 度 か ら新着図書 リス トをホームページ上で公開 している。

和雑誌の新着分 を、利用頻度の低い タイ トル を除 き、雑誌 ラウンジの新着棚に陳列 している。

2 0PAC

 OPACは 、平成10年1月 の システムの リプレイスに伴い、操作性の向上、館内配置の端末台数の増加

(16台 →47台)が 図 られた。WWW版 での提供によ り、 OPAC用 端末が インターネ ッ トに接続で きる端

末 となり、不正使用 を防止すべ く様 々な方策を行わなければな らな くなった とい う管理上の問題 はあ

るが、利用者 の視点でみ るならば、館 内、研究室、自宅のど こか らで も同 じ画面での検索 が可能 とな

ったことは重要で ある。

 館内では、1階 カー ド目録の横 にOPAC用 端末26台 、電子図書館用端末6台 、プ リンター2台 を配置 し、

サイバ ースペ ース と名付 けて運用 している。その他、1階 雑 誌 コーナー、2階 ロビー、地下書庫 に も、

利用者 が必要 に応 じて検索で きるよ うoPAC用 端末 を配置 している。

 OPACの マニ ュアル は、詳細版(日 本語 ・英語)を オ ンライン上に、漢字変換 の方法 といった端末

操作法の簡 便なマニュアル を各端末横 に用意 している。

 操作性の向上 により、利 用者 にとってOPACが よ り身近 な もの にな り、端末操作 に習熟 した利用者

が増加 して きている一方 、マ ウスの使 い方など操作 がわか らない利 用者 もい ることをよく認識 し、 よ

りわか りやすいマニ ュアルの作成、OPACに 限定 した説明会の企画、カウ ンターでの説明 ・検索補助

等 、きめ細かな対応 を心 がけ、利用者指導 を徹底す ることが必要である。

3 事項調査 ・所蔵調査等

 事項調査 ・所蔵調査等のいわゆる参考調査 は、図書館サー ビス業務の 中核 の一つであ り、平成10年

度 の年間受 付総件 数は、11,700件 で ある。内容別内訳 をみ ると、所蔵調査 は、減少傾向 にあり、逆 に

利用案 内や指導等 が増加す る傾向 を示 している。

所蔵調査 の減少 は、OPACの ホームペ ージでの公開によ り、学 内外か らの所蔵資料の検索が容易 に

なった こと、遡及入力による所蔵データの拡充が要 因であると考 えられ る。

利用案内や指導等の増加は、CD-ROM、 電子 ジャーナル等の電子媒体による資料の増加 とOPACを

ホームペ ージ上で公開 したことによるものである。

 利用者の内訳 は、学内者 と学外者 はほぼ同数であり、学外 か らの京都大学の蔵書への期待度が窺 え

る。また、近年 、生涯学習の意識の向上に伴い、一般市民か らの参考調査の依頼 、カウンターでの質

問 も多 く、今後 、限 られ た人員で学外者 か らの調査依頼 にどこまで応 えられ るか、特に一般市民の利
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用者 に対す るサービスをどこまで維持で きるか、懸念 され るところで ある。

事項調査 ・所蔵調査数調

平成6年度 平成7年度 平成8年度 平成9年度 平成10年 度

受付件数総数 10,753 11,373 11,769 16,013 11,666

内

容
別

事項調査

所蔵調査

利用案内 ・指導等

 435

10,318

 ―

515

8,712

2,146

398

8,673

2,698

 333

13,761

1,919

434

7,851

3,381

利
用
者
別

学内者

学外者

5,274

5,479

5,513

5,860

6,054

5,715

7,982

8,031

6,416

5,250

4 情報検索サービス

 現 在 、NACSIS-IR, FAIRS,DIALo G, JOIS, STNに つ いて オ ンライ ン代 行 検 索 を行 って い るが 、検索 申

込件 数 は年 々減 少 の傾 向 に あ る。 平成4年 度 と10年 度 を比 較 す る と、 計807→186件(内 訳:NACSIS-

IR:388→144件 、 FAIRS:302→25件 、 DIALO G:87→10件 、 JOIS:27→6件 、 STN:3→1件)と い っ

た状 態 で あ る。

 これは、部局図書館 ・室や研究者 自身の行 う検索 が増 えてきてい たことに もよ るが、 この数年の、

附属 図書館や各部局図書館 ・室等 でのCD-RoMネ ッ トワーク検索 、電子 ジャーナルの導入等情報環境

の整備が進 められて きていることによるものと考 えられる。

5 文献複写 ・現物貸借

 図書館 間で互いに協力 して情報資源 を提供 し合 うの が、ILL6(図 書館 問相互利用)で あ り、資料 の

貸借 と文献の複写がある。

 平成10年 度の現物貸借 は、受付件数1,381件 に対 して、実際の貸出が614件 で、半 数以上 が謝絶 とな

っている。一方 、他館への借用依頼 の うち実際の借用は、1,328件 あり、貸借 のアンバ ランスがめだつ。

これは、現物貸借の窓口館が全学で附属 図書館一館だけであること7と 、利用希望資料が部局所蔵資料

に分散 していることに起因す るもの と考 えられる。

 文献複写の場合 は、受付件数16,248件 の内、実際の複写が12,029件 で充足率 は74%で ある。一方、附

属図書館 から他館へ の依頼件数 は、3,612件 で大幅 な受付超 となってい る。受付 が多いのは附属図書館

が外国雑誌 センター館で あることと、医学部や総合人間学部 など13図 書館 ・室 を除 く約40の 部局図書

館 ・室の窓 口館であることによる。 また、依頼が少 ないのは附属 図書館 では私費 による依頼 しか行っ

ていないことと、ほぼ全図書館 ・室で校費依頼 を行っていることによるもの と思われ る。

 NACSIS―ILLの 平成4年 度か らの稼働 によりILLの 受付、依頼件数 は、共 に大幅に増加 した。 また、出

版点数の増大 と資料費の値上 りに資料購入費が追いつ かない現状 にあってILLは 最 も重要 な図書館サー

ビスの一つ となってお り、今後 さらに件数 は増大す るもの と考 えられ る。その際 、現物貸借受付 ・依

頼のア ンバ ランスは、互助互恵 が基本のILLの 精神 か らは問題 であり、学内受付館の増加、学部所蔵 資

料の館外貸出の承認 、所蔵 図書館 ・室 と受付館間の資料の配送体制 の確立 などア ンバ ランス解消の条

件整備 を全学的に進め る必要 がある。

 また、件数の増大 は当然、作業量の大幅 な増大 を招いてお り、現状 の要員 と体制では さらなる件数

増 には耐 えられ ない状態になっている。ILL担 当者の増員や、配送体制や会計制度の改善 による省力化

を全国 レベルで検討す る必要 がある。

 利用者 サービスの側面 か らは、OPACやSwetScanと 連動 した文献複写依頼 システムの開発や海外機

関とのILLの 促進等の検討 が開始 されている。海外 とのILLの 促進 については、平成11年 度か ら国立大

61nter -Library Loan

7京 都 大 学 内 のNACSIS -ILLの 参 加 状 況 は資 料3の とお り
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学図書館協議会 が実施 している 「日米両国のILL改 善のための試行実験 プロジェク ト」に 日本側7機 関

のメンバ ー8と して参加 してお り、今後、その実験結果が期待 され るところで ある。

 なお、京都大学 内の文献複写 にあって は、利用者 が資料所蔵部局の コピー機 を校費で利用す るに留

まってお り、図書館員 が携わ る文献複写 ・現物貸借 は行われてお らず、利用者 か らは ドキュメン トデ

リバ リーの要望 が強 い。今後 は、利用者の要求に応 えた学内ILLの サー ビスの実現へ向けて、附属 図書

館 が十分 に調整能 力 を発揮 し、省力化 を考慮 に入れ た電子的な ドキュメ ン トデ リバ リーの導入な ど、

京都大学所蔵 の資料 を全構成 員が簡便かつ迅速に入手で きる体制 を早急 に実現す る必要 がある。

6 訪問利用

 学外図書館訪問利 用の ために、国立大学図書館

問共通閲覧証 と紹 介状の発行 を行 っている。右表

のとお り、紹介状 の発行件数の増加が顕著である。

特 に紹介状の発行 には、相手先図書館 での利 用の

可否 の事前問い合わせ が必要であ り、作業的 に負

担 となって いる。近隣の大学 との相互利用制度の

共通閲覧証、紹介状発行件数

平成8年度 平成9年度 平成10年度

共通閲覧証 451 451 485

紹介状 599 753 934

確立 を検 討す る必要 もあ る。 なお、当面 は、紹介状 を利用者の所属部局図書館 ・室 で も発行 してい る

ことを利用者に広報 し、発行作業の分散化 をより図 ってい く必要 がある。

 さらに、国立 大学図書館 間につ いては、学生 も含めて、学生証 および職員証 だけで訪問利用で きる

システムを作 るよう国立大学図書館協議会 に働 きかけてい く必要 がある。

7 デ ータベ ースの提供

 附属図書館で は、二次資料等のCD―ROM、 インターネッ ト上の出版社サイ トの電子 ジャーナル、附

属図書館作成の貴重資料画像データベース等を提供 している。

1)CDーROM資 料

提供資料 については、IIの5の 「電子化資料」で説明 した とお りで あるが、ネ ッ トワーク利用におい

ては、文献デー タベースの種類の少 なさ、 アクセス制限による同時利用 の制約 、利用対象OSの 利用上

の問題等、必ず しも充分 な利用環境 とはいえない現状 であ る。ネ ッ トワーク利用の経費 は高額 とな る

ため、附属図書館単独で全学の利 用者の要望 に応 じることは困難 であ り、サーバの管理 も含めて全学

的な体制 が不可欠である。

 また、 ス タ ン ドア ロー ンでの提 供 につ いて は、 チ ェ ンジ ャー によ る運用(端 末5台)と 、 カ ウ ンター出

納 に よる利 用 の2形 態 が あ り、利 用時 間帯 も、チ ェ ンジ ャー運用 は9時 ～20時45分 、 カウ ン ター出納 は

17時 まで 、 いず れ も土 ・日の提供 は行 って い ない等 、利 用 環境 は整 って い ない 。利 用 の 多 いCD―ROM

の ネ ッ トワー クへ の移 行 も含 めて利 用環境 ・利 用 時間帯 の 拡充 を進 め る必 要 が あ る。

2)電 子 ジ ャーナ ル等

 電 子 ジ ャー ナル と して は、S―DoS(Elsevier社35誌)、 SD-219(Elsevier社)、 LINK(Springer社)を 、

ま た、外 国 語雑 誌 目次 デ ー タベ ー ス と して は、SwetScan(Swets社)に よ る約14,000誌 につ いて の 目次

検 索 とSDI(情 報 の選 択 提 供)サ ー ビス を提供 して い る。 しか し、 SD―21とS―DOSに つ い て は、 いず れ

も平成12年 までの 試 行提 供 で 、今後 の継続 が課題 で あ る。

3)貴 重 資料 画 像 デ ー タベ ース

 国宝 「今昔物語集 鈴鹿本」のほか、重要文化財29種 、その他維新資料 をは じめとする貴重書24種

等の画像デ ータベ ースは詳細画像8万 枚に もおよび、その質 と量において、誇 るべ き電子資料で ある。

8北 海 道 大 学
、千 葉 大 学 、東 京 大 学 、 東 京 工 業 大 学 、 京 都 大 学 、 慶 応 大 学 、学 術 情 報 セ ン ター

9Science Direct 21
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8 開館状況(開 館 日数 ・開館時間)

 開館 時 間 は、平 日は9時 ～21時 、 土 ・日曜 日10は10時 ～17時 で 、夏 季 ・冬 季 休 暇期 間 中 は平 日9時 ～

17時 となって い る。

 休館 日は、祝 日、本 学 創 立 記念 日、年 末 年 始 、図書 整 理等 に よ る休 館 日(4/1～5,12/25～28,1/4
～5) 、夏季 ・冬 季 休 暇期 間 中の土 ・日曜 日、 月末 休館 日とな って い る。

 開館 日の拡大や開館時間の延長は、多 くの利用者 が希望 してい る。勉強場所 と して それ らを希望 す

るもの も少 なくないで あろう。また、学外者利用 を拡大す る方向か ら言 えば、 開館時間等 の拡大 は必

然 とも言 える。開館時問の延長 は提供す るサービスを含め図書館 自体の あり方 に大 きく関わっている。

 現実問題 と しては、土 ・日曜 日や夏季 ・冬季休暇中の開館時間の延長 は、前 向 きに検討 すべ き時期

に来てい ると思われ る。

9 閲覧 ・貸出

 開架図書の貸 出冊数 ・期 間は、一律 に5冊 ・2週間である。書庫内図書 は、学部生 が5冊 ・2週 間、

大学院生 が10冊 ・1か 月、教官 が30冊 ・1か 月となっている。 また、春夏冬の授業休業期 間中は長期

貸出 を行 ってい る。図書 に関 しては、貸 出冊数の枠外で当 日限 りの 「一時持 ちだ し」がで きる。雑誌

の貸 出は、当年雑誌は当日限 り、それ以外の もの は2日 である。

 貸出方式 は、開架図書 が機械式、書庫内図書および雑誌、「一時持 ちだ し」はス リップ式で手書 きであ

る。

貸 出中図書の予約や貸出期間の更新のサー ビスも行 っている。

書庫 内閲覧 につ いて は、教職員 ・大学院生 ともに可能である。学部生の場合 は、雑誌エ リアについ

てのみ入庫 を認めている。入庫手続 きが必要である。

 閲覧席 は、1・2・3階 合 わせて1,10o席 で ある。 この うち3階 閲覧席 は、利 用者 の増加 に対応 して、

平成10年4月 に端末機 を備 えた自由閲覧席 と して開設 したものであ る。平成11年 度 か らは、パ ソコン

の持ち込み も可能 となる情報 コンセン トを総合情報メデ ィアセ ンターの協力 によって設置 した。

 閲 覧用機 器 と して は、 ビデ オ デ ッキ8台 、 カセ ッ トデ ッキ10台 、 マ イ ク ロ リー ダ ー プ リンター4台 が

あ る。

 現在の主 な課題 は、貸出方式の全面機械化、自動貸 出機 の導入、延滞者対策 、書庫 内自由検索の拡

大 とそのための資料の再配置、閲覧設備(特 にマイクロ リーダーフ。リンター)の 増設 である。

10 利用者教育(オ リエ ンテー シ ョン等)

附属図書館で は、利用者 に図書館 を有効に活用 して もらうため、「新入生 のためのオ リエ ンテーシ ョ

ン」(平 成5年 度 より毎年実施)、 「留学生のための図書館 ツアー」(平 成6年 度 よ り毎年実施)、 「論文 ・

レポー トのための文献収集講座」(平 成8・9年 度実施)等 の活動11を行 っている。

 実施時期 ・内容等 については、 より効果的になるよ う、ア ンケー ト結果 を参考 に、毎年見直 しを図

っている。

 また 、参 考調 査 、利 用 指導 の実 績 ・事例 を もとに、平 成8年 度 か ら、 「access.txt一 文 献調 査 ・利 用 ガ

イ ドー」 を毎 年 発行 し、 「文献 収 集講座 」 や 「全 学共 通科 目」の テ キ ス トと して使 用 、学 内 図書 館 ・室

や 「オ リエ ンテー シ ョン」 で配布 す る等 活 用 してい る。

 近年、CD-ROMや 電子 ジャーナル等電子媒体の出現等 出版形態の変化 に、利用者指導が追いついて

いない。 これ らの資料の利 用については、マニュアルや機器の整備 と併せて各 々の資料に適合 した講

習会等 を検討 し、企画す る必要 にせ まられている。

 さらに、各学部等 におい て も独 自に利用者教育 が行われてお り、共通す る部分の ノウハ ウの共有 、

効率的な利用者教育の提供 を検討す る必要がある。

11 全学共通科 目の提供 ・支 援

 大学図書館 をめ ぐる情報環境 は大 きく変化 し、利用者 にとって情報収集活用能力 が学習 ・研究に と

って不可欠の要素 と して求め られ るようになってきている。

io土 曜 日開館の実施 は平成4年5月 か ら
。 日曜 日開館の実施は平成7年5月 か ら。

11京 都大学附属 図書館利 用者教育の概要 は資料4の とお り
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 附属図書館 は、情報 収集活用能力形成 の一助 とす るため、平成10年 度 か ら情報 リテラシー教育の一

環 として、全学共通科 目 「情報探索入門」12の提供部局 として参画、科 目の開講 を実現 し支援 している。

長尾総長 をは じめ5名 の教官 が講義 を分担 し、演習 に附属 図書館、部局図書館 ・室の職 員15名 が補助

者 として参画す るとい う形 で実施 されてお り、平成10年 度 ・11年度共、多 くの受講者 か ら 「役 に立つ」

との高い評価 を受 けて、引 き続 き平成12年 度 も開講す ることが決定 している。全学的 に情報 リテラシ

ー教育 を考 える契機 になっている。

 企画立案 の段 階 か ら図書館 職員が参画 し、これ までの利用者教育の経験 をもとに した議論が、講

義 ・演習に反映 されてい る。また、演習課題 を積極 的に提案す るなど、教官 に協力す る形ではあるが、

授業 に関わる中で、職員の研鑚や情報 リテ ラシー教育の方向 を探 る機会 として得 がたい もの となって

いる。これは、授業 に関わる諸々の負担 を超 える大 きなプラスの要素でもある。

 平成10年 度 の講義録集 として 「大学生 と 『情報の活用』―情報探索入門」13が発行 され、平成11年 度

のテキス トとして、 また、情報 リテラシーに関わ る図書館員の手引 きとして も活用 されている。

12 市民への図書館公開

 学外者の 図書館利用 については、昭和62年 附属 図書館商議会承認の もと 「学外者利用 に関する考 え

方(骨 子)」 および利 用内規 を制定 し、一般市民の利用 を可能 とした。その後 、この一般市民の利用 に

ついて、平成10年7月 、京都行政監察事務所 による実情調査 があり、従来の手続 きを簡素化する等利用

内規 を改正 した(平 成11年4月)。 利用の基本方針 は、「学術研究 ・調査又は学習 を目的 として、公共

図書館等 では入手 で きない専門 ・学術 的資料 の利 用」 としてお り、大学図書館 と公共図書館 との棲み

分けの もとに、図書の閲覧 、蔵書検索、参考調査 、文献複写サー ビスを行 って いる。一般市民 を含む

学外者の利用状況 は、平成6年 度2,6oO人 、平成10年 度3,200人 と、5年 間で23%増 となっている。生涯

学習 の普及 に伴 い、大学 図書館所蔵資料 に対する利 用期待度 は高 まってお り、時間外 および土 ・日曜

日開館時の利 用、資料の館外貸 出 し等が求め られてい る。 しか し、定員削減等 によ り職員 が減少す る

状況 が続 くもとで、土 ・日曜 日の開館は全てアルバ イ ト職員 に頼 ってお り、利用の拡大 、利用指導 を

含む市民利用の改善 をどう図 るか、今後の大 きな課題 である。

13 公 開事業(展 示 会 ・講演会 ・見学)

1)展 示会

基本的に年1回 展示会14を 開催 し、京都大学公開事業の一端 を担 って きた。

今後 は、他部局 との共催 も検討す るなど展示会の内容 ・回数 につ いて、充実 させ る必要 がある。ま

た、常設展 示室 を設置 し、貴重図書資料の展示 は もとより京都大学 の研究成果 の公開の役割 も果た し

てい きたい。

2)講 演会

 毎年、数回の講演会 を開催 してお り、附属図書館の一つの特色 となってい る。講演会 の対象は、学

内 だけで な く近畿地 区 を対象 と しているが、大半 は図書館職員向けの もので、一般市民 向けの もの と

しては、公開展示 会に併 せて実施 してい る展示会記念講演会 がある。今後は、図書への理解や関心 を

深め る講演会の企画 も必要である。

3)見 学

 平成10年 度の見学者 は107件645人 に達 し、年々増加の傾 向にある。参加者の特色 は、国立大学、外

国機 関、短大 ・高専 ・高校 が各150名 前後で突出 している。修学旅行の中学生グル ープが自主的に計画

を立て、訪 れ る場合 もある。見学内容の大半は電子図書館 と館内 ツアーであ り、AVホ ール を使 っての

電子図書館説 明や、案内者向けの 「図書館案内マニュアル」 の作成 な ど、案内方式の確立 と水準の保

持 に努力 して いる。今後 は見学者 ・一般市民向けに貴重書 を含 む蔵 書 を計画的に公開す る常設展示室

の設置が望 まれ る。

12平 成11年 度全 学共通科 目 「情報探索入門」の授業計画 は資料5の とお り

13発 行:京 都大 学図書館情報 学研究会 、発売元:社 団法人 日本図書館協会
14明 治33年 に創 立1周 年記 念展覧会 と して開催 され、百周年 にあたる平成11年 度で119回 を数 える。
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】.V 情 報 システム と情報基 盤整備

1 0PACの 構築

現状のOPACは 、次 のような点か らシステ ムとして必要十分な機能 を備 えていると考 えている。

① 全世界 に公開

 WWWに より全世界か ら、だれで も、いつ でも検索が可能で ある。

② ブラウザ対応 による操作の容易性

 現在で は標準 となってい るWWWブ ラウザ対応の検索 システムで ある。操作は容易である。

③ 著者名典拠 コン トロール(著 作の集中)

 詳細表示 のなかの著者名か ら、その著者の著書を一覧す ることがで きる。

④ 良好 なレスポ ンス

 館 内で は、検索時間は3秒 程度 を実現 している。

2 デ ―タベ ースの構築

附属図書館で は次の ようなデータベ ースを構築 している。

1)発 信型データベ ース

a)目 録 デ ー タベ ー ス(OPAC)

い わ ゆ る蔵 書 目録 デ ー タベ ー スで あ る。 図書 館業 務 シ ステ ム に よ り、学 術 情 報 セ ンター 目録 シ ス

テムを使 って、昭和60年 度 より入力 を開始 し、データを蓄積 して きてい る。デー タの品質は学術情

報セ ンター と同等 である。昭和60年 以前の受入図書につ いては、平成2年 度 より目録 カー ドか らの

遡及入力を始め、昭和39年 度以降の受入図書の入力 を完 了 している。平成9年 度 か らは、科学研究

費補助金研究成果公 開促進費 によ り部局 と共同で、学内所蔵 「特殊 コレクシ ョン」 を対象 とした入

力 を行 い、平成11年 度 までの3年 間で約10万 件が増加 した。平成11年10月 時点での入力件数 は100万

件 を超 えた ところである。 しか し、遡及入 力の必要な冊数は、附属 図書館 だけで33万 冊、全学で は

325万 冊 も残 されているのが現状で ある。

b)テ キス トデー タ

 京都 大 学 百年 史 、 京都 大 学 ―研 究 ・教 育 の現状 と展望 、Kyoto University Bulletin、 京 都大 学 博 士

学位 論 文 論題 一覧 、樋 ロー葉 作 品 「闇櫻 」 「わかれ霜 」他22点 、等 。

c)画 像 デー タベ ー ス

 附属 図書館所蔵 の古典籍の画像 データベースである。現在の ところ、電 子図書館 システムのコン

テンツの大部分 を占めてい る。

国宝 「今昔物語集 鈴鹿本」           553枚

重要文化財 「兵範記」 「古今和歌集」等29点   7,126枚

貴重書 「國女歌舞妓繪詞」 「源氏物語」等24点 約39,000枚

平成11年 度 中に画像データを合計、約140,000枚 提供の予定である。

2)配 信 型 情 報 デ ー タ ベ ー ス

文 献 デ ー タ ベ ー ス の サ ー ビ ス シ ス テ ム と し て 、MEDLINE、 PsycLIT、 GeoRef、 Zoological Recordの

4つ の デ ー タベ ース をSilver Platter社 のERLシ ステ ムで提 供 し、 また 、 CAonCDも 専 用サ ーバ で提 供

してい る。

3)配 信 型CD―ROMデ ー タベ ース

 国立 国会 図書 館 雑 誌 記 事 索 引 、朝 日新 聞記 事 見 出 デ ー タベ ー ス、広 辞 苑 第4版 、OED2の4つ のCD-

RoMデ ー タベ ース を提供 して い る。

4)SwetScan

Swets社 の外 国語 雑 誌 目次 情 報 デ ー タベ ー スで あ るSwetScanを 提 供 して い る。

検 索 シス テ ムは、富 士通 開 発 の もので あ る。検 索 だ けで な く、SDIサ ー ビス も提 供 して い る。

またILLと の連携 も予定 して い る。

上 記 の とお り、種 々の デ ー タベ ース を構築 ・運 営 して い る。
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 データベースの種類の増加に伴 う維持管理やサービスサポー ト等の管理上の問題 とデータ形式や提

供方法の標準化 、利用者 イ ンターフェイスの統一、不正利用防止の技術 的側面の解決 が課題 となって

いる。また、予算 を考慮 しなが らのデー タの質の向上 と作成す るデータ量の確保に苦慮 している。

3 電子図書館 システム

 京都大学 では、文部省 か ら平成9年 度 に電子図書館推進経費の配当があ り、平成10年1月 に 「京都

大学電子 図書館 システム」 を稼動 させた。国宝 「今昔物語集 鈴鹿本」 を始 め、重要文化財等の画像

データや テキス トデ ータを作成 し学内外へ発信 している。

 「机 の上 に京都大学」、 これが京都大学電子図書館 システムのキャ ッチフレーズである。机の上 にネ

ッ トワークに繋がったコンピュータが あれば、「いつで も、どこで も、誰で も」京都大学 を知 ることが

で きる。その ような電子図書館 を目指 してい る。

 しか し、 まだ このシステムが動 き出 してか ら1年 半 しか経 ってお らず、コ ンテンツの充実や著作権

処理等検討すべ き課題が山積 している。

 また、附属 図書館商議会の もとにある電子図書館専 門委員会 に、ワーキ ンググループを構成 し、電

子図書館の 中期 的展望 を検討 している。

1)電 子図書館 システムの機能

この システ ムは大 き く分 けて4つ の機能で成 り立 ってい る。 その内容 は

a)情 報の発信(京 都大学情報 を世界 中に)

b)情 報の配信(学 内研究者、学生等 に学術情報 を)

c)電 子 出版支援(京 都大学で生産 された出版物 を)

d)高 度 な検索 ・ナ ビゲーシ ョン(使 い易い、見やすい、探 しやすい)で ある。

これ らによって誰 もが使 いこなせ る電子図書館システムを目指 してい る。

2)提 供 して い るコ ンテ ンツ

コ ンテ ンツ につ い て は、IVの2「 デ ー タベ ースの構築.提 供」 を参照 。

3)利 用状況

京都大学電子図書館 システムは、利用状況か ら見て情報発信型電子図書館 といえる。(図1)
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 平成10年3月 か ら1年 間の利用件数 は約325万 件 ある。その多 くは学外か らの ものであ り、海外 は76

か国か らアクセス されてい る。 ここ数 か月は月80万 件前後 を記録 してお り、画像 データの増加に伴 い

利用が増 えている。(図2)
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4 図書館業務システム

 平成9年 度 に予算化 された電子図書館推進経費 と従来の図書館業務合理化経費 を合わせ、平成10年

1月 に図書館業務 システム及び電子図書館 システム(19台 のサーバ群 と324台 のク ライアン ト)を 全学 に

設置15し た。これを機 に図書館業務 システム16を汎用機か らオープン系 システムに更新 した。その結果

次の ような改善 をす ることができた。

① 強力 なソフ トウェア、ハー ドウェアにより、図書系業務 を トータル にシステム化で きた。

② 図書館 の主要情報 サービスであるOPACと 電子図書館 を、インターネット対応の形で実現できた。

③ ほぼ全ての部局図書館 ・室 に端末 を配置できた。

④ 端末 をLAN接 続 したことにより、すべての図書館 ・室がインターネ ッ トに接続で きた。

⑤ システム化 に関 して、全学的な運営体制がで きた。

新 システムは、図書受入、雑誌受入、 目録、閲覧、相互協力などの基本業務 に加 え、学内ILL、 外国

雑誌契約 など京都大学独自の機能 も実現できた。 レスポ ンス も満足のい く状態である。

 また、ほぼ全学の図書館 ・室 で新 システムを使 える環境にな り、60余 の図書館 ・室で順次活用 して

いるが、 さらに幅広 く有効 に活用 され ることが望 まれ る。

 今後 は、新 システムの評価 を行 い次期 システムの更新 に際 して、最低 限現状 を維持 したうえで、よ

り効率化 をめ ざす必要がある。

5 デ ー タベ ー ス維 持 管 理

1)デ ータの登録

基本的に、データの発生 に合 わせて登録作業を行っている。

目録デー タは、担 当者 が毎 日随時入力 している。SwetScanで は、毎 日のデータの取 り込み を自動化

してい る。

その ほ かの デ ー タベ ース は、 デ ー タが届 く都度 、手動 で 入 力作 業 を行 って い る。

2)シ ステムの運転

すべて24時 間自動運転 してい る。機器 は、空調の整 った専用の機器室 で運用 している。

3)デ ー タの保全

UPS(無 停電電源装置)に よ り、瞬電 はもちろん、停電時にはシステ ムを安全 に 自動停止す るよ う

にな って い る。

 図書 館 業 務 シス テ ム と電 子 図書 館 シス テ ムにつ いて は 、デ ィス ク をデ ィス ク ・ア レ イ17構 成 して い

るため、一部の故障に もシステムを停止す ることなく修理が可能になっている。

バ ックァ ップは、自動若 しくは手動で行っている。

6 ネ ッ トワ 一 ク管 理

1)現 状

 平成9年 度の システムの リプ レイスに伴い、全学図書館 ・室のネ ッ トワーク整備状況 を調査 し、必

要 な整備のための経費を附属図書館で一括要求 し、図書系のネ ッ トワークを完成 させ た。

図書 系 ネ ッ トワー クの 現状 は次 の とお りで あ る。

a)サ ーバ は、す べ てATM 156Mbps接 続 して い る。

b)端 末 は、KUINS I(基 幹 ル ー プD系)、 KUINS II(ATM系)10Mbps、 KUINS II 156Mbpsの3

種類の接続方式が混在 している。

c)特 に部局の端末 は、原則 と して部局 の研究系ネ ッ トワークに接続 されてい るが、一部 はVLAN 18

技術によ り附属図書館のネ ッ トワークとしている。

2)問 題点

次 の点が問題になっている。

15全 学 へ の ク ライ ア ン ト配 置 状 況 は資 料6の とお り

16京 都 大 学 図書 館 業 務 シ ステ ムの 機 器 構 成 図 は 資 料7の とお り

17RAID(Redundant Arrays of Inexpensive Disk)と も呼 ば れ てい る。
18仮 想LAN
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a)環 境 が多様で管理 しにくい。 メンテナ ンスのためには、IPア ドレスなど接続情報等の厳重 な管

理 が必要 である。

b)部 局の ネ ッ トワークに接続 されてい る場合 、直接の管理下 に無いため、管理 や障害の調査対応

が困難な場合があ る。

c)フ ァイアウ ォール などネ ッ トワークセキュ リテ ィが部局単位で強い形で掛 けられ るようになっ

てきてお り、業務 サーバ との接続の障害 になる場合が発生 して きてい る。

3)今 後の方針

今後の方針 として現在考 えられ ることは、次の2点 で ある。

 a)図 書系端末全て を1つ の図書系のネッ トワークに収容す る。

 b)端 末の接続 を100BaseTに 統一する。

これには次の よ うな背景 がある。

a)学 内的に大騰 ㎜ を構成す る環境 力1整りた。

 b)す で にKUINS IIの後継 ネ ッ トワークの検討 が始 まっているが、その場合 で も、端末側の接続は

 100BaseTが 主流 になると考 えられる。

上記の実現の ためには、将来 を見越 した計画を立てる必要 がある。

また、方針 が実現 した場合、業務用 と利 用者用が1つ の ネ ッ トワークの中に混在す ることになるの

で、これ まで以上 にセキュ リテ ィ対策が必要 になると考 えられ る。

7 学内端末 の管理運 営

1)ハ ー ドウェァ保守

保守契約に入 ってい るので、原則 として無償で保守 を受け られる。

2)ソ フ トウェア保 守

 システムのバ ージ ョンア ップを通信によって行 うシステムが導入 されている。

3)保 全対策

端末 システムに致命的な障害が発生 した場合、できるだけ短時間で復旧できる手段 を用意 している。

利用者用端末 につ いて 、利用者の不正 な使用 を防止す るシステム(セ キュ リテ ィシステム)を 用意

している。

 ウイルス対策 につ いては、仕様書 に書いていなかったため、部局の負担で行 うよう奨励す るに留 ま

っ て い る。 次 回 の 更 新 時 の課 題 で あ る。 この ほ か 、 ワ ー プ ロ文 書 な ど個 人 デ ー タの バ ック ア ップ は 、

自己 責任 と して い る。

4)保 守 体制

 システム管理掛 と各部局 の担 当者 か ら構成する組織 「部局端末 システム担 当者連絡 会議」 を作 り、

保守 にあた っている。連絡 はメー リング リス トと、ホームページを適宜使い分 けている。

 緊急連絡 のために電話連絡網 を作 ってい るが、障害復旧時にはタイムラグが大 きく、必 らず しも有

効に機能 していない。

8 館内端末の管理運営

 基本的に学 内 と同様 であるが、館内は部局 と比較 して 、利 用者用端末 での不正な利用 が多く、セキ

ュリテ ィを強化 してい る。

9 学内情報 関連機 関 との連携

1)大 型計算機センター(京 都大学学術情報ネットワーク機構=KUINS)

ネ ッ トワー ク管 理 の 点 で、障 害対 応 の ほか、種 々 の ア ドバ イス を受 けて い る。

2)総 合 情報 メ デ ィァセ ンター

 総合情報 メデ ィアセ ンターの端末25台 のほか、情報 コンセン ト20台分 を附属 図書館 に配置 して い る。

特に この端末 はインターネ ッ ト接続 されており利用希望者 が多く行列がで きるほ どである。 附属図書

館の端末15台 も総合情報 メデ ィアセンターに接続 し、同 じ機能 で使用で きるよう依頼 してい るところ
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で あ る。

 また、附属図書館 および総合情報 メデ ィアセンターとも学生証のバ ーコー ドが入館 のためのIDカ ー

ドとなってお り、デー タの共有化 が進んでい る。現在、附属図書館 は総合情報 メデ ィアセンター ・オ
ープンスペースラボの分室的役割 を果た しているが、今後 は端末 を図書館 に配置す るとい う意眛で も

さらに、多様 な活用方法 を考 えてい く必要 がある。

V 施 設 ・設備

1 スペ ース計 画

 現在の建物 は、地上4階 、地下2階(3層)、 延べ面積14,011m2で 昭和58年 に竣工 した。利用者部門

は、1～3階 が中心で あり、地下3層 は貴 重書庫 やバ ックナンバ ーセ ンターを含む積層書庫 となって

い る。利 用者部門では、1～3階 の閲覧席はできる限 り窓側 に配置 し、利 用環境 を重視す る方式 を採

用 しているが、試験期等 には1日5,000名 を超す入館者があり、1,100席 の閲覧席 は不足の状況 を呈す る

ことが多い。 また、資料の収容能力は100万 冊 としてい るが狭隘化方向 をた どってお り、開架図書や参

考資料の逐次 入れ替 えが必要で、部局図書館 ・室か ら資料搬入の要望 が強いバ ックナ ンバ ーセンター

のスペ ースが満杯の状態 で、新たな搬入が困難となっている。 これ らの問題 を踏 まえ、平成10年 度 か

らは附属図書館増築の概算要求 をしている。

 特筆すべ きは、110人 収容可能 なAVホ ールの利用が全学的に頻繁 に使 われてい ることで、特 に学長

裁量経費 によるAVホ ールの改修 は最新 のプレゼンテーシ ョン装置 を整備 し、 SCS19の 利 用 も可能 とな

った。この改修 によ り、平成11年 度後期 にUCLAと の遠隔授業 が試行的に行 われてい る。 しか し、 AV

ホールが建物の中心にあるため、AV―ホール利用者の増加 は必然的に騒音等の原 因 ともなっている。

2 利用環境

 冷暖房装置 につ いては、ガス吸収 冷温水機 によるセ ン トラルユニ ッ ト冷暖房方式 を採用 して お り、

事務部門 を除 き原則 として冷房 は7月 ～9月 、暖房 は12月 ～3月 までの 開館 時間申稼動 してい るが 、

最近 は利 用者 か らの声 も配慮 し、室温 に応 じて運転 を行 う方式 も試行 してい る。集 中冷暖房方式 は、

経済性 、エ ネルギー消費、オペ レーシ ョン要員のほか、場所 による室温 の不均等性 など不利 な面 も多

い。空調や換気 につ いて も、建物の構造上空気の流れが悪いため、利用者 か らの換気装置改善 に対 す

る要望 も出てお り、16年 を経過 した現在 、再検討の必要性に迫 られてい る。 トイレについて も、入館

者の数 に比べ不足 してお り今後 に向けての検討課題 となっている。

 照明は、経年劣化 を避 けるべ く1～3階 の利用部 門を中心に3年 ごとに約2,000本 の蛍光管を一斉に

取 り替 えている。 また、乱反射の ため蛍光灯の下部 に取 り付 けて あったル ーバ ーの劣化で照 明光度が

おちて きたため、すべ てのルーバ ーを撤去 したり、一部書架間に照明器具 を追加 す るなど閲覧環境に

配慮するよう努めてい る。

 1階 か ら2階 は、オープンスペ ースになっていて、吹 き抜けによるエ ン トランス、カウンター、階

段周 りな ど構造的騒音 と、最近 では携帯電話 や飲食等利用者マナーの低 下に よる騒音 ・迷惑行為 に対

して利用者か らの苦情 も多 く対策が必要である。

3 機 械 ・器具類

 附属図書館 に設置 したサーバ は16台 で、電子図書館 システムお よび業 務 システム用 として稼動 し、

残 りの3台 は分散型サーバ として部局 に配置 している20。 また、館内の利用者 用端末 は、1～3階 を

中心 に64台 、CD―ROM用 の スタン ドアローンとして6台 を設置 している。大量 の端末 を設置 したため、

電気料が増 えている。機種更新時には、待機電力の少 ない省電 力機器や液 晶デ ィスプ レーの導入 など

省エネ化 を図 る必要 がある。 また、不正使用防止のためoPAC用 にシステム側 で制限 した端末 は評判

が悪 く、利用者 はインターネッ トやメールの利用ができる端末 を望んでいる。

 AV機 器 として、ビデオ、 カセ ッ ト用 のブースを設置 しているが機器類 が古 く、オ ンデマ ン ド方式等

最新の システムの導入 も検討すべ きである。

ig Space Collaboration System

20経 済 学 部
、 農 学 部 、化 学研 究 所 に 配 置 して い る 。
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 バ ックナ ンバ ーセ ンターは261台 の電動集密書架 を使用 し、スペ ースの有効利 用を図 っているが、導

入か ら15年 以上 を経過 して 、故障が多発 している。館員による出納 か ら利用者 による直接利用へ と、

その利用形態 が変化 してい る現在、抜本的な対策が必要 となってい る。

 障害者用設備 として、玄 関周 りのス ロープ、視覚障害者用の誘導チ ャイム、エ レベータの音声案内、

対面朗読室 、身体障害者用 トイレ、車椅子用閲覧机 、身障者用駐車場 を設置 している。

 平成10年 度 には、学内措置 により入退館 システムの改修 を行い、車椅子 が通行可能 なゲー ト幅90cm

に拡張 を行 った。 これによ り介助 を必要 と しないバ リアフ リーな図書館に一歩近づいたとい えよう。

 平成11年 度 には、利 用者用 トイ レも車椅子 か ら ドアの開閉が容易なよ うに改修 し、障害者 の利 用 し

やすい図書館 を目指 してい る。

4 防災対策

 阪神 ・淡路 大震災 を例 にとるまで もな く、年間述べ74万 人 を超 える入館者の ある附属 図書館で は、

防災対策を最重要課題 の一つ として捉 えている。 このため消防設備の点検 は、機能点検 や総合点検 な

ど消防法に基づ く点検 はもとより、地震対策を含む防災訓練 を年1回 以上実施 しているが、利用に さ

しさわ りの ないよ う休館 日に訓練 をす ることが多かった。今後の課題 として、利用者 を含む防災訓練

を実施で きるよ う理解 を求めてい く必要 がある。

 建物 の管理 は、警備保障会社 に防災管理業務 を外注 し、災害や警備保障 に万全 を期 してい る。 この

外注により、土 ・日曜 日開館 はアルバ イ ト職員のみで運用 が可能 となった。

V[財 政

 附属図書館の財源 は、文部省か らの予算措置 と学 内経費で構成 され る。 これ らは、図書館の運営 に

必要 な図書館運営費 と資料収集のための図書館資料費 に大別 され るが、予算不足 によ り資料 の収集 に

問題 が残 る。今後 、学内予算の増額や外部資金の導入 について、抜本的に見直す時期 がきているとい

えよう。

1 図書館運営費

 文部省か らの維持費(運 営費)と 電子図書館推進経費 に加 え、学内か らは本部運営費(全 学的な行

事等の運営 に必要な経費)の1.2%、 本部でプール され る予備的な経 費および学長裁量経費の配分 を受

け、人件費や備品、消 耗品、保守費、雑費等 として予算 を組んでい るが、最 近は、築後16年 を経過 し

た図書館の補修費 が多 くなった。運営費 中人件費が35%を 占め21、 光熱水料費が平均す ると1日 あた

り8万 円以上 とな り予算 を圧迫 してい るため、経費の節減 を心掛 けなが ら図書館運営 に努めてい る状

況で ある。

2 図書館資料費

 原資 として、文部省か らの資料購入費 と、学内では学長裁量経 費等の配分 を受けてい る。 しか しな

が ら、附属 図書館の性格上 、学生用図書 、参考図書 、留学生用図書、学術雑誌、外国雑誌 センター館

雑誌 など資料収集 は多岐 にわたっており、参考図書 をは じめ とす る継続的資料費の比率が高いことな

どか ら、新刊本 などの収集 には、学長裁量経 費等 を充当 している状況である。 また、最近電子 ジャー

ナルの普及 には 目を見張 る ものがあり、利用者の要求 も多いが、その予算措置や高値状況 にある価格

設定の問題で苦慮 しているところである。

 一方、MEDLINE、 CAonCDな ど商用の文献情報データベースについては、関連部局か らの資金拠 出

によ り附属図書館サーバ か ら全学 に提供 している。今後 この方式が さらに普及す ることが望 まれ る。

3 外部資金

 附属図書館には館長を除 くと研究者がいないため、外部資金の導入は困難である。平成7年 度から

附属図書館長が文部省科学研究費補助金研究成果公開促進費の交付を受け、貴重書や特殊コレクショ

21平 成10年 度 にお ける割合 百年 史編集史料室経 費 を含み
、留保金(節 約分)を 除 く
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ンのデータベ ースの作成 に取 り組んでい る。 また、平成9年 度には奨励研究(B)と して、2名 の職員

が交付 を受 け電子 図書館関係 の調査 ・研究 に取 り組んだ。その ほか、平成9年 度 に新世代通信網実験

協議会22電 子図書館応 用実験推進委員会か ら 「先端 ・基礎科学研究動 向の総合的調査」 として、120万

円の寄付 を委任経理金 として受 けてい る。委任経理金の主な使途 としては、講演会の講師招請費や、

業務 の参考にな る先進的機 関の調査 のための職員旅費お よび関連の会議 に充てて いる。特 に平成11年

度は、米国で開催 され る電子図書館等 に関するNCC23の 会議か らの招請 を受け、京都大学後援会の支

援を得た1名 とともに委任経理金 で1名 を会議に派遣 した。

今後 も校費の予算減 は明 らかであ り、外部資金の調達に努力す る必要 がある。

V旺 管理運営

1 附属図書館商議会

 附属図書館商議会は、各学部長および各学部の教授1名、各研究科長および各研究科教授1名 、研究

所長若干名および研究所の教授若干名で構成 されており、附属図書館における最高の意思決定機関で

ある。

 全学部(研 究科)長 ほか部局の代表者 が構成員 とい う、他大学に例 を見 ない組織 となっている。 この

商議会は、図書館の重要事項 を審議することとなってお り、通常、年 に3～5回 程度 開催 されている。

 審議事項は、予算の執行計画、図書館運営に係 る基本事項、館長候補者の推薦等 が主 な議題 となっ

ている。一方 で、商議会 で審議 される事項の範疇 としては、あくまで も附属図書館 に関す る事項が中

心であ り、60余 の図書館 ・室の管理 ・運営は各部局の 自治 に委ね られ ている。今後の急激 な情勢の変

化 に対応 してい くためには、全学 レベルでの連携 ・共同を促進する新 たな役割が求め られてい る。

2 商議会専門委員会

 商議会では、専門の事項 を審議す る必要 があるときには専門委員会 を置 くことができるとしている。

委員 は、商議会委員や学部 、研究科 、研究所の教授又は助教授 で構成 され る。最近では、電子図書館

システムの予算化 に伴 い平成10年 度 に電子図書館専門委 員会 を設置 し、資料のデ ジタル化や電 子 ジャ

ーナル関係 につ いて審議 を行 っている
。 さらに、電子図書館専門委員会の下部組織 に同委員や専 門家

で組織す るワーキンググル ープを設置 し、電子図書館の中期的展望 を検討す るな ど、電子図書館 を推

進 させてい くうえで大 きな役割 を担ってい る。

3 研究開発室

 昭和60年 度 か ら平成7年 度 まで 「調査研究室」 を設置 し、館長が委嘱す る形 で システム関連 の事項

を検討 していたが、 この組織 を発展的 に解消 し、平成8年 度に、電子 図書 館、マルチメデ ィア情報 、

図書館の利用方法、貴重書の保存 および公 開等の研究 ・開発 を行 う図書館機能 充実のための 「研究開

発室」が学 内措置で設置 された。組織は、附属図書館長 を室長 に学内の教官 を室 員 とし、学外 の専門

家 も調査研究員 と して委嘱 している。活動の方法 と しては、年1～3回 の全体会議 を持ち、各メ ンバ
ーの研究テーマを決定 し

、個 々に指導助言 をす る形 をとっているほか、古典籍 の識者 は具体 的にデー

タの構築 を行 ってい る。 この結果 、平成9年 度か らの電子図書館推進経費の予 算化 に伴 う機能 の充実

や コンテンツの充実 に効果 をあげている。

 しか し、室 員が総長委嘱 とい う併任 の形 であるため、本格 的な研究 開発 を進 め るには無理 があ り、

21世 紀 に向けた大学図書館のモデルを構築す ることを目標に、専任教官 を概算要求 してい る。

4 事務組織

 附属 図書館 は、事務部長以下 、総務課 、情報管理課、情報サー ビス課 の3課10掛 で構成 され てい る

ほか、「京都大学百年史」編集史料室 が設置 されている。平成9年4月 情報管理課 の洋書 目録掛 と和書

目録掛 を統合 して 目録掛 と し、新 たに電子図書館 に関す るシステムの構築 、コ ンテ ンツの作成等の業

務 に対応するため電子情報掛 を設置 した。

22高 速 広 帯 域 ネ ッ トワ ー クの 利 用 研 究 ・実 験 を 通 じて 新 しい ビ ジネ ス と文 化 を創 造 す る任 意 団 体

zs National Coordinating Committee on Japanese Library
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1)総 務課

学内外の諸会議、庶務、人事、契約、負担行為、庁舎管理、百年史関連事務等 を所掌 。

2)情 報管理課

収書 、受入、 目録、装備、 システム関連、コンテ ンツの作成 、外国雑誌の全学的調整等 を所掌。

3)情 報サービス課

閲覧 貸 出、 レフ ァレンス、相互利用、展示会、情報 リテラシー教育支援等 を所掌。

職員は、平成11年 現在定員35名 、非常勤職員23名(40時 間職員5名 、30時 間職員18名)と なってい

る。定員削減や緊縮財政の折か ら、第9次 定員削減 の割 り当てが3名(平 成11年4月 現在2名 を消化)

と30時 間職員 の不補充 によ り職員数 が大幅 に減 ってい る。一方 、平成10年1月 の業務 システムの更新

に よる部局 の調整 、支援 、助言、指導、電子図書館 システムの稼動 による見学者への対応等が激増 し

ている。組織 や業務 の合理化、見直 しおよび アウ トソーシ ングな どを抜本 的に進めていかなけれ ばな

らない時期に きている。

5 図書事務改善検討部会

 京都大学では、全学 的な事務機構改善検討委員会 、同企画専 門委員会 の下 に、平成11年 「図書事務

改善検討部会」が設置 された。検討事項 としては、図書関係事務の簡素 ・合理化 、一元化 の推進 の検

討 を行 うもの と してい る。メ ンバーは、附属図書館総務課長 を部会長 に、部局の課長 ・事務長、事務

局経理職員、図書系職員の計19名 か ら構成 されている。

 この部会 では、学内外 の動向 ・情報 を収集 しなが ら、まず、事務のOA化 、京都大学図書館 システ ム

の連携 と業務分析 、サ ービスのあり方 など簡素 ・合理化 を目指す。最終的 には、組織全体の見直 しを

図 り、一元化 に向 けて新た な京都大学図書館 システムを考 えることとしてい る。 このため外部評価 や

利用者の動 向 も採 り入れ なが ら、 ビジ ョンとしての 中長期構想 を描 き、 この構想 に沿 って業務 の改

革 ・改善 を展開 してい くことを理念 として鋭意検討 を進めてい る。

6 分館構想

 京都大学 では、平成12年 度 を目処 に宇治地区の事務一元化 を計画 している。 これに伴 い、同地区 よ

り分館設置 の要望 が出 され た。平成11年1月29日 の附属図書館商議会において、宇治分館(仮 称)の

設置計画が承認 され 、附属図書館 との連携強化 、学術情報提供の強化 ・高度化、職員の適正配置 など

を目標 として、文部省 に対 し附属図書館宇治分館の設置 を申請 してい る。現在、宇治地 区には5研 究

所 、1セ ンターおよび3独 立研究科の一部が あり、5研 究所共通図書室 のほか研究所 、セ ンターの図

書室 がある。それ らを統合す ることによりキ ャンパ ス問を意識 しない機能 的な分館の設置 が求め られ

ている。

 また、他地 区において も,予 算減 、定員削減 に対応 するための方策 と して、今後、集 中化 ・一元化

の検討が必要 となって きている。

7 部局連携

 部局 との連携 につ いては、附属 図書館商議会は もちろんの こと、必要 に応 じて事務長会議 を通 じて

連絡 、依頼や支援 を要請 を してい るほか、最近では、部局長会議 で図書館の現状 と課題 について館長

が報告 している。

 職員 レベルの連携 は、連絡調整の項で も述べたが、部局 図書館 ・室 との事務連絡会議 を開催 し、連

絡 報告事項の ほか、毎 回 テーマを定め、意見の交換 を行 っている。 また、電子図書館 システムお よび

業務 システムの更新 を期 に、新 システムワーキンググル ーフ.を組織 した。 このグル ープは、全体 をま

とめ る調整班以下、業務単位 に6グ ル ーフ.で構成 し、14部 局か ら全学の図書系職員約280名 中70名 以上

が参加 して いる。各 グル ープとも活発に活動 し、サービスの向上、省力化 に向 けて積極 的 にシステム

の改善 に取 り組んでいる。 これ を進め る上でホームペ ージや メールが大 きな役割 を果た している。

 利用者へ のサービス向上のため、キ ャンパ ス間の ドキ ュメン トデ リバ リーの実施 や電子 ジャーナル

の推進 など居 ながらに して学術情報の入手 を可能 とす る手立て を検討 している。
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8 研修 ・講習 ・講演会

 電子図書館 および業務 システムに関す る説明会、研修会 、講習会 を数 多 く開催 し、システムの新機

能 に習熟 して もらうよう努 めてい る。近年は、業務 システムの説明会 、研修会のみ ならず図書館 関連

の講演会につ いて は海外 か らの講師 も多 く、平均 して毎月1回 以上 開催 している状況 となってお り近

畿地区か らの参加者 も多い。特に、平成9年 度が突出 しているのは新 システム導入 に伴 う初期の研修

が多かったためである。

平成9年度 平成10年 度 平成11年 度 備    考

説明会 10 9 11

研修会、講習会 24 5 4

講演会 8 6 4 近畿地区向けを含む

v肛 広報

1 刊行 物(概 要 ・利 用案内 ・館報 ・LSN)

 図書館 の広報活動 の一つ に、各種刊行物 の発行 がある。現在 、附属図書館では、図書館全体 を概観

す る 「京都大学附属 図書館概要」(年 刊)、 図書館活動 の広報、利用者 との コ ミュニケーシ ョンの充実

等 を目的 とした 「京都大学附属図書館館報 『静脩』」(年4回)を 発行 している。

 また、附属図書館の利用の手引 きとして、日本語版 「利用の しお り」、英語版 ・中国語版利用ガイ ド

を発行 している。

 「利用の しお り」 は、学内の図書館 ・室の利 用を一覧 できるよ う、附属 図書館 の利用案内の詳細 と

部局図書館 ・室の概要 ・利用一覧 か ら構成 され、毎年発行 してい る。 日本語版、英語版 につ いては、

ホームページ上で も公開 している。

 近年 、海外か らの研究者 ・留学生 が増加 しているが、図書館 を有効 に利 用 して もらうためには、最

新の内容の利用ガ イ ドを提供 す る必要があ る。予算の問題 もあ り、英語版 ・中国語版 は、毎年改訂版

を発行 することがで きていないのが現状で あるが、平成11年 度 は英語版、 中国語版 、ハ ングル版 を発

行 した。

 さ らに、附属 図書 館 サ ー ビスの紹 介 を 目的 に、速 報 と して 月刊 の 「LSN(Library Service News)」 を

発 行 して い る。 内容 は 、附 属 図 書 館 の 開館 日程表 の ほ か 、オ リエ ンテ ー シ ョン等 講 習会 の お知 らせ 、

新規 サ ー ビスの紹 介 、各 掛 か らの お知 らせ 等 で、 ホ ームペ ー ジ上 で も公 開 して い る。

2 電子 的情 報公開(ホ ームペ ージ等)

 附属 図書館 公式 ホームペ ージの トッフ.ページはシステム管理掛 で管理 してい る。下層 のページは、

各掛 が分担 し運営 してい る。その代表 的ページは、電子図書館、OPAC、 利用案内、お知 らせ等である。

 トップペ ージを辿 って、各部局図書館 ・室のホームペ ージにも リンク し、それ らを、電子 的手段 に

よる全学的な図書館 ・室の情報公開と位置づけている。

 特筆すべ きは、文部省主催 の平成8年 度国立大学および国立高等専門学校優秀 ホームペー ジの審査

において、奨励賞 を受賞 した ことで ある。 日本語以外のペ ージが貧弱 で あり早急 に留学生 や海外向 け

のページを充実 させ る必要がある。

 また、業務用 として図書館 ・室職員専用のホームページを開設 し、職 員問の情報伝達のため、メー

リング リス トやスケジューラー等 を運用 し事務の電子化 を促進 してい る。

3 マ ス コ ミ に よ る報 道

電子図書館 システム導入後 、テレビや新聞などマスコ ミによる取材 、報道 が増 えた。 この影響 もあ

り、報道のたびに遠 く海外か らも利 用 も含め電子図書館の参照の件 数や見学者 が著 しく増加 する傾 向

となってい る。 また、秋季展示会な ど図書館のイベ ン トにつ いては、積極 的に報道関係 に広報す るよ

う努めている。
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      第2部

京都大学図瞽館の現状と課題
一 自己点検 ・評価一

部局図書館 ・室編



総合入間学部図書館の現状と課題

1 意 義 ・果 た して きた役割

1 は じめ に

 総合人 間学部図書館 は、平成4年 に教養部が改組 されて総合人 間学部 に生 まれ変わ るまで は、教養

部図書館 として文字通 り教養教育の基盤 を担 ってきた。改組以降 は、組織 的には学部図書館 となった

が、全学共通 ・教養教育 に果たす役割は、基本的 に変わっていない。

 附属 図書館 と並んで、学問分野 に とらわれず全学の学部生か ら研究者 まで を広 く利 用対象 と して想

定 し、要求に応 えて図書館 サービスを提供すべ き立場 にある。

 しか し、現状 を率直 に語 るとすれば、建築 後26年 が経過 した建物 は実際の経年劣化以上 に老朽化現

象が見 られ 、収蔵 スペース も限界 に達 してい る。新 しい世紀 を目前 に して、施設 とサー ビスの両面 か

ら、根本的な検討 とそれに基づいた改善 が求められていることは間違いない。

 組織面 か ら見れば、総合人間学部図書館が同時に人間 ・環境学研究科の図書室サ ービスを も担 う形

となっていて、その矛盾 が参考調査掛 にもっとも重い負担 となって現れている。

 参考調査掛の専任職員 は、定員2名 と常勤的非常勤職員1名 の3名 に過 ぎないの に、大学院か ら配置 さ

れた時間雇 用職員1名 を加 えただけで、総合人間学部図書館の参考調査業務 と人間 ・環境学研 究科図

書室の全 てのサービス を担 ってい る。人間 ・環境学研究科図書室 は、総合人間学部図書館 とは別 に独

立 した施設 であるため職 員配置 は2分 され、事務連絡等の理由で常 に行 き来 しなければな らない こと

も負担感 を強める原 因となっている。

 改組 を期 に大量の研究室所蔵 図書 が一度 に総合人間学部図書館 に返納 され たことで、予期 した以上

の速 さで図書館の所蔵 スペースは失われてい った。また返納の際 にデー タの入力やIDラ ベルの貼付

などの整理業務 を必要 と したため、少なか らず負担 となった。

学内的には唯一、大 学院重点化 を終 えていない学部であることか ら、今後の組織 の さらなる再編 が

どう進 められるかで図書室の あり方 も変わ ってくると考 えられ る。

2 学習支援

歴史的に教養教育 の基盤 を担 って きた経緯 があり、幅広 い分野の教養書や学習テキス トが揃 つてい

る点では、学内随一 であり、学習図書館 と しての機能 を明確に持ってい る。

 しか し、附属図書館 同様 、経常的経費の不足 は深刻であ り、資料の購入 は思 うにまかせ ない。全学

共通教育 の発展 に、図書館の充実は必須条件 であるとの観点か ら、恒常的 に全学的な経済的支援 が受

け られ るシステムを確 立す ることが長期 的に見て必要で ある。春 の新入生向 けのオ リエ ンテーシ ョン

とは別に、在学生向けのオ リエ ンテー シ ョンも実施 しているが、多 くの学生の関心 を呼び起 こす まで

にはなっていない。望 ましいオ リエ ンテーシ ョンのあり方 について、一学部図書館 の内部的 な検討 に

止 まらず 、全学図書館 ・室で組織 的に検討 し、その知識 と方法 を共有化す る必要 があると思われ る。

現段階では、依拠 するに足 るオ リエ ンテーシ ョンの ノウハ ウが確立 されているとは言 い難い。

 個別図書館組織の統合化 は、最終 的にな されるべ き課題 かも知れ ないが、その前 にまず システムと

知識の共有化 を万全 の ものにす る必要があると思 われ る。

3 研究支援

 総合人間学部図書館が旧教養部図書館 を母体 としてい る以上、学習図書館機能 に重点 を置 いた もの

であることは当然で あるが、同時に総合人間学部 としての学問的特性 に沿 った研究図書館 であること

が求め られ る。総合人間学部の学問的な特徴が今後 どの ように形成 され てゆ くのか、その方向が同時

に図書館の蔵書構築 に関わ りを持 つ。現在 のところ、当学部図書館の研究 図書館 としての レベル は、

広 く浅い コレクシ ョンの形成 に止 まっていて、今後の総合的で しか も深 い学問形成 に寄与 するには不

十分である。

 現在、総 合人 間学部では他の多 くの学部同様、研究用の資料は もつば ら講座の経費で購入 され、配

置場所 も研 究室図書室 となってい る。最近 、原則 として学内の図書館 ・室の資料 は、相互利用書 な し
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に利用できるよ うになったが、研究室所蔵の資料につ いて は、他学部の利用者 は無論 、当該学部の利

用者で も利用の敷居が高い と言 わ ざるを得ない。研究者 が研究上欠 くことの できない専 門分野の図書

を身近な ところに置 きた く思 うの は、 ごく自然 なことである。 しか し、真 に従来の狭 い学 問分野 にと

らわれない学際領域の研究 をめ ざすのな らば、個別研究者の利用上の利便性 を損わず、かつ高い共有

性 をもった資料の配置 と制度 をどう実現すべ きかを、検討す る必要 がある。図書館 の研究支援能力 を

高 めることは、資料購入経費の増額 ・十分 な収蔵スペース ・資源共有化への意識の変革 とい う条件 を

満 たすことと同義であ る。易 しいことではないが、避 けて通れない道である。

皿 図書館資料

1 蔵書構成

 研究室所蔵 図書 を も視野 に入れれば、相当広範囲な専門的資料 を所蔵 していることにな るが、集 中

化 されない限 り厳密 な意味 で総合人間学部図書館の所蔵資料 とは言 えない。 しか し、校 費で購入 され

た図書が備 品登録 され 、資料 に関す るデータがオンライ ン上で共有 され ることになると、利用者 に対

す る資料提供 は、資料の貸 出 ・閲覧 ・相互利用(複 写 サービス)の いずれかの形式で必要 となる。 デ
ー タの共有 は、す なわち資源の共有で ある以上、もはや研究室所蔵 か図書館所蔵か とい う区別は、利

用者 に対す る説 明 としては、あまり意味がなくなった。研究室所蔵 だか ら利用で きませ ん とい う対応

をすべ きで ない以上 、現状 を改革 して よりスムーズな運用 を実現す る しかない。それ が実現すれば、

本当の意味でバ ランスの取 れた蔵書構築に一歩 を踏み出す ことにな り、総合人間学部図書館の研究図

書館的機能 は格段 に向上す ることになる。

 なお、総合人間学部 図書館 としての特徴 あるコレクシ ョンの一つに第三高等学校関係 の資料があげ

られ る。 これは、旧制高等学校の歴史的研究 に必須の原資料で あり、完全 に整理 されて利用 に供 され

ている点で、特筆 され るべ きコレクションである。

2 資料の選定

 学生用図書の選定 につ いては、学部内の各講座 に選定 を依頼 し、選定 リス トに基づいて購入 してい

る。教官の選定する資料以外 に、学生の希望による資料 も少額ではあるが購入 している。

3 受入(図 書 ・雑 誌)

 総合人間学部 と しての蔵書数 は、平成11年3月 末現在で約58万 冊、その内約31万 冊が和書、約27万 冊

が洋書 である。蔵 書の約半数は総合人間学部図書館 に収蔵 されてい るが、残 りは研究室所蔵 となって

いる。雑誌 の所蔵 タイ トル数は、和雑誌が約1,500タ イ トル、洋雑誌約2,100タ イ トルである。年間の増

加冊数 は、経費面の窮迫 か ら低下の一途 をたどり、平成10年 度は、和書3,10o冊 、洋書1,600冊 、総計 で

約4,600冊 にとどまった。 いかなる事情 があれ、これはかなり深刻な事態 と受 け止め ざるを得 ない。図

書館の資料購 入費 は1,500万 円程度であ り、このなかには雑誌購入費 ・新聞購入費 とわずかなが ら電子

情報資料購入費 も含 まれ る。資料費の総額は、ここ数年据 え置 かれたままであ る。全学共通教育 に資

す る図書館 として、学生 を主たる利用対象に限定 しても、経費が不足 している。

4 開架閲覧室(一 階閲覧室)の 配架とその特徴

 開架 図書室 には約7万 冊の図書 を、全学共通用図書 と総合人間学部用図書(学 部 コーナー)に2分

する形 で配置 してい る。 ただ し、利用上の区別 は一切 なく、学部 コーナーに配置 された図書 について

も学部 に所属す ると否 とに関わ らず、平等に利用で きる。

 配架 スペ ースは満杯状態 であ り、新規購入分の単行書の多 くは開架図書エ リアに配置 され るため、

利用度の低 い図書 を順次 、書庫 に入れ る作業 を頻繁 に行 う必要 がある。書庫 内 も満杯状態 となってい

るため、開架 図書 か ら書庫 内に配架す る作業 も、空 きスペ ースを生み出すために図書の大移動 を必要

とす る場合 も多 くなっている。
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5 書庫の配架

 図書館 の老朽化以上に深刻 な悩 みは、書庫 スペースの狭隘化であ る。昨年度末 よ り、教 員の退官時

に返納 され る図書の引取 りが不可 能になっている。結果的に、退官 教官の研究室配置図書 は、研究室

に死蔵 され、利用 に供 す ることがで きない。その他 に、第三高等学校 関連 の博物資料 も学部 内に置 き

場所がないため、やむな く書庫 内に置 かれている。 これ は学部の博物館施設 が建設 されれば、重要な

資料 として公開すべ きもので ある。

 書庫 スペースの確保 は、 もはや館 内に求めることは不可能 なので、近い将来 にキ ャンパ ス内に新 し

い建物 が建 ち次第、移 転 して空室 となる研 究室や講義室 を書庫スペ ースに転用 す ることも検討 してい

る。書庫 スペースの不足 は全学的に共通の悩 みで あり、今後 は大学の枠 を超 えた共 同保存書庫の可能

性 も検討 す る必要 がある。コンソー シアムの形成 を追求すれば、当然、地域共 同利用 を前提 とした共

同保存の可能性 に行 き着 くことになるか らである。

皿 利用者へのサービス

1 新着図書の紹介

 新着図書の リス トを作成す るなどのサー ビスは行 っていない。開架 図書室 に配架す る図書 に限 って、
一定期間

、入口付近の新着図書用書架 に別置 してお く。利用 については、新着 図書 も特別 の扱 いはせ

ず、閲覧や貸出のサー ビスに供す る。

2 0PAC

 WWW版OPAC用 端末 を一階閲覧室の カウ ンター付近に3台 配置 している。検索用端末の台数が不足

しているので、 目録検 索以外の利 用は、別 に1台 設置 している電子 図書館用端末 を利用するよ うに指

導 してい る。検索用端末の不足 は、現在検討 を進めてい る総合情報 メデ ィアセンターの端末 が約50台

程度配置 され る見込みで あり、実現 すれば、その時点で 目録検索 用端末 の不足 は解消で きる見通 しで

ある。

3 文献複写

 文献複写の受付 ・依頼 とも、参 考調査掛が担 当 してい るが、参考調査掛 は総合人間学部 図書館 にお

ける参考調査業務以外 に、通路 を隔てて向かい合わせに位置す る人間 ・環境学研究科図書室 のサービ

ス業務 を担当 している。分散配置 された複数のサー ビスポイ ン トをフル タイムに換算す ると4人 に満

た ない人員 で維持す ることの困難 さが、文献複写量の増大 とともに年 々増大 しつつ ある。なかで も、

外部 か らの文献複写依頼の大部分が、研究室所蔵図書で あることで、1件 あた りの処理 に要す る時間

がかか り過 ぎることに問題 がある。資料の集 中化が近い将来 に実現 す る見通 しは立 たないので、文献

複写サー ビスの維持は今後 とも大 きな課題 として残 る。

4 開館状況(開 館 日数 ・開館時間)

 平成11年11月 末 まで は、平 日9時 か ら17時 、土曜 日は10時 か ら15時 までの開館 サー ビスを実施 して き

た。 しか し、附属図書館 とともに全学共通教育 に大 きな役割 を果たすべ き図書館 としては平 日の定時

閉館 は、サービス時間 としては不十分で あるとの観点から、平 日の開館 時間の延長に向けて平成11年4

月頃か ら準備 を進 めて きた。その結果、図書委員会の決定 を受 けて、総合人間学部教授会 で も平 日の

開館 時問 を20時 まで延長す ることが認 め られたため、平成11年12月 よ り正式 に実施 され ることになっ

た。要員 については、大学院生等 をローテーシ ョンで3人 ずつ配置 す ることで万全 を期す。本部 キャ

ンパスほど人の流 れがない とい うハ ンデ ィはあるものの、今後図書館 の利用者 が増 えることが期待 さ

れ る。

5 閲覧 ・貸 出

 開架図書 の貸 出につ いて は、教職員 ・大学院生 および名誉教授 は10冊 ・1か 月以 内、学部学生 は5

冊 ・2週 間以内 となってい る。 また、夏期 と冬期の休暇 中は長期特別貸 出を実施 してい る。書庫内図
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書 につ いては、教職員 および名誉教授 は5o冊 ・3か 月以 内、大学院生 は3o冊 ・1か 月以内、学部学生

は5冊 ・2週 間以内の貸 出期間 となってい る。別に製本、未製本 を問わず雑誌 は、5冊 ・1週 間 まで貸

出を受 けることがで きる。

 一部の研究室所蔵 図書 は、直接利用者 が出向いて貸 出 を受 けることがで きないので、閲覧掛で申込

みを受け付 け、所蔵先 の研究室 にFAXな どで借用 を申 し込み、研究室か ら届け られ た図書 を総合人間

学部図書館 の窓 口で貸 し出す とい う方法 による場合 もある。 これに要す る手間 と時間が業務上過大な

負担 となっているが、現時点では利用者 と業務担当者の両者が満足 で きる解決策 を見出せていない。

 書庫内の検索 につ いては、内規上 は教職員 と大学院生 に限 って認めてい るが、平成11年4月 か ら、

試行的に、学部4回 生 以上で書庫 内図書を検索 したい とい う希望の ある者 に限 って検索許可証 を発行

し、書庫内検索 を認 めている。 これは4回 生の場合、卒業論文の制作 など広範囲に効率良 く資料 を入

手す る必要が あるため、それ を少 しでも支援で きれば とい う目論見か ら始め たものである。東京大学

教養学部図書館 で も学部学生 まですべての利用者の書庫 内検索 を認めてお り、総合人間学部図書館 と

して も、で きれば全ての学生 に書庫内検索 を認める方向で可能性 を検討 したい。

6 利用者教育

 新入生に対す るオ リエ ンテーシ ョンに加 えて、今年度は6月 に卒業論文 に取 り組む学部生 を対象に、

オ リエ ンテーシ ョンを実施 した。実施時期 と宣伝不足のせいか、参加人数 は予期 したほどなかったの

で、今後は事前のPRを 工夫す るとともに、学部生の参加 しやすい時期 に実施 したいと考 えている。

7 全学共通教育支援

 旧教養部図書館 を母体 と しているため、蔵書構成の面か ら見 て も全学共通教育 に資す る図書館 とし

ての位置付 けがで きる し、総合人間学部 としての学問 内容 も総合科学で あることか ら、他の特定主題

に限定 され た学部図書室 に比較 して、よ り適切な教育支援が可能 である。問題 なの は、守備範囲の広

さに見合 った人的 ・財政的 な裏付けが十分でないことで ある。

 21世紀の大学が本当の意味で発展するためには効率重視の短絡的な専門教育に偏らない教養教育が

重視 されるべ きであるが、それを実現するためには図書館施設 を全学的に発展 させてゆくための制度

的裏付けが必要である。

8 市民への図書館公開

 総合人間学部図書館 として独 自に成文化 した公開のための規定 は持 たないが、利用の基本方針は附

属図書館 に準 じた考 え方 に基づいている。サ ービスの内容 は、公共 図書館 に所蔵 していない資料の閲

覧 ・複写 に限 ってお り、貸 出は認 めていない。将来、市民の生涯学習支援等の理 由で学内利用者に準

じたサービスを求 め られ る場合は、それに見合 った人的 ・財政的裏付 けが必要である。

】.v 施 設 ・設 備

1 スペ ー ス 計 画

 図書館 の総面積 は4,365m2で あるが、その うち1,52om2が 書庫 スペースとなってい る。総面積の不足 が

顕著 に現れてい るのが書庫 スペ ースで、昨年度か ら定年退官教官の返納図書 を引 き取 ることが不可能

になった。返納図書 を引 き取 り図書館 に再配置 して利 用 に供す ることは、図書館 として欠 くことので

きない基本的 な役割で あるか ら、事態 は深刻である。現在 、研究室や研究室の転用などで所蔵 スペー

スの不足 に対応すべ く学部内の検討 を重ねているが問題の解決 には至 っていない。抜本的 な解決策 と

しては、十分 な面積 を備 えた新図書館の建設以外 にあ り得 ないので、資料の集 中化 を前提 とした将来

計画の策定 を急 ぐ必要 がある。

2 利用環境

竣工後、26年 を経過 して施設の全面的な老朽化が見 られ るが、なかで も冷房機器 は故障が ちな上に、

シーズ ンを通 じての維持点検経費が約150万 円 もかかるなどの問題 がある。近い将来、総合情報メデ ィ
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アセンターか ら約50台 程度情報端末 が移設 され る可能性 もあるが、現状の冷房能力で は機器の維持 に

必要な冷房機 能 を確保す る上で不安 が残 る。早急に最新の冷暖房機器 を導入す るこ とで、維持経費 を

節約す るとともに、何 よ り利用者 にとって快適な学習環境 を確保 したい と考 える。

 老朽化 した閲覧用机や椅子につ いて も、2階 大閲覧室分 については総長裁量経費で更新 が認め られ

てお り、壁面の塗 り替 え ・床 の張 り替 え等の美化等、改修 も年次計画で順次進めてゆ く予定で ある。

 障害者の利 用につ いて は、玄関前の スロープは設置済 みで あり、今年度 は新 たに身体障害者用 トイ

レを設 けた。 しか し、経費面の制約等か らエレベーターの更新 までは されて お らず、車椅子の使用 は

不便である。

3 情報機器 ・機具類

 情報環境 について言 えば、利 用者用検索端末がわずかに3台 とい うことで、明 らかに不足 している。

しか し近い将来 に総合情報 メデ ィアセンターか ら50台 程度の情報端末 が配置 され る見込みで あ り、そ

の時点 で5～7台 程度 を1階 閲覧室の カウンター付近に配置 し、 目録検索用端末 と して使用で きるよ

うにすれば、その悩 みは解消す る。

ス タン ドア ロー ンで使 用 してい るCD-ROM検 索用端末 もoSがWindows 3.1で 辛 うじて機能 している

ものの、頻繁に障害 が発生するなど利 用者の苦情 も多いため、更新す る予定で ある。

V 財政

1 図書館運営費

 学部図書委員会 か ら学部財政会議 に予算計画に基づいて請求 し、財政会議 が認めれば、教授会の承

認 を経 て、図書館の年間予算が確定す る。近年、学部全体の予算の動向 を反映 して、図書館運営費 に

ついて も、ここ数年据 え置 きない し微減傾向 にある。

2 図書館資料費

 新 聞 ・雑誌の購入経費 を含む年 間の図書館資料費は約1,500万 円 に過 ぎず 、明 らかに不足 してい る。

今後CD-ROMや 電子 ジャーナルの購入 など、新たな資料形態の購入 も視野 に入れて予算計画 を立て る

必要 がある。外 国雑誌の購入経費 は年 間で5～10%も 上昇 し続けてお り、1984年 時点 か ら見れ ば購入価

格は約2倍 になってい る。

 迅速な文献や情報提供が可能な資料購入計画と予算の確保 を学部の総力をあげて努力することは無

論、全学的な施設として支援が得 られるよう努力することも必要である。

3 事務組織

 総合人間学部図書館 は、整理 ・閲覧 ・参考調査の3掛 で構成 されてい るが、同時 に人間 ・環境学研

究科の図書室 のサー ビスも担当 してい るところに特徴 がある。

 人員構成 は、整理掛9名(定 員5名 非常勤職員4名[40時 間職員1名 30時 間職員3名])、 閲覧

i掛6名(定 員2名 非常勤職員4名[40時 間職員1名 30時 間職員3名])、 参考調査i掛4名(定 員2名

非常勤職員2名[40時 間職員1名 30時 間職員1名])と なっている。人間 ・環境 学研究科図書室 は、

総合人間学部図書館 とは別 の研究科の建物の内部 に設 けられてい るため、兼任の形で直接 のサービス

を担 当す る参考調査掛 の負担 は過大な もの となっている。負担の直接 の原 因は窓 口が2分 されてい る

ことにあるが、今一つは文献複写業務 の急増である。学術情報 センターに接続す る大学図書館 は、資

料 を多 く所蔵す る大規模 国立大学にオ ンラインで簡単 に文献複写 を依頼 で きるよ うになった。資源共

有が名実 ともに進んだ とい う面では評価で きるが、特殊 な資料 を多 く所蔵す る図書館の負担 が増加す

る面 があることも無視 で きない。総合人間学部図書館の場合、研究室所蔵図書 が複写依頼 の対象 とな

りやすいが、 こち らか ら出向いて持ち帰 るにせよ、依頼 して図書室 に持参 して もらうにせよ、手間 と

時間がかか る。 これは依頼す る側 には理解で きない負担である。今後 、同 じペ ースで複写業務 が増大

してゆ くような ら、何 らかの見直 しが必要 となるだろう。
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 人間 ・環境学研究科図書室においては、図書業務 に関す る本来 のサービス以外 に大学院 の過去の入

試問題 の閲覧窓 口になってい る。これに関 しては、入試 の時期 に関係 なく閲覧す る人が絶 えず、その

応対に追われてい るのが実状である。

V[管 理運営

1 総合人間学部図書委員会

附属図書館商議会総合人間学部商議員の他に、学部長が委嘱する4名の委員で構成する。

2 人間 ・環境 学研 究科 図書委員会

附属図書館商議会人間 ・環境学研究科商議員の他に、研究科長が委嘱する11名の委員で構成する。

V匚 広 報

1刊 行物

総合人間学部 図書館 では、利用者向けのマニュアル としてライブ ラリー ・ガイ ドを毎年 発行 してい

る。 その他、図書館報 として 「バベルの図書館」を発行 しているが、不定期刊行 にとどまっている。

2 電子的情報公開

 総合人間学部 図書館 として、インターネ ッ ト上で情報提供 を行 う必要が あるものの、 まだ実現 して

いない。

一つ には、図書館 として独 自にサーバ ーを持つべ きか、学部 として維持 され るサーバ ーに依拠 すべ

きかにつ いて、明確 な方針 を持ち得ていないか らである。
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京都大学大学院文学研究科 ・文学部図書室の現状と課題

1 は じめ に

 京都大学文学部の始 ま りは、1go6(明 治39)年 の京都帝国大学文科大学の開設 に遡 る。以来94年 間の

長い年月をかけての資料収集 の結果、文学部では貴重な書籍 ・資料 を多数所蔵 している。平成11年3

月31日 現在の京都大学蔵書統 計によると、文学部蔵書 は816,679冊 となってい る。 これ は、京都大学全

蔵書564万2千 冊のおよそ14.5%を 占める。これは附属図書館 を含め、全部局のなかで最大の蔵書である。

 京都大学大学院文学研究科 ・文学部図書室(以 下 「文学部図書室」 とい う。)は 、研究 ・専門図書館

的性格 を色濃 くもっている。 これ は、長年 の京都大学における附属図書館、総合人間学部図書館(1日

教養部図書館)と 学部 ・研究所図書室 ・館 との役割分担にお ってい る。平成5年 度 よ り教養部が総合人

間学部 となった。 しか し、京都大学の図書館 システムは、この役割分担 を明確 に変更す るこ とな く従

来 どお りのかたちで運営 して きた。

 教養部 が総 合人間学部 とな り6年 が経過 した。学生に とって総合人間学部 は学部で あり、附属図書館

とならぶ教養課程学生のための主要図書館 としての意識が薄 らいで きている。利 用者 としての学生 は、

所属学部図書館 ・室、附属図書館 を主 に利用す る傾向が あり、文学部図書室 と して も今後学習支援機

能の向上の必要性 にたいす る検討 も課題 である。また、 これは文学部単独の問題で はな く、京都大学

の図書館 システムと して学習支援機能 をどうはた してゆ くのか とい うことを、全学的視野 にたって考

える必要が ある。

2 施設

 文学部図書室 は平成9年 度 に建設 された文学部新館 にある。新館建設以前 は、文学科 ・史学科 ・哲

学科の三つ に分かれてそれぞれ閲覧室 と書庫 を設置 していた。

新館 の完成 にともない、三つの閲覧室 と書庫を統合 して現在の文学部 図書室 となった。閲覧室 は地下
一階 にあり閲覧席 は約100席

、書庫 は地下一 ・二階 にあり収容能力は68万 冊 である。地下書庫 のため大

雨等 による水の被害が懸念 され る。図書事務室 は地上一階部分に整理掛事務室 と閲覧i掛事務室がはな

れて存在 してい る。閲覧掛事務室 か らは直接書庫 に行 ける配置 にはなってい るが、閲覧室 、書庫 、事

務室 を結ぶ構成 は図書館建築 として機能的な もの となっていない。

 書庫 は、面積的 な制約 が あったため電動集密書架 が多数設置 されてい る。本来 、電動集密書架は、

比較的利用が少 ない資料 を効率的に収蔵す るために設置 され ることが多い。 しか し、新館建設前の書

庫 か らあふれでた図書が多数 あるとい う状況 か ら、利用頻度の高 い資料 も電動集密書架 に収蔵せ ざる

を得 なかった。 このため、書庫 内図書の利 用において は、たえず電動集密書架の開扉の順番 を待つ利

用者 が存在す ることとなった。利 用者 にとっては非常 に不便 なことであるの は承知 しているが、建築

許可基準の範囲内 とい う制約の もとでの選択 であった。

 この書庫 も現在 は若干の余裕 もあるが、年間18,000冊 程度の資料 が増加す る現状 か ら、今後10年 と

い う時間 をへずに書庫 の狭隘 が問題 となる。 この問題 は文学部単独 ではな く、京都大学での保存 図書

館、 また全国的 ・地域的保存図書館 の構想、あるいは電子図書館 における電子 的資料への メデ ィア変

換による保存等 とも連携 して考 えなければ、いつまでも書庫 を建てつづ ける必要 にせ ま られ るであろう。

3 図書館資料

 資料 の選定 ・収集 は専修単位 で行 われ ている。各専修 で限 られ た予算の範 囲 とい う制約の もとで、

現在 の研究課題 、将来必要 とされ るであろ う資料、また社会的使命等 を勘案 した専門家 による最善の

選択 がな されてい る。 しか し、一般論 として、重複図書の存在や、専修の狭間の よ うな資料の収集 も

れは さけ られ ない という指摘 がある。 この点について は、今後 ともどのよ うな方法 がよいのかは、学

部 ・研究所間 あるいは大学問 を含め資料の分担収集 という考 え方 として検討す る必要 がある。

 閲覧室 には、専修の枠 を超 えた共通利用のために参考図書 を備 え付 け学生 ・院生の利用 に供 してい

る。 この参考図書 については、毎年共通経費 として予算化 しその拡充 ・更新 に努めている。
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 電子的資料 は、本学部 で必要 とされ る資料に関 して しては それほ ど急 速な進行 ではない。 しか し、

電子的資料 は増加の傾 向 にあり、電子 的資料に対応 できる体制 はつ くっておかな くてはな らないであ

ろ う。 これ も、全学的 な問題で もあるのだがIPア ドレスの量 的不足の問題 があ り、単 にパ ーソナル コ

ンピュータをそろえるだけでは問題の解決にはならない。現状 では、市販 の電子化資料収集 は二次資

料の一部 を収集 している程度 である。

 平成9年1月 か ら、心理学行動科学文献情報であるPsycLITを 、附属図書館CD-ROMサ ーバか ら教育学

部、総合人間学部(平 成10年 度 か らは情報学研究科 および霊長類研究所 も参加)と ともに全学に提供

している。 この事業は行動文化学専攻心理学講座の経費負担で実施 している。

4 整理

 文学部 の分類 は、各専修 ごとに別の分類表 を採用 している。書庫 内の配架 も各専修 ごとに配架 され

ている。 このため、同一主題の図書が分散 して配架 されることもあ り、利 用者 か らは不 便であるとい

う意見がだ され ている。 この分類の問題 については、平成6年5月12日 の教授会で、新 館移転 を契機

に標準分類法 を独 自に展 開す る方 向で、各専修 ごとの分類 を廃 し文学部 と して統一分類 表 を採用す る

ことが提案 され承認 され ている。 しか し、現在 まで標準分類表 の採用を含め具体 的な進展 がない まま

になってい る。

 雑誌につ いては、従来 は各研究室 あるいは学科 ごとに収蔵 していたが、新図書室の開設に ともない
一括 して書庫 に収蔵 し製本雑誌につ いては誌名順 と した。 この結果重複 して所蔵 していた雑誌 がかな

りあ り、これは一部のみ保存す ることで重複雑誌は廃棄す ることとした。

 新着雑誌 の うち購入雑誌 は予算負担専修 ごとに配架 されてい るので、研究者に とっては 自分の研究

主題の新着雑誌 が、一括 して配架 されている可能性が高 く便利 な側面 がある。一方 、特定の雑誌 を閲

覧するば あい は、 あらか じめどの専修経費で購入 してい る雑誌で あるか、あるいは寄贈 に よるものか

を承知 してい る必要 があ り、普段 な じみのない利用者 には不便 な配列 といえる。 この ため、誌名か ら

配架場所 を指示 する目録 を作成 し利用者 に提供 してい る。

 昭和61年 度 よ り学術情報 セ ンターに 目録登録を開始 した。 これ にともない カー ド目録の編成 は、中

国語図書等学術情報 セ ンターに入力 していない もの を除 いて、凍結 してい る。今後の課題は、昭和61

年度以前の遡及変換 と中国語等の特殊言語資料のコンピュー タ入力で ある。検索方法の主流がカー ド

目録か らOPACへ と移行 しつつあることか ら、 この ことは緊急の課題で あると考 えている。

 文学部図書室で は、附属 図書館の科学研究費補助金事業 の一部 と して文学部所蔵洋書 カー ド目録 を

OPACで も検索 で きるよ うに遡及変換 をおこなってい る。田中美知太郎文庫 が遡及変換 されたほか 、

平成11年 度の事業 と して昭和59～60年 度受入の洋書 、大正5年 か ら昭和9年 にか けて本学部英語学英

文学の外国人教師 であったEdward Bramwell Clarke旧 蔵図書 な どにつ いて遡及変換 が進行 中である。

遡及変換 につ いて は今後 とも積極的に進めて行 く計画で ある。 また、洋書の遡及変換 に くらべ 、和書

の遡及変換 は文学部 に限 らず遅れ ぎみであり、この部分につ いて もなん らかの措置 を講 じる必要 があ

ると考 えている。

 文学部図書室で は特殊言語の資料 も相当数収集.所 蔵 してい る。非 ラテ ン文字の一部 は翻字す るこ

とで学術情報 セ ンターへ も目録登録 を行 って きた。 しか し、簡 化文字 ・ハ ングルの資料 については、

目録原則、文字 コー ドの国際標準化の問題や、学術情報 センターの方針 もあ り、今 まで 目録登録 を控

えて きた。現在 、平成12年1月 に予定 されている学術情報 センターの 中国語対応 をまって、中国語図書

について も全面 的に 目録登録する方向で、 システムの開発 を依頼 してお り中国語図書 目録入力の準備

が進行 中であ る。

5 サー ビス

 閲覧室 には参考図書 を中心 に約5,00o冊 配架 されてい る。一般 図書のほ とんどは書庫に配架 されてお

り、一般 図書 の開架図書 は基本的な資料集等の一部が配架 されている。閲覧席数の確保の ため一般図

書の開架が少ないのは、学生 ・院生 にとっては利用 しやすい環境 ではないであろ う。

書庫 内検索 がで きるの は、文学部の利用者 と学内教官 、人間 ・環境学研究科 、教育学研究科 の院生
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である。 ブック ・デ ィテクシ ョンによる書庫 内検索の全面 的開放 に より利用者の利便性 をはかるとと

もに、業務の簡素化 、省力化 をはかれないかは今後の課題で ある。

 平成10年 度 の利 用対 象者 は、 約2,000名 で その うち1,600名 が学生 ・院 生 で あ る。 利 用状 況 をみ てみ る

と貸 出 が26,000冊 、閲 覧 ・複 写 で38,000冊 の利 用 が あ った 。 これ は 、前 年度 比 で貸 出 が110%、 閲 覧 ・

複 写 で120%と な って い る。

 従来、他学部 ・研究所の学生等 が文学部所蔵図書 を借用す るばあいは、所属部局図書室発行の相互

利用書 を持参す ることで借用手続 を行 っていた。平成11年9月 より相互利用書の持参 を要 しないこと

とし、学生証等の身分証 明書 を提示 することでこれにか えた。身元確認の ため に作業量は若干増加 し

ているが、利用者か らは便利 になった とい う反応 も得てい る。将来 的には、現在 、一部新着図書の研

究室貸 出に使用 しているバ ーコー ドを利用 した機械貸出 システムの全面的導入 も考 えたい。

 OPAC等 により、 どこか らで も文学部所蔵資料の 目録検索が可能 になった影響 が大 きいと思われ る

が、他大学等か らの訪 問利用 は年間300件 を超 えている。文学部か らも他大学等の機関に訪問利用す る

ための紹介状発行 も増加 してい る。

 平成11年 度 よ り、平 日(休 業 中を除 く。)の 午後5時 か ら午後7時 まで閲覧室 を利用で きるよ うにし

た。現在 は閲覧室の利 用だけで書庫 内図書の検索 ・貸出 は行 っていない。書庫 内検索 ・貸 出の要望 が

あげ られているが、現状 では保安 ・物品管理等困難な事情 もあり書庫内検索 ・貸 出 を実施す る環境 には

ない。

 複写機 は、書庫内 と閲覧室のす ぐ外の部屋 に各1台 を設置 してい る。書庫内複写機 は教職員用で閲

覧室外の ものは院生用である。利 用者 か らは、閲覧室で利用で きる複写機の要求 がだされた ことがあ

るが、騒音等で閲覧室利用者の環境 をそこな うので設置 していない。

 利用者 にたいす るオ リエ ンテ ーシ ョンはとくに開催 していないが、利用案内 を作成(非 定期)し 配

布 して いる。現在 は保守人員の手当てがで きないためで きていないが、利用案 内の ような もの は、今

後ホームペ ージで公 開す ることも考 えている。

 生涯学習 とい う社会 的要請が あり、大学図書館に対 して も市民 サー ビスが要求 さてい る。学術研究

を目的 とした一般市民 の利用 については、研 究 ・教育 に支障のない範 囲で便宜 をはかることに してい

る。具体的 には閲覧 、複写 を許可 してお り、書庫内検索は許可 していない。

6 お わ りに

 情報技術 の発達 により、従来の図書館で はできなかったよ うなサー ビスが、利用者 に提供 で きる可

能性 が開けて きた。 これか らの図書館 は、従来か ら提供 してきたサー ビスの質 を低下 させ ることな く、

新たなサービスを創造 し利用・者に提供す ることが必要で あろう。そ うでなけれ ば、情報基盤 があれば

図書館 はもう要 らない、 とい うような意見 に対抗で きないのではないか。図書館 が、単に資料 を提供

す る機関ではな く、資料 と利用者 を結びつ けるサー ビスを提供する機 関であるこ とを、利用者 に理解

して もらえる努力が図書館 にも必要であろう。
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教育学部図書室 現状と課題

現    状 課  題
項 目

現  況 説  明

意 意義 奉仕対象者 教育学部は、文学部 「教育学教授法講座」を

義 学習支援 教官等    147十5名 母 体 に して 、1949(昭24)年 に設 置 さ れ 、

役 研究支援 院生 ・研究生   244名 そ の 後3学 科14講 座 を有 す る学 部 に な り 、

割 学生      160名 1998(平10)年 度 に は2専 攻10大 講 座 の 大

留学生(内 数)  22名 学 院 教 育 学研 究 科 と な っ た。 図 書 室 は1952

(昭27)年 に設置 され た。

現 在 、教 育学 部 ・教 育 学 研 究 科 お よ び1994

(平6)年 新設の高等教育教授システム開発セ
ン タ―の構成 員 が主 た る利用 対 象者 で ある。

図 全蔵書数 全 蔵 書 数   130,319冊

書 蔵書 構成 ・ 専門研究図書    冊 教育学部図書室の蔵書は、教育方法 ・教育思
館 分野等 学生用図書     冊 想 ・教育心理学を主な内容とする 「文学部移
資 指定 ・推薦図書   冊 管図書」を基礎に、思考心理学をはじめとす
料 留学生用図書    冊 る心理学、教育社会学を中心に社会学および

障害者用図書    冊 図書館学などの文献を系統的に収集 し、臨床

心理学領域の文献収集にも力を注いでいる。

年間受入冊数 2,578冊

雑誌 全所蔵種    1,528種

継続種      991種

電子化資料 CD―ROM     O種

電子ジャーナル   0種

新聞 8種

選書(基 準 ・ 選書基準=     有 教育学研究科各講座の教官が購入希望 を出

委員会等) 選書委員会:    無 し、重複調査 ・予算の有無等を確認の上発注

し て い る 。

情 情報の検索 カ― ド:     凍結 閲覧室に検索用端末が設置された、1998年 1985年 度 以 前 の 図書 につ い て も、

報 (カ ― ド ・ OPAC用 端末    2台 か らカ ― ド繰 り込 み を廃 止 して いる。 可 能 な限 り遡 及 入 力 を行 い たい 。

提 OPAC) 遡 及入 力    9,000件 1986年 度 ～1994年 度 分 に つ い て は遡 及 入 力 図書室が狭隘のため、検索用端末

供 済 の た め、1986年 度 分 よ りオ ンラ イ ン検 索 を増 設 し、 目録 力― ドボ ッ クスの

が可能 であ る。 全 廃 を検討 したい。

レファレンス 代行検索:    実施 大 型 計 算機 セ ン ター で使 用 可 能 なER―Cの み

代 行検 索 してい る。

1998年 よ り、附 属 図 書館 の 文献 デ ― タベ ―

ス でPsyc凵t(心 理 学 ・行 動 科 学 関 係 分 野)

の検索 が可 能 に な った。

文献 複 写 ・ 文献複写:  依頼のみ 他大学への文献複写 ・現物貸借サ-ビ スの受 学 内ILLの 「受 付 」 は図書 室 用 の

現物 貸借 ・ (オ ンライ ン) 付 は、附属 図書館 を窓 口 と して実施 してい る。 複写機 を設置すれば可能と思われ

紹介状等 紹介状:     実施 るが 、他 大 学 へ の サ ― ビス は現 状

で は困難 で あ る。

学内相互利用 学 内.LL:参 加(依 頼 のみ) 図書室用としての複写機が未設置のため、学 図書室内に場所を確保 し、図書室

内向けも文献複写サ―ビスは実施できていな 用の複写機を設置することで、近
い 。 い将来 「受付」も可能にしたいと

学部内利用者も、―時貸出手続きを行い資料 考 えて いる。

を持 ち出 して複 写 を して い る。

新着 案 内 ・ コ ンテ ン ツ 現在、新着雑誌を地下書庫の製本
コ ン テ ン ツ シー トサ ― ビス:未 実施 雑 誌 の後 に収 納 して い るが 、― 階

サ一 ビス 等 閲 覧 室 に 新 着 雑 誌 コ ― ナ ― を設

け、容易に閲覧が可能な状況にな

るよ う検討 して い る。

公開事業 市民への公開=   有

貸 利 用 規 程 ・ 利用規程:     有 大学院      10冊 以内 一か月以内 本 年9月 よ り 、「京 都 大 学 相 互 利

出 貸 出(冊 数 ・ 冊数=  右記のとおり 学生        6冊 以内 三週間以内 用書」を廃止 し、学部外の利用者

商
期 間 ―方 法) 期間=  右記のとおり 研修員 ・研究生 ・卒業生     3冊 以内 に身分 証 で貸 出 を実施 して いる。

酢 方 法:   マニ ュア ル 聴講生 ・科目等履修生     三週間以内
見

他学部に属する者    3冊 以内 二週間
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閲覧席 12席 閲覧検索用端末2台 、壁―杯の参考図書と係 附属図書館に隣接した学部図書室

員2名 の事 務机 な ど、現 在 の スペ ―ス で確 保 と して 、学 習 用 図書 室 の 面 は そ ち

出来る、最大の閲覧席である。 総合博物館 らに譲 り 、研 究 用 図書 室 と して の

増設に伴 う工事として、閲覧入口の付け替え 資 料 利 用 の サ ― ビス を、 限 られ た

を要望 して いる が、 スペ ―ス が空 いた部 分 に スペ ― スの 中 、模 索 したい。

複 写機 を設 置 す る な ど を予定 して い る た め 、

閲覧席の増設は無理と思われる。

開館時間 開 館 時間: 9=00～17:00 日々雇用職員と時間雇用職員の計2名 が閲覧 開館時間の延長を希望する利用者

延長開館:   未実施 担 当 を行 ってい る。 また 、掛 長 を含 む整 理 担 の声 が強 い が 、現在 の人 員 ・予算

昼休業務:    実施 当4名 と閲覧担当1名 が交代で昼休み当番を で は困難 で あ る。

行 ってい る。

開館日 開 館 日数       230日

土曜開館=   未実施

施 図書事務 室 ・ 図 書 事務 室:   62m2 整理用端末3台 と掛長を含む4名 の事務机の 閲覧室 と整理室が別になっている

設 閲覧室等 閲覧 室:     50m2 設置 してある整理室と、上記閲覧室が教育学 とい う不 便 さを 、人 員の 面 か ら も

o 部図書室の現状である。 利 用 サ ― ビ スの 面 か らも 、次 の 建

設 物 計 画 では解 消 したい。

備 書庫 書 庫 スペ ―ス  328m2 ―昨 年末 よ り、総 合博 物館 増設 の ため 、地 下 4カ 所 に別 れ て い る書 庫 が、 ― カ

集密書架=     有 書庫―部分集密化や、木造書庫取り壊しのた 所地下集密書庫になったが、増え

余裕=      不足 めの地下集密書庫の確保など、2年 越の書庫 続 ける資料に書庫の狭隘さは解消

の整 備 をお こ な った 。 され てい な い。

文科系学部のための保存書庫な

ど、全学的な視野に立った対策が

望 まれ る。

複写機等 事務用複写機    台 教育学部建物内の2～4階 の各階に研究室用 「情報提供―学内相互利用」の項

利用者用複写機    台 の複 写機 は設置 してあ るが 、一 階 の事 務用 の でも記述 したが、複写機の設置場

リ― ダ― プ リ ンタ-  台 複写機 を含め、図書室用としての複写機は未 所を確保 し、図書室内での複写サ

設置 の状 態 で あ る。
― ビス を実施 す る こ とを検 討 して

教育学部内の利用者(教 官含)も ―時貸出で い る 。

資料 を持 ち出 して複写 を してい る。

情報機器 ・ 業務端末1整 理用  3台 現在 、閲覧 業務 はマ ニ ュアル で行 ってい る。 建物の構造上、閲覧業務の機械化

ネ ッ トワ ― 閲覧業務用     0台 は困難 と思 わ れ る。

ク等 閲覧検索用     2台 閲覧検索用端末は可能なら増設を

検 討 したい 。

障害者対応 実施 ・未 実施 教 育学部 建 物全 体 は、玄 関 ス ロ―プ ・エ レベ 現在、総合博物館増設工事のなか
―タ-と も適応 出来 て い るが、 閲覧室 内 は狭 で、閲覧室入口の付け替えを検討

いため車椅子の移動は困難な面がある。 してい るが 、 実現 す れば部 屋 の 内

部 も若 干 広 くな り、 よ りま しな状

態 に な る と思 わ れる。

利 利 用 案 内 ・ 案内板=      有 年度始めの履修指導のなかで、図書室の利用

嬰 利用指導 オ リエンテーション:実 施 案 内 を実施 して いる。

援 刊行物 図書館刊行物=   無

資 目録 データ 年 間入 力 冊数  1,500冊 和洋図書の目録入力と、新システムでの欧文

料 の作成(作 排架までの日数    日 雑 誌 のチ ェック イン を行 って いる。

の 業量と速度)
整

資料の配架. それぞれの図書の購入希望をした教官への、
備 配置 利 用可 能 とい う通知 を した後 、配架 を行 って

い る 。

管 予算(図 書 図書購 入 費:14,126千 円

理 費 、運営 費) 雑 誌購 入 費: 9,162千 円

運 運営 費:  47,977千 円

営 運営組織 図書委員会:    有

人事 掛数       1掛
(職員構成) 定員数       2人

日々雇用      1人

時間雇用      3人

72



法学部図書室の現状と課題

1 意義 ・果 た して きた役割

1 は じめ に

 京都大学法学部は、明治32(1899)年9月 、京都帝國大學法科大學 として創立 し、大正8(1919)年5月

に経済学部の分離等の歴史的経過 をふまえて、平成11年 には創立100周 年 を迎 え、記念行事等 も行 われ

た。

 法学部図書室 は、法科大學 が創立 された時に創設 された研究図書室で、現在 は、蔵書数57万 冊強 を

擁 し、整理 、閲覧両掛で研究 ・学習の一翼 をにない、それに貢献すべ く全力で対応 している。

 なお、法学部図書室 は、昭和54年 設置 された"附 属 国際法政文献資料セ ンター"と も連携 して、資

料の収集な ど各種 の業務 を進 めている。

研究 ・学習の 多様化の 中で、新 しい時代に即応すべ き京都大学法学部図書室 がいかにあるべ きか等

を、現状に触れつつ以下 に見直す ことにす る。

2 研 究 ・学 習支援

 法学部図書室の利用対象者 は、本学部の教官、大学院学生、学部学生、職員 らが中心 である。詳細

は後述す るが、夜 間 ・土曜開室 の実施、図書整理の迅速化等の努 力は重ね られているが、利用者 か ら

みて図書予算 の不足、書庫の狭隘 など改善すべき事は多い。

皿 図書室資料

1 蔵書構成

 法学部図書室 の資料 の蓄積 は、法学 ・政治学関係図書(学 術書 、判例 ・法令集 、議会 資料等)を 中

心に、57万 冊強(和 書24万 冊 、洋書33万 冊)に 至 り、その資料的価値 は全国で も屈指の もの と評価 さ

れている。 なかで も、第2次 大戦以前の法学 ・政治学研究の図書資料 としては、東洋一の水準 といわ

れている。 これ ら図書 資料 とは別に、日本法制史関係 標本類 も貴 重な もの として保管 されている。 こ

うした図書資料 は単 に法学 ・政治学のみな らず、哲学 ・歴史学などの隣接領域の諸学問を含 んでお り、

経済学部の蔵書構成 と併せ て、両学部で社会科学関係の資料はほとんど揃っているといえよう。

 ち な み に 、平成10年 度 の 受 入冊 数 は7,823冊(和 書:3,416冊 、洋 書:4,407冊)で 、 その うち寄贈 冊

数 は256冊 で あ る。雑 誌 ・新 聞の 年 間受 入種 類 数 は1,017種(日 本 語527種 、 外 国語490種)で 、 その う

ち寄 贈 は418種 で あ る。

 しか しなが ら、最近の学問の多様化 、出版物の増大に より、これ ら社会科学分野の図書資料 を網羅

的 に揃 えることは至難の業 になって きてお り、利用者のニーズにいかに応 えるかが大 きな課題 となっ

ている。

2 図書資料の選定

 研究 図書室の役割 をもつ法学部図書室は、教官 が図書資料 の選定の役割 をになっている。3:図 書

資料費の項で触れ るが、予算上の制約 があり、十分な選定が出来ない悩み を長年抱 えている。 しか も、

雑誌、加除資料等のいわゆ る継続資料 が図書資料購入予算の約40%を 占め、図書資料選定の余地 は非

常 に少 なくなつてい る。

3 図書資料費

 法学部図書室の財源 は、法学部に予算配当 され た中か ら、経理委 員会 、教授会 を経 て決定 され る。

①図書経費 、②附属国際法政文献資料 センター経費 、か ら構成 され る。 ここには、図書以外の備品 ・

消耗品代、人件費等は含 まない。

法学部の平成10年 度の図書資料購入費は8,112万 円である。

 年間図書資料購入費 は毎年微増 しているが、年間受入冊数は ここ5～6年 減少気味である。(寄 贈冊

数はほぼ変化 していない。)
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 この ことは、学術 図書の値上が りも一因ではあるが、法学部で40%を 占める継続図書 の値上 が りが

購入冊数の減少 に大 きく影響 してい るとい える。そのため、法学部では雑誌 、加除資料 の新規購入は

原則 として ここ数年認めていない。

 さらに、従来部局図書室 に配備 され ていた"特 別図書費"が 、平成11年 度 よ り配備 され な くな り、

この費 目で購入 していた図書資料への影響 も出てい る。

 なお、各教官 が科学研究費 を別枠 で申請、認め られた場合、その一部分で図書 を購入.寄 贈す るこ

とにより図書室の蔵書 を補 っている場合 がある。

 最近の学問の多様化 、出版物の増大等に対応す ると同時に、過去100年 とい う歴史的な役割に も応 え

る図書室 として、 さまざまな困難性 を利用者 とともに乗 り越 えてい く上 で も、図書資料購 入費の増額

が急務 となってい る。

4 開架図書 コーナ一の配架

 開架図書 コーナーは閲覧室奥にあ る閲覧 カウンターの向かい側 に設置 され ている。開架 図書 コーナ
ーには基本 図書 、参考 図書 、雑誌 および判例集等が厳選の うえ配架 され 、禁帯 出図書 として自由に取

り出 し、閲覧票 に記入 して利用で きるよ うになっている。開架図書 コーナーの一部見直 しは平成3年

度 と平成11年 度 に実施 され た。

 開架図書 コーナーの配架上での難題 は、配架の乱れ とスペ ースであ る。配架の乱れは自由に取 り出

す ことがで きるので避 け られ なく、定期点検 だけでは対処 できない現状で ある。 また、開架図書 コー

ナーの拡充 は基本図書 の増加 もあ るので、近 く検討 が必要 である。 しか し、閲覧座席数 との関係か ら

書架 を増設す ることは非常 に難 しい。

5 書庫の配架

法経書庫の書庫 内資料 の配置 は現在 、各階層別 に次のようになってい る。

2層 には日本 ・アメ リカの法令 ・判例 集、議会資料(マ イクロ資料 を含む)、1945年 以降の戦後洋雑

誌(マ イクロ資料 を含 む)、 加除(和 書 ・洋書)、 新着 ロシア語雑誌、マイクロ資料(旧 幕府引継書他)

が置 かれてい る。なお、新着雑誌(ロ シア語雑誌 は除 く)に ついては製本 が済む まで雑誌室 に置 かれ

ている。

3層 に は和書 、 日本 法制 史 資料 が置 かれ て いる。

6層 に は戦後 洋書(1945年 以降 受入)、 ロ シア語 図書 、修 士論 文 が置 かれ て い る。

7層 には戦 前 洋 書(1944年 以 前受 入 、分類:A・C～E)、Hatschek・Tuhr・Thaner文 庫 、貴 重 図

書、マイクロ資料(フ ランス官報および国会議事録他)が 置かれている。

 地下1層 には英国 ・ドイツ ・フランス ・イタ リア他の法令 ・判例集 、議会資料、 そして、国際法 関

係資料、漢籍、明治文庫 、小早川文庫 、日本法制史資料、マイクロ資料(洋 書)が 置かれてい る。

 地下2層 には和雑誌、戦前洋雑誌(1944年 以前)、 新聞縮刷版 が置 かれてい る。

6 保存

 法学部は独立 した貴重書庫 を持 たないため、貴重図書は法経書庫の7層 の キャビネッ トに保管 され

ている。 また、7層 には1830年 以前の多 くの貴重な図書が別置 され ている。平成10年 度 に書庫 の冷暖

房装置がガスヒーポ ン方式に切 り替 えられたが、地下2層 か ら地上7層 まで書庫全体 は、2台 の冷暖房

装置 による一括空調方式 になってい るので冷暖房効果が低 く、特 に7層 は、夏 はかな り暑 く湿度 も高

く、冬 はかな り冷 える。貴重図書 および1830年 以前の図書の保存 につ いて は、 この ように激 しい温度

差 、高い湿度 といった様 々な悪条件 を有 した環境下では適 さない。なお、多 くの貴重 な図書が コピー

利用 によ りかな り劣化 しているので、併せて検討 が必要で ある。

皿 利用者へのサービス

1 新着図書紹介

新着図書につ いては、毎 月15日 の書庫配架 までは雑誌室の新着図書用書架 に一時配架 し、教官 ・大
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学院学生 に当 日利用 サービスを行 い、また、検収済 リス トを作成 し利用に供 してい る。

2 0PAC

 閲覧室 にはOPAC用 端末5台 、電子図書館端末1台 を配置 してい る。 また、雑誌室 にも利 用者が検索

で きるように3台 の端末 を配置 している。

 現在 は、端末操作 に習熟 した利 用者 が増加 し、OPAC検 索等 での端末利 用が以前 よ りはるかに多 く

なっている。 このよ うな現状 からも端末 を数台増設す ることが望 まれ る。

3 事項調査、所蔵調査等

 事項調査、所蔵 調査 等の参考調査 は、平成8年 度700件 、平成9年 度1,111件 、平成10年 度1,351件 と

増加傾 向を示 してい る。その一番の要因 は、附属図書館のOPACで の ホームペー ジの公開 によ り、学

外か ら容易 に所蔵資料が検索で きるようになったこともあ り、FAX等 による利用依頼調査 が増加 した

ことにある。

4 文献複写、現物貸借

 法学部で は現在、文献複 写 と現物貸借の受付 ・依頼サー ビスは直接 には行 っていない。 しか し、現

物貸借受付 については附属 図書館情報 サービス課相互利用掛 を通 して協力 している。

5 訪問利用

 他大学図書館への訪 問利 用のために紹介状の発行 を行 ってい る。 この ことは近隣大学 との相互利用

を促進 させて お り、他大学の図書館等か らもFAXに よる利用依頼 が増 えている。既 に、近隣の数大学

の図書館 との 間では、利用依頼 ・回答のや り取 りはFAXで 行い、利用条件 は閲覧可能図書(雑 誌類 を

含 む)で 借 用 中で な く現物 があること、そ して、訪問利 用において は、法学部利用規定 を考慮 して、

互 いに紹介状 を持 つて閲覧利用 を行 うこと、といつた図書館 ・室 どうしの負担 をで きるだけ軽減 させ

て運用 している。

6 デー タベ ースの提供

 法 学 部 で は 、 二 次 資 料 等 のCD.ROMを 提 供 して い る。 CD―ROM資 料 は 、 「法 律 判 例 文 献 情 報 」、

「ILP:Index to Legal Periodicals&Books」 の文献 デ ー タベ ース と 「判 例体 系 」、 「税務 判 決 デ ー タベ ー

ス」、 「犯罪 白書 」等 を ス タ ン ドア ロー ンで提 供 して い る。

 今 後 は、 利 用 の 多 いCD―ROM資 料 につ いて は、パ ソコ ン をデ ー タベ ー ス ・サ ーバ ー と してネ ッ トワ

ー クで提供 で きる よ うに契 約換 え等 の検 討 を図 る必要 が あ る。

7 開室状況(開 室 日数 ・開室時間等)

開室時間は、平 日は午前9時 ～午後7時 、土曜 日は午前9時 ～午後5時 となっている。

休室 日は、日曜 日、国民の祝 日および本学創立記念 日、毎 月15日(15日 が休 日の場合にはその翌 日)、

学部入学試験期 間中、12月28日 よ り翌年1月5日 、12月25日 よ り12月27日 までおよび4月1日 よ り4

月5日 までの各午後半 日、毎 月1日 の午前半 日(1日 が休 日の場合にはその翌 日)、 その他図書主任の

指定す る日となっている。

カウンターサ ービスは、平 日は午前9時 ～12時 、午後1時 ～5時 となっている。

大学院学生 をは じめとす る多 くの利用者か ら、論文作成 に必要 な書庫内資料の活用のために時間外

開室(平 日午後5時 ～午後7時 、土曜 日午前9時 ～午後5時)で の法経書庫 への入庫希望 が出てい る。

8 閲覧 ・貸 出

 法学部 において管理す る図書 は、一般図書 、研究室図書 、専用図書、貴重 図書、基本 図書の5種 に

分 かれる。
一般図書

、基本図書、雑誌類の閲覧 は、法学部の図書の利用資格 を有 した者 にか ぎりこれを認め る。
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ただ し、法学部教官 および大学院学生用の もの として特に図書主任 が指定 した基本 図書 については、

法学部教官 および大学院学生 にか ぎりこれ を閲覧す ることができる。

 図書室内閲覧のための設備は、閲覧席 が115席 で、閲覧機器 はマイクロ リーダーフ.リンター1台 、文

献複写機5台(教 職員用3台 、大学院学生用2台)、FAX 1台 、製本機1台 が設置 されている。
一般図書(雑 誌類 を除 く)の 貸 出冊数 ・期 問は次のとお りである。

法学部関係者の借受冊数 ・期間

1.教 授、助教授、専任講師

2.非 常勤講師

3.研 究助手 、大学院学生

4.研 修員

5.研 究生

6.大 学院科 目等履修生 ・大学院聴講生

7.名 誉教授 ・元教授 ・元助教授

8。学部学生

9.招 へい外国人学者

10.附 属法政実務交流 センター客員研究員

11.職 員

本学関係者の借受冊数 ・期間

1.経済学部教官

2.経 済学部大学院学生

3.経 済学部以外の本学教官

4.経 済学部以外の本学大学院学生

5.本 学学部学生

6.本 学職員

300冊 以内

30冊 以内

100冊 以内

50冊 以内

30冊 以内

10冊 以内

50冊 以内

3冊 以内

50冊 以内

30冊 以内

10冊 以内

50冊 以内

30冊 以 内

30冊 以 内

5冊以 内

1冊以内

5冊 以内

2年 以 内

1年 以 内

1年 以内

6月 以内

6月 以内

3月 以 内

6月 以 内

1週 間以 内

6月 以内

6月 以内

1月 以 内

6月 以 内

6月 以内

6月 以内

1月 以内

1週 間以内

 1月 以内

学外者の借受冊数 ・期間は3冊 以内とし、その借受期間は1月 以内 とす る。

法学部の図書の貸出 ・返却手続 きは、現在 は手書 き方式であるが、貸 出 システ ムをコンピュー タ処

理 によ り効率 よ く運用す るために附属図書館の貸出 システムを利用 し、対処 してい くことになってい

る。今年度 か ら、 まず 、図書IDラ ベルの貼付作業 を計画的に進め、来年度 申の実施 に向 けて努力 して

い る。 これ との関連 で、早急 に目録の遡及入力体制を整 えることも必要 である。

9 利用者教育(オ リエンテーシ ョン等)

 法学部図書室 では、第二教務掛主催で ある履修指導 の一環 として修 士課程 入学者 および博士後期課

程編入学者 に対 して、図書室 を有効 に利 用 して もらうためにオ リエ ンテー シ ョンを毎年行 つてい る。

なお、OPAC検 索、文献 データベース(CD-ROM資 料等)検 索等 の端末利用指導 については、利用者

の要望 に応 えて随時行っている。

】.V 図 書 目録

 法学部図書室 は、開室以来 自館で図書 目録(カ ー ド体)を 作成 し、利用 に供 して きた。 しか し、全

国的な 目録 システ ムの流れの 中で、学術情報セ ンター 目録 システムを使 って、昭和62(1987)年 度受入

図書 より入力 を開始 し、デー タを蓄積す るとともに、OPAC用 端末 での検索 が可能 になってい る。法

学部図書室及び附属 図書館での遡及入力分 を含めて入力件数 は平成11年4月1日 現在69,657件 になっ

てい る。その一方 で従来行われて きた図書 目録(カ ー ド体)も 利用者用 と して著者、書名、分類 の3

種類 と事務用 として シェル フカー ドの計4種 類 を維持、管理 している。

 今後 の課題 と して、①遡及入力の推進 をいかに行 うか、②図書職員 が定員削減 されて行 く中で、図

書 目録(カ ー ド体)の 維持、管理 がどこまで可能 か等早急 に検討 してい くことが必要 となっている。

76



V 施設 ・設備

1 スペ ース

 法学部図書室 は法経北館 の2階 に整理事務室、閲覧事務室、閲覧室等 があ り、同館北側の書庫部分

の うち、地上の2層 、3層 、6層 、7層 全部及び地下の1層 、2層 の一部 を書庫 として利用 してい る

(延床面積:3,197m2)。 閲覧室 には閲覧用座席(115席)が あ り、図書の閲覧 と学部学生 の自習 に使用 され

ている。また、閲覧室には開架図書 コーナーと教官 ・大学院学生用 の雑誌室が ある。

 毎年7,000～8,000冊 にのぼ る図書資料の増加があ り、書架 を増設する場所 もほ とんどなく、書庫面積

は絶対的な不足 に悩 まされている。 こうした書庫面積の不足 を少 しで も解消 す るために、焼け石 に水

的な措置で あるが、廃棄図書手続 きを積極的に行 う等の対処 を考 えている。

2 設備環境

法経北館 も建設 され てか ら25年 以上 にな り、その間 さまざまな設備改善 がな されて きた。それで も

なお、電源の不足 、各所 の傷み等 が指摘 されている。

 冷暖房装置 については、昭和47年3月 に法経北館 が建 て られて以来 、長年 にわた り電機冷房 ・ボイ

ラー暖房が使 用 されていた。耐久年度オーバ ー等 による両装置の劣化 か ら、平成9年 度 に閲覧室、閲

覧事務室 、そ して平成10年 度 に書庫 をガス ヒーポ ン冷暖房方式 に取 り替 えて稼働 させている。

 照明については、昭和47年3月 法経北館 に取 り付 けられ た蛍光 灯が平成11年 度にすべて取 り替 え ら

れた。

3 機械 ・器具類

 平成9年 度 に附属 図書館 から業務用端末を1o台(整 理掛:7台 、閲覧掛:3台)、 そ して、閲覧掛 に

利用者用端末4台(1台 は電子図書館用)が 配置 された。 また、既 にCD-ROM資 料 のスタン ドアロー

ン使用のためにパ ソコ ン1台 が雑誌室 に設置 されていた。

平成11年 度 にOPAC用 端 末 として閲覧室 に3台 、雑誌室 に2台 が新設置 され、また、既存の スタン

ドアローン使用端末 が新端末 に取 り換 えられた。

 多 目的使用設備 と して は、法経北館周 りのスロープ、車 イス使用者 も使用で きるエ レベ ータ、多目

的使用 トイ レ(法 経北 館1階)が 設備 されていた。これは、車 イス使用 の学部学生 の経済学部入学 に

際 し設備 された もので ある。平成11年 度 に、法学部 に車 イス使 用の学部学生 が入学 したことによ り、

既 に設備 されていた多 目的使用 トイレを再整備す るとともに法経北館周 りの道路整備 が行われた。 な

お、閲覧室 には車 イス用図書閲覧机 を1台 設置 した。

ただ し、視覚障害者の ための設備 は整 っていない。

V【 管理運営

1 図書委員会

 法学部図書室の予算、選書、運営等 を審議する機 関として、図書委員会 が設け られている。構成 は、

各分野か ら選 ばれ た8名 の教官で組織 され、その内の1名 が図書主任 として選出 され、委員会の議長

となる。委員会 には、整理、閲覧両掛長 がオブザーバ ーとして出席 している。委員会 はほぼ毎月開催

されてお り(原 則 と して、木曜 日の12時15分 ～13時30分)、 重要 な案件 については教授会で報告 されて

いる。

2 事務組織

 法学部図書室 は、整理掛(図 書職員8名)、 閲覧掛(図 書職 員7名)の2掛 で構成 されているが、別

記 した"附 属国際法政文献資料 センター"と の関わ りも強い。

 9次 にわた る定員削減 法により、図書系職員 も減少 してきた。平成12年4月 にも閲覧掛で1名 の削減

が決定 され ている。 その後 も定員の削減 が予想 されるが、利用者の理解 、協力 をも得 なが ら、業務の

合理化 、見直 し等 を根本的 に進 めていかなければな らない時期 がきている。
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3 部局等との連携

 「図書系事務連絡会議」 と 「部局図書系 事務連絡会議」 は定例化 されて お り、積極 的に参加 し、意

見交換等 を行 っている。そのほか、必要に応 じて関係部局図書館 ・室 との連携 を図 ってい るが、よ り

連絡等 を密 に してい く必要がある。

 法学部図書室 関係の全国的な組織 と しては、「法律図書館連絡会」(略 称:法 図連)が ある。加盟館

の一員 として毎年行 われる総会 、研修会 に も出席 し交流 を深めているが、今後 も全国の法律系図書館

との連携 を強めていきたい。

4 研修 ・講習 ・講演会

 附属図書館等学内で行われ る研修等 には積極的に参加 している。学外での研修等 について も、事情

が許 され る限 り参加 し、図書館業 務に役立てている。 さらに、参加者 は、他の図書職員 にも研修等の

報告 を行い、全体の もの とすべ く努力を続 けている。

今後、仕事量の増大等で研修等への参加が しにくくな らぬよう配慮 してい く必要 がある。

櫪 附属国際法政文献資料センター

 附属 国際法政文献資料 センターは昭和54年 に設置 され、以来、欧米主要国の議会 ・立法資料および

外交文書 などの政府資料 、国際法 及び国際政治 に関す る基礎的資料 など、政治 ・法律 の第一次 文献 を

収集 している。集積 された資料は法学部図書室 に所蔵 され、学内外の研究者 ・学部学生の利用に供 し

てい る。また、 これに関連 して本研究科教官 ・大学院学生等に対 して外国の法学 ・政治学文献 の情報

検索および文献入手の要求 に応 えた文献調査 ・レファレンスサービスを行 って いる。

 情報 サー ビスについては、昨今 の国内 ・海外 における膨大 な量の法律 ・政治情報の発生 と蓄積に と

もなう研究者 ・学生 の情報入手 ニーズの高 まりのなかで、「文献調査 ・レファレンスサービス」 は極 め

て重要 になって きてお り、現在 、セ ンターの中心的活動 となっている。 その内容 は外 国の法令 ・判例

や政府文書 などの調査 お よび その検索方法 を提供す ること、研究 ・勉学 を進め る際 に必要 な文献 の収

集 および探索方法 に関す るイ ンターネ ッ トやその他のデー タベースの利用等 について専門 的な法律情

報 を提供 す ること、 さらに国際的な学術 ネ ッ トワークを通 じて各 国の文献情報 を得 たり、国内 にない

文献 を入手すること等々であり、 これ らの活動は研究 ・勉学の向上 に少なか らず寄与 している。

 さらに、セ ンター独 自の文献情報検索 システムとして 「外国政治 ・立法過程文献の国内所在情報 デ
ー タベ ース」(poLEM)を 作成 し

、大学問の学術ネッ トワークを通 じて、あるいは最近 ではイ ンター

ネ ッ トのセ ンター ・ホームペ ージ上で提供す ることによって全国の大学 関係者等 に文献情報 サービス

を展 開 している。

 今後の課題 として、収集資料 については特に英国議会資料が充実 していて、学内外か ら多 くの利用

があるが、その ほかの主要国 について も系統 だった収集 をはか る必要 がある。 また、文献情報サー ビ

スについては、E-MAILを 通 しての レファレンスサービスの普及や センターのホームページをさらに充

実 させて外国の法律 ・政治学の文献調査 に有用な情報 をいかに提供す るかが課題で ある。
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経済学部図書室の現状と課題

1 意美 ・役 割

1 学習支 援

 長い間、経済学部図書 室 は研究用図書室 としての側面 を重視 して きた。 それは教養課程 と専門課程

が分かれていたため、学部学生の利用が非常に少 なかったためだろ う。いわゆる専門教育 がは じまる

までは附属 図書館 や総合 人間学部図書館 を利用 していて、3回 生 、4回 生 になって は じめて経済学部

図書室へ来 たとか、本 を借 りるという学生がかなりいる。

ただ4年 一貫教育 とい うことがいわれ る今 日、この面 に対す る対応が今後の課題 といえるだろう。

2 研究支援

 教官 ・大学院生 を中心 とする、いわゆ る研 究者 を主たる利 用者 と考 えて きた。例 えば、院生の貸 出

冊数が50冊6か 月以内 とい う多数長期間であ りながら、実際 には利用希望 がなければ返却 しな くて も

いい、とい う暗黙の了解 がそれ を物語 ってい るだろう。ただ、その規程の決 め られ たのが院生の非常

に少 ないころで、現在では公共性の面か ら見直 しが求められている。

1 図書館資料

1 蔵書構成

 蔵書数約43万5千 冊で、経済学関係の蔵書 としては屈指の質 と量 を誇 っている。 また、内容的に も

多岐 にわた ってお り、社会科学関係の図書だけでなく、哲学 ・歴史 とい った人文科学関係 の図書 も豊

富に蔵 して いるのが特徴である。

 また、 ビュッヒャー文庫 、マイヤー文庫、財部文庫 、上野文庫、河上文庫 は貴重 な資料 の宝庫 であ

る。上野文庫 を中心 とす る展示会 を幾度 も開いて、その貴重 な資料の紹介 につ とめている。

 図書 は法経書庫 、法経本館地下書庫に収納 されている。収納の 中心である法経書庫 は法学部 と共用

で あるため、経済学 部の使 用部分 は1階 、4階 、5階 および地下1階 、2階(地 下 は法学部 と共 用)

と複雑に分 かれてお り、決 して使い勝手 がいいといえる状態ではない。

昭和48(1973)年 に建て られた現在の建物 も手狭になり、建物の新営計画 が進行 している。

2 開架図書 コーナ ー

約15,000冊 の和書 および参考図書、和雑誌約350タ イ トル、洋雑誌約210タ イ トルが配架 されている。

基本的 には新 しい図書 を開架 コーナーに配架 し、古い図書 を順次書庫へ移動 させている。カー ド目

録(書 名 目録のみ)で しか開架図書 と書庫内図書の区別ができない等の問題 が出ている。

 また、分野 によって新刊図書があま り入 って こない分野 もあ り、か なりア ンバ ランスな状態 になっ

て い る 。

3 留学生用図書

 留学生用図書 と して毎年購入 し、開架 コーナーの一角 に配架 して きたが、近年その予算の増加 に伴

って大 きく増 えたため、一部 を書庫 に移 し一般図書 と混配せ ざるを得 な くなって しまった。

 内容的には留学生 に 日本 を紹介す るような図書 もあるが、多 くが経済学 ・経営学 関係の教科書 もし

くは研究書のた ぐいで あり、一般図書同様に誰 にで も貸出を してい る。

図書 の重複 も多 く、ただ資料 を分散 させ るだけではないか とい う声 もあり、今後考 えなければな らな

いだろう。

4 推薦図書

 平成10(1998)年 度 より、教官か ら指定 され た教科書 もしくは教科書 に準 じる図書 を枠 をもうけて購

入 し、別置 してい る。貸 出期間 も一般図書 と違 って誰 に対 して も2週 間 とし、回転 を早 くす る方法 を

採用 している。
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院生の貸出期間が6か 月とい う長期(現 在検討中)で あ り、一度貸 し出 され ると戻 ってこない とい

う現状か らも、 この枠 を増やす必要があるかもしれない。

5 選書

 選書 についての課題 を述べ る。現在、所属教官 ・図書委員 と選書委員(大 学院生か ら選出 された4

名)・ 整理掛長 ・閲覧掛長 が、選書 にあた ってい る。問題 は、経済学部図書室で収集すべ き図書 が網

羅的に収集 で きていない ことである。 どう して も各人が自分の関心 あるテーマ周辺 で選書す るため、

欠落 した部分が出て くる。 このため、蔵書構成 に偏 りが起 こること も懸念 され、学部学生 に必要 な部

分が欠落す るおそれ もある。出版情報 を如何 に収集 し、それ を教官 ・図書委員 ・選書委員 に如何 に伝

達 し、選書 に結びつけてい くか、検討 中である。

 また、本当 に必要 な本 が研究室所蔵 にな る傾向がある。これ も経済学部図書室所蔵 図書の欠落 を作

る原因 と思 われ る。

 経済学部図書経費予算の分配方法(図 書室資料費=一 般図書費、指定図書費;研 究室配置図書費二

専用図書費)の 改善等方策を検討 しなければならない。

6 学術雑誌

 学術雑誌の課題 を述べ る。研究の進展 す る中で、今、必要なジャーナルが購読 で きてい ない可能性

がある。 しか し、限 られ た予算の 中では、新規購読 は容易ではない。一方、教 官の退官等 により、あ

まり使われな くなったジャーナル があるに も関わ らず、購読 を続 けられてい るもの もある。京都大学

電子 図書館 にSwetScan外 国語雑誌 目次情報デー タベースが導入 され 目次情報 の入手 が容易 にな った。

これ らの利用 ・予算配分等 も含めて、雑誌購読 をど う進めて行 くべ きか検討す る必要がある。

7 電子化資料

 CD-ROMに ついては、現在49種 類 を取 り扱っている。利用方法 は、貸 し出 して各研究室で利用す る

形式で ある。CDサ ーバ に載せ、研究室か らネッ トワーク ・アクセスで きるように してい くことも考 え

ているが、マルチアクセスす るにあたって著作権等権利問題 の発生す るものにっ いては、使 用料金が

高額 になる等の問題 を抱 えている。

電子 ジャーナル につ いては、学術雑誌の購読問題 との関わ りで検討す る必要 がある。

皿 情報提供

1 情報 の検 索

1)カ ー ド目録

 現 在 は 、洋 書 ・和書 共 に、著 者 名 ・書 名 ・分類 の カー ド目録 を維 持 して い るが 、平成12(2000)年 度 入 力

分 か らは 、 カー ド組 み込 み を行 わず 、 閲覧 用 カー ド目録 は 、平成11(1999)年 度 まで で凍 結 す る。

2)OPAC

利 用者 用の端末機 が2台 しか ないため、利用者 に非常 な不便 をか けてい る。で きれ ばあ と2台 く

らいの増設 を行 いたいが、現在の ところそのための場所が皆無 とい う状態である。

目録検索以外 には利用で きない設定 をして、できるだけ多 くの人が利用で きるように している。

経済学部 図書室所蔵図書の内、OPACに よる検索が可能なのは、経済学部図書室が 目録デー タ入力 を

開始 した平成3(1991)年 度以降 の図書、附属図書館 による遡及入力 された昭和60(1985)年 度受入以降の

洋書、附属図書館が科学研究費補助金 によって遡及入力 を行 った上野文庫 の洋書6,000冊 余 りである。

3)遡 及入力

 機械貸出 を実施 しているが、そのためにはデータ入力 がされている必要 がある。また、最近の利 用

者 は機械検索になれてお り、その結果、機械で検索 された図書のみがすべてだとみなす傾 向にある。

そのため、開架図書 を中心 に、年間3,000冊 を目標に して入力 をすす めてい る。 しか し、経済学部図
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書室所蔵図書 を有効 に利用す るためには全蔵書約43万 冊のデータをオ ンラインで検索可能 にすること

が急 がれ る。 これは、現在 の業務人員の中で は、相 当長期 の年数が必要 になる。別途予算 による計画

的な遡及入力 を検討す る必要が ある。

2 レフ ァ レン ス

 代行検索 については、調査資料室において行ってい る。使用 され るデー タベ ースは 日経 テレコンで

ある。端末台数が少な く、料金 が高いので、院生 ・学生 は、本人が直接検索す ることはで きない。利

用状況は、院生で2件/週 であり年間のべ100件 程度、教官は年間のべ20件 程度 である。

3 文献複 写等

1)文 献複写 ・現物貸借

 経済学部 図書 室で は校 費 による依頼 のみ を扱ってい る。院生の増加 に伴い私 費 による依頼の取扱

を希望す る声 も強 くなっているが、いまの ところ実現で きていない。

2)紹 介状

 年間80件 程度の発行 であるが、年々増 える傾 向にある。件数は決 して多 くないが、事前連絡な

しで来 られて迷惑す ることが多 々あるため、相手 館の了解 を得 てか ら発行す るシステム を確立 して

いる。そのため、 自館不所蔵 の再確認や相手館への連絡等 かな り負担の大 きい作業 となってる。

 また、特殊 文庫 の遡 及入力が進め られた ことによ り、貴重 図書 の利 用希望(特 に現物貸借)が 急

増 し、対応に苦慮 してい る。

3)新 着案内

 新着図書 を開架 コーナ ーの一角 に展示 している。資料 の分散 を招 くとい うことか ら批 判 もあると

思われ るが、来館すればそ こだけは見 るとい う利用者 もお り、かな り利 用 されているよ うである。

 また、図書の カバ ーの展示 を希望す る声 もあるが、スペースの問題 や労力の 問題 もあ って実現 し

ていない。今後 の課題で ある。

 なお、希望す る教 官向 けに整理図書 についての冊子体 の新着案内 リス トを定期 的に刊行す ること

になった。

 雑誌 は、購入雑誌 を中心 に利 用の 多い和雑誌約350タ イ トル 、洋雑誌約210タ イ トル を開架展示 して

お り、当該年度分は誰 で も自由 に閲覧で きるようになっている。 目的 とす る雑誌 が書庫内に収 め られ

ている場合 もあるので、『継続受入和雑誌 リス ト』 を作成 し利用に供 してい る。

4 公開事業(展 示会)

 経済学部図書室 では、平成11年10月1日 ～10月5日 に 「京都大学経済学部80周 年記念古典文献展示

会」 を開催 した。第1部 「経済学の系譜」は経済学部田中秀夫教授 と大学院生の手 によ り展示 品が選

択 ・解説 され 、第2部 「和古書の挿 し絵にみ る生活風景 」は経済学部図書室職員が選択 ・解説 を施 し

た。開催中、学内外 か ら645名 の入場者があり、好評であった。

経済 学 部 で は、 近年 で も 「ジ ャー ナ リズ ムの源流 」(1988年)、 「原 典 で み る ヨー ロ ッパ 思 想 の歩 み 」

(1991年)、 「か わ ら版 か ら新 聞へ 」(1994年)と い う展示 会 を行 って い る。

 展示会でア ンケー トを採 ると、「経済学の歩み を身近に感 じることがで きた」とい う学生の声があり、

市民の人たちか らも楽 しんで観覧 した とい う声があ り、学生 が資料 を身近 に感 じるために も、市民公

開の観点か らも展示会 開催の意義は大 きい と考える。
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】V―閲覧 ・貸出

1 利用規程 その他

1)貸 出方法

 平成1o年 の リプ レイス に際 して、 これ までの マニ ュアル貸 出か ら機 械貸 出 に切 り替 え、文庫や特

殊 な資料以外は、原則 としてすべて機械貸 出をとっている。

 遡 及入力ので きていない図書 も機 械貸 出 してい るため、利用者 が借 り出 してい る図書 がわか らな

い とか、当該図書 が貸 出中で あるか ど うかがわか らない といった問題 も生 じてい る。 それ に対応す

べ く鋭意遡及入力 につ とめているところである。

2)貸 出期間

 これ まで院生 は50冊 以 内6か 月以内、学生は5冊 以内2週 間以内であったが、利 用規程 が作成 され

た ときか ら状況 が大 き く変わって きてお り、見直 しが急務 となって いる。見直 しの基本点は、院生の

6か 月が長す ぎるとい う点 と、卒業論文 を書 く4回 生 にとって5冊2週 間 はあまりに少 な くて短す ぎ

るとい う点 にある。

年内に利用規程の改正が行われる予定である。

2 夜間開室 と土曜開室

 平成4(1992)年5月 か らの国立大学の週休二 日制に伴い図書室 も閉室 したが、利用者 の要望 もあって

同年9月 か ら院生の参加 ・協力 を得て土曜開室 してい る。

 夜 間 開館(17:00～19:00)に つ いて は 、平 成8(1996)年 よ り、や は り院生 の参 加 ・協 力 を得 て実 施 し

て い る。

 開室当初 の利用内容は、基本的 には施設の利用のみであったが、利 用者 の強 い要望 もあって、平成

11(1999)年4月 からは図書 の貸出 ・返却業務 も行 うようになってい る。

V 利用支援

1 利用案内

 これ まで、経済学部図書室 が研究用図書室 としての側面 を重視 して きた こともあ り、オ リエ ンテー

ションは修士課程入学者 を対象 として行 って きた。院生 になって書庫 内検索 が可能 になることに鑑み、

書庫内 を歩 きながら具体的な資料検索の方法 を指導 してきたのである。

 また、留 学生担 当教官か らの要望 もあり、留学生のみ を対象 と してオ リエ ンテーシ ョンを春 と秋 に

開催 した。経済学部 は留学生の 占め る割合 が非常 に高 く、その ため留 学生対象 のオ リエ ンテーシ ョン

の持つ意味は大 きいけれ ど、院生 ・研究生 ・学生 によって図書室に求め るものが違 ってい るため、 ど

の時期にどの ような内容で行 うのがよいか、今後の課題 といえるだ ろう。

 学生対象のオ リエ ンテ ーシ ョンは実施 していない。それは、大半の学生 が経済学部図書室 を利用す

るよ うになるのが3回 生以降 になってか らで、それ まで は附属図書館 や総合人 間学部図書館 を利用 し

ているため、 とりたてて行 う必要が なかったか らである。ただ、4年 間一貫教育 とい うことがいわれ

てお り、今後については考 えなければな らないだろう。

2 刊行物

『京都大学経済学部修士 ・卒業論文目録』

 年度別 に編集 され た本文 と、指導教 官名索引 ・著者名索引か らな る修士 論文 と卒業論文の 目録 で、

カウンターに常置 してある。

 大 学院重点化 によ り院生 が飛 躍的 に増加 し、それ に伴 って修 士論文 の利 用 も増 えて きた。修士論

文 ・卒業論文 は準貴重書 と して扱 われて い るため 、自由 に手 に とって見 るとい うことがで きない。

閲覧 したい論文 を具体的 に指摘 して もらう必要があ り、それ を容易にす るために作成 した。

『経済論叢等執筆者 目録』

82



 経 済 学 部 発行 の 『経 済 論 叢 』 『The Kyoto University Economic Review』 『調 査 と資 料 』 『Working

Paper』 お よび院 生 協 議 会 発 行 の 『京都 大 学 経済論 集 』 の 執筆 者 目録 。 『経 済 論叢 』 につ い て は1981年

以降 の ものの み の収 録 で あ る。

経済学部発行資料の有効利用 を図 るために編集 ・発行 し、図書室 カウンターにて配布 した。

『京都大学経済学部教官著作目録』(試行版)

 指導教官の著作 につ いての問い合 わせが非常に多 く、それ に対応 す るために編 集 ・発行 した。閲覧

掛で調査収集 したデ ータをベースに して、全教官 に加除訂正 を依頼 したが、デ ータ採録の基準 が定め

られてい なか ったこと等 もあり、個 々の教官 によって精粗 にば らつ きがある。試行版 と名付 けられ た

所以で ある。図書室 カウンターにて配布。

V[資 料の整備

1 目録データの作成(作 業量と速度)

 現在 、受入図書 について、 目録データのオンライ ン入力に加 えて、 目録 カー ド作成.カ ー ドボ ック

スへの組み込 み を行 ってお り、oPACの 充実 してい る現在で は、二重作業 になって しまっている。平

成12(2000)年 度 入力分か らは、オ ンライン入力のみになるため、整理 スピー ドが促進す るもの と思わ

れ る。なお、オ ンライン入力のみになって も、当分の間は、マニュアルでの検索条件 を維持す るため、

新着図書案 内の形式 で、冊子体の 目録を刊行 してい く。

2 資料の保存

 経済学部図書室 には、多 くの西洋古典 ・近世 ・近代の和装本 を所蔵 している。 これ らの 中には、修

理の必要 な もの も多いが、修理の手が施 されてい るもの は少 ない。 また、酸性紙問題の対象 となる時

期の資料、太平洋戦争時の再生紙、等の問題の資料 を所蔵 している。

抜本的な検討 が必要 である。

 なお、経 済学部新営棟 が建設 される。 その際 には、地下2階 に貴重書庫 が設置 され、現在 よりは、

貴重書の収蔵環境は良好 になるものと思われる。

V圧 管理運営

1 事業計画、将来企画

 経済学部は現在、新営棟 を建設中である。平成12年 度内に完成す るもの と思われる。

図書室に関 しては、現在、法経本館地階 に所蔵す る戦前の和雑誌(約10万 冊)と 貴重書 を新営棟 に移

転す る予定である。 また、調査資料室について も、新営棟 に移転す る。

ただ、整理掛 ・閲覧掛 と閲覧室 ・法経北館書庫は現状 を維持す る。

2 運営組織  図書委員会

 経済学部 図書委員会 は、教授2名 ・助教授2名 ・調査資料室助手1名 ・整理掛長1名 ・閲覧掛長1

名 ・整i理掛受入担当1名 ・大学院生2名 計10名 で構成 されてい る。

図書委員会 は、1か 月に一度開催 されている。

3 業務の見直 し

 業務の合理 化の一環 として、カー ド目録 の凍結 を平成12(2000)年 度 か ら行 う。ただ、一方では、電

子化 した資料 の整備 ・情報の発信等の業務が発生 してい る。また、経済学部図書室 の諸業務は京都大

学 附属図書館 に よる トー タル システムの流れの中で業務 が進行 してい る。現在の人員の 中で、業務 シ

ステムに対応 した人員の適正配置 を検討す る必要がある。
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4 研修 ・講習等

職員は、学内外 で開催 され る研修会 ・講習会に積極的に参加 している。

電子化 した資料が増加す る中で、資料利用支援のために 日常か ら職 員が操 作に習熟す る必要があ り、

勤務の中でのスキル ・アップも必要である。

5 安全管理 ・防災対策

 経済学部新営棟書庫 に関 して は、耐震 ・防火等の安全対策 を十分施 した もの に したい。法経北館 の

現在の施設 ・設備 について も、常時、安全防災管理に努めていきたい。

―皿 京都大学図書館 システムとの連携

 整理部門につ いては、附属図書館 との緊密な連携 を心がける。閲覧部門 につ いては、附属図書館 と

の連携 の他、利用の多い他部局図書館 ・室 との連携 を計 る必要 があろう。
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経済学部図書室の現状と課題 付表

奉仕対象者

教官 等 113名  (内非 常 勤68名)

院生 ・研 究生 等 391名

学生  1162名

留学 生213名

図書館資料

全蔵書数 434,385冊

年間受入冊数 8,265冊

雑誌 全 所蔵 種 1,757種  継 続種 1,140種

電子化資料課(CR-ROM) CD.ROM 42種

新聞 10種

選書基準 選書委員                   有り

情報提供
OPAC用 端 末 2台

代行検索 実施

文献複写 依 頼 の み(オ ン ライ ン)

紹介状 実施

学内相互利用 依頼のみ参加

公開事業
展示会                    実施
市民公開                    実施

貸 出 ・閲覧

利用規程 有 り

貸出方法 機械貸出

開館時間

平 日9=00～19:00 土 曜13:00～16:30

*平 日17:00～19:00お よび土 曜 は院 生 アル バ イ トで対 応

昼休 業務=実 施

施設 ・設備

図書事務室 ・閲覧室 図書事務室 334m2          閲覧室 383m2

書庫
書庫スペ―ス 1645m2         集密書庫 無

余裕 不足

複写機等
事務用複写機 1台       利用者用複写機 2台

リーダープリンタ 1台

資料の整備

目録データの作成(作 業量と速度)

資料の保存

年間入力冊数 8200冊 排架までの日数 5日

劣化資料 有

資料の保存

利用指導

刊行物

オ リエ ンテ― シ ョン実施

図書室刊行物 有

管理運営

予算

図書購入費                51405千 円

雑誌購入費                10385千 円

運営費                 67122千 円

運営組織 図書委員会 有

人事

挂ト                         整王里挂ト・閲覧掛

定員数                    7人

日々雇用職員                  1人

時間雇用職員                  3人

*な お,調 査資料室が別にある。(助手2人,時 間雇用職員

 2人)
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理学研究科 ・理学部図書室の現状 と課題
  理学研究科 ・理学部図書室組織

1 は じめ に

理学研究科 は数学 ・数理解析専攻 、物理学 ・宇宙物理学専攻 、地球惑星科 学専攻 、化学専攻 、生物

科学専攻の5専 攻 、理学部は理学科の1学 科 、附属教育研究施設 と して瀬戸 臨海実験所(和 歌 山県)、

天文台(花 山天文台:京 都市 山科区、飛騨天文台:岐 阜県)、 機 器分析 セ ンタ―(本 部構 内)、 地磁気

世界 資料解析 セ ンタ―(北 部構 内)、 分 子発生生物学研究 センタ―(北 部構 内)、 地球熱学研究施設

(本館:大 分県 、同火山研究 センタ―:熊 本県)の6施 設があ り、専任教官 は267名 、理学研究科在学

者は1,208名 、理学部在学者 は1,438名 で、その研究分野 は実 に多様で あり、理学の広 い分野 をカバ ― し

ている。

 大学 にお ける研究活動 を支 える中心的機能 の一つ が学術出版物 および各種 文献資料の管理提供 であ

る。理学研究科 ・理学部で は、そのための施設 として図書室が各教室、施設 に設置 され、 それ とは別

に共通の もの と して中央図書室 が置 かれている。中央図書室では学生用図書 ・雑誌 や共通性の高 い雑

誌 を配架提供す るほか、蔵 書登録 など中央事務 を処理 してお り、各教室 ・施設図書室 では各教室 ・施

設の専門性 を考慮 した図書 ・雑誌 の購入、受入、保管、閲覧等 を行 い、各教室研究者 、学生等のため

の情報提供の 中心的役割 を担 っているばか りではな く、その歴史的経緯 によ り貴重な研究資料、蔵書

を有 し全 国、特 に近隣地域の研究者の情報提供施設 としての大 きな役割 も果 た している。

2 分散型 システムの図書組織

 図書室 には図書専任職員 が配置 されている中央図書室 と教室 ・施設図書室 があ り、蔵書数236,909冊

と所蔵雑誌種類数6,949種 類 を有 し図書職員17名 で図書事務を処理 してい る。 このほかに、遠隔地 の附

属教育研究施設、例 えば附属地球熱学研究所 や同火山研究 センタ―等、 には図書専任職員 は配置 され

ていないが書庫施設等 を設置 している ものがある。この ように、理学研究科 ・理学部の図書組織 は分

散型 システムを取 ってお り、各教室 では独 自に図書委員会 を組織 して運営事項等 を協議 しそれぞれの

特色等 に配慮 した弾 力的な運用が行 われている。 これ ら図書室 間の運営の円滑化 と管理の一元化 を目

指 し、理学部図書委員会 が置かれてお り、同委員会 は附属図書館商議員2名 、評議 員2名 、各教室 か

ら選 ばれた教官1名 で構成 されてい る。

 教室 ・施設図書室等 は各教室 ・施設 において研究の支援 に重要 な役割 を演 じる ものであるが、特 に

数学教室で は国内主要研究機 関 として、また分野の性格 と歴史的な経緯 か ら図書室の充実 を優先 して

お り、宇宙物理学教室 図書室では近畿地区 における天文学関係 の図書 セ ンタ― と しての役割 を果た し

てい る。また、地質学鉱物学教室 図書室 は地質学古典類の、瀬戸臨海実験所図書室は海洋生物 学およ

び動物系統分類学についての、いずれ も日本有数の文献 センターである。

3 施設の狭隘化 と図書職員の定員削減

 図書資料の増加 に伴 い図書室スペ―ス不足 の問題 が深刻化 してお り、また図書職員の定員削減 も深

刻 な問題 となってい る。中央図書室 、教室 ・施設図書室の施設面積等 について、平成4年 度 と平成1o

年度 とを比較 した ものが表1で ある。

表1 施設面積 ・図書資料数 ・図書職員数の推移

施  設 図 書 資 料 数 図 書 職 員

延面積 座席数 蔵書数 所蔵雑誌種類数 定 員 日々雇用 時間雇用 計

平成4年 度

 m2

3,322

 席

233

  冊

226,901

 種類

5,956

名

9

 名

3

 名

4

名

16

平成10年 度 3,447 215 236,909 6,949 6 3 8 17

 平成10年 度施設面積は平成4年 度 より若千増加 したが、年々増加 して い く図書資料 を収容す るには

書庫 の収蔵能力 は限界 に達 している。
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平成10年 度図書職員数は平成4年 度 よ り3名 の定員削減 とな り時間雇用職員4名 増 となっている。

 なお、教室 ・施設図書室 においてその半数を超 えるところが一人職場 となっている。

4 資料購入費の逼迫

 近年 、海外出版元原価 の値上率が毎年1o数%程 度 とな り外 国雑誌価格 の急騰 を招 き、資料関係経 費

を確保す ることが年 々困難 となっている。

 中央図書室 と教室図書室の資料購入費等について、平成7年 度 か らの年度毎の推移は表2の 通 りであ

る。

表2 平成7年度以降の中央図書室 ・教室図書室資料関係経費の推移

外 国 雑 誌 費 国 内 雑 誌 費 図 書 費
計

購入経費 購入種類数 購入経費 購入種類数 購入経費 購入冊数

平成7年 度

 千 円

67,751

種類

572

 千 円

1,588

種類

134

 千 円

23,247

  冊

1,765

 千 円

92,586

平成8年 度 84,822 579 1,739 136 19,178 1,780 105,739

平成9年 度 89,739 569 1,711 135 17,619 1,649 109,069

平成10年 度 105,174 566 2,032 135 20,004 1,668 127,210

 平成10年 度外国雑誌 費 は平成7年 度 よ り約3,700万 円増加 し約1.55倍 にな り、資料関係経費 を約3,500

万 円増加 させ図書室運営費 を圧迫 してい る。

 海外出版元原価 の値 上が りによる外国雑誌価格の高騰 が今後 も続 くな らば、予算上の制約 もあ り雑

誌 を継続 購入す ることが困難 とな り、雑誌の見直 しが行われ ることになる。既 に、購入種類数 は、平

成10年 度 が566種 類 、平成11年 度が545種 類、平成12年 度契約予定は531種 類 と漸減 してい る。
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理学部中央図書室の現状と課題

I 意 義 と役割

1 は じめ に

 昭和54年 度 に共用学術雑誌 に関係 して図書掛が新設 され、いままで庶務掛 において処理 されていた

図書事務 を分掌す ることとなった。 また、理 学部図書委員会で は、共用学術雑誌 ・学生用図書 ・参考

図書の閲覧室、学術情報 セ ンタ―的な性格、教室 ・施設図書室 との緊密 な連絡 をはかる中心 としての

中央 図書室が計画 され、その設置 が協議会で承認 された。

 昭和56年4月1日 、中央図書室 として蔵書数約3千 冊 、施設面積126m2の 開架 閲覧室 ・図書掛事務室

が設置 され た。開架 閲覧室 は、閲覧スペ ースに4人 掛閲覧机6台 、書架 スペ 一スに5連 複式書架3列

と雑誌架3台 を配置 し、主な図書室資料 として学生用図書、学生用国内雑誌9種 類 、共用学術雑誌25種

類 を配架 して利用者 サー ビスを開始 した。 なお、購入 に係 る学生用図書 は、毎年附属図書館 で購入 し

学部に備 え付 け られ る学生用図書 がメインであり、昭和57年 度学生用図書理学部配分額は130万 円であ

った。 また、共用学術雑誌 は、附属 図書館 自然科学系外国雑誌購 入費理学部割 当額 によって予算措置

された全学共同利用雑誌22種 類 がメインで あり、昭和57年 度理学部割 当額 は100万 円で あった。

 中央図書室の設置 によ り、理 学部図書室組織は中央図書室 と各教室 ・施設図書室で構成 され ること

にな り、教室 ・施設図書室 は各専門分野の研 究図書室 と しての機能 を持 ち、中央図書室は理学部の文

献情報 セ ンタ―的機能(理 学部総合 目録編成 、情報検索サー ビス等)お よび学習図書室機能 などを持

つ こととなった。

 その後、昭和59年 度の第二次整備計画 により、63m2の 自由閲覧室(4人 掛閲覧机6台)、73m2の 雑誌書

庫、63m2の 寄贈交換雑誌等書庫 が整備 された。

 ま た、平 成4年 度 教 養 部 改組 に伴 う学 部 学 生の4年 一貫 教 育 の改 革 が実施 され 、 学 部1、2年 生 が各

学 部 に配 属 され る こ とに な った 。 この ため 、学生 利 用 スペ ー スの拡大 が計 画 され 、平 成6年 度 に 中央図

書 室 を一 部模 様替 して31.5m2の ブラウジ ング ・ルーム、31.5m2の グル ―プ ・ス タデ ィ ・ル ―ムを新設 した。

2 学習支援機能

 昭和56年 度 の開設後、中央図書室は学習図書室 として学生用図書 ・参考図書 ・国内雑誌等の充実 を

図 り、現在約7千 冊の開架図書、23種 類の国内雑誌 、視聴覚資料等 を開架閲覧室 に配架 して学部学生

の利 用に供 し、理学部 における学習図書室 としての役割 を果た している。

 現在 、図書費は全額学部共通経費配分額で措置 され年間約400冊 の学生用図書 を購入 してい るが、今

後 は学習図書室 と しての施設 ・設備の整備 とともに、学生用図書 の購入冊数 を増やすな ど学習支援の

ための資料の整備 を図 りたい。

3 研究支援機能

 中央図書室 では、現在全学共同利用 に係 る自然科学系外国雑誌 を含む26種 類の共用学術雑誌 を購入

し共同利用 に供 してお り、 また、大学 ・研究機関発行の紀要等122種 類 を受入 し利用 に供 している。 し

か し、最近 の外国雑誌価格の著 しい値上 が りによ り、図書室経費に占める外国雑誌費の比率 が高い こ

ともあ り、図書室予算 を圧迫 してい る現状である。また、外国雑誌価格の高騰 を学部共通経費で補填

する ことも難 しく、昨年度 に続 き本年度 も外 国雑誌の見直 しを行 い、12種 類の共用学術雑誌 を購入 中

止す ることになった。 この結果、平成12年 度に継続購入す る共用学術雑誌の種類 数は、開設当初 の25

種類 と比べて も、14種 類 とほぼ半減することになった。

 今後、図書室施設 ・設備の整備 とともに、共通性 の高い雑誌 を中心 とした共用学術雑誌の拡充、大

学 ・研究機 関発行の紀要等の寄贈交換雑誌 の充実並び に理学部保存 図書室 的機 能 と してバ ックナ ン

バ ー雑誌や貴重書 を含む図書の収納 を計画 し研究支援のための資料の整備 も図 りたい。

4 連絡 ・調整 的機 能

開設の際、中央図書室は教室 ・施設図書室との緊密な連絡をはかる中心となる役割が求められ、中
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央図書室業務を分掌する図書掛が、理学部図書室組織相互の事務的連絡 ・調整 と附属図書館 ・他部局

図書館 ・室等に対する窓口機能を担っている。

 また、各教室 ・施設図書室 は各専門分野の研究図書室 としての機能 を持 ち、各教室で は独 自に図書

委員会 を組織 し図書室運営事項等 を協議 している。 この よ うな分散型 システ ムを基本 と してい る図書

室組織 におけ る調整機能 は重要であ り、 この機能 を果 たす もの として理学部図書委員会 が設置 されて

いる。なお、図書委員会で は重要事項等 を審議す るため、実務 的事項等 を協議 す るもの と して理学部

図書連絡会 が設置 されて いる。更 に、図書室職員の事務連絡等 のため、理 学部図書事務連絡会議 が定

期的に開催 されてい る。

皿 管理運営

1 運営組織

 中央図書室は部局図書室 として理学部の業務管理のもとに運営 されており、理学部図書委員会で管

理運営に関する重要事項等を審議 し、同委員会委員長が中央図書室の業務を総轄する。

 平成10年 度 に理学部 図書委員会 の構i成が変更 され、附属図書館 商議員2名 、評議員2名 、各教室 を

代表す る1名 の教官 か ら構成 されることになった。なお、平成9年 度以前の図書委員会の構成 は、附

属図書館商議員2名 、評議員2名 、各教室か ら選ばれた教官 ・図書職員各1名 、図書掛長 、中央図書

室掛員1名 であった。

2 予算

1)図 書室経費

 平成11年 度 中央図書室予算には学部共通経費配分額7,192千 円と附属図書館 自然科学系外 国雑誌購入

費理学部割当額341千 円の合計額7,533千 円が計上 されてお り、内訳 は資料購入費が6,768千 円、運営費

が765千 円 とな ってい る。 なお、 自然科学系外国雑誌購 入費の運用の見直 しが附属図書館で行われ、

平成12年 度以降 各部局割当額の配分が行われないことになった。

 図書室経費の項 目別金額 について、平成6年 度か らの年度毎の推移 は表1の 通 りである。現在、図書

室予算 は、図書室経 費に対す る学部共通経費か らの配分額の上限が700万 円程度で あるため、外国雑誌

価格の著 しい値 上が りの影響 を受けて非常 に厳 しくなっている。近年 、海外出版元原価 が毎年10数%

程度値上 げ され るため、今後 も外国雑誌価格 が急騰す ることが予測 され、その都度に購 入雑誌の見直

しを行わなければな らない状況である。

表1 平成6年 度以降の図書室経費の推移

平成6年度

(経費実績額)

平成7年 度

(経費実績額)

平成8年 度

(経費実績額)

平成9年度

(経費実績額)

平成10年 度

(経費実績額)

平成11年 度

(予算額)

資

料

購
入

費

外国雑誌費

 千 円

2,736

 千 円

2,570

 千 円

3,126

 千 円

2,833

 千 円

3,279

 千 円

3,771

国内雑誌費 453 425 406 438 444 450

新聞購読費 77 135 144 134 147 147

図 書 費 2,972 2,639 2,720 2,387 2,078 2,400

計 6,238 5,769 6,396 5,792 5,948 6,768

連

営

費

製 本 費 369 429 403 405 488 400

保守 ・賃借料 489 486 497 444 488 190

備 品 費 419 45 0 623 727 0

消耗品費等 394 455 192 245 122 175

計 1,671 1,415 1,092 1,717 1,825 765

合 計 7,909 7,184  .. 7,509 7,773 7,533
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2)資 料購入費

 平成11年 度資料購 入費 と して、外国雑誌費3,771千 円、国内雑誌費450千 円、新聞購読料147千 円、図

書費2,400千 円の計6,768千 円が計上 されてい る。外国雑誌費は、平成11年 刊行分 の予約更新 にあた り3

種類 を購 入中止 したにも拘 わ らず昨年度 よ りも約5o万 円増加 してい る。 これは、主 に海外出版元原価

の値 上が りによると考 えられ る。 なお、共用学術雑誌 については、本年度 も見直 しを行い12種 類 を購

入中止す ることになった。 このよ うに、海外 出版元原価 が毎年大幅 に値 上 げ され る現状で は予算上の

制約があ り外 国学術雑誌の継続 を維持す ることが困難な状況である。

しか し、国内雑誌費は出版状況による若干の金額の増減はあるが、著 しい値 上が りはない。

3)運 営費

 平成11年 度運営費 と して、製本費400千 円、保守費等190千 円、消耗 品費等175千 円の計765千 円が計

上 されている。

 本年度予算において は、外 国雑誌費の増加のため備 品費等 を極力節減す ることにより昨年度経費実

績額 に押 さえている。 なお、保守 ・賃借料等 については、図書室業務電算化 関係保守料等が平成6年

度 か ら平成9年 度 にかけて支 出 されていたが、それ ら対象業務の処理 を平成10年1月 導入の全学図書

館電算機 業務 システムに移行 したため、平成10年 度以降節減できた。 ただ し、平成10年 度 は臨時的支

出があったため、例年通 りの実績額 となっている。

3 事務組織

 理学部等事務 部図書掛(定 員内職員1名 、 日々雇用職員1名 、時間雇用職員2名)が 中央図書室業

務 を担 当 してい る。なお、図書掛 は昭和54年 度 に新設 され、理学部図書室組 織相互 の事務的連絡 ・調

整 と附属図書館 ・他部局図書館 ・室等 に対する窓口機能等 を担 って いたが、中央 図書室の設置 によ り

その図書業務 も分掌す ることとなった。

皿 施 設 ・設備

1 スペ ―ス計画 と配分

 総 面積 は451m2で 、機 能 別 面 積 は表2の 通 りで 、サ― ビス関係面 積 が165.5m2、 書 庫 関係 面積 が191m2、

業務 関係 面 積 が94.5m2と な って い る。

 図書室施設の配置 は、1号 館(鉄 筋 コンクリ― ト造5階 建)3階 部分 に開架閲覧室 ・図書掛 事務室

126m2、 自由閲覧室 ・ブラウジ ングル ーム94.5m2、 グル ープスタデ ィル― ム31.5m2、 雑誌書庫73m2、 荷

解等作業室 ・スタッフルーム31.5m2、 倉庫 ・事務用書類庫31。5m2が あ り、4階 部分 に寄贈交換雑誌 ・保

存書庫63m2が ある。 この よ うに図書室施設 は、3階 部分 に廊下 を隔 てて6室 が、4階 部分 に1室 が分

散 して配置 されてお り、運用の非効率 と有効利用の困難 をもた らしてい る。それ はまた、狭隘化の解

消 と新 たなサ―ビスの展 開を図 るうえでの障害 ともなっている。この ため、今後の施設 ・設備の整備

においては、カ― ドリ―ダ―式小規模 出入管理装置やブ ックデ ィテクシ ョンシステム等の効果的な導

入がで きる、 また、利用者 ニ―ズが異 なる学習図書室 的スペ ースと研 究図書室的 スペ―スについて、

利用時間 ・利用方法等で弾力的に管理 ・運用できる施設構造 ・部屋配置等 を検討する必要がある。

 施設の分散状態 とともに狭隘化 も生 じており、開架 閲覧室の図書書架 はほぼ満杯 とな ってい るが、

先 に書架増設の ため閲覧座席 を24席 か ら16席 に減 らしてお り、 これ以上の書架の増設はで きない状況

である。更に、バ ックナ ンバ ー雑誌の収蔵 については、雑誌書庫がほほ満 杯のため雑誌収蔵場所 を2箇

所 に分散せ ざるを得 ない、また開架閲覧室.図 書掛事務室 と分離 され た収蔵 場所 のため閉架式 とせ ざ

るを得 ないなど利 用上不便で あ り、運用上 も支障 となっている。 この ため、1か 所 に集 中す ることが

望 まれる。
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表2 図書室機能別面積

サ ー ビ ス 関 係 面 積

開架閲覧室閲覧スペ ース

mz

39.5

自由閲覧室 63.0

ブ ラ ウ ジ ング ル ー ム 31.5

グ ル ー プ ス タ デ ィル ー ム 31.5

計 165.5

業 務 関係 面 積

図書掛事務室

m2

31.5

荷解等作業室 ・スタッフルーム 31.5

倉庫 ・事務用書類庫 31.5

計 94.5

書 庫 関 係 面 積 収容可能冊数

開架閲覧室書架スペース

 mz

55.0

    冊

約  7,500

雑誌書庫(開 架式) 73.0 約  6,900

寄贈交換雑誌 ・保存書庫(閉 架式) 63.0 約  7,300

計 191.0 約 21,700

2 設備

 閲覧設備 と して、開架 閲覧室に4人 掛閲覧机4台 を、自由閲覧室 に4人 掛閲覧机6台 と個人用閲覧

机4台 を、グルーフ.スタデ ィル―ムに4人 掛閲覧机2台 を配置 してお り、座席数 は計52席 となってい

る。特 に、開架 閲覧室 の座 席数 は16席 と少 な く、将来の施設 ・設備の整備 において増設 を図 りたい。

ちなみに、現在の学部1学 年の入学定員数は311人 、学部収容定員数 は1,289人 で ある。また、ブ ラウ

ジングル―ムにはソファ―、テーブル、新聞架、パ ンフレッ ト架 を配置 している。

 書架設備 として、開架閲覧室 にスチ―ル製6段 書架48連 、木製3段2連 書架2台 、雑誌架6台 を、

雑誌書庫 にスチ―ル製6段 書架64連 を、寄贈交換雑 誌 ・保存書庫 にスチ―ル製6段 書架61連 を配置 して

い る。ちなみに、蔵 書数 は平成11年3月31日 現在11,232冊 で あるが、図書書架の収容能力 は後2年 程度

で満杯 とな り、雑誌書架 も雑誌書庫 が後数年で満杯になる。特に、雑誌 は予算の関係 で保存対象雑誌

を全て合冊製本で きず、学内紀要 ・寄贈交換雑誌のほか購入雑誌 につ いて も未製本の状態 で保存 して

い るものが多いため、蔵書数 を上回 る冊数を収容 しているためである。

また、視聴覚関係設備 として、AVブ ース2台 と木製 ビデオ書架2台 を配置 してい る。

文献複写関係設備 と して、利 用者用電子複写機1台 を雑誌書庫 に配置 している。

利 用者用情報機器 として 、電子図書館検索用端末1台 、OPAC用 端末2台 、 CD―ROM等 電子化資料

用パ ソコン1台 を配置 している。

 業務用電算機器 と して、平成10年1月 リプレース された全学図書館電算機業務 システムを導入 し業

務用端末3台(1台 は利 用者用検索端末に部局経費購入の業務用 ソフ ト搭載)と 貸出 ・返却処理 閲覧

業務用端末1台 が配置 されてい る。

】.V 図書 室資料

1 蔵書構 成

 平成11年3月31日 現在 、蔵書数は11,232冊 で、図書が約7千 冊 と製本雑誌約4千 冊 である。雑誌所

蔵種類数 は553種 類 で、和雑誌が319種 類、洋雑誌が234種 類 である。現行受入雑誌種類数 は175種 類で、

和雑誌 が110種 類 、洋雑誌 が65種 類である。

 図書は理学部学生を対象とする学生用図書を申心に構成 されており、雑誌は理学部学生 を対象とす

る国内雑誌のほか共用学術雑誌、学内紀要、寄贈交換雑誌等で構成 されている。

2 選定

 図書委員会のもとに選書委員会を設置 し、中央図書室配架の学生用図書 ・雑誌等の選定のほか附属

図書館依頼の自然科学系特別図書等の達定も行っている。
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 選書委員は図書委員の 中か ら各専攻毎に1名 、計5名 で構成 される。選書委員会 は年3回 開催 され、

見計 らい図書 と出版社 及び書店 カタログによる学生用図書の選定 、寄贈図書の受入の可否 、学生希望

図書の購 入の当否等 を協議 している。

 また、選書委員会 での選定のほか、理学部図書委員会委員に各教室での学生用図書選定の依頼 をし

てい る。

 なお、図書掛では、選書委員会 の選書用資料 として各種 出版元 カ タログ及び書店 カタログ等か ら関

連分野の図書出版情報 を収集 している。

3 受 入

1)図 書

購入図書は、全学図書館電算機業務 システムである図書収書 システムによ り受入処理 してい る。

平成10年 度の図書受入数 は340冊 で、内訳 は表3の 通 りとなってい る。

表3 平成10年度図書受入数

購 入 寄 贈 計

和 270冊 17冊 287冊

洋 49 4 53

計 319 21 340

2)雑 誌

 雑誌の受入業務は、図書館電算機業務 システムの外国雑誌一括購入 システムと雑誌収書 システムに

よ り処理 している。現行受入雑誌 は、学生用国内雑誌のほか、全学共同利 用に係 る自然科学系外 国雑

誌 を含 む共用学術雑誌 と大学 ・研究機関発行の紀要等の寄贈交換雑誌 があ り、種類数は175種 類で、内

訳 は表4の 通 りとなっている。購 入洋雑誌は26種 類で、内訳 は全学共同利用 に係 る自然科学系外 国雑

誌 が15種 類 、学部共用学術雑誌が11種 類 となっている。購入和雑誌 は27種 類で、内訳は学生用国内雑

誌 が23種 類、図書館関係国内雑誌 が4種 類 となっている。

表4 平成11年度現行受入雑誌種類数

購 入 寄贈 ・交換 計

和 27種 類 83種 類 110種 類

洋 26 39 65

計 53 122 175

4 資料の整理

1)カ ー ド目録編成の凍結

 昭和54年 度に図書掛 が発足後 、著者名 目録 と書名 目録の理学部 カー ド総合 目録 の編成を昭和54年4月

以降受入分か ら開始 したが、平成5年3月 受入分 で編成 を凍結 した。

2)オ ンライン目録 の共同構築

 受入図書は、学術情報 セ ンタ―の全 国 目録所在情報 システムを利用 して 目録デ― タの作成 を してお

り、その 目録デー タは全国 目録所在情報 データベ―スと全学総合 目録 デ―タベ ―スに同時 に形成 され

ている。分類法 は、和書 ・洋書 ともにNDC新 訂8版 によってい る。 なお、所蔵 図書 は全点遡及入力 さ

れてい る。

受 入雑 誌の うち購入分 につ いて、平成10年4月 か ら雑誌収書 システ ムによ りチ ェ ックイ ンデー タ

(受付 ・所蔵 レコ― ド)を 入力 してお り、随時OPACに 反映 される。
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3)オ ン ライ ン目録 検 索 サ 一 ビス

 全学総合 目録デ ―タベ ―ス及び学術情報セ ンタ―全国 目録所在情報 デ― タベ ―スのオ ンライン検索

のため、開架閲覧室 にOPAC用 端末2台 を配置 し利用に供 している。

5 資料 の 配 架 ・配 置

1)図 書

学生用図書 ・参考 図書約7千 冊 を開架閲覧室の図書書架 スペ―ス55m2に 配架 している。

2)雑 誌

 学生用国内雑誌 ・共用学術雑誌と学内紀要の新着未製本分は開架閲覧室の雑誌コ―ナ-に 配架し、

購人雑誌は合冊製本後に雑誌書庫に、学内紀要は寄贈交換雑誌 ・保存書庫に収納 している。

 また、大学 ・研究機 関発行の寄贈交換雑誌 の新着受入分 は、その まま寄贈交換雑誌 ・保存書庫 に配

架 してい る。

3)視 聴覚資料 ・電子化資料

 視 聴覚 資 料 と して教 材 ビデオ229本 を所 蔵 してお り、 グル ー プ ・ス タデ ィ ・ル ― ムのAVコ ー ナ ーで

利 用 に供 して い る。 また 、電子 化資 料 と してCD―ROMを4点 備 え付 け 、利 用 に供 して い る。

4)新 聞

ブラウジング ・ル―ムに国内新聞2種 類 、国内英字新聞1種 類 を備 え付 け、利用 に供 している。

V 利用者へのサ-ビ ス

1 開室状況

 開室時間は、開架閲覧室 が午前9時 から午後5時 まで、自由閲覧室 が午前9時30分 か ら午後4時45

分 までで あり、正午か ら午後1時 までは出納事務 を停止 し、午後4時45分 以降 は貸 出を停止 してい る。

また 、休室 日は土 曜 日 ・日曜 日、国民 の祝 日等 、本 学創 立 記念 日、年 末 ・年 始 で あ る。

2 閲 覧 ・貸 出

1)閲 覧

開架閲覧室に16席 、 自由閲覧室 に28席 を配置 し、閲覧 ・自学自習、研究 ・調査等に提供 している。

本学教職員 ・大学院生 ・学部学生等のほか、「国立大学共通閲覧証」、「近畿地区国公立大学共通閲覧

証」、「当該機 関長等の発行 した依頼状」 を有す る者 、その他許可 された者が閲覧で きる。

2)貸 出

① 貸出規則

 本学教 職員 ・大学 院生 ・学部 学生等 は図書室 資料 の借 り出 しがで きる。貸 出冊 数 は1人3冊 、

貸出期間 は図書2週 間、製本雑誌3日 間、未製本雑誌 は当 日限 りである。

② 貸出方法

 図書の貸 出 ・返却 業務 は、平成10年1月 導 入の本学 図書館 業務電 算機 シ ステ ムの貸 出 ・返却

システムで図書館利用証 により電算処理 している。

雑誌の貸 出 ・返却業務 は、雑誌借用票によりマニュアル処理 している。

③ 貸出状況

 平成10年 度 の貸 出統 計 は、表5、6、7のi通 りであ り、図書の年間貸 出人数 は4,008人 で、冊数 は

6,104冊 とな って い る。 また、雑 誌 の年間貸 出冊数 は、洋 雑誌 が1,168冊 、和雑 誌 が428冊 とな って い る。
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表5 平成10年 度所属部局別図書貸出状況

人 数 比 率 冊 数 比 率

理学部 3,807人 95.0 5,835冊 95.6

他部局 201 5.0 269 4.4

計  11: 6,104

表6 平成10年 度身分別 図書貸 出状況

(電算機による貸出分のみのデータ数値)

人 数 比 率 冊 数 比 率

教  官 46人 1.2 59冊 1.0%

職  員 39 1.1 58 1.0

大学院生 652 17.5 1,041 :1

学部学生 2,989 :1 4,623 :!1

計 3,726 5,781

 図書 については、主 に理学分野の学生用図書 を配架 しているため、所属部局別貸出状況 は95%が 理

学部所属者で、身分別貸出状況 は80%が 学部学生で、18%が 大学院生 となっている。

表7 平成10年度所属部局別雑誌貸出状況

洋 雑 誌 和 雑 誌

冊 数 比 率 冊 数 比 率

理学部 7o5冊 60.4 381冊 89.0

他部局 463 39.6 47 11.0

計 1,168 428

 雑誌 については、洋雑誌は自然科学系外国雑誌 を15種 類 と学部共 用学術雑誌 を11種 類 を、和雑誌 は

学生用国内雑誌 を23種 類 と図書館 関係国内雑誌 を4種 類 を配架 してい るため、洋雑誌の貸出状況 は約

60%が 理学部所属者 で、約40%が 他部局所属者 となってお り、和雑誌 の貸 出状況 は約90%が 理学部所

属者 となってい る。

3 事項調査等

 平成10年 度の事項調査件数は18件 で主 に学外か らの照会であった。所蔵調査 やカ ウンタ―での利 用

案内 ・利 用指導等 については統計処理 していない。

4 文献複写

 「京都大学文献複写相互利用制度」 に参加 してお り、文献複写利用書 による学内受付のみ を取 り扱

ってお り、平成10年 度 は450件 を受 け付 け、5,08o枚 の複写枚数 となっている。なお、その内訳 は、理

学部教室 ・施設図書室 が141件 で全体の31.3%、 工学部が90件 で20.0%、 農学部 が46件 で10.2%、 宇治

地区のエ ネル ギー理工学研究所 ・化学研究所 ・木質科学研究所が合計90件 で20.0%と なっている。

5 利用案内 ・利用指導

 毎年4月 学部で実施 してい る新入生 ガイダンスにおいて、「理学部図書室説明」 として 中央図書室 と

各教室 ・施設図書室 の概要 を約2o分 程度で説 明している。

 また 、理 学部 の ホー ムペ ー ジ に 中央 図 書室 の ホ ―ムペ ー ジ を作成 し、 「お知 らせ」 ・ 「利 用 案 内」

「雑誌 リス ト」 ・ 「教 材 ビデオ 」 ・ 「資料 検 索」 ・ 「リンク」 等 を掲 載 し情 報提 供 を行 って い る。新 着

図書案 内 につ いて も、 この ホー ムペ ― ジで行 って い る。
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V【 情報システムと情報基盤

1 基盤整備

 学内においては学 内LANのKUINS(京 都大学総合情報通信 システ ム)が 整備 されてお り、国内外の

学術 ネ ッ トワ―クと接 続 され るなど京都大学 の学術情報 システムとして学術研究 、教育 、事務処理等

の学内すべての通信 関連 の基礎 となっている。KUINSは 、学内電子計算機資源の共同利用 や広域 的な

学術情報の有効利 用 に、更 には学内通信網 の整備による学術情報 の高速伝送 の実現 などを 目的 として

お り、図書室 にとってはその機能の整備 ・充実に欠 くことができない。

2 図書館(業 務 ・電子 図書館)シ ステム

 附属図書館のサ―バ ― と部局図書館 ・室の クライアン トをKUINSで 接続す る全学新図書館電算機 シ

ステムは、図書館業務 システムと電子図書館 システムで構成 されている。

1)業 務 システム

 図書館業務 システムは大幅なクライアン ト数の増加 と新 しい技術 に支 えられていることもあ り、部

局図書館 ・室業務の システム化 を大 きく加速 する可能性がある。中央図書室 において も、図書館業務

システムの積極 的 な導入 を図 り、いままで システ ム化 していた 目録業務のほか、図書受入 ・雑誌受

入 ・閲覧業務 などの基本業務に加 えてNACSIS―ILL、 学内ILL、 外国雑誌一括購 入業務等 について も導

入 し図書室業務の トー タル化 を目指 してい る。

 なお、閲覧業務 について は、理学部図書委 員会情報 システム小 委員会で 「図書業務電算化のための

実験 的 システムの導入」 についての検討がな され、中央図書室の 「貸出業務の電算化」 を主体 とした

図書業務の電算化 を進め ることが平成3年 度に決ま り、平成6年 度 か ら独 自の システムによる貸出 ・返

却業務の電算機処理 が開始 されていたが、独 自システム を開発 ・維持す ることはシステム要員 ・経費

等の面で厳 しく、平成10年1月 に導入 された全学図書館業務 システムの閲覧システムに全面的に移行

した。

2)電 子図書館 システム

 電子図書館機能 は、利用・者が研究室等か ら24時 間図書館 を利用す ることがで き、複数の利用者 が同

時に資料 に アクセスで きるなど、紙媒体資料 にはない メ リッ トがある。 この電子図書館機能の利便

性 ・経済性 ・効率性等 は、増大す る学術文献 による収蔵スペ―スの不足 と図書職員の削減 の状況下で、

大学図書館機能の強化 ・高度化の実現 を図 るためには不可欠である。

 特 に、電子 ジャ―ナル は、電子 ジャ―ナル全文デ― タベ―スと二次情報デー タベ―ス と学内雑誌受

入データベース ・総合 目録 デー タベ-ス 等 とを リンク し、利用者 が直 ちに所在情報やオ リジナル文献

を参照で きる機能 の実現 によ り、利用者 には利便性 をもた らし、図書館サー ビスには効率性 をもた ら

す ことにな る。その所属利用者に対す る電子 ジャ―ナルの提供 は原則的 には各大学で行 うべ きであ る

が、学術雑誌 の網羅的収集 と図書館問相互利 用の面か ら、学術情報 セ ンタ―等 が核 となって全国規模

で導入 し提供 され ることが望 まれる。ただ し、運用 にあたって は、予算振替処理等 も考慮 に入れた簡

便な支払方法並び に従量制利用料金等の検討 が必要 である。
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数学教室図書室の現状と課題

は じめ に

 大学における図書 は,そ の諸活動の根幹 をなす重要性 を持つ.一 方で大学 の図書部局 あるいは教室

の図書館(図 書室)は 高度の専門性 を持ち,そ の運営,管 理,利 用の形態 は,例 えば一般市民 を対象

に した図書館 とは大 きく異 なる.ま た,種 々の学術分野毎 に,そ こにおいて図書の 占める位置は大 き

く異 なる.さ らに大学 内において も教室図書室 と附属 図書館では,そ の果たすべ き役割や利用者 に多

大 な違いがあ る.従 って大学 における図書館の運営,管 理 を検討す るに当た っては,多 くの専門分野

のそれぞれに対 してその特殊性 ・専門性 を検討することが最も重要で あ り,画 一的なや り方で図書館

の運営,管 理 を行 うことは,大 学 の諸活動 の根幹 をなす図書の利用 を困難 に し諸活動 その ものに対 し

て大 きな障害 を生む.今 回の外部評価の実施 に関 して この根本 的な点 がないが しろに されて きている

事に当教室 は強い疑 問と憤 りを感 じるので,ま ず この点 を強調 して おきたい.

数学教室図書室の意義 ・役割および その概要

 より具体的に理学研 究科数学教室 の図書室の状況 について述べ る.数 学の教育 ・研究 において,図

書の占め る割合 は他の 自然科学の諸分野 と比べて も例 外的に高い.例 えば学部高学年 および大学院生

の教育 において中心 をなす セ ミナーは,個 々の学生が 自力で高度 な専門書 あるいは学術論文 を読 んで

深 く理解で きるよ うにな ることを目的 として指導す る,と い う形 で行われ る.ま た数学の研究活動 に

おいては,図 書 は実験 系諸科学における実験装置 と同様の役割 を持つ.こ の ような図書の重要性 に鑑

み,近 年の図書費,特 に専門雑誌 の価格の急騰 にも関わ らず,当 教室で は毎年 その予算の3割 か ら4

割 にも上 る多 くの部分 を学術雑誌 や和洋の専門書の購入のための図書費 に充てて,現 在の図書室 の レ

ベル を維持す るように努力 している(下 記資料参照) .

 付言すれば,当 教室 を含 む 日本の数学教室の図書室は諸外国に比べて遙か に充実 してお り,数 学の

研究者 が外国 に滞在 した ときそこの図書館(図 書室)に 不便 を感 じることはあって も,そ の逆は稀で

ある.従 って図書館(図 書室)の 運営,管 理 について外国のや り方 をまね ることは,当 教室の図書室

に関 してはその レベル を低下 させ ることを意味す る.実 際,数 学教室の図書室の レベルの高 さが,当

教室の学術研究活動 に大 きく貢献 していると我々は考 えている.

 数学の図書は専門性 が高 く,当 教室の図書の多 くはそれを利用す るの に高度 に専門的 な知識 を要す

る.(当 教室 に所蔵の図書や専門雑誌の過半 は少 なくとも数学専攻の大学院生程度の知識がない と理解

で きない.)例 えば数学教室 の図書の半分近 くを占める専門雑誌には最先端 の研究成 果だけが報告 され

てお り,高 度 に専門的な知識 を持つ者 だけを前提に書かれてい る.し か も,数 学の専門的 な書物 はい

つ必要 になるのかをあ らか じめ予測す ることが極めて困難で ある.他 の幾 つかの分野で は分野の変化

が激 しいために,書 物の 多くはそれが必要 とされるのが数年 に限 られ る,と い うこ ともあると聞 く.

数学の書物 についてはこの ことは全 く当て はまらない.(こ れは一つ一つの知識 が,厳 格 な証明を経 て

確立 されてい き長年 にわたってそれ を積み重ね る,と い う数学の学問的性格 による.)19世 紀 やそれ以

前 に書かれ た,当 時 において も高度に専門的な学術論文が研究上突然必要 になった り,自 分の専門分

野 と一見懸 け離れた他の数学 の分野の研究論文 がある時急 に最重要 な資料 となる,と い うことが しば

しば起 こる.更 には数学の専門雑誌 は極 めて種 類が多 く,例 えば当教室 では購入 ない し当教室で編集

している紀 要 との交換 によって400種 類以上 もの専門雑誌 を継続的に所蔵 している.ま た当教室 が所蔵

す る図書の数は理学部全体の図書の全蔵書数の5割 程度 をも占めてお り(下 記資料参照),そ の中には

閉架書庫 に保管 されてい るおよそgoo点 もの古書 ・和算書 などの貴重書 も含 まれ る.さ らに専門雑誌や

図書の中には我が国で は当教室 に しか所蔵 されていない もの もあり,そ れ らの図書の管理 には細心の

注意 が必要 である.従 って図書の閲覧 ・貸 し出 しに対 してある程度 の制限 をつ けることは将来 にわた

り貴重 な財産 を維持 していく上でやむを得 ない処置であると考 える.
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利用者へ のサ ― ビス

 このような理 由に より,数 学の分野においては個々の研究室で研究 ・教育上必要 と され る図書 ・文

献 を揃 えるの は不 可能で あ り,仮 にそれ がで きた と して も大変非効率的で あ る.当 教室 の図書室 は

(多 くの他部局 ・教室で は個 々の研究室 に置 かれてい るよ うな)専 門 的な書物 を数学教室 の構成員(教

官 ・学生)が 共有 して利 用で きるように一 カ所に集め たもので ある.そ の主 たる利用の形態 は研究資

料 と しての文献情報 の提供 にあ り,多 くの教官 ・大学院生,ま た当教室への訪問者 が膨大 な図書 ・専

門雑誌 を共有 して利 用す るために,数 学の図書の重要性 を理解 し長い経験 を持つ3名 の図書室 に配置

された事務職員 が,細 心の注意 を払ってその資料の保存や整理 と効率 的なサ ービスの提供 に従事 して

いる.図 書室の開室 については,上 記職員の勤務す る時間帯 は平 日の9時 か ら5時 までで あるが,以

上 に述べ たよ うな図書の重要性 に配慮 して,当 教室の教官および当教室への訪問研究者 など当教室が

適 当と認 めた もの には出入管理機能の付いたカー ドキ ーを利用 し24時 間,随 時図書室 を利用できるよ

うに便宜 を図 ってい る.な お,こ れ らの事務職員 は図書室の業務 に専従 して いるわけで はなく,同 時

に教室 の他の事務や当教室の紀要の編集の事務な どに も従事 して いるので,人 員 として は余裕 は全 く

な く,そ の ため例 えば附属図書館か ら指示 され る研修 ・講習 などに も参加す る時間的余裕 がほ とん ど

取れ ないのが実情で ある.ま た外部か らの利用者 に対 しては、人員の不足の ため十分対応出来 かねて

いるのが現実で ある.

今後の課題
 以上の様 に数学 の図書室の運営(図 書の選定 ・管理 など)に は,数 学の専門知識 をもつ 当教室の教

官 か らな る図書委員会 と数学の図書に関 して豊富 な経験 をもつ 当教室の事務官 が行 つてお り,そ の結

果上 にも述べ たよ うに世界的 に見 ても極めて レベルが高 い図書室 が実現 している.現 在 の主要な問題

点は,床 面積の不足 による閲覧 スペース ・書庫スペ ースの不足,専 門雑誌等の図書の値上 が りにより,

将来 にわた って現在 の レベルでの購入 を維持できるかに関わ る不安,定 員削減 などが行 われた とき現

在 の優れ た管理の レベル を維持できるのかの不安,な どで ある.

 また,上 に述 べた数学 の図書の専門性 に鑑み,当 図書室の数学教室外へ のサービス として,以 下の

ものが今後重要 になって くると思われ る.京 都大学数学教室は規模 が大 きく,当 教室 図書室 も他大学

の数学教室 に比 べて非常 に充実 してい る.一 方,先 に述べ た図書費の値上 が り等 により,全 国の多 く

の大学の数学系 図書室 で図書の購入 を現在の レベルで続 けることに困難が生 じている.従 って今後 は

当教室の ような図書室 が積極的に学外の研究者の利 用 を可能 に し,数 学の図書 の収集における関西 あ

るいは京都地 区での拠点 としての役割 を果た してい く必要があろ う.例 えば十分 な専門知識 を持つ学

外者に対 して当教室 の図書室 をこれまで以上 に利用 しやす くす る必要 があると予想 され る.同 様 にイ

ンターネ ッ トなどを利 用 した電子ジャーナルの効率的な利用の仕方 についての全学規模 あるいは更 に

広い範囲での取 り組みが,こ の ような学内外へのサ ービスの向上 のためにも非常 に効果的であると思

われ る.こ の点 に関 して は当教室では既 に当教室予算の範囲内で積極的 に電 子 ジャーナルの充実に努

め,現 在57種 類の専門雑誌 については電子版の教室内LANに 接続 されたコンピュータか ら随時利用 が

可能 になって いる.し か しこの ような電子 ジャーナルのサービスの充実のためには一教 室の力 は微 々

たるもので あ り,本 学附属 図書館が各教室の意見 を取 り入れて速やかに全学規模 で学内での調整 を図

ってい くことが 「調整 された分散方式」の達成 ・充実に不可欠で あると考 えるもので あり,附 属 図書

館の この方面での今後の取 り組みに大 きく期待す る.

おわ りに

 最後に今 回の調査の進 め方について もう一度述べ る.当 教室 は外部評価 をす る事 には基本的に賛成

である.し か し,外 部評価の手段 ・方法 につ いては慎重 な検討 が必要であると考 える.今 回,外 部評

価 を行 うことは京都大学図書館商議会 にはか られた とい うが,そ れ はあ くまで報告事項 と してで あり

議事 と してではない.そ の ために外部評価 に対 して図書館商議会で は―十分 な議論が行われ なかった と

聞 く.こ の よ うな重要 な問題 を報告事項 に したことは理解に苦 しむ.ま た,外 部評価の方法について

当教室は意見 を求 め られ た ことは一度 もない.最 初 に述べたよ うに,大 学 にお ける図書 は管理利用の
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形態 が専門分野によって大 き く違 い,そ れ は個々の専門分野 における図書の役割の差の現れで もある.

従 ってそれぞれの分野の専 門家の意見 を取 り入れることな く適切 な外部評価 の計画は立て られない と

思われ る.外 部評価 をす るのであれば,企 画の段階か ら各図書館(図 書室)の 特性 とその機能 を十分

に考慮 し,ま たその ことを理解で きる専門家 をも交 えて評価す るので なければ,個 々の図書館 ・室の

現状 と課題 を正 しく捉 えることはで きないで あろう.そ の意味で今回の外部評価 は企画 その もの が拙

速で不適切なや り方で行われていると言 わ ざるを得ず,そ れにあた った附属 図書館 その ものに対す る

もの以外(す なわち各部局教室の図書館 に対す るもの)は 殆 ど実情 を反映 していない無意味 な結果に

なって しまってい るもの と考 える.ま してその結果が各教室図書室の今後 の管理 ・運営 に誤 った影響

を及 ぼす とすれば,そ れは取 り返 しのつ かない過 ちをおかす ことに な りかねない ことを強 く危惧す る

もので ある.

資料

全蔵書数

年間受入冊数

専門雑誌全所蔵数

うち 和雑誌

   洋雑誌

  継続種類

電子化資料

82,350冊(平 成10年 度,登 録分 のみ)

 539冊(平 成10年 度,備 品扱い図書のみ)

491種 類(平 成10年 度)

50種 類

441種 類

413種 類(購 入分 193種 類、残 りは交換 または寄贈)

電子 ジャーナル  57種 類(有 料の物 と冊子購入により無料 の物 とを含 む)

CD―ROM     2種類

書庫 スペース      330.3m2

閲覧席          20席

図書事務室 スペース   36.12m2

複写機2台,リ ーダープ リンター1台,OPAC用 端末1台

情報機器 業務端末:整 理用1台,閲 覧業務用1台

情報検索 MathSciNet,学 術情報 センターを中心 に利用
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物理学教室図書室の現状と課題

現    状 課  題
項 目

現  況 説  明

意 意義 奉仕対象者
義 学習支援 教官等      73名
役 研究支援 院生 ・研究生等  281名 院生 ・研 究生 等 281名 の 内 、留学 生 は5名 。

割 学生      ★800名 学生 '800名 は、3回 生 以上 の 数字 。 内 、物

留学生      1名 理系 に登録 して いる学 生 は156人 。

図 全蔵書数 全 蔵書 数   33,528冊 第-教 室 28,057、 第二 教 室 5,481

書 但 し、昭 和40年 以 降 の 雑 誌 は含 ま れ な い 。

館 (未登 録 につ き)

資 蔵 書構 成 ・ 専 門研 究 図書  32,538冊 留学生用図書含む。
料 分野等 学生用図書  約1,000冊 指定 ・推薦 図書含 む。

障害者用図書    0冊

年間受入冊数 平成10年 の実績  403冊 第― 教室:313

第二教室:90         計=403

雑誌 全所蔵種     461種

継続種      133種

電子化資料 CD―ROM     O種

(CD-ROM, 電 子 ジ ャ-ナ ル  45種

電 子ジャ-ナル)

新聞 0種 購 読 を検討 して い る。

選書(基 準 ・ 選書基準:     有 月1回 開催の図書委員会で選書。

委員会等) 選書委員会:    有

情 情報の検索 カー ド:     凍結 教 室 内 で公 開 され て い る ホ ― ム ペ ― ジ か ら

報 (カ ― ド・ OPAC用 端末    1台 OPAC、 NACSISの 検 索 が可 能 。 日常的 に使

提 OPAC) 遡 及 入 力    17,500件 用 され る図書 の遡 及 入 力 は、完 了 してい る。

供 レファレンス 代行検索=   未実施 専門的知識 を必要とするので、不

可 能 。

文 献複 写 ・ 文献複写:    依頼

現物 貸借 ・ オンライ ン ・はが き等

紹介状等 紹介状:     実施

学内相互利用 学 内■Ll

依頼 ・受付    参加

新 着案 内 ・ コ ンテ ンツ

コンテンツサ―ビス等 シー トサ ー ビス:未 実施

オ1ジナルデ-タベ―ス 無

公開事業 講演会 ・展示会1  無

市民への公開:   無

貸 利 用 規 程 ・ 利用規程1     有 冊 数 ・期 間 は、

出 貸 出(冊 数 ・ 冊数=       冊 単行本:教 室内の院生以上 10冊 1か月
● 期 間 ―方 法) 期間1       日 学部学生 3冊 2週間

閲 方法:      機械 他部局所属者 3冊 1週間

覧 雑 誌:原 則 と して禁帯出。但 し、コピ―用のみ1日

閲覧席 48席

開館時間 開 館時 間= 9:00～17:00 ①各研究室に図書室入口と、地下書庫のカギ

延長開館:   乗実施 を配布 して い る。

昼休業務:   未実施 ②物理学教室大学院以上の利用者は、時間外、

休 日等 も利用 は自 由に で きる 。

③学部学生の時間外利用は、各所属教官の研

究 室の カ ギ を利用 す るこ とが で き る。 従 っ

て 、緊 急時 の利用 は保 証 され て い る。

④ 昼休 み 中 も、閲覧 室 ・書 庫 は 開放 。又 、職

員 が在 室中 は 、求 めに応 じて い る。

⑤ 図 書貸 出 ・返 却 は 、専用 パ ソコ ンで セル フ

サ ― ビ スで24時 間 の 利 用 が可 能 とな っ て

い る。

⑥他部局からの利用者に対 しては、昼休みお

よび時間外利用の制限がある。
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開館日 開館 日数:    243日

土曜開館:   未実施

施 図書 事務室 ― 図書 事 務室:   12mz

設 閲覧室等 閲 覧室:    168mz

訟 照 明 ・空 調 ― 照 明 につ いて は、 閲覧机 に備 え付 けて あ る手 本欄の 「課題」については左欄の
az

騒音等 元 ス タ ン ドの 修理 等 が必 要 。但 し、実 質24 現状説明に含む。
備 時間利用が可能なことと、時間外利用に際 し

ての節電をどのように調整するかが課題。利

用に際 しての節電意識が定着 していない。空

調 ・騒 音 は問題 な し。

書庫 書庫 スペ ― ス   261m2 書 庫 は 、1～2年 分 の余 力 を残 してい る だ け。 本欄の 「課題」については左欄の

集密書架=     有 附属 図 書館 のバ ックナ ンバ ― セン ターへ の収 現状説明に含む。

余裕=      不足 納 又 は、別 の収 容方 法 が求 め られ る。 も し不

可能なら、今後毎年一定量の雑誌 ・単行本等

の廃 棄 処 分等 が必要 とな る。 但 し、 この 方法

を と る な ら人 手 ・時 間 的 に経 費 が か か る こ

と、又 貴重 な資 料の 散逸 ・消 滅等 マ イナ ス面

が 大。

複写機等 事務 用 ・ 図書委員会管理外の複写機が閲覧室隣室に設

利用者用複写機   4台 置 されて いる。

リー ダ― プ リン ター 0台

情報機器 ・ 業務端末=整 理用  1台

ネッ トワ一ク等 閲覧業務用     2台

障害者対応 未実施 書庫設置条件は建物の構造上変更

できないが、必要時には職員が対

応 で き る体 制 を とって い る。

利 利用 案 内 ・ 案内板:      有 大学院新入生向けガイダンスの中に含まれて

用 利用 指 導 ・ オ リエンテ―ション: 実施 い る。学 部 生に対 して は個 々 に説明 して い る。

支 案内板 尚 、ホ ― ムペ ―ジ に利 用規 程 を掲載 予 定 。

援 刊行物 図書館刊行物:   有 月1回 開催される図書委員会の報告書(会 議

報告 、見計 い図書 リス ト、購 入決定 図書 リス

ト)を 作 成 ・配 布。

資 目録デ ―タ 年間入力冊数   400冊

料 の作成(作 排架までの日数 約2週 間
の 業量と速度)
整

資料 の配架 ・ 書庫 が1層 目、2層 目、3層 目、及 び地 下 書 庫 本欄の 「課題」については左欄の
備

酉己置 に分 散 してい る。単 行本 、雑 誌等 は、発 行 年 、 現状説明に含む。

利用 頻度 で配 置 を決 めて い るが 、一 律 に決 め

られ な い部分 も あ って 、非 常 に使 い づ らい 。

1タ イ トル が― 箇 所 に配 置 で き るよ うな スペ

一 ス と、工夫 が課 題 であ る。

資料の保存 劣化資料:     有 1800年 後 半 か ら1950年 頃 の単 行本 に劣 化 が 本欄の 「課題」については左欄の
み られる。但 し、大部 分 は貴重 書扱 い と して 現状説明に含む。

禁帯 出 に してい るが 、 この うち特 に重要 な図

書 につ い ては、 マ イク ロ化 等 を考 え る必 要 が

あ る か ど うかの検 討 が必要 。

管 予算(図 書 図書 購入 費: 4,845千 円 外国雑誌の購入について、値上りが原因では 本欄の 「課題」については左欄の
理 費 、運営 費) 雑 誌 購入 費:28,083千 円 あ る が 、1タ イ トル を図書 費 で全額 負 担 す る 現状説明に含む。
運 運営 費=  ★3,107千 円 こ とが難 しい タイ トル が増 えてい る。複 数 研

営 究室 と図 書室 で購 入 とい う形 式 を とる た め 、

事務 上 複 雑 に な ってい る 。1教 室 を越 え た レ

ベ ル での 対応 お よび 電子Journa.へ の 移 行 を

含めた対応が課題である。

運営 費 の"3,107千 円 に は、製本 代(1,774千

円 を含 む)
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事業 計画 、 日常的な利用に必要な単行本の遡及入力は終 本欄の 「課題」については左欄の

将来計画 わ って い るが 、2,000冊 前 後 の 古 い 図書 で遡 現状説明に含む。

及 対象 とな る本が あ る。放置 する の では な く、

遡及入力によって全国に公開し、利用に供す

る こ とが必 要 と思 わ れる。但 し、遡 及 等 に必

要な経費は特別予算が必要。

運営組織 図書委員会:    有 各研 究室 か ら委 員― 名 が 参加 し、月1回 開催

(図書委員会等) してい る。(委 員数 は21名)

人事 掛数        掛
職員構成 定員数       1人

(業務 分担 、 時間雇用      1人

職 員構 成 、

異動等)

業務の見直し 利用 は、セ ル フサ ― ビス に よ って 自由 にで き 本欄の 「課題」については左欄の

る体 制 にあ る が、反面 、借 用 者不 明 図書 をな 現状説明に含む。

くす ために 、 ブ ックデ ィテ ク シ ョン システ ム

等 の何 らか の対 策 が必 要 と思 わ れ る。 但 し、

経費の面では、特別予算がないと一教室での

実施 は無 理 で はない か。

研 修 、 語 学研 修 、各 種 デ-タ ベ ー ス検 索

講習等 等についての研修 を年間行事表の

中に組込み、年度初めに公開され
る こ とが望 まれ る 。

安全 管理 ・ 地 震 対 策 と して 、書 架 、 カ― ドケ

防災対策 ― ス 、パ ソ コン等 の 固定 が 必要 で

あ る 。

あ 京都大学図 電 子Journa― の充 実 が 求 め られ て い るが 、― 本欄の 「課題」については左欄の

り 書館の全体 教室での対応には限界がある。無料のものに 現状説明に含む。

方 像と部局の つい ては 、 メンテ ナ ンス も含 め ての契約 内容

あり方 として入札条件にする等、全学的な対応 を考

え て頂 きたい 。教 室 間 での サ ー ビス体制 の統
一化 が望 ま れる

。
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宇宙物理学教室図書室の現状と課題

現    状 課  題
項 目

現  況 説  明

意 意義 専門図書室の位置づけである。教室構成員をはじめ、学内関連分野の研 教室内外の要求に十分応えるには

義 学習支援 究室からの利用、および、卒業生や他大学からも定期的に利用者がある。予算的に不足。

役 研究支援 ま た、1,2回 生 の 利用 が 年 々増 えて きて い る。天 文学 の 講座 を持 つ大

割 学 が 限 られて い るため 、関 西 で は特 に当図書 室 が当 て に され てい る。

図 全蔵書数 全蔵書数   約12,000冊1

書 蔵書構成 ・ 専門図書室であるため、ほとんどが天文学関係の図書である。洋書和書
館 分野等 の 比 率 は9515、 物 理 、地 球 物理 関係 も入 っ てい る が、蔵 書 構成 比 か ら

資 は そ れ ほ ど多 くない 。学 生 図書 と しては 、約300冊 ほ ど別 置 して い る 。
料

研 究 室 に は図 書 を置 か ず 、図書 室 ―本 であ るた め 、講義 な どで紹介 され

た図 書 な どは 、貸 し出 しが 重 な り対 応 で きな い。(複 本 購 入 は して い な

い 。)

年間受入冊数 購入寄贈合わせて 150冊

雑誌 全所蔵種     540種 購入継続雑誌は56タ イ トル 雑誌の値上が りや予算削減のた

継続種      174種 寄贈 雑誌 が118タ イ トル め 、中 止 す る雑 誌 が 増 え て き てい

る。 関 西 で 京 大 だ け とい う雑 誌 も

あ るが 、や む得 な い状況 に あ る。

電子化資料 デ ー タ類 のCD―ROMが あ るが 、 その場 で利 用 で きる よ うに保 管 は コ ンビ

(CD-ROM, ユ ― タ室 。天 文関 係 の電 子 ジ ャ― ナル は 、約17誌 が全 文 を読 む こ とが で

電 子 ジ ャ ― きる。 そ の他 、 コンテ ンツ ・ア ブ ス トラ ク トな どは かな りの雑 誌 で読 め

ナ ル) る 。

新聞 図書 室 で は購 入 してい な い。

(その他) 天 体 星 図 フ ィルム(大 型)、 銀 河赤 外 写真 な ど

選書(基 準 ・ 図書 委 員会 は基本 的 に は二 月に一 度 。教 官1名 、院 生3名 、図 書職 員 で

委員会等) 構成。重要事項は図書委で案を出 し、教官会議で決定。

情 情報の検索 カー ド:     継続 カ― ドは著者 、書 名 、書 架 用 を作 って い る。 遡及入力は5年 がかりでほぼ完了

報 (カ ー ド ・ OPAC用 端末    1台 著者と書名は混排。遡及入力は94年 から始 したが 、図 書 番号 は未 入 力。今後 、

提 OPAC) 遡及入力      件 めて99年10月 でほ ぼ完了 。 図 書 番 号 を入 れ た り、 バ ― コ ― ド

供 を貼る必要性が出た時は、大学と

して 「人 と予 算」 をつ け て も らわ

ないと教室図書職員だけではでき

な い 。

レファレンス 代行検索1 天文関連資料の電子化が進んでいるので、各

自で論文検索等かなりの検索ができる。その

ため にHP作 りが図 書室 の作 業 に なる。ま た、

職員自身もこれで参考業務を行うことが多

いo

文 献複 写 ・ 文献複写: 依頼 ・受付 学 外 のILLの 直接 受付 は しない。依 頼 もあ

現 物貸 借 ・ オ ンラ イン ・はが き等 まりない。天文関連機関からの複写依頼には

紹介状等 紹介状:    未実施 応 じてい る。現物 貸 し出 しは附属 図書館 経 由。

学内相互利用 学 内―LL:     参 加

依頼 ・受付

新 着案 内 ・ コ ンテ ンツ 受 け入 れ 資料 の新 着 案 内 は 「Library News」

コ ン テ ン ツ シ ー トサ ー ビ ス= と して発 行。 出版社 か ら送 られて くる数種 の

サ― ビス等 雑 誌 の コ ンテ ン ツ を電子 メ―ル で送信 。HP

上 で電子 ジャ―ナル に リンクす る こ とでか な

りの コ ンテン ツが得 られ る。
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オ リジナ ル ・ 有 全所蔵雑誌(学 情に登録 していない雑誌も含

デ ―タベ ― ス む)、 教 室論 文検 索

貸 利 用 規 程 ― 利用規程1     有 教官、院生は貸出冊数は無制限、期間は1か

出 貸 出(冊 数 ― 冊数:      4冊 月。新着 雑誌 は貸 し出 し不可 。
●

期 間 ・方 法) 期間:      7日
閲 方 法:   マ ニ ュアル

覧 閲覧席 15席 教室 関係 者 は コピー利 用 が多 い 。 また 、研 究

室に持ち帰るため、長時間利用者は学生か学

外者 の み。

開館時間 開 館 時 間= 9:00～17=00 院 生 の 場 合 は鍵 を持 っ て い る た め、24時 間 職 員 が-人 だ と、不 在 時 に は学 生

延長開館: 利用可能。学生は9時 から5時 が原則である や教室外の利用者は原則 として利

昼休業務:    閉室 が 、授業 の関 係 で5時 以 降の 利用 もあ る。 用 で き ない 。事 前 に連絡 をも らっ

て い る場 合 はい いが 、利用 しや す

くす る に は ど うす れ ば よい か ・難i

しい 。

土 日祝 日年 末 年始 以外 は原 則 と して開 室 日。ただ し― 人職 場 で あ るため 、

開館日 職 員 が 会G、 研 修 の時 間 や休 暇 の 日は閉 室に してい る 。教 官 、院 生 は 自

由に利用できるが、教室外利用者は事務室にお世話になることが多い。

施 図書事務室- 図書事務室:

設 閲覧室等
        172,3mZ閲 覧 室:

ム 書庫 書 庫 ス ペ-ス    m2 98年 、 か な り廃 棄 し、6―7年 分位 の 余裕 を作 使 わないけれど捨て られない雑
A又

集密書架=     無 ったが 、雑誌 に よ りきつ くな って きた棚 も多 誌 。古 い図書 な どの保 管 が問題 。
備

余裕:      不足 い 。

複写機等 事務用・利用者用複写機2台 教室全員が利用。研究用事務用の区別無 し。

情報機器 ・ 整理業務用端末   1台

ネットワ-ク 等 閲覧業務用     1台

利 利 用 案 内 ・ 図書室利用案内を新学期にM1に 配布、利用の簡単な説明をする。図書 専門的な部分は各図書室で作成す

用 利 用 指 導 ・ 室 ホ ーム ペ ー ジ で、利 用案 内 、電 子 ジ ャ―ナ ル 、 その他 利 用者 に役 立 つ るが、一般的な情報は理中央で作

支 案内板 情 報 を掲 載 。 ま た 、他 の情 報 に リン ク を張 り 、窓 口 となる よ うに作成 。 成 して も ら う と口ス が な く非 常 に

援 有 益 。

刊行物 図書館刊行物:   無

資 目録 デ ― タ 年間入力冊数   150冊 多 い 時 で も― 度 に10冊 程 度 な の で 、 そ の 日

料 の作成 排架までの日数   1日 に配 架 まで する こ とが多 い。

の
資 料の配架 ・ 寄 贈 資料(国 内 外)で 製本 がで きて い ない古 い もの が洋3連 、和3連 あ

整 配置 り 、 その整 理 が な かな か進 まない 。
備

資料の保存 劣化資料: 修理 して保存する必要性のある貴重書がある 貴重書をどのように保存するか決

が 、現在 の と ころ何 もで きてい ない 。 ま つ て いな い 。 どん な場 所 に置 く

か な ども課題 であ る。

管 予算(図 書 図 書 購 入費= 1,595千 円 見計 らい納 入 が多 い が、返 本 もまた多 い 。予

理 費 、運 営 費) 雑 誌 購 入費: 5,679千 円 算が少ないため、継続図書も選書して買うよ

運 運営費1    683千 円 う に な っ た。

営 運営組織 図書委員会=    有

人事 掛数        掛 全ての業務を―通り行う。仕事の途中で合い

(業務 分担 、 定員数       人 の手 が入 り、そ の ま ま で きな い こ とが あ る 。

職 員構 成 、 日々雇用      人 仕事 が散 漫 にな りが ち。

異動等) 時間雇用      1人

研 修 、 図書館業務に関する学内講習、研修は出られる。天文関係機関への研修

講習等 出張 は必 要 な ら宿 泊 も認 め られ て い る。(天 文 図書 職 員 が― 人 で あ る た

め)

あ 京都大学図 図 書 業務 が急 速 に変 わ っ て きたた め、何 が専 門職 なの か わか りに く くな って きて い る。地 道 な作 業 も必 要 だ

り 書館の全体 が 、情報 への ナ ビゲ ―タ も図書 室職 員 と して欠 か せな い。 デ ― タ作成 も必要 で あ る。 理学 部 は分 散型 で、非

方 像 と部局の 常 勤 職 員 の― 人 職場 も多 い。京 都大 学 の図書 館 と して 、関 西の 中 心 と して誇 れ る よ う、職 員 間題 を きち ん と

あ り方 捉 えて い か な けれ ばな らな い と思 う。 図書館 は 「人」 であ る。
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地球物理学教室図書室の現状と課題

現    状 課  題
項 目

現  況 説  明

意 意義 奉仕対象者
義 学習支援 教官等      29名
役 研究支援 院生 ・研究生等  141名
割 学生        名

留学生      10名

図 全蔵書数 全 蔵書 数   14,991冊 1999.5.31調 べ

書 蔵書 構 成 ・ 専門研究図書    冊
館 分野等 学生用図書     冊
資 指定 ・推薦図書    冊 14,991冊(1999.5.31調 べ)

料 留学生用図書    冊
障害者用図書    冊

年間受入冊数 54冊 98年 度

雑誌 全所蔵種     456種 1999.4.1調 べ       和166 洋290 予算 の 切迫 化 の た め 、2000年 度 か

継続種      252種 継 続; 和157洋95(購 入;和9 洋62) ら洋雑誌の契約数を減 らしたが、

今後 も同様の問題が生 じると思わ

れ る 。

電子化資料 CD-ROM 利用 で きるよ うに整 理 されて い ませ ん。

(CD-ROM, 電 子 ジ ャー ナル リン クで利用

電 子 ジ ャ ー

ナ ル)

新聞 0種

選書(基 準 ・ 選書基準=

委員会等) 選書委員会:    有

情 情報の検索 カ―ド:     継続 1981年 度 登録 まで と シ リ―ズ もの

報 (カ ― ド・ OPAC用 端末    1台

提 OPAC) 遡及入力     1100件

供 レファレンス 代行検索:    実施

文献 複写 ・ 文献複写: 依頼 ・受付

現物 貸借 ・ オ ンラ イン ・はが き等

紹介状等 紹介状:

学内相互利用 学 内ILL:     参 加

依 頼 ・受 付

新着 案 内 ・ コ ンテ ンツ 地 震学 研 究室―16種、物 理気 候学 研究 室一18種 、

コ ン テ ン ツ シ ― トサ ― ビス= 実 施 地熱研究所―3種 新着紹介:年4.5回

サ ー ビス等

オ リジナル ・ 有(  1種) 地物図書室所蔵の洋雑誌;冊 子とホームペ―ジ
デ ータベ ― ス

公開事業 展示等=      無

市民への公開1   無

貸 利用規 程- 利用規程=     有
出 貸 出(冊 数 ― 冊数:       冊 貸 し出し冊数は特に定めず
● 期間 ・方 法) 期間:       日 期 間;・ 雑誌 当 日中 、

閲 方 法:   マ ニ ュアル ・図書 教室 外 ―1W 教 室内一1M
巨{=
見

閲覧席 16席 雑誌架用2席

開館時間 開 館時 間= 9:00～17:00 教室外の利用者の利用が終わるまでは延長開

延長開館:   未実施 室 とな る。

昼休業務:   未実施
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開館日 開館日数=    243日

土曜開館=   未実施

施 図書事務 室. 図 書 事務 室=   13m2

設 閲覧室等 閲 覧 室:     63m2
・

設
照 明.空 調I

騒 音等

良好

備
書庫 書 庫 スペ ―ス   98m・ 地下書庫を含む 書庫 スペ―スが不足する状況が

集密書架:     無 近 々生 じる。

余裕:      不足

複写機等 事務用複写機    1台 事務用は事務室に設置、利用者用の内1台 は

利用者用複写機   3台 カ ラ ― コ ピ ー機

リ―ダ ― プ リンタ 一  台

情 報機 器 ・ 業務端末=  整理用1台

ネットワ―ク等 閲覧業務用     1台

障害者対応 未実施

利 利 用 案 内 ・ 案内板:      有 ホ ― ム ペ ー ジ

用
支 利 用 指 導 ・ オリエンテーション: 実施 新入 生へ の オ リエ ンテ ― シ ョン実施4月2回

援 案内板

刊行物 図書館刊行物: 教室年報に図書室の項を掲載 している。

資 目録 デ― タ 年間入力冊数    冊
料 の作成(作 排 架 まで の 日数 14-30日

の 業量と速度)

整
資料の配架 ・ 書棚に余裕がなく、寄贈文献の書架は探 しづ

備 配置 ら い 。

資料の配架I 書庫内の書架と書架との間隔が狭い。

管理

管 予算(図 書 図書購入費=  887千 円 98年 度

理 費 、運 営 費) 雑 誌 購 入 費: 6,974千 円

運 運営費:    992千 円

営 運営組織 図書委員会=    有

(図書委員会等)

人事 掛数        掛 2000年 度 か ら、時 間雇用 の体制 に

(業務分 担 、 定員数       1人 移 行 す るこ とに な り、図 書 室 の運

職 員構成 、 日々雇用      人 営の再検討が必要になる。

異動等) 時間雇用      人

業務の見直し 1人 職場 であ るの と機械 化 に よ り、度 々仕 事

が変わるので、全体の仕事の見直しは余儀な

く さ れ る 。

研 修 、 旅費の伴う研修などは殆 ど参加できないが、

講習等 学 内 での研修 、講 習 に積 極的 に参 加 して いる。

あ 京都大学図 理学部では、中央図書室と教室図

り 書館の全体 書室のあ り方の検討が必要であ

方 像 と部局の る 。

あ り方
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化学教室図書室の現状と課題

現    状 課  題
項 目

現  況(1999年 度) 説  明

意 意義 奉仕対象者 奉仕対象者は化学教室の教官、学生をはじめ

義 学習支援 教官等      52名 化学系雑誌 ・資料を必要とする理学部他教
役 研究支援 院生 ・研究生等  140名 室 、他 学部 、他 大学 、研 究機 関 の関係 者 であ

割 学生      111名 る 。

留学生      3名
教室外利用者    X名

図 全蔵書数 全 蔵 書 数   18,500冊 共通 図書 室 約1,600冊

書 各研究室所蔵冊数は不明
館 蔵書 構 成 ・ 専 門研 究図 書  16,900冊 研究分野(化 学系)に かかる図書が収められ ・3 、4回 生用 の 教 科書(院 生用
資 分野等 学生用図書   1,600冊 て い る。 共通 図書 室 に は3.4回 生 、 院生 図書 も)理 学部図書館に置いて
料

指定 ・推薦図書   0冊 用学生用図書が所蔵されており、各分野の専 お くほ うが利 用 しや す いの で は

留学生用図書    0冊 門書 は各研 究室 で購 入 ・所蔵 してい る。 な い か 。

障害者用図書    0冊 教科書は複数冊あっても良い。
・各研 究 室 所蔵 の 本 を把 握 し、検

索可能にしてできるだけ多 くの

人が利用できるチャンスを増や

すべきである(教 員個人が消耗

品費 で買 った もの も含 む)。

年間受入冊数 33冊('98年 度) 学生用図書として年に1回 図書委員に推 ・洋書 を買 う時 、 も う少 し年 度 の

薦 ・選定 され た図書 を購 入(予 算15万 円)。 早 い 時期 に希 望 を と り、見 計 ら

研究室所蔵分に関しては各研究室が選定 ・購 い図書から良いものを選ぶ等の

入 。 こ と はで きない か。

・「シ リー ズ 物 」 な どに つ い て教

室構成員(図 書委員)全 員で意

見 を持 ち寄 って は ど うか。

雑誌 全所蔵種     148種 外国雑誌の価格の値上がりにより継続中雑誌 ・重 複 雑誌 の調整 。

継 続種('98年 度) 46種 を中止 せ ざる を得 ない状 況 にあ る。 ・床加 重 規 定 のた め に タ イ トル が

来年 度 は4タ イ トル の購 入中止 。 廃棄になるのは非常に残念(や

ま た 、昨 年 図書 室 の 床 加重 を規 定 の む を得 な いの は わか るが)。

500kg/m2に 抑 え る た め29タ イ トル の 廃 棄 が ・和 文 雑誌 の種 類 が 少 ない 。

決定 され た。 必要 とす る学 部 、他大 学 に は供 ・スペ ― ス 、予 算 の 問題 を解 決 し

用換 え、管理 換 え を した 。 てjourna― の タ イ トル 数 を増 や せ

ない か?

電子化資料 CD-ROM     O種 無料 又は冊子体購入者へ無料のサ―ビスを 資 金面 が ク リア― で きれ ば、 さ ら

(CD-ROM, 電子ジャ―ナル   0種 してい る電子 ジ ャ― ナル は図書 室の ホ ― ムペ に拡 大 す べ き であ る。

電 子 ジ ャ ー 一 ジ よ り リン ク可 能 にな って い る
。

ナ ル) 現 在 は有 料 での購 入 は してい ない。

平 成10年 度 よ りネ ッ トワ ーク版CAonCDを

附属図書館が提供、その資金の―部負担 をし

て い る。
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選 書(基 準 ・ 選書基準=     無

委員会等) 選書委員会:    有

情 情報の検索 カ ― ド: 中止(1991迄) 目録 カー ドは1991年 度 で 中止 。 目録 力 ― ドを廃 止 し、OPACで 検

報 (カ ー ド・ OPAC用 端末    2台 1992年 以 降の 受入分 はOPACで の検 索 に なる 索可能にするために所蔵図書の遡

提 OPAC) 遡及入力      件 しか し、研 究 室 で所蔵 してい る資料 が多 く遡 及入力が必要である。その場合研
供 及 入 力 は困 難 であ り、1986年 以 降 の 資 料 し 究室所蔵分はどう扱っていくかが

か入力されていない。それ以前の資料の検索 問 題 で ある。

は 目録 力― ドで調 べ る しか ない。 そ のた め完

全 な カー ドレスに は で きない状 況 で ある。

レファレンス 代行検索:    実施 有料での代行検索は行っていない

文献 複写 ・ 文献複写: 依頼 ・受付 教室構成員に対しては学外(国 立機関)へ の 私費扱いの文献も教室図書室から

現 物 貸借 ・ オ ンラ イ ン ・は が き等 雑誌の文献複写依頼を行っている。費用は校 依頼可能になれば利用者にとって

紹介状等 紹介状= 費扱いで研究室に移算される。 は便利だと思う。現状の手続きは

私 費扱 いの依 頼 は してい ない 。 非 常 に不 便 で あ る。 しか し現 在 は

学外者に対しての現物貸借は実施 しておらず 支払い方法の問題でクリアできな
コ ピ―の た めの― 時持 ち出 しのみ 可能 で あ る い ら し い。

紹介状か身分証明書が必要。

学内相互利用 学 内ILL=    参 加 重複雑誌等の購入中止により他の図書室の利 コ ピー カ― ド等 の汎用 化 。

依 頼 ・受 付 用 が増 えて い る。

当図書室所蔵分も学内で他が持っていない雑

誌は利用頻度が高く複写の受付が多い。

新着 案 内 ・ コ ンテ ンツ 図書 室の ホ ームペ ― ジで新 着雑 誌 案内 を して

コ ン テ ン ツ シ― トサ ― ビス=未 実 施 い る。各 電子 ジャーナ ル(無 料)に も リン ク

サ ー ビス等 可能 。

オ リジナ ル ・ 無

デ― タベ ―ス

公開事業 講演会 ・展示会   無

市民への公開    無

貸 利 用 規 程 ― 利用規程:     有 教室関係者:図 書の貸借は貸出簿に記入 ・代

出 貸 出(冊 数. 冊数:      3冊 本板をたてる。貸出期限の更新は予約者がな
●

期間 ・方 法) 期間:      7日 い限り可能である 雑誌の持出は禁止。

閲 方 法:   マニ ュア ル

覧 教室外利用者:身 分証明書が必要 所定の用

紙 に記入 。雑 誌 は コピーの み の一 時持 ち 出 し

のみ。図書の貸出冊数、期間は教室関係者と

同 じ。

閲覧席 20席 150cm×120cmの 机6台 ・机数 の増 加

平成9年 度に入れ替え 各机にはスタンド設置 ・スタ ン ドの 劣化 改善

開館時間 開 館 時 間: 9:00～16:30 他の 教室 は ほ とん ど9時 ～17時 までの 開館 の 他の図書室と開館時間を合わして

延長開館:   未実施 た め16時30分 以 降 に 訪 れ る 利 用 者 が あ る も らいた い(職 員 よ り)。

昼休業務:   未実施 図書室の掲示板やHPに も開館時間は表示 して

あるが学内 で統― されない限 り無理 だ と思 う。

開館日 開館日数:    240日 職員が一人のため臨時に閉室する場合があ 学内の各図書室の臨時閉室の状況

土曜開館:   未実施 る。 できる限 り関係 す る部 局 に は メ―ル で連 を附属 図書 館 等 のHPで チ ェ ック

絡 してい る。 で きる とあ りが た い。

教室関係者は各研究室に鍵があり閉室時も利

用可 能。
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施 図書事務室 ― 図 書事 務 室:   167m2

設 閲覧室等 閲 覧室=     25m2

_ti
照 明 ―空 調. 照明:経 年劣化により故障した器具は毎年予 照 明=暗 い 部分 の 改 善 、明 る さの

奴 騒音等 算 の範 囲 か ら取 り替 えてい る。 増 加 。
備 しか し1部 書 架間 で暗 い とこ ろが ある。

空調=あ まりいい状態ではない 書庫と閲覧

室 ・自習 室が― 緒 に成 って お り資料 の 保存 に

はあ ま り適 した環境 で はな い。

構造的騒音や最近の携帯電話や利用者のマナー

低下 によ る騒音 に関 しての苦情 はでていな い。

書庫 書 庫 スペ ― ス   100m2 最近は年間の雑誌の増加が著 しく製本雑誌を

集密書架:     無 収 納 す るスペ ー スが不足 してい る。

余裕:      不足 ま た 、 そ れに加 え500kg/m2ま で の床 加 重 制

限があるため書庫スペ―スを有効に利用でき

な い 。

その結果 昨年も29種 の雑誌の廃棄が決定

され た 。

複写機等 教室共通複写機   3台 複写室は図書室の隣に設置されている 教室 で きれ ば コ ピー機 1台 増 や す。

(1台 は カ ラ―機) 共通複写室として図書室で管理 しているが、

リー ダ ープ リンター 0台 図書資料のみのコピー機ではない 部屋が戸

で仕切 られて い るの で騒 音 はな いが 、閉 室 時

に は鍵 が かか っ てい るため重 い雑 誌 を運 ぶ の

に不便 な面 もあ る。

情報機器 ・ 業務端末:整 理用  1台 業務用端末は平成9年 度からの学内電子図書 今後の電子媒体に対 しての端末、

ネ ッ トワ ― 閲覧業務用     1台 館 システ ムに伴 い設 置 され た。文書 作 成 、 メ プ リン ター等 の増 加 ・整 備 。

ク等 一ル ・資料 の受 入 ・管理 ・登録 、学 外 へ の複

写 依頼 ・HP作 成等 。

閲覧用端末は学内ネットワークで利用できる

検 索 シ ス テ ム(opac)・ 電 子 ジ ャ ー ナ ル ・

CDーRom等 の利 用 に使 っ て い る 平 成10

年 度 よ りCAonCDも 購 入 され端末 か ら検 索

で きる よ うに な つた。

障害者対応 未実施 バ リア フ リ― の方 向 で整 備 した方

が い い 。

利 利 用 案 内 ・ 利用案内:     有 掲示板、壁等を利用 して初めての利用者にも
用 利 用 指 導 ・ オリエンテ―ション:  無 分 か りや すい様 に心 が けて いる またオ リエ

支 案内板 ンテ ― シ ョンは実施 してい ない が登 録 した利

援 用 者 への 利用案 内等 を して い る。

刊行物 無

目録デ ータ 年間入力冊数    冊 学生用図書として購入した図書の目録入力を

の作成(作 排架までの日数    日 し て い る 。

業量と速度) 登録 番 号 が与 え られた段 階 で入 力 ・配 架 。
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資 資料 の配架 ― 書庫に分類別に配架されている 分類は下記 以前 か らの 分類 で いい のか?

料 配置 の 様 に なって いる。

の AC(Analytical Chemistry),

整 BC(Biochemistry),GC(General Chemistry),

備 IC(lnorganic Chemistry),MA(Mathematics),

OC(Organic Chemistry), OH(Others),
PC(Physical Chemistry), PH(Physics),

S(Series)

資料の配架. 雑 誌 は1番 ～24番 の棚 ま で ア ル フ ァベ ッ ト

管理 順 に配 架 され て い る書 庫(1)～(10)の

書 架 は古 い雑 誌 ・和雑 誌 ・図 書 ・ハ ン ドブ ッ

ク類 が収 め られて い る。

資料の保存 初 号(1800年 代)か ら所 蔵 して い る ジ ャ― 破 損 図書 、雑 誌 の修 理。

ナ ル も あ る が保 存 状 態 は あ ま り良 く な い 。

予算の範囲内で修理製本にも出している。

管 予算(図 書 図書購入費1  182千 円 予算のほとんどが外国雑誌の購入費である。 各系ごとの雑誌への予算配分をさ

理 費 、運営 費) 雑 誌 購 入 費=14,677千 円 年々値上がり率が増加 しており購入雑誌の見 らに検討 しないと、購読中止雑誌

運 運 営費=   1,250千 円 直 しが今年度も行われ4タ イ トルの中止が決 が増 えて しまう。

営 定 した 。

運営組織 図書委員会:    有 委 員 長 、図書 委 員15名 、 図書 事 務 員 よ り構

(図書委員会等) 成 されて いる。

人事 掛数        掛 10年 以上 職員は時間雇用職員1人 だけで ・常 勤職 員 を採用 す るこ と

(業務分 担 、 時間雇用      1人 あ る 。 ・時間雇用職員と常勤職員との仕

職 員構 成 、 事 に は どの よ うな違 いが あ るの

異動等) だろうか。他の教室の現状がわ

か らない の で なん とも言 えな い

が 、待遇 面 で はか な りの 違 い が

あ る 。

安 全 管 理 ・ 「化学安全委員会」の指針により安全対策が

防災対策 な され ている。

(その他) 閉室時利用のマナ―の悪 (1)コ ピ―室 以外 への新 着雑 誌 の持 ちだ し (1)は 電子 ジ ャ-ナ ル を導 入 す れ

さについて(教 室構成員 (2)コ ピ―室 との扉 を開 けた ま まにす る ば防止 で きるで あ ろ う。

は鍵 を使っての利用) (3)冷 暖 房 ・照 明 の後始 末 をせず退 出 す る (2)―(4)に つ い ての 対策 が必要 で

(4)自 習 用の私 物 を放 置 す る とい った行為 が あ る 。

目立 つ。

あ 京都大学図 部局図書室 ・教室図書室には附属図書館とは 京 大 全 体 と しての電 子 ジ ャ―ナ ル

り 書館の全体 違う役割や歴史的背景がある。長い間その体 等の電子媒体の契約 ・整備。
方 像 と部局の 制 で う ま く調 整 が とれ てい た と思 う。 しか し

あ り方 電子媒体の普及 ・予算の貧窮など最近はいろ

い う な問題 が生 じて きて い る。
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動物学教室図書室の現状と課題

現    状 課  題
項 目

現  況 説  明

意 意義 奉仕対象者 主として研究者を対象とする専門的役割を担

義 学習支援 教官等     370名 っ て い る。

役 研究支援 院生 ・研究生等  300名
割 学生      300名

留学生      70名

図 全蔵書数 全蔵 書 数   25,000冊 内単 行本8,100冊

書 蔵 書構 成 ・ 専門研究図書  8000冊 予算の関係で長年単行書がほとん
館 分野等 学生用図書    100冊 ど購 入 で き な い状 況 に あ る。 また
資 指定 ・推薦図書    冊 科研費等で購入された図書が図書
料 留学生用図書    冊 室 に入 らな くなっ た現 状 が あ る。

障害者用図書    冊

年問受入冊数 97冊 昨年度の数

糧 全所蔵種     979種

継続種      290種

電子化資料 CD―ROM     1種 Zoological Recordの ネ ッ トワ ― ク利 用 。 前金雑誌からEJの契約が外されて

(CD-ROM, 電子ジャ―ナル   種 いるが、早急に京大全体で取りま

電 子 ジ ャー とめ共 同利 用 の シス テ ム をつ くる

ナル) 必 要 が あ る。

新聞 1種

選書(基 準 選書基準:     有

委員会等) 選書委員会:    有

情 情報の検索 カー ド:     中止 端末台数は動植合わせて。遡及入力は動物の

報 (カ ー ド・ OPAC用 端末    2台 みの数 。

提 OPAC) 遡及入力    4700件
供 レファレンス 代行検索:   未実施 日常 的に 行 つて いる。利用 指導 か ら検 索 ・オ

― ダ ― な ど色 々
。

文献 複写 ・ 文献複写: 依頼 ・受付 受付:附 属図書館を通 じて他大学よりの依頼 依頼が増え、大量の場合は附属図

現物 貸借 ・ オ ンラ イン を受 け付 けて い る。 書 館 にお願 い して いる。

紹介状等 紹介状:     実施

学内相互利用 学 内1LL:     参 加 学内の遠隔地からの依頼も受け付けている。

依 頼 ・受付

新着案内等 コ ンテ ンツ 新 着 ラベ ルの み。

シ ― トサ ― ビス:未 実施

オ リジナル ・ 有(     2種) 動植 の雑誌 お よび単 行本 の デ― タベ ース 。

デ ータベ― ス

公開事業 講演会 ・展示会:  無

市民への公開:   無

貸 利 用 規 程 ― 利用規程:     有

出 貸 出(冊 数 ― 冊数:      10冊
■

期 間 ・方 法) 期 間:   雑誌1週 間 ・

閲 単行書2週間
覧 方 法:   マ ニ ュアル

閲覧席 10席

開館時間 開館 時間: 9:00～17:00 教室の構成員には時間外利用規定を設けて対 学部学生から昼休みの時間帯の利

延長開館:   未実施 応 して いる。 用希 望 があ る。

昼休業務1   未実施

開館 日 開館日数      日 土 日 ・祝 祭 日 ・年末 年始 以外 は原 則 開館 して

土曜開館:   未実施 い る 。
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施 図書事務 室 ・ 図書 事 務 室=   40m2 動植合わせて

設 閲覧室等 閲 覧室:     61m2
●

照 明 ・空 調. 地下書庫の空調設備なし。 空調設備を整える必要がある。
邑ル
A又 騒音等
備

書庫 書 庫 スペ ― ス  273m2 動植合わせて

集密書架:     有

余裕=     若干有

複写機等 事務用複写機    0台 動植合わせて

利用者用複写機   2台

リー ダ ― プ リン ター 0台

情報機器 ・ 業務端末:整 理用  1台 動植合わせて

ネットワ-ク 等 閲覧業務用     1台

障害者対応 実施 ・未 実施 必要に応じてその都度対応。

(その他) 地下 に あ るた め問 題 が あ る。特 に

水 の問題 。CO、 ガス消 火設備 な ど。

利 利 用案 内 ・ 案内板:      有
用
支

利用指導 オリエンテーション= 実施

援 刊行物 図書館刊行物1   無

資 目録 デ― タ 年間入力冊数   100冊 遡 及 入力 は省 く。

料 の作成(作 排架までの日数   1日
の 業量と速度)
整

備
資料 の配架 ・ 単 行書 ・独 自分 類/雑 誌 ・ABC順

配置

資料 の配架 ・ すべて図書室での集中管理。

管理

資料の保存 劣化資料:     有 酸 性紙 に よる劣 化 あ り。

(その他)

管 予算 図書購入費:  846千 円
理 雑 誌購 入 費1 5491千 円
運 運 営 費=   1066千 円
営

事 業計 画 、 貸 出 システム の導 λ ・図書 の電 子化 ・遡 及入

将来計画 力 を引 き続 き行 う。

運営組織 図書委員会1    有

人事 日々雇用      1人

(業務分 担 、

職 員構 成 、

異動等)

業務の見直し 必 要 に応 じて参 加 。

研 修 、 防火設備に問題あり。 安全な防災対策を考える必要があ

講習等 る 。

あ 京都大学図 この ア ンケ ― トが公 表 された場 合

り 書館の全体 の こ とを考 える と、部局 、特 に教

方 像 と部局の 室図書室の位置付けを明確にして

あり方 おく必要がある。研究者を対象と

する図書室の独自性 を強調 し、外

部の人にも理解できるようにする
こ と 。
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植物学教室図書室の現状と課題

1 意義役割

1 意義

 教室 図書室は教室 を構成 する研究室 が、研究 を進 めて行 く上で共通 に必要 な雑誌 ・図書 を、研究費

を出 し合 って運用 して きた歴史があ ります。実験系の研究室では時間的 に も不規則 に実験研究 を行 わ

なければな らない ことが多 く、研究 に必須 な図書資料 は研究現場近 くに、かつ24時 間、365日 いつで も

使 える体制が必要です。教室の構成員 が入れ代わってゆ くの にともない、研究 室の研究 内容は変遷 し

ます。 また、近年の科学の急速 な進展 は、雑誌 ・図書や電子情報 に大 きな変革 を もた らしてい ます。

教室図書室 は この よ うな教 室構成員の研究内容の変化や科学の進展 に迅速 に対応 してい ると同時に、

その反面、歴 史的に蓄積 されて きた貴重な分野の蔵書の継承 と充実 とい う面に も注 意 を払 った対応 が

行われています。この ような変化や進展 と歴史 とい う両面のバ ランスを取 りなが ら、限 られた研究費

を最 も有効 に運用 し、構成員の要望 に応 えているのが教室図書室です。

2 課題

図香予算は充分ではな く、特に高度 に特殊化 した単行本 は重要 なもので もほ とん ど揃 えられな くな

ってい ます。 また、雑誌について も、必要度 は高いが予算の関係で購入 を諦めているもの もあ ります。

教官       15名

院生 ・研究生等  50 名

理学部の学生、他部局院生 および学生の利用者 は多い。

統計 をとっていないため、正確 な利用者数は把握 していない。

皿 図書館資料

全蔵書数:   7021冊

蔵書構成 ・分野等:

専門研究図書 6771冊

学生用図書  250 冊 教育参考図書の項 目を設け購入している本

年間受入冊数:  19 冊  (1998年 度図書)

雑誌: 全所蔵種 693種

    継続種  153種

電子化資料:CD-ROM O種

      電子ジャーナル 購入 1種  フリー  6種

新聞:    0種

選書: 選書基準 有 り  図書委員会で協議 し決定している。

選書委員 有 り  図書委員 が選書委員 も併任 してい る。

皿 情報 提供

情報の検索: カー ド 中止

OPAC用 端末  植物 ・動物統合図書(動 ・植図書)で2台

遡及入力 植物学教室で3200 件

レファレンス: 代行検索:未 実施 書誌の検索、利用方法の説明は行 ってい る。

文献複写 ・現物貸借 ・紹介状等:

文献複写: 受付

 附属図書館 が窓 口として受付、附属図書館か ら植物学教室図書 に依頼 された文献複写は行 っ

 ているが、植物学教室が直接窓口 となっては受付 けていない。

 文献複写の申 し込みは、オ ンラインを使 って直接行っている。

新 着 案 内 ・コ ンテ ンツサ ー ビス等: 行 って いな い。
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オ リジナル デ ー タ ・ベ ー ス: 単独 のMacフ ァイル メー カ プ ロソ フ トを用 い たオ リジナル デ ー タ ・

             ベースあり。 1 種類

公開事業: 講演会 ・展示会 無 し

     市民への公開 無し

その他: 京都大学外部の植物研究者の図書閲覧を許諾 している。

】V 貸出 ・閲覧

利用規定貸出: 利用規定 有り

        貸出册数 図書、雑誌合計 10 册

        期間 図書2週 間、雑誌1週 間

閲覧 席: 10席

開館 時 間: 9:00-5:00

延長開館 未実施

昼休業務 未実施

但 し、植物学教室構成員は24時間使用可。

開館 日: 月―金、土 ・日 ・祝 日、年末年始 を除 く。

     但 し、植物学教室構成員は365日 利用可。

V 施設 ・設備

図書事務室 ・閲覧室等: 図書事務室 40m2

           閲覧室   61m2

照明 ・空調 ・雑音等:

 課題 地下書庫 に空調設備 を望む。

書庫: 書庫スペース    273m2

    集密書架 有 り

    余裕 若干有 り

複写機等: 事務用複写機  2台  (動.植 図書に)

情報機器 ・ネ ッ トワーク等: 業務端末 ・整理 用  1台

障害者対応: 重度障害者 の利用 はほとんどないが、軽 い障害者の場合 はその都度適宜に対応 して

       利 用 して もらっている。

V【 利用支 援

利用案内 ・利用指導 ・案内板:

  案内板 有 り

  オ リエ ンテーシ ョン 実施 新入生に対 しては4月 に一度行 っている。他 の人達 に対 してはそ

           の都度適宜に行ってい る。

刊行物 図書館刊行物 無 し

V旺 資料 の整備

 目録データの作成:

資料の配架 ・配置:

書庫の配架 ・管理:

排架 までの 日数 登録番号 を受 け取 ってか ら1日

本 が来てか ら登録番号 を受 け取 る時間は附属図書の業務に依存 している。

単行本は独自の分類法に従い、雑誌 はアル フ ァベ ッ ト順 に行 っている。

書庫整理 は1週 間程度かけて年1回 行 う。

V匪 管理運営

予算: 図書購入費  6万 円

    雑誌購入費 315万 円
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    運営費   275万 円

事業計画 、将来計画: 遡及入力を行 い始めてか ら3年 になるが、今後 もこれ を続 ける。

古い本、貴重本 の電子化 を行いたい。

バーコー ドシステムを使 って貸出システムの機械化 を行 いたい。

運営組織: 図書委員会 有 り

       年 に必要回数委員会 を開 き、図書室 の運営、図書 ・雑誌 の選 定、予算案な どについ

       て協議 してい る。

人事: 時間雇用 1 人

研修、講習等: 適宜参加 している。

        他大学や研究所 などの図書関連事項の研修 を行 うための出張 も行ってい る。

安全管理 ・防災対策: CO、消化設備 あり。

】X あ り方

 附属図書館 あるいは学部図書館 ・室 の基本的役割は、学部学生の 自学 自習 に必要 な資料 と情報の整

備 とし、それ に対 して、院生以上の研究員や教員の研究 に必要 な雑誌 ・図書 や情報の整備 は教室図書

室が行 う分割方式 が現実的 と考 えます。 しか しこれ らの2つ ははっ きりと区別 で きるものではないの

で、統括的分割方式が適切 といえます。 とくに多様 な研究分野の教室 か ら構成 されてい る理学研究科

では、学部中央 図書室の図書 は、教室 の各研 究室が研究 を進 めてゆ くには充分 とはい えず 、各教室 は

研究費 を出 し合 い必要な雑誌 ・図書 を揃 えて きてお り、 自然 に分割方式 が行 われて きた経緯 があ りま

す。意義の ところで述べたよ うなレベルで、構成員の要望 に適格 に応 えられ るの は、常 日頃議論 を続

け運営 を共有 している教室 であると思います。ただ、研究内容が似 てお り、雑誌 ・図書 がかな り共通

している教室が統合 してゆ くことは場所面積、経費面で合理的 と思われ ます。 しか し、実験系の研究

分野 においては、研究現場近 くに、図書室があることは決 して軽視 で きない研究条件であ り、対等統

合は現実的 には難 しい面があると思います。
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地質学鉱物学教室図書室の現状と課題

 地質学は地球 の歴 史を扱 う分野であり、理学のなかで も古い資料 を利用す る機会 が多い分野で ある。

また、地学系の教室 として、当教室 は創立 が国内では もっとも古 い部類に入 り、古 い文献 がよく揃 っ

てい ることも特色 で ある。教室構成員の利用 はもとより、この分野 における資料 センター的役割 をも

担 っている。 ところが図書部門 も人員削減 の例外 で はあり得ず、教室 の規模 が小 さいこともあって、

こうした役割 をはたす ことが困難になってきている。 また近年における図書費の高騰 が、 さらなる重

荷 となってい る。

 地質学鉱物学教室 図書室 は、教室創 設に伴 い1921年(大 正10年)に 設置 され た。設立 当時か ら資

料 ・文献の精力的な収集 がなされ、以来80年 近 くにわた り集め られた約6万 冊(内 登録資料 は3万 冊)

の資料 とを内外の利 用 に供 してきた。ここには、地質学関係の専門領域だけではなく、広 い範囲の資

料が含 まれ、わが国のみ ならず世界的にも貴重な文献 ・資料が収蔵 されてい る。

 地鉱教室 における図書室 の歴史は、1967年(昭 和42年)か ら始 まり1968年(昭 和43年)に 完成 した

教室建物の改築新営 によ り大 きく展 開 した。図書書庫の2階3層 化 と閲覧室 が完成 し、今 まで講座 に

分散 して所蔵 されてい た資料 も含め、完全に図書の集 中管理化が実現 した。 さらに、 この折 りに図書

職員の1名 の増員が計 られ2名 体制 とな り、図書運営の充実が計 られた。

 また、教室運営の改革 に伴い、図書 に係 る予算、収書計画 、運営などについては、図書委員会(各

分野か ら教官1名 、大学院生1名 、図書職員)で 協議 ・決定 され る体制 が整のった。その後の図書室

に係わ る運営 、事業計画、諸問題の解決 については、図書委員会で検討 され、地鉱教室 として了承の

うえ進め られ ることとなった。

現在 、地鉱教室図書室は、地球科学に関わる約6万 冊の資料 と、約gooタ イ トルにお よぶ雑誌 を所蔵

し、118名 の教室関係者 の利用に供するとともに、 日本の地球科学系分野のセンター的役割 を担 ってい

る。

 しか し、近年 の大学予算の削減 により、地鉱図書室 において も図書資料の削減 を余儀な くされ、教

室の共通的予算 として考 えられて きた図書購入費も、講座毎の支出計画の もとに出 され ることとな り、

継続雑誌 の購入 につ いて も、過去20年 の間に44タ イ トルの購入 中止 を余儀 なくされてい る。また、図

書職員は、1983年 に、1名 の退職者 を出 して以来補充 されず、定員1名 の ままになっている。

 以降の急速な図書 の機械化 にともない、全国所蔵 目録構築 のための書誌デ ータの提出要請 なども頻

繁に行われ、オ リジナル タイ トル を多 く所蔵 してい る地鉱図書室 か らは多 くの詳細書誌デ ーターの提

出 を担った。

 また、各職場 に端末機 が配布 され、い ままでの作業 が非常 に迅速 に処理で きるようになった反面、

複 数人数職場 、一 人職場 にかかわ りな くほ とんどの業務 をクライアン ト方式で処理 す ることとな り、
一人職場 においては全 ての業務について研修 をか さね、処理 して い くこととなった。また、文献複写

相互利用 は学内 はもとよ り、大学間、国内での要望 は急増 し、 さらに人手のつかない新組織の設置 や、

定員不補充 により、相互利用 にたよる状況 が地鉱図書室 において も増大 している。

 以上の よ うな歴 史 と現状 の中で、地鉱図書室においては、年 々増加 してい く資料 の整理業務 が追い

つかず、立 ち後れた ままになっていること、 また、書庫 の収蔵能 力 も限界 にきてい ることなどが、長

年の懸案事項 となつていた。

 これ らの状況 を少 しずつで も解消 してい くために、年度毎に図書委員会 を中心 に知恵 を しぼって き

たが、予算の関係上、教室 での 自助努力にも限 りが あるため、平成10年 度 、11年 度には科研費 による

文献 データベース化 の ノウハウ取得 を目的 として予算 を申請 し、附属図書館の協 力の もと、約2,400冊

の遡及入力が実現 した。

 しか し、最小限利用 に必要 な資料の入力にもまだまだほど遠 く、今後 も引 き続 き解決 にむけて方策

をたて る必要 に迫 られてい る。また、書庫の スペース確保 については、今後 の建物 計画 とあわせてい

ろいろな方策 を考 えてい る。 また、予算が削減 されてい くなか、購入雑誌 の見直 し、重複雑誌 ・図書

の整理 など、関係分野 との連携 をとりながら、 ぎりぎりの調整 を迫 られてい る。
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現    状 課  題
項 目

現  況 説  明

意 意義 奉仕対象者 当教室は地球科学分野での創設は東京大学に 左 記 の役 割 を担 って き たが 、予 算 、

義 学習支援 教官等      17名 っい で古 く、貴 重 な文献 が豊富 に揃 って いる マ ンパ ワ ーの 不足 に よ り、長 期 的

役 研究支援 院生 ・研究生等  59名 ことが特色である。 地球科学分野における には地球物理学教室 との役割分

割 学生      38名 日本 の資料 セ ン タ―的役 割 を担 つてい る。 担、または統合などの方向が問題

留学生      4名 に な っ て く る 。

図 全蔵書数 全蔵書数   29,247冊 H.10年 度登録資料のみ(有用所蔵実数約2倍)

書 蔵書 構 成 ・ 専 門研 究 図書 29,247冊 H10年 度登録資料のみ 古い貴重な資料 を多 く所蔵 し、分
館 分野等 学生用図書     冊 1600年 代 か らの 古 い 資料 も多 く、学 内 だ け 野の特色として、現在に活用 され
資 指定 ・推薦図書    冊 ではなく、地球科学系および関連分野、科学 る もの が多 く、蔵 書 を引 っ込 め る
料 留学生用図書    冊 史 、な ど をふ くめ 、全 国 か ら利用 されて い る。 わ け に はい かな い。 教 室 の規 模 に

比べ所蔵冊数が非常に多く、書庫
スペ ― スの 不足 、維持 予算 の不 足 、

マンパワーの不足が大きな課題で

あ る 。

年問受入数 116冊 H.10年 度登録資料 その他の受け入れは年間

雑誌 全所蔵種     883種 約7,500―8,000冊

継続種     495種

新聞 1種

(その他) 視聴覚資料     24 二 次 資料 多数  (Georef等 含 む)

選書(基 準 ・ 選書基準=     有

委員会等) 選書委員会=    有

情 情報の検索 カ―ド:     中止 H.10,11年 度 の 科研 費(計50万 円)で1950 マ ンパ ワ― の 不足 、又 は無 人化 の

報 (カ ― ド ・ OPAC用 端末    2台 年以降の分(登 録分のみ)に ついて遡及入力 可能性をも念頭において整備 して
提 OPAC) 遡及入力   約2,500件 が ほぼ完 了。 い く必 要 が ある。

供 レファレンス 代行検索:    実施 古 い 資料 、オ リジナル な資料 を多 く所 蔵 して 学 内 、 遠 隔 地 附属 施 設 、大 学 間 、

文 献複 写 ・ 文献複写: 依頼 ・受付 い るた め全 国 か らの要請 が多 い。 学外諸機関からの複写、現物貸借

現物 貸 借 ・ オ ンラ イ ン ・はが き等 複 写 、現物 貸借 の依 頼 ・受 付 と も多 い。 の相互利用の要請は増大する一方

紹介状等 両方有 り で 、マ ンパ ワ― の不 足 の た め応 じ

紹介状:     実施 き れ な い。 現状 の ま まで は― 定 の

学内相互利用 学 内ILL:    参 加

依 頼 ・受 付  依頼 ・受付

利 用 規 制 を考 えて い かな い と、他

の 業 務 に も支 障 をき た し、対 応 し

きれ な い。

コンテンツサービス コンテンツサ一ビス:未 実施

オ リジナル ・ 無 マ ンパ ワ― の 不足 ま たは 無 人化 を

デ―タベ-ス 念頭においてDBの 構築貸 し出 し

システムの機械化など考 える必要

あ り 。

貸 利 用 規 程 ・ 利用規程:     有 貴重資料、その他の禁帯出資料は別利用規程 古い資料は破損が著 しく、修復の

出 貸 出(冊 数 ・冊数=      5冊 を設 けてい る。 必 要 な もの を多 く抱 えて い る。
● 期 間 ・方 法) 期間=     2-14日 そのための対策が早急に必要であ
閲 方 法=   マ ニ ュアル る 。

覧 閲覧席 20席

開館時間 開 館 時 間: 9:00-17:00

昼休業務:     無
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開館日 開館 日数:     247日

土 曜 開館:

施

設
・

設
備

図書事務室

閲覧室等

図書 事 務 室1  325m2

閲 覧室:

照 明 ・空 調 書庫内の空調必要

書庫 書庫スペース    m2

集密書架=     無

余裕:      不足

古 い年代 の資料 も有用 で活 用 されて い るた め

蔵書 を引 っ込 め られ ず 、新 しい資 料 とと もに

増大 して、書庫 スペ ―スの 不足 は深 刻 で ある 。

左記の現状を緩和するため、第2

書庫などの設置が必要である。

複写機等 事務用複写機    台
利用者用      2台

情 報機 器 ・

ネットワ一ク等

整理業務用     1台

閲覧業務用     1台

利
用
支
援

利用案内

利用指導

案内板:      有

オリエンテ―ション= 実施

刊行物 図書館刊行物:   無

資

料

の

整

備

目録デ―タ

の作成(作

業量と速度)

年間入力冊数    冊

排架までの日数    日

資料 ・書 庫 の

配架・配置 ・

管理

所蔵 資 料数 ・種類 が非 常に 多 く、 スペ 一 ス不

足 に悩 ま され てい る。

書 庫 の移 動 ・整理 を定 期的 に行 い

対応 して い く必 要 あ り。

資料の保存 劣化資料:     有 貴重な資料が多 く劣化している。 修復が緊急課題であるが、予算が

不足のため対策を考える必要があ

る。
(その他)

管

理

運

営

予算(図 書

費、運営費)

図書 購 入 費= 1240千 円

雑誌 購 入 費: 5328千 円

運 営 費:   1020千 円

H.10年 度

事業計画、

将来計画

遡及入力の推進、書庫スペ―スの

確保 図書業務の簡便化の対策

(貸し出しシステムの機械化など)

運営組織

(図書委員

会等)

図書委員会=    有 各分野から教官 1名   院生代表 1名

図書職員 1名  計7―8名

職員構成 定員数      1人 マ ンパ ワ―不 足

業務の見直し マンパワ―不足、無人化をも念頭

にいれて図書業務の簡便化、対外

的サービスの見直 しなど対応策が

必要。研修については業務および

司書の資質向上のため必要である

が、少人数職場も参加しやすい方

法を今後も工夫の必要あり。

研 修 、講 習 全 業務 を遂 行 す る た め に 、全 て の業 務研 修 、

講習 に参 加 する必 要 あ り。― 人職 場 で は 日常

業務 に影 響有 り。
安全管理 ・

防災対策

(その他)

あ
り

方

京都大学図

書館の全体

像 と部局の

あり方

現状のままでは分散方式は小さい

教室は重荷になってきている。
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生物物理学教室図書室の現状と課題

現    状 課  題
項 目

現  況 説  明

意 意義 奉仕対象者 理学部生物物理学教室の図書室として、主に

義 学習支援 教官等      25名 大学院生 を対象に学習 ・研究支援を行ってい
役 研究支援 院生 ・研究生等  115名 る。生命科学研究科の発足に伴い、大学院の
割 学生       43名 レベ ル で は二 分 さ れた が、現 在 は生物 物 理 、

留学生       名 生命科学に対 して同等の支援を行っている。

図 全蔵書数 全蔵書数    5109冊 限 られ た ス ペ ース で どの よ うに収

書 納 す る かが課 題 で あ る。

館 蔵 書構 成 ・ 専門研究図書  5109冊 同上
資 分野等 学生用図書     冊
料

年間受入冊数 37冊 現在は単行本の購入はほとんど行っていな
い 。継続 刊行 の シ リ―ズ もの のみ受 け入 れ て

い る 。

雑誌 全所蔵種     82種 大半 は洋 雑誌 であ る。

継続種      35種

電子化資料 CD-ROM      種 電子化資料は附属図書館のものを利用。

(CD-ROM, 電子ジャーナル   種

電子ジャ-ナル)

選書(基 準. 選書基準: 必要に応 じて図書委員会 を開催する。

委員会等) 選書委員会:    無

情 情報の検索 カー ド:     中止

報 (カ ー ド・ OPAC用 端末    1台

提 OPAC) 遡及入力      件
供 レファレンス 代行検索=   未実施

文 献複 写 ・ 文献複写=    依頼

現物 貸 借 ・ オ ンライ ン

紹介状等 紹介状=    未実施

学内相互利用 学 内―LL:     参加 レ ファ レンス ツ ―ル が な いの で 特 に行 って

依頼 ・受付 い ない。 所蔵 調査 に は応 じて い る。

新着案内等 コ ンテ ンツ 生物物理と生命科学の業務を行っている。

シー トサ ― ビス:未 実施

貸 利 用 規 程 ・ 利用規程:     有

出 貸 出(冊 数. 冊数:     無制限
●

期 間 ―方 法) 期間:      7日
閲 方 法:   マニ ュア ル

覧
閲覧席 8席 閲覧室に複写機2台 と用紙置き場ができたた

め閲 覧席 を減 ら さざる をえな か った。

開館時間 開館 時 間: 9:00～16:00 時間雇用の―人職場のため、職員の勤務時間

延長開館:   未実施 に制限がある。このため開館時間が制約され 左記のように開館時間に制約のあ
昼休業務:   未実施 る。教室在籍者は暗証番号式キ―で24時 間 る こ と 。

入室 と利 用 が可能 で ある。

開館 日 開館日数=    200日 一人 職場 の ため 、開館 日に制約 が ある。 左記のように開館日に制約のある

土曜開館:   未実施 こ と 。

施 図書事 務室 ・ 図書 事務 室/閲 覧室 62m2 閲覧 室 と図書 事務 室 が― 緒 に な ってい る。 左記の理由により、利用者 と係員
設 閲覧室等 の空間の共有がしばしばうまくい

●

か ない こ とが あ る。

設 書庫 書 庫 ス ペ ―ス   32m2 書 庫 スペ ― ス不足 の ため 、毎年 資料 の廃 棄 を
備

余裕:      不足 行 っ て い る。
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複写機等 事務用複写機    台 モ ノクロ複 写機1台 。 カ ラ.複 写 機1台 。 カ

利用者用複写機:  2台 ラ―複 写機 は プ リンタ ―機 能 。 管理 は事 務 室

リ― ダー プ リンタ ―  台 が行 って いる、

情報機器 ・ 業務端末=整 理用   台 附属図書館から配布されたもの。

ネットワ―ク等 閲覧業務用     1台

利 利 用 案 内 ・ 案内板1      有 昨今の学部生の利用を観察 してい

用 利 用 指 導 ・ オ リエンテ―ション:未 実施 現在 に至 る まで特 に行 っ てい ない。 ると、基本的な図書利用の知識等

支 案内板 に疑 問 を感 ず る こ と多 々 あ り。 オ

援 リエ ン テ― シ ョンの 必要 性 を深 く

感 ず る。

刊行物 図書館刊行物=   無

資 目録デ ー タ 年間入力冊数   37冊 入力資料はほぼ不定期刊行物の叢

料 の作成(作 排架までの日数  30日 書 で あ るが 、 現物 が届 くの と書 店

の 業量と速度) の 請 求 に か な りの 時 間 差 が あ り 、

整 登録 す る ま でに時 間 がか か る。現

備 状は登録後の配架を行っている以

上 、 ど う して も配 架 まで の 日数 が

かか りす ぎ てい る。

資料の保存 劣化資料:     無 教 室 そ の ものの 歴 史 が浅 い の で 、 い わ ゆ る

「劣化」の著 しい資料はない。製本の破損等

はケ― スバ イケ ―ス で対応 して いる。

管 予算(図 書 図 書 購入 費:  715千 円 図書購入費の大凡は不定期刊行物の叢書、雑 生命科学研究科が自身の図書館を

理 費 、運 営 費) 雑 誌 購入 費= 5481千 円 誌購入費は洋雑誌である。運営費の多くは製 持 った 時 、予 算 の面 で どの よ うに

運 運営費:    524千 円 本代 とな ってい る。 対処 す るか が課題 とな る。

営 将来計画 同上

運営組織 図書委員会=    有 各講座1名 の図書委員より成る。

職員構成 掛数        掛 時間雇用職員が一人で利用者の応対、図書の

時間雇用      1人 整理 ・管 理 、予算 の管 理等 行 ってい る。

研 修 、 現在のところ、時間雇用職員が必要 と思われ 左記の場合において、有給休暇を

講習等 る研 修 、講習 等 に参加 して いる。 使 う場合や私費を投 じなければな

らない こ とが ある。

あ 京都大学図 理学部が行っている調整された分

り 書館の全体 散方式の利点を活かすような形で

方 像 と部局の 有機的なつながりを持つ必要があ

あり方 る 。
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瀬戸臨海実験所図書室の現状と課題

現    状 課  題
項 目

現  況 説  明

意 意義 奉仕対象者

薐学習支援 教官等      6名
割 研究支援 院生 ・研究生等   9名

図 全蔵書数 全蔵書数    4,900冊

書 年間受入冊数 500冊

館
資
料

雑誌 全所蔵種    2,100種

継続種     500種

洋雑誌 1,700種  和雑誌 400種

継続洋雑誌 250種  和雑誌 225種

購入洋雑誌 19種  和雑誌 6種

新聞 1種

選書(基 準 選書基準:     有 教官 ・院生で協議

委員会等) 選書委員会:    有

情 情報の検索 力― ド:     継続

報 (カ ― ド ・ OPAC用 端末    2台

提 OPAC) 遡及入力     10件
供 レファレンス 代行検索:   未実施

文 献複 写 ・ 文献複写: 依頼 ・受付 学外からの文献複写受付 は行つていない。

現 物貸 借 ・ オ ン ライ ン ・はが き等 学 外 への 依頼 につ い ては オン ライ ンで で きる

紹介状等 紹介状1 とこ ろは オンラ イ ン利用 、で きな い とこ ろは

はがき等で依頼。現物貸借はいっさい受け付

け てい ない。依頼 につ い ては文献 複写 と同 じ。

学内相互利用 学 内ILL:     参加

依頼 ・受付

新着案内等 コンテ ンツ

シー トサ.ビ ス:未 実施

オ リジナ ル ・ 有(  3種) 実験 所紀 要contents.実 験所 業績 リス ト.所 蔵

デー タベ ―ス 雑誌目録

公開事業 講演 会 ・展示 会1

市民への公開:

貸 利 用 規 程. 利用規程:     有 貸 し出 しは所 員の み行 っ てい る。

出 貸 出(冊 数 ・ 冊数:       冊
● 期 間 ・方法) 期間=       日

閲 方 法=   マニ ュアル
臣な
見 閲覧席 6席

開館時間 開館 時 間= 9:00～17:00

昼休業務=

開館日 開館日数:    249日

土曜開館:
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施 図書事務室. 図書事務室:   6m2 閲覧室兼図書作業室となっており、図書業務

設 閲覧室等 閲覧 室:     21m2 は その―部 で 行 ってい る。
o

書庫 書 庫 スペ ー ス  107m2 図書・雑誌ですでに満杯で、他の部屋にも配 早期の書庫増築曇ル
G又 集密書架= 架 してい るが それ で も収 ま らず、一 部 図書 は
備 余裕1 床 に積 ん でい る状 態 。

複写機等 事務用複写機    1台 複写機1台 を事務用 ・利用者用に使用

情報 機器 ・ 業務端末=整 理用  1台

ネットワーク等 閲覧業務用     1台

障害者対応 未実施

(その他)

資 目録 デ ― タ 年間入力冊数    15冊 購入図書入力冊数

料 の作成(作 排架までの日数    日
の 業量と速度)
整

資料 の配架 ・ 図書については日本十進分類法をもとに独自
備 配置 に作成 した番号ll頃に配架 。所 在 は カ ー ドで検

索 。雑誌 につ いて は国別 ・機 関 別 に配架 。所

在 は雑 誌 リス トで検 索。

資料の保存 劣化資料=     有 酸性紙などの古い図書は劣化のため、利用で

き ない もの もある 。

管 予算(図 書 図書購入費=  333千 円 全 体 の図 書 予算 は、300万 円 で あ るが 、年 々

理 費 、運営 費) 雑 誌購 入 費: 2,263千 円 雑誌購入費が高騰 し、雑誌数を減らすものの、
運 運営費:    509千 円 図書予算の大部分を消費 しており、雑誌以外
営 の図書がほとんど購入できない状態。

事 業計 画 、 図書室増築

将来計画

運営組織 図書委員会: 教官.院生で必要な折り協議

(図書委員会等)

人事 掛数        掛 多様な業務を日々雇用職員―人で行っている 図書職員を増やす。

(業務分 担 、 日々雇用      1人 が、図書の遡及入力等まかないきれない部分

職 員構 成 、 も多 い。

異動等)

研修 、 遠 隔 地 で も あ り、研 修I講 習 等 に は あ ま り参 遠隔地職員の研修等の旅費を配当

講習等 加 で きて い ないが 、図書 業務 の 質 を向上 させ 希望 。

る ために も、 も っ と参加 す る こ とが必要 。
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附属地球熱学研究施設における図書室機能の現状と課題

現    状 課  題
項 目

現  況 説  明

意 意義 奉仕対象者 教官6名  技官1名  外国人研究員1名 図書購入の財源は限られているの
義 学習支援 教官等      7名 研究員3名  研修生1名 で 、 すべ ての 要 求 に応 じる こ とは

役 研究支援 院生 ・研究生等   9名 院生2名  事務補助員2名 で き ない 。

割 学生       0名 本研究施設(別 府)に 所属あるいは滞在 して

留学生      名 いる本学の教職員 ・大学院生 ・学部学生の研

究 お よ び学習 の支援 を主 目的 と してい る。

図 全蔵書数 全蔵書数    2,500冊 地球科学関連の図書

書 蔵書 構成 ・ 専門研究図書  2,500冊 地球科学関連の図書
館 分野等 学生用図書     0冊
資 指定 ・推薦図書   0冊
料 留学生用図書    0冊

障害者用図書    0冊

年間受入冊数 350冊 単 行本 、学術雑 誌 、寄贈 図書 な ど。

雑誌 全所蔵種     70種

継続種      11種

電子化資料 CD―ROM     O種

(CD-ROM, 電子ジャ―ナル   0種

電子ジャ-ナル)

新聞 2種 朝日新聞、大分合同新聞

(その他)

選書(基 準 ― 選書基準:     無

委員会等) 選書委員会:    無

情 情報の検索 カ― ド:     中止

報 (力 ― ド・ OPAC用 端末    0台

提 OPAC) 遡及入力      0件
供 レファレンス 代行検索:   未実施

文献 複写 ・ 文献複写:    依頼

現 物 貸借 ・ オ ンラ イン ・は が き等:

紹介状等 未実施

紹介状:    未実施

学内相互利用 学 内―LL=    不参加

依頼

新着 案内 ・ コ ンテ ンツ

コ ン テ ン ツ シー トサ 一 ビス:未 実施

サ 一 ビス等

オリジナル 無
デ―タ・べ―ス

公開事業 講演会 ・展示会:  無

市民への公開:   無
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貸 利用規程. 利用規程:     無 他大学をはじめとする研究機関からの要請が

出 貸 出(冊 数 ― 冊数:       冊 あれ ば、閲覧 可能 で あ る。 貸 出 は行 って いな
●

期間 ・方 法) 期間:       日 いo

閲 方法:
齡
見

閲覧席 0席

開館時間 開館時間=

開館日 開館日数:     日

施 図書 事務室. 図書事務室:   Om2 集密 書架 ― か所 あ るの み。

設 閲覧室等 閲覧室:     Om2
●

書庫 書 庫 ス ペ ― ス   20m2
曇ル
A又

集密書架:    有り
備 余裕=      不足

複写機等 事務用複写機    1台 ―般 事務 用の 複写機 を兼 用 して いる。

利用者用複写機   0台
リ-ダ ― プ リンタ ー 0台

情報機器 ・ 業務端末=整 理用  0台

ネットワ-ク 等 閲覧業務用     0台

障害者対応 未実施

利 利用 案 内 ・ 案内板:      無
用
支 利用指導 オリエンテ―ション:  無

援 刊行物 図書館刊行物:   無

資 目録デ ―タ 年間入力冊数    0冊

料 の作成(作 排架までの日数    日
の 業量と速度)

整 資料の保存 劣化資料:     有 古 い図書 が多 く、い たみ が激 しけれ ば修 復 し
備 て い るQ

管 予算(図 書 図書購入費:  30千 円
理 費、運営費) 雑 誌 購 入費= 1,700千 円

運 運営費:    0千円

営
事業 計画 、

将来計画

運営組織

(図書委員会等)
図書委員会:    無

人事 掛数       0掛 ―般 事務 の担 当者 が兼任 して い る
。

(業務分 担 、 定員数       0人

職 員構 成 、 日々雇用      0人

異動等) 時間雇用      2人

業務の見直

研 修、講習 等

安全 管理 ・

防災対策

(その他)

あ 京都大学図

り 書館の全体

方 像 と部局の

あり方
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附属地球熱学研究施設火山研究センタ―における図書機能の現状と課題

現    状 課  題
項 目

現  況 説  明

意 意義 奉仕対象者
義 学習支援 教官等      5名 これ以外にも実習などで施設に訪れる。

役 研究支援 院生 ・研究生等   4名 学部生や大学院生が年間十数名利用する。

割 学生       0名
留学生      1名

図 全蔵書数 全蔵書数     300冊

書 蔵書 構成 ・ 専門研究図書   290冊
館 分野等 学生用図書    10冊
資 指定 ・推薦図書   0冊
料 留学生用図書    0冊

障害者用図書    0冊

年間受入冊数 5冊 必要 に応 じて購 入。

飜 全所蔵種     36種

継続種      12種

電子化資料 CD―ROM     O種 Web等 の利 用 。

(CD-ROM, 電子ジャ―ナル   0種

電子ジャ―ナル)

新聞 0種

(その他) な し

選書(基 準 ― 選書基準:    なし

委員会等) 選書委員会=   なし

情 情報の検索 カ―ド1     継続

報 (カ ー ド ・ OPAC用 端末    0台

提 OPAC) 遡及入力      0件
供 レファレンス 代行検索:    実施

文 献複 写 ・ 文献複写:    依頼

現物 貸 借 ・ オ ンラ イ ン ・はが き等

紹介状等 紹介状:    未実施

学内相互利用 学 内.LL:    参 加

依 頼 ・受 付

新着 案 内 ・ コンテ ン ツ 施 設 内の み。

コンテンツサービス等 シー トサー ビス= 実 施

オ リジナル ・ 無

デ ―タベ 一ス

公開事業 講演会 ・展示会:  無

市民への公開=   無

(その他) 無

貸 利 用 規 程 ・ 利用規程:     無

出 貸 出(冊 数 ・冊数:      0冊 必要に応じて個別に対応。
●

期 間.方 法) 期間:      OEl
閲 方 法:   マニ ュアル
臣4=
見 閲覧席 6席
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開館時間 開館時間=   24時間

延長開館:   未実施

昼休業務:   未実施

開館日 開館日数    いつでも

土曜開館=    適宜

施 図書事務 室 ・ 図書事務室:   Om2 専門職員がおらず必要ない。

設 閲覧室等 閲覧 室:     10m2
●

照 明 ・空 調 ・ 照明=     蛍光灯
邑丿L
訳

備
騒音等 空調:       無

騒音:       無

書庫 書庫 スペ ― ス   64m2 早急な拡充が必要。

集密書架:     無

余裕:   極端に不足

複写機等 複写機等     0台 事務室のもので共用。

利用者用複写機   0台

情 報機器 ・ 業務端末:整 理用  0台

ネッ トワ―ク等 閲覧業務用     0台

障害者対応 未実施

利 利 用案 内 ・ 案内板:      無

用 利用指導 オリエンテーション:未 実施

支 刊行物 図書館刊行物1   無
援

(そ の他) な し

資 目録 デ―タ 年間入力冊数   200冊 ノ ー トに 記 載 。

料 の作成(作 排架までの日数   3日
整 業量と速度)
備 資料整備 劣化資料=     有

管 予算(図 書 図書購入費=  100千 円

理 費 、運営 費) 雑 誌購 入 費: 1600千 円

運 運営費=    0千円

営 将来計画 無

運営組織 図書委員会:    無

人事 掛数       0掛 教官および非常勤職員が代行。 専門職員がいないのできめ細かな

(業務 分担 、 定員数       0人 対応は不可能、教官,非 常勤の業

職 員構 成 、 日々雇用      0人 務は蔵書,雑 誌の登録作業と排架

異動等) 時間雇用      0人 作業に絞り調査業務や管理体制は

本部 に 吸収 す べ きで ある。

業務の見直し

あ 京都大学図 専門職員がいないので事務的業務

り 書館の全体 の大半を本部に移管させることが

方 像 と部局の 望 ま しい。

あり方
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医学図書館の現状について

I 奉仕対象者

教官等

院生 ・研究生等

学生

留学生

1,227名

2,008名(医 員 ・研修 医含 む)

1,150名

73名

   計       4,458名

対象部局 は、医学研究科 ・医学部、病院、再生医化学研究所、 ウィル ス研究所、放射線生物研究 セ

ンター、遺伝子実験施設、放射性 同位元素総合セ ンター、医療技術短期大学部で ある。

皿 図 書 館 資 料

1全 蔵書数   183,808冊

2蔵 書構成

  単行書   44,432冊 、製本雑誌139,376冊 、視聴覚資料197種

全蔵書の うち24%が 図書(学 生用 ・研究用図書)で あり、76%が 製本雑誌 である。

製本雑誌の うち78%が 外国雑誌である。

3年 間受入冊数  2,412冊(85%が 製本雑誌で、 うち86%が 外国雑誌)

4雑 誌

全所蔵種 3,672種

継続種  1,292種(国 内誌が46%、 外国誌54%)

 特 に利 用の多い外 国雑誌の購入 は、近年の価格高騰 により、年々購入数 を削減せ ざるを得 ない状況

で ある。

5電 子化資料

購入雑誌の削減 を行 う一方、利用者の要求に応 えるべ く、2000年 か らは97タ イ トルの電子 ジャー

ナルを購入することが決 まっている。これ ら97タ イ トルの電子 ジャーナルは全学 に向けて提供す る。

6新 聞 5種(購 入3種 、寄贈2種)

7選 書

 選書 につ いて は従来 、図書連絡委員(各 研究領域 か ら各1名)か らの選定 をもとに行 って いたが、

今年度 より、問題解決型の医学教育に対応す るべ く、学生購入希望制度 に踏 み切 った。

皿 利用者へ のサー ビス

1情 報の提供

1)情 報の公開

 医学図書館のホームページによりオ ンライン.ジ ャーナルをはじめに各種 の医学文献 の学術情報 を

提供 するとともに、医学図書館の利 用に関す る情報 を広 く発信 している。

2)カ ー ド目録

平成10年3月31日 で凍結 、以後 、機 械 入 力 して い る。

3)OPAC

 OPAC端 末 を4台 設置 しサービスをしているが、①雑誌の詳細検索画面において最新 到着号 か ら表

示 されず受入 日の表示 もない、② 学内所蔵 されていない資料の所在検索 につ いては、学術情報 セ ンタ
ーのWebCATに 渡れない、③ 書誌詳細や所蔵一覧画面 から詳細検索画面に戻れ ない等 々、 OPAC基 本設

計の思想 に問題 がある。 また、詳細検索の レスポ ンスは十分 といえず、特 に医学図書館での利 用は決

して良いものでない。
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4)文 献デー タベ ース検索用端末

MEDLINE, PsycLIT, BIOSIS等 文献 デ ータベ ー ス検索 用 ネ ッ トワー ク端 末 を4台 設 置 し、利用 者 が

自由 に利 用 で きる環 境 を整 えて い るが、 うち、3台 のOS(Windows 3.1)が 旧式 で あ るため利 用勝手 が悪

くな って きた 。

5)ス タン ダア ー ロ ン型CD―ROM

医学 中央雑 誌 、科 学 技 術 文 献 速報 お よびJournal Citation Reportsの ため のCD-ROMチ ェ ンジ ャー を

1台 設置 し、利 用 者 が 自由 に利 用 で き る。

 なお、医学 中央雑誌 について は、2oOO年 よ りイ ンターネ ッ トによるサー ビスを提供 す る予定でい

る。

6)事 項調査 、文献所在調査および利用指導

平成10年 度の事項調査 、文献所在調査は12,927件 、利用調査 は967件 である。

2 文献複 写の状況

1)国 立大学問等文献複写相互利用への参加

①複写受付

平成10年 度 において は、16,605件 の受付 があるにかかわ らず即 日発送の処理 をしている。

なお、学術情報 セ ンターにかか る文献複写受付件数の順位 は、文部省外国雑誌 センターの予算配

分 を受けず 、参加機関7位 である。

 要員(兼 任)は 日々雇 用職員1名 、時間雇用職員1名 。

②複写依頼

 平成10年 度 においては、7,311件 を即 日依頼の処理を してい る。

 要員(兼 任)は 定員1名 、時間雇用職員1名 。

2)学 内文献複写相互利用への参加

①複写受付

 平成10年 度 においては、2,219件 の受付 がある。なお、 この処理 はカウンター(担 当者輪番制)が

閲覧 、貸 出 ・返却、参考調査等の 日常の運用事務 をしなが ら処理 を している。

②複写依頼

平 成10年 度 にお い て は、28件 の依 頼 を して い る。

3)医 学図書館設置複写機 における私費払での文献複写受付
・館内に利用者用複写機 を3台 設置 し、セル フサービスによ り複写機利用の提供 をしている。
・平成10年 度 において は、9,246件 の現金領収 をともな う受付 事務が ある。 この現金領収事務 は、

学内文献複写 の受付事務同様 に日常のカウンター事務 をしながら処理 を している。

3 公 開 事 業

1)医 学図書館 ホームペ ージの提供

 医学 図書館の ホームペ ージにおいて、オ ンライ ン ・ジ ャーナルの提供 をは じめに雑誌論文の検 索

等各種文献検索 システムの提供 を行 うとともに掲示板等 において各種 の医学図書館の最新情報 を 積

極的に発信 し、情報 の公開 と提供を行 っている。

2)市 民への図書館 公開

 医学図書館 のすべての所蔵資料は、市民 に公開 してお り閲覧 ならびに館内設置の複写機 による文 献

複写が可能である。ただ し、土曜 日は、現金取 り扱 い上、閲覧の利用に限 られ る。
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4 運 用の状況

1)貸 出冊数および貸出期間

医学図書館利用規程により、下記のとおりである。

 医学研究科 ・附属病院および医学図書館関係部局

雑 誌 5冊 3日 間

単行本 5冊 1週 間

他部局

 雑 誌 3冊 3日 間

 単行本 3冊 1週 間

到着後 、一 か 月以内 の新 着雑 誌 は、2時 間貸 出 または、 オ ーバ ーナ イ トロー ンの貸 出 に限 る。

2)貸 出 ・閲覧

①手続 きの方法

 マニュアル方式

② 平成10年 度 の貸 出・者数 59,821人(う ち 、学 生 は3,416人)

 平成10年 度 の貸 出冊数 69,325冊(う ち 、学生 は3,680冊)

3)閲 覧席数

 ・1階 雑誌閲覧室  44席

 ・2階I単 行本閲覧室 36席 、 うち個人キャレル4席
・2階 軽読書室

・2階 学生談話室

・3階 個人閲覧室

・3階 セ ミナー室

4)開 館状況時間

①開館時間

②時間外開館時間数

③開館 日数

④入館者数

⑤休館日

21席 、 うち個人キャレル5席

10席

3室(視 聴覚資料の閲覧室を兼ね る)

30席

・平 日 午前9時 か ら午後8時 まで

・土曜 日 午前1o時 か ら午後4時 まで

: 平成10年 度時間外開館時間は、1,020時 間で ある。

: 平成10年 度開館 日数 は、290日(土 曜 日は1日 とす る)

: 平成10年 度の入館者数は、140,364人

・日曜 日および国民の祝 日に関す る法律 に規定す る休 日

・京都大学創立記念 日(6月18日)

・医学研究科解剖体祭(10月2o日)

・年末 ・年始(12月27日 か ら翌年1月5日)

5 利 用 の支 援

1)オ リエンテーシ ョン

 毎 年5月 、 医 学 図 書館 の利 用 につ いて 、 附属病 院 医局 の 研修 員 を含 む 医 員 に対 し一Library Guide一

を配 布 し、オ リエ ンテ ー シ ョンを実施 してい る。

2)-Library Guide"の 刊行

 毎年 、-Library Guide一 を刊行 し、上記、医局オ リエ ンテーシ ョン参加者 な らびに医学部、医療技術

短期大学部の新入生 に配布 している。

3)図 書館資料の利 用指導

 MEDLINE、 PubMed、 医学 中央雑 誌CD-ROM版 、 Journal Citation Reports CD-ROM版 等 につ い て 、

随 時 、利 用指 導 を して い る。

4)利 用案 内板

 館 内の3か 所 に案 内板 を設置 し、新着雑 誌の案 内、オ ンライ ン ・ジャーナル の利用案 内等積 極

的に資料案 内を実施 している。
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5)新 着雑誌の展示

 毎週 、到 着 した新着 雑誌 は、新着雑 誌案 内と ともに新着雑 誌展示 架 に配架 し、利 用の便 をはか

っている。

N 施設 ・設備

総建面積

閲覧室

事務室

書庫

その他

複写機

情報機器

 閲覧室は1階 に雑誌 閲覧室、

狭 いとい う意見はない。

 事務室 は1階 に閲覧事務室、3階 に整理事務室があ り、近年 の情報機器類の増設の ため、かな り手

狭である。

書庫 は、地下に集密書架 を設置 しているが、蔵書のメインが雑誌で あるため、空 きスペ ースはない。

照 明 ・空調設備 について、照明は利用に耐 えられ る照度 を確保 してい るが、空調設備 につ いては年

に数 回保守 および修理 を行 ってい る状況で、短期 ・中期 の建物構想の なかで新空調へ の切 り替 えを検

討する。

 障害者対応 について は、玄関前入口にスロープを設けているが、館内に障害者用 トイ レがな く、現

在設置 を検討 中。(予 算 とのかねあい)

 建物 は築後34年 を経過 してお り、建物維持費が毎年高額化 している。全体 については、2000年 に短

期 ・中期および長期構想 を図書館運営委員会で検討す る予定になってい る。

2,499m2

451mz

 179mz

1,208mz

 661mZ

  5台(利 用 ・者 用3台 、 事 務 用2台)

16台(業 務用整理3台 、業務用閲覧4台 、利用者用9台)

  2階 に開架閲覧室 を設 けてい るが、雑誌利用が中心で あるため、特 に

V 管理運営

1 予算(平 成10年 度)

図書購入費   2,418千 円

雑誌購入費  71,246千 円

運営費    45,893千 円

 予算 は、医学研究科 ・医学部の基礎.臨 床 の各研究領域か らと、関係六部局か らの負担金 によ り賄

われてい る。負担金 も限界 に達 してお り、抜本的な予算立ての必要性 が理解 されつつ あるが、 まだ検

討す るには至 ってい ない。現状 では、高騰する外国雑誌の購入 を削減す ることによ り運営 している。

2 運営組織

 医学図書館運営委員会 があ り、基礎系 、臨床系の教授各3名 、関係六部局の教授各1名 のほか、役

職指定の学部長及び病院長 により構成 されている。

3 人 事

整理掛 と閲覧掛 の2掛 。定員6名 、非常勤職員7名(日 々雇用5名 、30時 間雇用2名)、 時間外開館要員5

名(ロ ー テ ー シ ョ ン)。

200o年 には、定員削減1名 が割 り振 られてい る

しと併せて検討す る予定で ある。

これについての対応は業務の整理後 、業務の見直

4 業務の見直 し

 過去 の館 内の人事異動 に伴って、業務が整理 と閲覧で入 り込んでいる部分 がある。当面 は整理系業

務 と閲覧系業務 に整理 し直 し、その後業務の見直 しを行 う予定である。
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薬学部図書室の現状と課題
1 意義役割

*奉 仕対象者(薬 学部)

教官等

院生 ・研究生等

学生

留学生

90名

225名

588名

15名

 薬学部は昭和14年 医学部 に薬学科が新設 され、昭和35年 に薬学部 と して独立 した。それに伴 い薬学

部図書室が設置 されたが、その2年 後(昭 和37年)、 火事 により資料の多 くを失 った。そのため現在で

は製本雑誌 が蔵書の大半 を占めてい る。学部図書室 として出発 してい るため、一般図書 は現在で も附

属図書館 や総合人間学部等 に依存 してい る。資料 が少ない こともあり、文献複写等相互利 用、情報検

索 によって、研究 ・学習支援 を行 ってい る。学内の 自然科学系学部 を中心 に、他大学、研 究機関の利

用者が多 く、会社 を含む一般 にも開放 してい る。

 また、学外 との協力支援では、 日本薬学図書館協議会々員館 とい う一面 を もってい る。平成11年 度

は、地 区の幹事館 と して総会 ・研究会 を主催 し、会の活動の一端 を担 ってい る。

皿 資料 (数字は平成10年 度の統計による)

*全 蔵書数

 *年 間受入冊数

*雑 誌  全所蔵数

継続種

新聞

電子化資料

43,796冊

1,391冊

453種

182種

(寄贈のみ)2種

CD-ROM      5種

電子 ジャ―ナル  2種

 過去10年 間(平 成元年度 か ら平成10年 度)の 統計によれば、平均増加冊数の80%強 が雑誌の製本受

入(管 理換)で ある。購入図書 は少な く、そのなかで学生用図書 は さらに少 ない。全蔵書数の なかで

参考図書 をいれて、800冊 程度で ある。そこで最近 では、複本 ・雑誌の別冊 ・増刊号 ・ハ ン ドブ ック ・

辞書等 については、消耗品 と して購入 につ とめている。統計上の数字 よ りは、幾分 多 くなってい る。

しか し 「古 い ・汚い ・資料 がない」 といった不満の声は高い。

 外国雑誌の継続購入は、一昨年度 は7誌 、昨年度 は12誌 と削除 して きたが、高騰 しつづ ける価格 に

抗す ることがむずか しい。その 中で新 しい形 の情報検索 を、他学部 との共用で利 用で きるよ うになっ

た。MEDLINE、 CA on C Dや オ ンライ ンジャーナル が、教室 で も図書室 で もよ く利 用 されてい る。

Current ContentsはCD―ROM版 に移行 してから、よ く利用 されていることが実感で きる。電子 ジャーナ

ルの利 用は過 渡期で もあ り、現在 は利用 しやすい ・利用 しに くい と意見が分 かれ る ところで あるが、

今後は除 々に拡大 され る出版事情 にあ るため、使用方法等 が安定すれ ば、利 用 は増加 してい くのは確

実で ある。電子 ジャーナル を使用す るとして も、現物冊子体が学 内に1冊 存 在 しなけれ ば困 るとい う

意見は多数で ある。

 資料の種類 には、ほかに和装本 を主 とした 「本草図書」 と、 ビデオ がある。「本草 図書」は、特別 に

文庫名 を冠 していないが、開架図書室の一隅 を区切 って別置 している。学内外か らの利用 があ り、展

覧会等 の出陳の依頼 もあ る。ビデオは1992年 に医薬系の内容の ものが寄贈 されて、その後新 しい タイ

トルを追加購入 し、現在 は123巻 を所蔵 している。毎年平均 的に利用 されている資料 である。図書室 内

に設置 しているビデオ装置 での利用 と貸出 もしている。

選書 は、各分野で図書委員 を中心に して、学生用図書が選書 され、図書室で購入 している。
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皿 情 報 提 供

    *情 報 の検索 カ-ド 目録 は凍結 し、OPACに よる検索 を主に している。

*OPAC用 端末

*遡 及入力

*文 献複写等相互利用

2台

図書室所蔵分 は、「本草図書」 を除いて終了。

研究室備付分 は未入力である。

学 内外 との複写の受付 ・依頼 とも行 っている。

紹介状の発行 は要請があればその都度発行 している。

学外 に対 して現物貸出は しない。

 カー ド目録 は、端末 で入力を始めてか ら凍結 し、OPACに よる所蔵検索 を中心に している。遡及入

力終 了後のカー ドの抜 き取 り等の手当は していない。

 遡及入力 は、図書室備付 分では 「本草 図書」 を残 して終了 した。 したがって今後 は和装本 を含む

「本草図書」 と、研究室備付分が入力の対象 となる。

 文献複写等 の相互利用業務は順調である。過去5年 間の依頼 と受付 の数字 を見 ると、急激 に本学部

への依頼 が増 している。全国的に機械化 が拡が り、受付 と依頼の作業 が安定 した こと、昨今の雑誌代

の高騰 により、雑誌 を共用 しよ うとい う動 きが活発になってきたことが大 きな原 因であろう。

 また、本学部 が利用 しやすい機関であるとの評価 が得 られた こともひ とつの要因 と思われる。本学

部が 「受付」 る件数が、本学部から 「依頼」する数の5.3倍(平 成6年)か ら16倍(平 成10年)に な り、

同 じく学 内ILLで は、「受付」 が 「依頼」の4.5倍(平 成6年)で あった ものが13倍(平 成10年)と 増加

している。 これは、掛 ス タッフの努力 もさることなが ら、研究室 と図書室 との 日常的 な協力関係によ

るところ も大 きい。

 電子 ジャーナルの導 入は今後、複写 を主 とする相互利用 に次第 に大 きな変化 をもた らすであろうと

考 えられる。

N 利用支援 と施設

*利 用規程

*貸 出冊数

*貸 出期間

*閲 覧席

*図 書室スペース

*複 写機

*端 末

有

1冊(学 部生)、3冊(院 生以上)

単行本 1週 間 雑 誌 3日

25席

閲覧 室 103m2、 書 庫189m2(地 下書 庫 を含 む)、

事務28m2

5台

4台(業 務 用)、3台(利 用 者用)

 貸出冊数 ・期 間共 に少 な く短 い。蔵書冊数 、新本の購入冊数が少ないので、回転 を早 くす る必要が

あ るか らで あるが、期 間 を延長 してほ しい とい う希望 は多い。 こまめな督促 に よって紛失 を防止 し、

回転 を速 くす ることで利用の効率 をあげているとい うことである。

 開館 ・利 用時間につ いては、磁気 カー ドを発行 してい るので、院生以上は時間外 ・土 日 ・祝 日を問

わず利用す ることがで きる。磁気 カー ドの利用 ・扱 いは、折 る ・亡失 などの トラブルが増 えて来つつ

あ り、オ リエ ンテーシ ョン等での説明の必要性を感 じている。

 図書室の建物 は、昭和41年 寄付 によって薬学部記念館(2階 建)が 建造 され、学部共 通利用部分 と

して、2階 に記念講堂 、1階 に図書室が設置 された と聞いている。その後昭和58年 度、薬学部本館地

下に電動集密書架 を主 と した書庫56.7m2が 増設 された。

 図書室の なかは、開架書庫 と閲覧席、事務部があり、その間に仕切がない。そのため利用者か らは

「事務の声が大 きい」 との苦情が多 く、事務 では 「食事時間と断っているにもかかわ らず 、カウンター

用務の要求が ある。時間外 や休 日は事務部分が無防備 のままだ」 とい う問題 を感 じてい る。閲覧部分

は、「座席数 が少 ない」 「狭 い」 との利用者の声が多い。時間内の平均入館人数が18o人 ～210人 、夜 間
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利用 が40人 ～50人 に対 して閲覧席 が25席 とい うのは、積算数 をもとに計算 しな くて も貧弱 なのは判断

できる。

 また図書の配架 とい う点では、狭い書架 をある部分は上に継 ぎ足 し、 ある部分 は別置 とい うふ うに、

や りくりを重ねた結果 、慣れた利用者 に しか分か らないといった不便が出て きてい る。大 学院重点化

による修士課程定員の増加 に伴 い、新入生 など慣れない層が増 えて きてい るの で、表示の工夫 が必要

である。収容可能冊数は統計上52.000冊 余ではあるが、備品図書 と消耗品 ・寄贈誌 でほぼ満杯である。

平成11年 に約1000冊 の雑誌の廃棄処理 を行 ったので、ややスペースを取 り戻 した ところで ある。

 冷房施設 、暖房施設 は設置 してい る。図書室は土 日 ・祝 日を問わず利用 され ているので、時間外利

用者 か らは、時間外 に も運転 してほ しいとの希望 は多い。冷房施設 は旧式の フロ ンガス使 用の ものな

ので、新 しい型式に変 えたい との希望 を、会計掛か ら事務局へ営繕項 目のひ とつ にあげて もらってい

るところである。

資料 の整理 は購入数が少ないので、消耗品 ・備品 ともに、即 日入力 し、利用者 に提供 している。

V 管理運営
*予 算(平 成11年 度)

  図書購入費    660千 円

  雑誌購入費   20―840千 円

  運営費      7―100千円

*事 業計画  平成12年 度 か ら学生へのオ リエンテ―ション開始

*人 事      掛数  1

       人員4名(定 員3名,時 間雇用1名)

 図書室予算は図書費 として配 当され、薬学部当初予算の6.9%で ある。 その図書費予算の95%が 雑誌

代 になっている。そのため、予算の しわよせは製本代 に強 く現れて、運営費か らの補填 に期待す るこ

とになって しまっている。運営費は刊行物売 払代、いわゆ る図書室 が受付てい る複写代 に負 うところ

が大 きい。図書室 として 自助努力 を惜 しんではいないとい うことにな る。外国雑誌等資料費の高騰 に

抗す るには、分担収集、電子 ジャーナル導入など学部間の有機 的な連携 で乗 り切 らねばな らない。学

部内の理解が必要で ある。

 今後の計画は、平成12年 度か らのオ リエ ンテーシ ョンの実施である。、現在 まで図書の利 用に関 して

は、分属の終 わった4回 生以上の教室員に対 して、各教室が個 々に行 っていた。学部新入生へ の利用案

内は抜 け落 ちていたので ある。新年度 か ら新 入生対象の ガイダンスの場 において、オ リエ ンテーシ ョ

ンを実施 し、図書室への理解 も得 たい と考 えている。

 現在、大学の変革の波 にさらされなが ら、身近に大学内の事務機構改善が進んで きている。図書室

で もそれ らの上 に情報の転換期 をむかえて、業務の見直 しは当然 だが、 さらにベテ ランの世代交代 も

考慮 にいれなければな らない。積みあげて きた伝統の上に、資料 を知 り新 しい情報獲得の ノウハ ウを

持 って、利用者 に公平 なサー ビスを心 がける基本は失 ってはならない。複写セ ンターではな く、情報

のセンターであることを考 え直す時である。
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              工学部等図書室の現状と課題
1 はじめに

 工学部の歴史 は、明治30年(1897)6月 、京都帝 国大学が創設 されたことに始 まる。工学部は創設以

来 、京都大学の歴史 とともに歩 み、それぞれの時代 の学問的 ・社会的要請 に応 えるよ うに拡充整備 さ

れ、今 日では工学の分野のほ とんどを網羅 した京都大学最大の学部 に発展 した。

 平成5年 度 か ら8年 度 にかけて、工学の更なる進展 を図 るため、工学部 では大学院重点化に向かっ

ての改組が進 め られ た。大学院工学研究科では、創 造的な先端技術の開発 や学際領域 の研究の促進を

含 め、学術研究の高度化 を目指す場 として、今 までの専攻の枠 に とらわれず、有機 的な形 になるよう

専攻が再編成 され た。

 平成8年5月 、21世 紀 のエネルギー問題 ・環境問題 を展望 しつつ 、新 しいエネルギー科学の学域 の

創生、エ ネルギー科学 の専門的学識 をもつ人材の養成、社会 との連携の強 化および社会人 などの再教

育 などを目標に掲 げ、工学部 を母体 としたエネルギー科学研究科が誕生 した。

 平成10年4月 には、21世 紀高度情報化社会の学術基盤 を形成す ること、並びにその社会 に必要 とさ

れ る人材 を養成 す るとい う使命 を担 って、工学部 を母体 とした2番 目の研 究科で ある情報学研究科が

設置 された。

 このよ うに新たな工学部、大学院工学研究科 ・エ ネルギー科学研究科 ・情報学研究科 が21世 紀 に向

けてスター トした。

 一方 、近年図書館 を取 り巻 く環境は著 しく変化 をとげ、平成9年 度 には電子図書館 システムが導入

され、学 内や学外へ様 々 な電子情報 を発信 ・配信 を行 うようにな った。平成10年1月 か らは図書館 シ

ステムの リブ.レイスに伴 って、全学の図書系職員1名 に対 して1台 の端末 を確保 し、OPACも インタ

ーネ ッ トを介 して利 用で き るようになった。平成10年 度か らは総合情報 メデ ィアセ ンターの もとに、

1200台 の端末 が全学に分散配置 され、すべての学生 が自由に使 えるようになった。

 このような背景が ある一方、文献や情報が今までの図書や雑誌 に加 えてネ ッ トワーク上の資源やCD―

ROMな どで多様に出現 してお り、それ らの導入 と活用が大学での研究 や勉学の前提 となってきてい る。

皿 工学部等の図書室事情

 工学部等 は全学の約1/3を 占め る大 きな部局で、学部図書室はな く工学部共通図書室は、附属図書館

の建物 内にあって、図書掛 として工学部等の統括事務 、ILL、 目録代行入力(一 部)と 、工学部化学系

が購入 して附属図書館 に配置す る雑誌の整理業務 を行 ってい る。図書館 としての機能 は、専攻 と系図

書室 にある。現在3研 究科14図 書室23名(内 定員21名)の 職員 が1掛 に属 し、図書業務 を行ってい る。

また、専攻等の判断 に より、非常勤職員3名 が一部の図書室で図書業務 に携わ ってい る。これ まで、

専攻 ・研 究科 の新設 に伴 う掛増、定員増 がな されなかったので、工学部等で担当す る範囲 ・業務 は著

しく増加 し、複雑 になっている。

 また、昨今の事情 を考慮す ると、従来の図書館員 としての知識 に加 え、コンピュータやネ ッ トワー

ク、電子媒体 で提供 され る資料 の利用の方法等の理解 が充分で ない と対応 できな くなって きてい る。

図書館員 と しての育成 ・資質向上 が求め られてい る。その ためには各種研修会や講習会への参加、職

場 内での研修会等 、複数人数の体制が望 まれる。 この面か らも図書館組織の整備 ・確立が必要である。

皿 工学部等図書室の運営一各種会議

1 工学部 ・工学研究科図書委員会

 工学部 ・工学研究科 は図書委員長 と19名 の図書委員(各 専攻 か ら1名)で 構成 。共 同利用図書の予

算並びに運営方針 に関す ること、その他図書 に関す る重要 な事項 を審議 している。年3回 ～4回 開催

されてい る。

 なお、系 ・専攻で も図書委員会があって、 この図書委員会の もとで、それぞれの図書室の選書や収

書 、運営全般 にわ たって審議 され実行 されている。利 用者 が、直接図書館運営等 に意見 を反映す るこ

とができる。
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2 エネルギー科学研究科基盤整備委員会

 委員長1名 と各専攻 よ り専攻委員(教 授)4名 で構成 。この委員会の もとに 「小委員会」があって、

各専攻 よ り助教授4名 で構成 されている。実務的なことは 「小委員会」 が担当 してい る。 この委員会

の もとに、図書 ワーキンググループ(以 下WG)が 設置 されてお り、各専攻か ら選 ばれた教官 と図書職

員で構成 し、雑誌見直 しや達書 などの作業方針を決めている。

3 情 報 学 研 究科 図 書 ・広 報 委 員会

委員長1名 と基幹講座 の教授 で構成。 この委員会では、広報 に関す ること、図書及 び出版物 に関す

ること等が審議 され実行 されている。必要 に応 じてこの委員会 のもとに 「小 委員会」 を置 くことがで

きるようになっている。

4 図書事務連絡会議

 14図 書室の職員 は、月に一度図書事務連絡会議 を開催 し、全学の図書系の会議等 の報告や話 し合い

を持 ってい る。各図書室 でおかれている環境 は違 うが、14の 図書室 は連絡 を取 り、協力 を しなが ら運

営 している。

なお、図書事務連絡会議の もとに次の4つ のWGが あ り、さらに問題の詳細 について検討 している。

① 新図書館構想WG(全 員参加)

 桂 キ ャンパ スへ の移転 が現実の もの に なって きたので、移転 の 問題 を踏 まえつ つ21世 紀 を展

望 した図書館創 りをめ ざして検討 ・作業 を してい る。

② コピー ・ネッ トワークWG

私費コピーを、各図書室に配置 されている複写機でとれないか意見 が出てい る。

今後大 幅に業務 を省力す る必要 が生 じれ ば、 この業務全体 を生協 に外注 す ることが考 えられ、校

費扱いで学内他部局で複写 したものの月々の精算処理 も大幅に削減 することができる。

③ 遡及入力WG

 現在の ところ、具体的に活動す るまでに至っていない。

④ 工学部等図書系 ホームページ検討WG

工学部等 の図書室 関連の ホームペ ージの作成 ・管理 につ いて検討 を行 う。 ただ し、現在 の とこ

ろ、具体的に活動 するまでに至 つていない。

】V 工学部等の蔵書

1 図書

 工学部等全体の蔵書 は、約40万 冊 に達す る。毎年約5,000冊 ずつ増 えてい る。 この数字 は、備 品登録

をした図書 ・雑誌の数字である。図書室配置分は備品登録 とするが、専攻 によっては研究室 で使用 さ

れ る図書 は、 とりあえず は消耗品扱で速やかに利用 に供することが多い。

 京都大学 は平成4年 に教養部 を廃止 し、カ リキュラム改革の一つ として、一般教育科 目 「全学共通科

目」が開講 された。実施 責任部局 は、総合 人間学部である。全学共通科 目実施 のための関連 図書 は、

教養部図書館か ら引 き続 き総合 人間学部図書館で購入 し、利用 に供 されてい ることになっている。 し

かし、この教養部の廃止 によ り、学部生(特 に1・2回 生)の 利用が、各図書室で増 えてい る。それ に

もかかわ らず、各図書室 の学習スペースは もちろんの こと、学生用図書 ・雑誌 が充実 してい るとは言

えず、学部生の受入体制は不十分 な状況である。 これは工学部 だけの問題 ではな く、全学の問題で あ

る。工学部等事務連絡会議 が実施 したアンケー トの結果からも、学部生 の多 くが 「和図書の種類 を多

くす ること」 を期待 している。 また、他の主要国立大学 との比較 において、京大工学部等図書室 にお

ける利用者 一人当た りの資料購入費 は低 い レベル にある(『図書館年鑑1998』 によ る)。 学内では、過去

配分 されていた附属図書館 か らの部局達定学生用図書購入費が文部省か らの配当がほとん どな くなっ

たのでゼロになった。今後は、京大および工学部全体で学科生向けの図書を充実 させてい く必要がある。

 また、京都帝国大学理工科大学 、工科大学時代 、つま り我 が国の工学教育 の先駆 けとなった頃の資

料がある。現在は利用頻度 は低 いが、保存 してお きたい資料 である。京大全体 で雑誌 に加 えて図書の
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保存 について検 討す る必要 がある。

2 雑誌

 工学部等全体で、所蔵 タイ トル数は約4,100タ イ トルであ る。現在受入中は洋雑誌 が1,367タ イ トル、

和雑誌 が1,557タ イ トルで ある。 これは研究室配置分 を含んでいる。雑誌費の高騰 によ り、年 々雑誌 を

中止せ ざるを得 ない状況で ある。工学研究科では、図書委員会の もとにWGを 作 って検討す るとともに、

今年度は雑誌の購入 を検討す るにあたって、雑誌の利用度 を調査 した。それ は、雑誌 に投稿 した論文

で参考文献 に揚 げた外国雑誌名 だけをメールでいただき、Excelで 集計 した ものである。また、費用負

担 については補助額 の上限 を決めた上で、購入希望専攻数 と価格 、補助額 を勘案 したプログ ラム 「工

学研究科共通雑誌購入調査 ・運用 システム」を採用 し、平成12年 度契約の外国雑誌 を選定 した。

 図書室 によっては、ホームペー ジを開設 し、利用可能 な電子 ジ ャーナル を紹介 してい る。電子 ジャ
ーナル については、期待 されてい るにもかかわ らず予算措置がな されていない。今後大い に学内の調

整 をし、 タイ トル数 を増 や してい くべ きであろう。 また、電子 図書館時代 に対応 した予算措置 を検討

してい く必要がある。

3 その他の資料

 半 数 の 図 書室 で 学位 論文(卒 業 、修 士 、博 士)を 保 管 し、利 用 に供 して い る。 また 、論 文 の要 旨 ま

で を イ ンタ ー ネ ッ トで 公 開 して い る専攻 が あ る。 ほか に ビデオ 、 マ イ ク ロフ ィ ッシュ 、 マ イ クロ フ ィ

ル ム、地 図 、図面 等 が あ る。

4 電子資料

 利 用・者が無料で検索で きるデータベースへの期待度 は大 きい。利用者が提供 されてい ることを知 ら

ない場合 もあ る。無料 または安価 で利 用できるデータベースの採 用 を検討 してい く必要 がある。『CA

on CD』(Chemical AbstractsのCD-ROM版)は 、工学 部、農学部 、薬学部、理学部で分担購入 し、運

用 は附属 図書館 が担当 して、学内Dを 使って全学 に提供 してい る。 しか し、いたず ら等の トラブル

で検索で きない ことがある上、利用できる端末 に制限があって、研究者がよく使 っているMacintoshで

は検索で きないなど、必ず しも十分 に利用できてい るとはいえない。

V 資料の整理

1 図書

 図書は、発注 、検収 、支払い、 目録、装備 、配架 、そ して利用 に供 され る。 この一連 の作業 を トー

タル にコンピュー タを使 って処理 できないものか。機械化への移行 にあたっては、従来 のマニ ュアル

処理 からコンピュー タ処理へ とスムーズに行われ るべ きで あるが、平成10年1月 の京都大学図書館 シ

ステムの リプ レイスか ら、業務の流れが一部変わ った。 これまでの汎用計算機 による中央処理方式 か

ら、 ワークステ ーシ ョンによる分散方式 に移行 した こと、一人 に一台 コンピュー タが配布 された こと

な どから、クライアン ト側で行 う業務が増 えてきてい る。 この急激 な変化に戸惑いを感 じている。

2 雑誌

 雑誌 は、発注、現物 の到着 と検収、支払い、新着雑誌 の利 用、1年 後 まとまれば製本、製本済ばか

り配架す る書架への配置 、そ して製本後の利用がある。外国雑誌 の場合、発注 はほ とん どは前金 払一

括 契約の対象 になってお り、前年の9月 頃 に締 め切 りがあって まとめて契約 されている。 あと、年度

途 中契約す る事 がで きる後金払いがある。支払いは京都大学 として一括契約 を されるため、該当部局

への移算 、該 当専攻への移 算金額の算出、共通 とかで補助 がある場合 には補助金額 を考慮 した移算金

額の算出等 、手元での計算は結構面倒で ある。また、外国雑誌 の場合 は暦年契約になってい る。全部

到着 した場合 には精算処理 ・完了報告 を、欠号があった場合は戻 入処理がある。 目録 は、学術情報セ

ン ターか ら和雑誌 、洋雑誌交互であるが3年 おきに 『学術雑誌総合 目録』編纂のため全国調査 がある。

今年度 は和文編の調査 がきている。
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 この一連の作業 を、図書 と同様 トー タルにコンピュータを使 って処理 で きない ものか。製本以外 は、

開発 が終 わってい る。工学部等内では、このシステムを3図 書室 で導入 している。到着状況 をコンピ

ュータに入力す る際 、業者 か らの フロッピーを使 って自動チェ ックインす る方法 がある。業者 によっ

てはフロッピーのデータは有料 になってい る。 しか し、 これ らの業務 は徐 々にではあるが導入 されて

いっている。 しか し、全面的に導入す るまでいたっていない。

V[資 料の利用

1 利用時間

 図書室の開館時間は午前9時 か ら午後5時 までが多い。いわゆる時間外の利用 は、多 くは図書委員の

管理の もとに研究室 に鍵が渡 されているので、大学院生以上 は開館 時間外 も利用 できる。学部生は図

書室の開館時間 は講義があって、十分 に図書室 を利用で きない状況になってい る。カー ドによる入室、

ブ ックポス トの設置、 メールでの用件の受付等工夫 をす るともに、抜本的 に時 間外利 用が可能 な体制

を検討す るべ きである。

2 目録 と検索

 資料 を利用す るにあた っては、既 に所蔵 と配置場所がわかってい る場合 はよいが、大抵の場合カー

ド目録やOPAC(オ ンライ ンコ ンピュー タ目録)を 利用 して、所蔵先 や配置場所 を確認す る必要 があ

る。工学部等の場合 、改組 によって生 じた旧コー ドと新 コー ドの混在表示や、専攻 によって表示基準

に違いがみ られ、資料の所在 がわか りに くい。改組終了後、工学部等全体で予算 を確保 し、 目録の整

備 と遡及入力を進めてい く必要がある。

3 利用規則

 現行の利用規則 は、各図書室 によって様 々である。 これが利用者 には利 用規 則 が周知 され に くい原

因の一つである。規則の見直 しの際は、貸 出冊数や貸出期間 は利用者の要求 に沿 った形 が望 ま しい と

考 えられ る。

4 京都大学図書相互利用書

 学内他部局の図書室か ら資料 を一時持ち出す場合は、「京都大学図書相互利用書」が必要 な図書室 が

ある。部局図書系事務連絡会議で検討 された結果、大部分の図書室で は本年9月 か ら 「京都大学図書

相互利 用書」 を廃止 し、学生証や職員証の確認で済 ます図書室 が多 くなった。工学部等各図書室 にお

いて も廃止 し、利用者には喜ばれている。 しかし、持 ち出 された資料 がスムーズに返却 され ない こと、

督促 に手 間取 る事等問題 もあって、一斉 に廃止す るにいた らなかった。 その場 合 は、従来通 り 「京都

大学図書相互利用書」が必要で ある。

5 図書の利用

工学部等 の貸 出冊数は、年間約32,500冊 である。

全学 的には、閲覧 システムを導入 してい る部局があ り、工学部等 内で も導入 している図書室がある。

いくつかの専攻 図書室の統合 をきっかけに、学内ではじめて 自動貸出.返 却装置 を導入 しよ うと して

いる図書室 がある。閲覧 システム導入 にあたって、各専攻の対応はまちまちである。閲覧 システムは、

利用者が書 かな くて もよいこと、oPACか ら貸出状況 を把握 で きる こと、予約や督促処理 がス ムーズ

にで きること等利便性が高 い。 しか し、 システムを導入する際には、遡及入力等の費用や労力等 クリ

アしなければならない問題 がある。

6 雑誌の利用

 雑誌 は必要箇所 を複写 し、その場 で書架へ返却す ることが多いので、実際 に どの程度利用 されてい

るのか把握 しにくい。 また、書庫 の側 に複写機があると、貸 出続 きを して まで持 ち出す ようなことは

余 りない。 ただ、製本 をしなければな らないので、その時期 を何時 にす るのか、 また製本費の確保 と
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限 られた経 費でどの範囲 を業者へ依頼す るのか、課題 が多い。

7 化学系外国雑誌の利用

 化学系6専 攻 と工学研究科共通経費で購入 された雑誌202タ イ トルが、附属 図書館1階 雑誌 コーナー

に配架 され、全学の利用 に供 されている。これ らの化学系雑誌 に加 えて 『Chemical Abstracts』 の冊

子、及びCD―ROM版 の利 用、理工系外 国雑誌セ ンター館雑誌 の利用 が可能 になってお り、Beilstein、

Gmelin等 の参考図書、各種データ集 と合わせて、全学の化学系研究者 にとつては魅 力あるコレクショ

ンになってい る。 これ らの利用は、附属 図書館 で対応 されてお り、附属 図書館の雑誌 と同 じ貸出規則

で運用 されてい る。

V匚 レフ ァ レ ン ス

 図書室 とその資料 を活用 していただくために、図書室 は積極的に支援 しなければならない。「手ぶ ら

で帰 してはい けない」 と表現 されるが、実際 に手元に資料 がなくて も、なん らかの手 がか りを提供 す

ることはで きる。情報提供 力があり利用度 が高め られ るかど うかは、蔵書 や情報のみな らず図書室職

員の力量 に依 るところが ある。そのためには図書室職員の研修 を継続 的に取 り組んでい く必要がある。

1 情報検索

 インターネ ッ トの普 及 により、直接情報源 にアクセスできるよ うになって きた。操作 も簡便 になっ

て きているので、図書 室 に依頼 されていた代行検索が減 って きている。 しか し、有用 なデータベース

は有料で ある。当面 は工学部等 としては、利用者番号の取得等代行検索 が何時で も可能 なように用意

をしてお く必要がある。

2 利 用 案 内

1)図 書館利用のオ リエ ンテーション

 図書館利 用のオ リエ ンテーシ ョンは、4月 期に各専攻 ・系図書室で開催 されてい る。貸出手続 きや

施設利用か ら、情報検索や文献の入手方法、British Librayが 提供 してい る 「Inside Web」 等 について

説明 している。

2)文 献収集講座

 10月5日(火)と12日(火)2日 間、工学部等図書事務連絡会議主催 で 「平成11年 度工学部等文献

収集講座一工学惜報 をGetし よ う」が開催 され た。両 日とも午後 、工学部共 同第二講義室(SCS設 備)

を会場 に実施。 どちらも同 じ内容で、都合の良い方 を選んで もらった。 この よ うな取 り組みは、工学

部等では初 めてで ある。2人 の工学部教官 を講師 として招いたほかは、企画 ・資料作成 ・説明など図

書室職員 が担 当 した。 『工学部文献収集講座ニュース』 を開催前 に4回 発行 し、継続的 なllお知 らせ一を

試みた。

 参加者 は、両 日とも100人 以上で計250人 余 りの参加があった。初心者 か らベテラン向けまで、図書

館の使 い方や情報の入手方法 を幅広 く紹介 した。アンケー トの結果では、内容や配付資料 とも概 ね好

評で あった。ア ンケー トで ご指摘いただいたご意見 は、次回以降 の開催 や今後の図書館運営に生か し

たい ものである。

3)ホ ームペ ージの開設

 6図 書室 はホームペ ージを開設 し、お知 らせ、 目録情報、電子 ジャーナル 、関連機関等への リンク

付け等、利用者 に情報 を提供 している。

V厄 文献複 写業務

1 学内―LLシステム の利 用

昨年の利 用は、受付が4,185件 、依頼は5,505件 で あった。 この依頼には、工学部が附属図書館 に配置

している化学系雑誌 の複写が含 まれているため、受付 より依頼が多 くなっている。

現在 、学内ILLに はすべての工学部等図書室 が受付 ・依頼業務 を行 っている。利用書発行は、申込み
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の都度、図書室 ・事務室で発行 してい るところ、まとめて専攻図書室 が研究室 に発行 しているところ

などがあ る。個人 レベルで予算管理 ができるよ うに個人 コー ド(10桁)の 設定 がで きるようになって

いる。学内ILL新 システムは、システム開発時に工学部のよ うな事情の部局への配慮 がな されないまま

完成 されて しまったシステムであ り、各端末 でデータの加工等がで きない。

2 学術情 報セ ンターILLシ ステムの利用

昨年の利用は、依頼 は1,095件 で あった。

従来 、各図書室 で受 け付 けた依頼 は、図書掛 が工学部等の依頼館 と して まとめて行 って きた。新

NACSIS-ILLに な り各端末 か らの依頼が可能 となったため、昨年6月 か ら順次専攻 図書室で も図書掛 に

加 えて依頼館 になってい る。図書掛 です るか各図書室です るかは、処理量のバ ランス等状況 をみて検

討することになっている。

3 海外からの取 り寄せ

 今年度に入 って依頼 は、現在の ところ86件 である。すべてBritish Libraryへ 依頼 している。蔵書量 が

豊富で あること、 クーポン預託制度により支払い等事務処理が簡便で あること等があげられ る。

 British Libraryが 提 供 して い る 「lnside Web」 は 、工学 部 等 の希 望 す る各 図書 室 で経 費 を分担 して

契約 し、利 用 に供 して い る。 「Inside Web」 は、今 年 は じめて導 入 した 。京 都 大 学 では 、工 学部 等 だ

けが導 入 して い る。利 用 は高 い 。 「Inside Web」 の特徴 は、 British Libraryが 所 蔵 す るす べ ての 資料 の

カ タ ログ にア ク セ スで きる こと、会 議 録 資料 が充実 して い る こ と、 特 に会議 録 は 目次 の レベ ル まで検

索 が可 能 で あ る こ と、急 ぎの時 はFaxで 文 献 の入 手 が可 能 に な って い る こ と等 で あ る。 Faxで は、1件

取 り寄せ た こ とがあ る。一即 対応 一は、理 工 系 図書室 で は大 きな課 題 で あ る。

区 情報の発信

 現在、工学研究科 では、研究者の発表 した論文の抄録 まで を集めて、 インターネ ッ トで公開 してい

る。 この業務 は、 システム担当教官の協 力を得て図書掛の もとで行われてい る。 しか し、来年度 か ら

はシステム担 当教官の業務 は外注 され ることになっている。学内で生産 され るこの種の情報 の管理 と

保存、容易な検索 と情報提供 は、今後図書室 に期待 されることが大 きくなるであろ う。

1 研究成果の発信

 『工学研究』事務局 と して、「工学研究編纂委員会」開催 に関連す る業務、及び メールによる教官名

簿の受付処理 、『工学研究』CD―ROM版 作成 とりまとめ、『工学研究』『エネルギー科学研究』発送業務

を担当 している。発送に関連 してメー リング リス トのメンテナ ンスがある。

 工学研究編纂委員会 は、各系 ・専攻 か ら1名 の代表 が出席 し、幹事 の もとに委員会が召集 ・開催 さ

れてい る。年3回 位開催 されてお り、工学研究の編纂 にかかわ るすべての事項 を審議 している。図書委

員会 と同様 の規模 と内容のため、業務量 は図書掛 に占める割合 が大 きくなっている。

2 広 報活動

1)利 用案内

 『工学部等 図書室利 用案 内』改訂版 を、継続 して作成 してい る。現行 の利 用案 内は、図書室 のな

い専攻 ・学科 の利 用者 への案 内等 が適切 に カバ ーで きて いない。わか りやすい利 用案 内が必要 であ

る。来年度 は 「平成11年 度 工学部等文献収集講座―工学情報 をgetし よ う」 で配布 された資料の一部

(「工学部の図書館事情」、「図書 ・雑誌を探す」)を 抜粋 し、使用す る予定で ある。

2)ホ ームページの作成

 工学部等図書室 の共通 した情報 を集積 して発信する場がない。工学部等で共通す るアクセス情報 を

共有 し、集積 された魅力的で効果的な情報 サイ トをもつ ことで、真 に有用 な情報 を発信す ることがで

きる。また、図書館 と利用者間のQ&Aの 場 として利用 し、多様な利用者へ の対応 に生 かすことがで きる。
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X 協力業務

 附属図書館 が、中心 になって進 めてい る全学共通科 目 「情報探索入門」への演習補助者 や、附属図

書館 と学術情報 セ ンター との共催で開かれ る地域講習会等 にイ ンス トラクター として協 力 を求め られ

ることが多い。 この よ うな時 は受講者 を出す こともあるので、で きるだけ協力 をす るように努めてい

る。

附属 図書館 か らの、今年度の依頼分は次の とお りである。

① 全学共通科 目 「情報探索入門」への演習補助者

② 学術情報 センターが提供す る 「目次速報」のモニ ター要員

③ILL地 域講習会 インス トラクター

④ 目録地域講習会 インス トラクター

⑤ 京都大学電子図書館の電子 ジャーナルのデータ登録

名

名

名

名

名

3

 
 1

 
1

 
2

 
2

なお、入試等図書業務以外で、他掛か らの要請 があると協力を してい る。

XI 学外 からの利用

学外か らの利用 は多 くなってい る。昨年度 は約330件 の利用があった。各図書室の規則 に則 って対応

してい るが、スムーズに返却 され ないことがあ り、対応 に苦慮す ることがある。

X江 その他

1 図書室のない専攻の問題

 定員削減 や退職後 は補充 され ない等の理由で、図書室職員がいない図書室や、図書室 がない専攻 が

あ る。工学 部等図書 事務連絡 会議 が実施 したア ンケー トの結果で は、 この ことに不便 を感 じてい な

い ・意識 していない とい う回答が多かった。 しか し、利用者 自身の潜在的利用要求の受 け皿 がないこ

とや検索方 法へ の助言 が受 けに くいことなどの問題 、また図書 が消耗 品扱いで支払い処理 をされ るた

めに、 目録 が とられず所蔵状況 が把握できていない。 そのため隣の研究室で購入 されていても所蔵 が

不 明で、専攻 内です ら相互利用で きないといった問題が ある。図書室 がない とい う事態 が長期化す る

と、部分的 にせ よフ ォロー している他専攻 との間で様々な問題が出て くるのではないか。

2 サ ービスにつ いて

 図書館サー ビスは、利用者の研究分野の特性や慣習 に左右 され るため、事務 の合理化 や均一化にな

じまないものが多い。 また、利 用者の要求は、一つの図書室 や大学図書館の レベル をはるかに凌駕 し

て、地球規模へ と拡が ってい る。

 図書室の運営 は専攻の意志決定 と経済力 に左右 され ることが多い。その ような制約の中で、 どうし

てい くべきか外部の動 向 を絶 えず注視 しなが ら、要求 に見合 った最善の対処 をしてい くべ きである。

3 第3キ ャンパ ス移 転 につ いて

 一度 にまとめて移転す るわけではない。何期 かに分 けて移転す ることにな る。移転前の準備、移転

中の暫定的な運営 、移転後の桂 キャンパ スと吉田キャンパスの連携 、分散 した ことによる新たな業務

の発生等 これか らの問題 をスムーズに、で きるだけ利用者には迷惑 をかけないよ うに運 びたい と願 っ

ている。

化学系 、電気系 が最初(一 期)に 移転す る可能性が強い。附属図書館 に配置 している化学系の雑誌 、

それに関連 して供出 したBNCの 雑誌について、その扱いを今後関係者 と協議 してい く必要がある。

X皿 エネルギー科学研究科図書室について

 平成11年4月 に開設 した。図書室 は、工学部2号 館4階 にある。同研究科の研究室 は、理学研究科 、

工学研究科 、エネル ギー理工学研究所(宇 治地区)が ある建物 に同居 して、地理的 に分散 しているた

め、遠 くの利用者 に平等 にサ ービスをす るにはどうすれば よいのかが課題である。図書室 は発足 して

問が無 く、資料 の充実等 これか らの取 り組みになる。 その ような中で、ホームベ ージを立 ち上げよ り
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多 くの情報 を提供で きるよう色 々試み られている。担当者 は1名 で、休む と休室 をしなけれ ばならない

上、研修等の参加に も限界 があ り、図書室の1人 体制 とい うのは問題 がある。

X].V 情 報学研究科 図書 室 につい て

 元工学部数理工学図書室 と情報工学図書室 を統合 し、平成11年4月 に開設 した。図書室は、工学部

8号 館(工 学部等共通 の事務棟)4階 にある。情報学研究科 固有の建物 はな く研究室等 は元の所属 に

あるため、統合 した図書室 は、元数理工学 と元情報工学の建物の ほぼ 中間に位置 す る8号 館に設 け ら

れた。 そのため書庫 は2カ 所に分 かれてい る。本部キャ ンパ ス申央 と本部 キ ャンパ ス北東の端近 くに

あるため、や りにくさは云 うまで もない。

 工学部か らの約66,000冊 におよぶ供 用換の手続 き、移転準備等嵐の よ うな 日々が過 ぎ、新 たな思い

でスター トしている。定員2名 、期限付 きの非常勤1名 が担当 している。
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大学院農学研究科 ・農学部図書室の現状と課題

概
要

大 学院 農学 研 究 科 ・農学 部(「 農 学研 究科 ・農学 部」)の 組 織 上の 図書 館 は、中央 図 書 室 と2つ の 専攻 図書 室 であ る。専攻

図書 室 は、 生物 資 源 経済 学 専 攻司 書 室(「 生経 司 書 室」)と 応 用生 命科 学専 攻 雑誌 閲覧 室(「 生 命 雑誌 室」)で ある。 図書 資

料 は中央図 書 室 、専 攻 図書 室 の ほ か各 分 野 に も配置 され てい る。

中央 図書室 は、農学研 究科 ・農学部 図書 資料 の情報管理(雑 誌 の購入 ・支 払処理 、備品 登録 、 目録作 成 など)と 情報 サ 一ビス

(中央図書 室資料 の貸 出運用 、文献複写 など学 内外の図書館 ネ ッ トワ-ク を利用 した情報 ・資料 の提供)を 行 っている。農 学 ・生

物分野 の代 表 的な二次資料 で あるBio―ogical Abstractsは 学 内LANと インターネ ッ トによる学 内提供 も行 ってお り、情報 セ ンタ
ー的役割 を果 た してい る。専 攻図書室 、各分野の所蔵 資料の貸 出な どの直接 利用 は各所蔵個所 で対応 している。

平 成7年 度 か ら3年 間 に わ た って 、大学 院重 点化 に と もな う研 究 組織 の変 更 が行 われ 、 旧体制 の 「教 室 」→ 「講 座」 とい

う仕 組 み か ら、「専 攻 」 → 「講 座 」→ 「分野 」 に変 更 され た。図 書 資料 の 管理 運 用 の単 位 は旧体 制 をおお むね その ま ま引

き継 い でお り、改 組 後 も専 攻 図書 室 、各 分野 の研 究室 で所 蔵 資料 を管理 して いる。 改組 以 前 か ら図書 、 と くに雑 誌 につ い

て は、バ ックナ ンバ ー、共 同 利 用が望 ま しい もの に つい て中央 図書 室へ の配 置 換 が進 め られ て きた。

*調 査 日 平 成11年3月31日 現 在

現    状 課  題
項 目

現  況 説  明

組 組織 中央図書室(整理掛、学術情報掛)

織 定員9非 常勤2
● 生物資源経済学専攻司書室

運 (生経司書室) 定員2非 常勤1

営 応用生命科学専攻雑誌閲覧室

(生命雑誌室)     定員1

委員会 「大学院農学研究科 ・農学部 年1～2回 開催

図書委員会」 平成10年 度の開催

構成:図 書主任(研 究科教 第1回:平 成10年5月 決算報告、予算審議、現状報告

授会選出)と 各専攻から選 第2回:平 成10年6月 購入外国雑誌タイ トルの選定

出された講師以上の教宮計 中央図書室の管理運営、情報サービスに関する事

7名 柄 が議題である。

資 雑誌の購入 中央図書 室予算19,457千 円 中央図書室 は、利用度の高 いコアジ ャーナル、二 現 在 、CA,MEDL.NEは 複 数 の 部 局 で

料 専攻分野予算 58,647千 円 次 資 料(BA,CAB,Current Contents)等 を 、 CD― 費用 を分担 しているが、今後は電子ジ

収 ROM版 を含めて購入 してい る。各専攻 、分野 で ヤ―ナルについて も冊子体の提供、保

集 はそれぞれ協議の うえ決定 している。 存の場所を含めて大学全体として協議
の

雑誌の配置 中央図書 室配置  2,897種 農学研究科 ・農学部 の専門分野は農学、生命科学 、 する必要がある。

仕
専攻 分野配置   1,416種 生物学、森林科学 、生態環境科学 、農業経済学に

組
分類できる。中央図書室の和洋雑誌の蔵書構成は

図書の購入 中央図書室予算 4,100千 円 旧雑誌室等の所蔵雑誌を集中化してきた経緯によ
専攻分野予算  8,447千 円 り化学、生物 、生命科学 、森林科学に偏 つていた。

図書の配置 中央図書室配置  f27千冊

専攻分野配置   181千冊

平成7～8年 度には旧昆虫、森林 生態の雑誌が移

管 され、結果 として生態学 、環境科学が加わ り専

門分野の偏 りはかなり解消 された、なお、農業経

電子化資料 中央図書 室予算 5,660千 円 済分野の資料は従来から生経司書室で収集管理運

営 さ れて い る。

選書基準 明文化 された ものはない

情 備品管理 備 品登録 、供 用 換 、不 用決 附属図書館業務システムを使用 してい る。

報 定等 各部署からの書類(命 令書など)を 中央図書室で

管 と り ま とめ て いる 。

理 目録作成 和洋図書、雑誌の目録作成 附属図書館業務システムを使用 している。
の

目録力― ド作成 中央図書室配置図書の目録 力― ドはシェル フ用 の 組織変更に伴 う目録 カー ド修正 は行っ
仕

中央図書室 目録 力― ドの維持 み作成、専攻 ・分野 に必要枚数の目録 カ-ド を作 ていないため、所蔵場所がわかりに く
組

成 、提供 している。 目録 カー ド不要の部署が次第 くなつている。将 来的 には遡及入力が

に増加 してきている。分類 は専攻 ・分野の要望 に 必要 である。

応 じて付与 している。

デ― タベ 一 ス BA on ERLの 維 持 管理 平成6年 度から7年度までは中央図書室内端末か 農学研究科・農学部の中央図書室の経

らの利用のみで あつたが、平 成8年 度 か ら学内 費で全学に提供 しているが、今後は利

LAN経 由でUNIXサ ーバ によるネッ トワーク検索 用者負担 を視野に入れなければな らな

システムにより学内利用者 に提供 している。同時 いo

にWEBで のアクセスも可能 とした。

シスデムの運用管理、利用者援助(使 用方法、ソ

フ トウェアの インス トール)な どを情報検索担当

職員が行っている。
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サ (農学研究科 ・農学部全体について記述。他の専攻図書室については別紙参照)
i 奉仕対象者 構成員数      2,545名 農学部の建物に研究室をもつ生命科学研究科所属 本来、専 門教育 、研究の ための図書館

ビ 教官      257名 の研究者 は構成員 と同様の利用 ができる。 また、 機能の充実 を目的 としてきた。教養部
ス 院生等     863名 中央図書室には自然科学系の学内外利用者の来館 廃止に伴う学部学生の利用への対応は
対 留学生     102名 利用、複写申込 も多い。 どの よ うに考 えれ ばよい か課題 で あ
象

学部学生     1,323名 る 。

提 (農学研究科 ・農学部全体について記述。他の専攻図書室については別紙参照)

供 図書 全所蔵冊数   308,242冊 専攻 ・分野か らの図書 ・雑誌の移管希

資 雑誌 全所蔵種     4,313種 望については、中央図書室の書庫 も飽

料

の

種

類

電子化資料 CD―ROM      5種

電子 ジャーナル    1種

ハー ドディスク格 納 タ イプ:BA,BA(RRM),CC,CAB

CD―ROMド ライ ブ使 用 タ イ プ:気 象 庁 月報

ProNAS *平 成11年12月 現 在 は15タ イ トル に つ

い て全 文参 照可

和状態であ り、作業スペース さえ確保

できないため受 け入れることができな

い。別置 しているタイ トル もすでにあ

り、利用 にも支障 をきた している。附

属図書館 のバ ックナンバ ―セ ンタ―充

学位論文 京都大学農学博士論文 中央図書室に配置 実 を望む。

新聞 14種 中央図書室、専攻図書室に配置(内 訳は男IJ紙参照)

情 (中央図書室についてのみ記述。他の専攻図書室については別紙参照)

報 所蔵検索 利用者 目録 カー ドは凍結 (「目録作成 亅の課題 に同 じ)

サ OPAC用 端末     4台
i 遡及入力 計画 なし

ヒ
文献複写 文献複写: 文献複 写業務の うち現物 貸借 を除 いて依 頼 ・受

ス
依頼 ・受付(オ ンライン) 付、校 費 ・私費 を間わずすべて行 っている。

の

種
依頼件数    1,934件

類
受付件数    5,734件

学内ILL参加: 依頼 ・受付

レファレンス 代行検索実施 学 内 ネ ッ トワ-ク の整備 に よ り利用 者 自身 で 外部デ―タベ―スは遡及 ファイル が充

DIALOG.JOTS, NACSIS-IR MEDL―NE,BA,CA,CABの 検 索 が で きる 環 境 に な 実 してお り、学際領域、学位 論文など、

り、代行検索の需要 は減少 している。年間5～8 特殊な分野の検索のためには今後も必

人程度である。 要である。

開 (中央図書室についてのみ記述。他の専攻図書室については別紙参照)

館 開館時間 9:0017:00 「ア ンケ― ト」では 「現 状 でよい」が

時 昼休み 通常 と同 じサー ビス内容 過半数 ではあ ったが延長希望 も多い。

間 開館 日 月～金  (年間 243 日) オ ンラインジャ―ナルの安定供給 によ

等 土日開館 な し って状況 は変化す ることも考 えられる

が、学部学生の施設利用への対応 は課

題である。

利 (中央図書室についてのみ記述。他の専攻図書室については別紙参照)

用 ホ ー ムペ ―ジ 随時更新 オンラインジャ―ナルへの リンクペ 一ジも備 えて

者 い る 。

支 り― フ レ ッ ト 年1回更新(日 ・英) 新入生(学 部学生、院生、留学生)オ リエ ンテ―

援 ションの さいの配布資料 に リ―フ レッ トを加 えて

案内板 あ り い る 。

案内板に利用案内通知、新刊書案内、学会 ボスタ

利用指導 講習会な ど組織的にはな し
一などを掲示 している

。 「アンケ― ト」の意見 に

応 えて、最近ボスタ―用 に増設 したところである。

オリエンテ―ション な し 利用 指導 にっい ては 、資料 利用 案 内の ほか に

OPAC検 索指導 、データベース利用支援な ども加

障害者対応 な し わ って きた。

図 農学研究科 ・農学部 の場合 、中央 図書 室において、学部内資料の集 中化 、ネッ トワー ク利用 を含 めた情報 サ― ビスの拡大、閲覧室

書
館

の改修 な どを進め てきたが、改組に ともな う建物 の増築 な どはな く、各所蔵部署 で資料 を管理 す るとい う形態 は変 わ っていない。

組 専攻 ・分野の所蔵資料 につ いては中央図書室は1ユ ―ザ である。

織 京都大学全体としても同様であり、情報管理の面では、目録情報の作成とOPACに よる検索など、合理化、標準化が促進されてきた
の
間

が、資料 を直接利用 する場 合は各所蔵 部署のサ― ビス体制に左右 される。各部署の体制 、独 自性 もあり、現状 においてサ― ビス内

題 容 を―律に平準化するこ とはできないが、利用手続の標準化 、サ 一ビス内容の広報周知 な ど、サ― ビス環境 を整 える必 要がある。

点
また、共有資源 を さらに充 実 させ ることも現体 制においては とくに情報サ ―ビスの向上 につ ながる。絶対不足 の状 況に ある書庫ス

ペースの石留呆と資料の集中化の促進、電子媒体を含めた雑誌購入経費の共通負担など、情報管理基盤をさらに整える必要がある。
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大学院農学研究科 ・農学部図書室 組織別 データ(調 査日:平 成11年3月3旧 現在)

農学研究科・農学部 中央図書室 生経司書室 生命雑誌室 その他 の専攻 ・分野

職
員

図書職員数

 定員

 非常勤

12名

3名

9名

2名

2名

1名

1名

0名

予

算
・

運
営

資料購入経費

 図書

      和

      洋

 雑誌

      和

      洋

 電子化資料

96,311,581円

12,547,423円

6,500,980円

6,046,443円

78,104,158円

7,590,798円

70,513,360円

5,660,000円

29,217,359円

4,100,461円

2,453,824円

1,646,637円

19,456,898円

2,437,525円

17,019,373円

5,660,000円

3,038,299円

1,201,933円

820,230円

381,703円

1,836,366円

779,247円

1,057,119円

   0円

12,538,107円

 871,510円

 93,898円

 777,612円

11,666,597円

 792,0Q4円

10,874,593円

    0円

51,517,816円

6,373,519円

3,133,028円

3240,491円

45,144,297円

3,582,022円

41,562,275円

    0円

製本費

(図書館室運営費は省略)

選書基準

運営組織

3,350,740円 2,670,740円

 な し

図書委 員 会

   479,000円

   な し

図書委 員会(専 攻)

   201,000円

   な し

図書委 員 会(専 攻)

面
積

総延面積

 閲覧

 書庫

 事務

 その他

1,621m2

363mz

1,075m2

139m2

 44m2

1,115m2

293m2

680m2

 98mz

 44mz

454m2

20mZ

395m2

39m2

 0m2

52mZ

50mZ

OmZ

2m2

0mz

サ
―

ビ
ス

対
象

奉仕対象者

 教官

 院生 ・研究生等

 留学生

 学部学生

2,545名

257名

863名

102名

1,323名

2,545名

257名

863名

102名

1,323名

    297名

     20名

     60名

     17名

(3,4回 生)200名

    476名

     61名

    209名

     6名

(3,4回 生)200名

提

供

資

料
の

種

類

図書

 全蔵害数

   和

   洋

 年間受入

   和

   洋

雑誌

 全所蔵種

   和

   洋

 継続種

   和(配 置分)

   洋(配 置分)

備入和雑誌費用負担・配置分)

(購入洋雑誌費用負担・配置分〉

電子化資料

新聞

308,242冊

165,815冊

142,427冊

 2,502冊

 1,383冊

 1,119冊

 4,313種

 2989種

 1324種

 3398種

 2316種

 1082種

 458種

 530種

  3種

  14種

  126,905冊

(和洋別 は不詳>

    497冊

    424冊

    73冊

   2,897種

(和洋別 は不詳)

    949種

    506種

    443種

    143種

    97種

     3種

     8種

  62,295冊

(和洋 別 は不 詳)

    618冊

    444冊

    174冊

    475種

(和洋 別 は不 詳)

    289種

    217種

    72種

    82種

    61種

     0種

     6種

   6714冊

(和洋別は不詳)

    45冊

     9冊

    36冊

    260種

(和洋別は不詳)

    109種

    55種

    54種

    25種

     7種

     0種

     0種

  112,328冊

(和洋別 は不詳)

   1,342冊

    506冊

    836冊

利

用

者

ス

ペ

ー

ス

閲覧室 ・書庫

 開架閲覧室

 閲覧席

 書庫

 軽読書室

 集密書架

検索機器等の配置

 インタ―ネット端末

 CD-ROM専 用パソコン

 複写機

 リ―ダ―プリンター

 スライ ド作成機

 製本機

 OHP作 成機

303mZ

115席

1,075m2

 60mZ

    233mz

    96席

    680mz

    60mz

  な し

5(中 央4、附図1)台

     1台

5(閲 覧4、事務1)台

     1台

     1台

     2台

  20mz

   7席

  395m2

   0m2

あ り

1(附 図)台

   1台

    50m2

     12席

     OmZ

     Om2

  な し

  2(Mac)台

2(閲 覧1、事務1)台

     1台

     1台
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農学研究科・農学部 中央図書室 生経司書室 生命雑誌室 その他の専攻 ・分野

業 図書館システム
務 受入業務端末 1(附 図)台

用 目録業務端末 2(附 図)台

情 雑誌業務端末 2(附 図)台

報 ■L業務端末 2(附 図)台
機 電子図書館システム
器

CD-ROMサ ― バ 1(附 図)台

事務用パソコン

和雑誌予算管理用パソ⊇ン 1台

洋雑誌予算管理用パソコン 1台

その他事務用パソコン 8(中 央7、附図1)台 3台 1台

資 貸 出 ・閲覧

料 利用規定 あ り あ り あ り

の 貸出冊数 5冊 身分により異なる 3冊

利 貸出期間 12日 身分により異なる 10日
用 貸出方式 マニュアル貸出(貸出カード) マニュアル貸出(貸出剽 マニュアル貸出(貸出力―ド)

そ 相互利用書 不要 必要 不要
の

他
開館時間 ・開館日

 開館時間 9:0017:00 9:00^17:00 9:00-17:00

昼 休 み サ-ビ ス 通常と同じ 閉室 セルフサ― ビスのみ可

開館日 月～ 金 月～金 月～金

土 日開館 な し な し な し

目録・文献情報の提供

目録情報 OPACと 目録力― ド併用 OPACと 目録力― ド併用 OPACと 目録力― ド併用

利用者支援

利用案内(パンフレットなど) あ り あ り あ り

オ リエ ンテ ― シ ョ ン な し な し な し

案内板 あ り あ り あ り
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大学院アジア ・アフリカ地域研究研究科
アフリカ地域研究専攻図書室の現状と課題

1 意義 ・はた してきた役割

 本図書室 は、1986年 にアフ リカ地域研究 センターが設立 され た ときに創立 された。その後の改組 に

ともない、大学院人間 ・環境学研究科 アフ リカ地域研究専攻図書室 を経 て、現在 に至 っている。その

経緯か らも明 らかなよ うに本図書室 は、アフリカの総合的な地域研究の推進 を目的 とす る日本で唯一

の研究機 関の図書室 として発足 し、大学院への改組 を経 た今 で も、アフリカ地域研究 に資す るために

図書資料な どの拡充 を続 けてい る。創立 からの歴史が新 しいために、古 い書籍の所蔵数 は多 くはない

ものの、最近 に出版 され たアフ リカ地域 を対象 と した書籍 と雑誌 に関す る限 り、国内で もっとも充実

した図書資料 を所蔵 し、研究者 と学生への情報提供 に貢献 して きた。

 現在、本図書室 がかか えてい る課題のひ とつは、東南 アジア研究 センター図書室 との有機 的な連携

を確立す ることであ る。当大学院は、旧アフリカ地域研究 センター と東南アジア研究セ ンター とい う、

いずれ も地域研究 を目的 とした研究機 関の協力のもとに発足 してい る。そのため二つ の図書室 が連携

を強化 し、 あらゆ る情報 を相互 に共有するシステムを確立す ることが望 ましいが、そのためには現在

の組織や定員の不備 を改善す ることが急務で ある。

1 学習支援 ・研究支援

 本図書室 は、本学教職 員、学生 をは じめ として他大学や一般 に まで門戸 を開放 してい る。多岐 にわ

たる分野の図書 を備 えてい るため、学 内のみな らず、他大学のアフリカ研究者 の利用 も多い。

 ただ し、図書 を含む資料の購入のための経常的な経費がはなはだ不足 してい ること、図書館業務の

ために非常勤職員1人 しか配属 できない ことが、学習 ・研究 を支援 してゆくうえで、大 きな障害 となっ

てい る。

II 図書館資料

1 全蔵書数 ・蔵書の構成 ・年間受け入れ冊数 ・雑誌

 本 図書 室 は 、 ア フ リカ地 域 に 関す る総 合 的 な研 究 ・教 育 に資 す る こ とを 目的 と して い るた め、学 問

分 野 を限 定せ ず に 、図 書 や 雑誌 を購 入 して い る。新 刊 図 書 に 関 して は、図 書 委 員 の教 官 が選 定 にあ た

り、 ア フ リカ地 域 研 究 に関 して は国 内 で もっ とも充 実 した図書 室 をめ ざ して い る。 出版年 の古 い書 籍

に 関 して は 、1992年 度 に は大 型 コ レク シ ョンの予 算措 置 に よ り、西 ア フ リカの歴 史 と民族 に 関す るダ

グ ラス ・ジ ョー ンズ ・コ レ クシ ョン(1,548冊)、1998―9年 度 にはCOE経 費 に よ りカ ー ク ・グ リー ン ・

コ レクシ ョ ン(3,766冊)を 購 入 す る など、随 時、拡 充 に努 力 して きた。

 現在の蔵 書数 は約18,200冊 、昨年度の年間受け入れ図書数 は3,429冊 で あり、独立部局 に匹敵す る図

書 を購入 してい る。所蔵雑誌数は430種 である。

2 電子化 資料 ・新 聞 ・その他

本図書室 は、図書 ・雑誌資料 を提供す るのみな らず 、地域研究 に関す る地図、航空写真、 ラン ドサ

ッ ト衛星画像、 ビデオ ・音楽 などのAV資 料、 さまざまなデー タベースを収集 して教育 ・研究 に資す

るよ うな、総合的資料情報 セ ンターの機能 を果たすべ く立案 され、それ を実現す るための努力を して

きたが、予算 と定員の不備 のために目的は果たされていない。

皿 情 報提供

1 0PAC・ レファ レンス

 OPACの 端末1台 を配置 している。また、所蔵図書 に関す る目録 として は、和書 ・洋書 ともに書名、

著者名か ら検索 で きる目録 を閲覧室 に用意 してい るが、OPACが ホームペ ージで開設 されて以来、利

用は減少 してい る。学外か らの参考調査の依頼や問い合わせ には、で きるだけ対処 してい るが、人員

不足のため に十分 な支援 はで きない。
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2 文献複写 、現物 貸借 、紹介状 、学内相互利 用、新着 案 内

 図書館間相互利用の制度 により、文献複写、現物貸借 のサービスを提供 してい る。本 図書室 はア フ

リカに関する雑誌 を豊富 にそなえているため、雑誌論文 の複写依頼 が多い。 また、ほかの研究機 関の

図書室への紹介状が必要 な場合 には、それ を提供 している。学内相互利用のサ ービスに も参加 してい

る。新着案 内はおこなっていない。こ うしたサー ビスをたとえばデ ー タベ ースの形で提供す ることも

構想 してい るが、その実現のためには人員の拡充が不可欠である。

】.v 貸出 ・閲覧(利 用規 程 ・貸 出、開館時 間、開館 日)

 利用規程 をつ くっている。貸 出冊数.期 間は、本学教職員では5冊 ・一か 月、 それ以外の利 用者で

は3冊 ・2週 間で ある。開館時間は9時 か ら17時 までで、土 日、祝 日は休館 日で ある。研究教育の支

援のためには、開館時間 を夜間 まで拡大 し、 また土曜 日にも利用で きるようにすることが望 ましいが、

人員不足のために実施できない。

V 施 設 ・設備

1 図書 事務 室 、閲覧 室、書庫

 本図書室の事務室、閲覧室の面積 は、それぞれ23m2、12m2で あるが、 ともに狭隘であ り、資料の整

理や閲覧のために、はなはだ不便である。とくに閲覧室 は4席 しかなく、ほかの研究室の一画 を一時的

な壁で仕切 ったもので あるため、十分 なサービスが提供 できない。書庫 の面 積は、92m2で あるが、近

い将来 には収納 スペースがな くなることは明白である。

2 事務用複写機、情報機器

 複写機 は、 とな りの コンピュータ室 と共 同で使 うものが一台 ある。情報機器 と しては、oPACの 端

末が1台 、業務用のパ ソコンが1台 ある。

3 障害 者 対 応

本図書室の ある建物 は、玄関 まわ りのスロープ、エ レベータ、障害者用の トイ レをそな えてい る。

V[利 用支 援(利 用案 内、利 用指導 、刊行物)

 利用規程 をつ くり、大学院の新入生 に対 してはオ リエ ンテーシ ョンを毎年4月 におこなってい る。

案内板 には、新着図書の カバ ーを貼 り出 し、新着案内の一部の機能 を担わせて いる。刊行物 はない。

丶肛 資料 の整備(目 録デ ー タの作 成)

 毎 日、随時、NACSISへ の入力 をお こなっている。年間の入力冊数は約1,500冊 で ある。本図書室 に

勤務す るのは非常勤職員がひ とりであるため、目録データの作成だけで、大変 な仕事量になっている。

V皿 管 理 運 営

1 予 算

平成1o年 度の図書購 入費は、以下の とお りである。

図書購入費 13,118千 円

雑誌購入費 469千 円

視聴覚資料購入費 1,842千 円

新聞購入費 241千 円

合  計 15,670千 円

146



 図書室の管理 ・運営の ためには教官積算校費 を利用 して時間雇用の非常勤職員 を一人雇用 している。

仕事量 に鑑み ると人員がはなはだ不足 しているが、 これ以上、校費による雇用 は不可能 である。

2 運営組織、人事

 本図書室 に は、時間雇 用の非常勤職員が一人 しかいない。教官 は図書委員会 を組織 して、図書の選

定 にあたっている。図書室の管理 ・連営 に関 しても、随時、職員 と教官が相談す るように している。

 本図書室 は、実質的 な機 能の面でも独立部局 と同様の役割 をはた している し、年間の購 入図書数 も、

独立部局に匹敵 す る。 この図書室 を円滑 に管理 ・運営 してゆ くため には、職員 を拡充す ることが必須

の課題 である。
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宇治地区研究所共通図書室の現状と課題

1 意義 ・果 た して きた役割

1 は じめに

 昭和39(1964)年 、京都大学の宇治 キャンパ スに自然科学系(医 学 関係 を除 く)研 究所 を集 めて総合

的な研究機 関 として、各研究所 が有機 的に連携 をとりつつ発展すべ く計画が立 て られ、本計画 は昭和

39年 度の概算要求 となった。 この計画は文部省の認め るところとな り、昭和40年 度 に工学研究所(現

在のエネルギー理工学研究所)が 、同41年 度 に木材研究所(現 在の木質科学研究所)、 同43年 度に化学

研究所、同45年 度には食糧科学研究所 と防災研究所のそれぞれの建物 が相次 いで完成 した。

 総合研究棟建設計画の当初 か ら計画 されていた宇治地区五研究所 の共通図書室 は昭和45(1970)年3

月末 に整備 され、同年6月 には化学研究所 と工学研究所 の図書室が統合 され供用 を開始 した。また同

年9月 に食糧科学研究所 が、11月 には木材研究所 、翌年(昭 和46年)4月 には防災研究所 が加 わると

同時 に 「宇治地区五研究所共通 図書室閲覧貸出規則」 を施行 し、7月 には 「宇治地 区五研究所共通図

書室欧 文雑誌総合 目録」 を刊行 している。 この当時の ことを附属図書館報 「静脩」Vol.8,No.4(1972.2)

の巻頭文で当時の葛西善三郎食糧科学研究所教授は、「一昨年、研究所 が宇治地 区へ移転す ることにな

り、五研究所 でこれ らの雑誌が同 じ図書館 に保管、陳列 され ることになったの を機 に、かな りの整理

が行 われた。重複 をさけ、無駄 をはぶ き、それぞれの研究所 が独 自の特色の ある もの を分担 して重点

的に揃 えることにな った。経費 は節約 され 、利用 は能率的 にな り、保管 は合理化 され た。新着雑誌 が

ズラ リと並べ られているのは まったく壮観である。」宇治地区五研究所共通図書室(以 下、「共通図書

室」 とい う)を 評価 されている。

 しか し、 このよ うにして発足 した共通図書室 も平成12(200o)年 で30年 の節 目の年 を迎 え、その在 り

方 が問われている。新 しい世紀 を 目前に、共通図書室 か ら附属図書館宇治分館 に発展移行す るにあた

り、共通図書室の果た して きた役割 を振 り返 りなが ら、附属図書館宇治分館の将来 に向けた展望 を見

いだす ことで自己点検 ・評価 としたい。

2 研究支援

 京都大学は伝統 的に附属図書館 を中心 と した分散方式 による図書資料 の管理 ・運用が行 われて きた。

この よ うな中で、前述の ように宇治キ ャンパスに集 まる自然科学系 の各研究所 が有機 的に連携 し研究

支援 となる共通図書室 を創設 した当時の考 えは、京都大学に とって改革的 な出来事で あり、当時にお

いて は高 く評価 された。 しか し、その後年 月の経過 と共 に共通図書室の ほかに図書室(新 着雑誌 の閲

覧室)が 三研究所(エ ネルギー理工学研究所、食糧科学研究所、防災研究所)で 設 けられ た。 これは

共通図書室 が経費等 の問題点か ら利用者の要求に細やか に対応で きなかったこと、 また、研究施設 が

共通図書室 と離れてい ること等 にも因 るもの と思 われる。

 一方、現下 においては度重 なる定員削減および予算 が縮減 されるなかで、研究 に必要 な文献 を所属

する研究所単独で賄 う時代は過 ぎたと考 え、今後においては、経費面 および要員の面か らも学術資料

や情報関係機器等の共有化 を図 る必要がある。これにはこれまで以上 に附属図書館 との有機 的な連携

強化が必要 となる。 この ことは、今後 円滑な研究支援 を推進す るうえで不可欠であ る。よって、 目下、

現共通図書室 を附属図書館分館 に移行す ることにより全学的な観点 か ら宇治キ ャ ンパスの研究支援 を

強化すべ く作業 を進行 させてい る。

3 連絡調整

 共通図書室の運営上の諸問題 を調整す るため 「宇治地区五研究所図書連絡会議」 が設け られており、

化学研究所 の図書委員長 が議長 となって随時開催 されて きた。討議事項 は以下の とお りである。

昭和53年5月29日 、重複購入外国雑誌の調整iについてと共通書庫の拡充 について

昭和56年3月3日 、図書室複写機の利用 につ いて

昭和57年1月13日 、情報検索用端末機の管理使用方法 について
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昭和58年11月25日 、新書庫への改造 と電動式集密書架の設置 につ いて

昭和59年1月18日 、附属図書館バ ックナ ンバ ーセンター(BNC)へ の雑誌の移管 につ いて

昭和60年1月16日 、宇治地区五研究所共通図書室閲覧貸出規則 の改正について

昭和6o年9月18日 、五研究所共通図書閲覧室の冷房設備取付及び改装について

平成3年6月19日 、EFS(電 子フ ァイ リング ・システム)の ための雑誌の選定 について

平成4年4月27日 、週休2日 制 に伴 う図書室の利用について

平成7年1月24日 、宇治地区五研究所共通図書室の時間外利用について

平成10年12月7日 、宇治地区の前金雑誌発注の一元化 につ いて、他

平成11年2月1日 、宇治地区五研究所共通図書室から附属図書館分館への移行 について

 宇治地区五研究所図書連絡会議 は、各研究所の 図書委員長 お よび担 当の教官で構成 されているが、

連絡調整す る会議で決定す る権限 まで与 えられていない。 また、附属 図書館商議会 との連携 をもつ も

のではない。

 なお、附属 図書館分館 に移行後 は分館運営委員会を設置 し、分館長 を通 じて附属図書館 との連携 を

図 り、図書業務 を充実 させ ようとするものである。

II 図書館資料

1 蔵書構成

 宇治キ ャンパ スは自然科学系の研究所 で構成 されてい るため、共通図書室の蔵書 は学術雑誌 が主体

となってい る。利用者 か らの アンケー トにあったように共通図書室に設置の学生用図書は古 くかつ少

ないため利 用者 の要求 に応 えられていない。現在、共通図書室 に設置 の図書は、化学研究所 およびエ

ネル ギー理 工学研究所購入の図書で あり、とりわ け学生用図書 は設置 当時 に購入 した図書がほとんど

である。

今後においては分館 と して必要な予算措置のもとで図書資料 の充実 を図 る必要がある。

2 受入(図 書 ・雑誌)

 宇治地区五研究所 の蔵書冊数は約12万 冊あ り、昨年度の年 間受入図書冊数は1,209冊 でその うち学術

雑誌の製本 による受入冊数は半分 を占めている。残 りの半分 は研究室備 え付 けの図書 である。 しか し、

大部分の図書 は消耗品受入 されているため統計 にあがっていないことによ り年間受入図書冊数が数冊

の研究所 もあ る。自然科学系の研究 は日進月歩のため図書 もす ぐに利用価値 がな くなることを理 由に

消耗品受入 が増加 している。その ため所蔵データがない ことによ り吉 田キャンパ スあるいは学外 に依

頼 しなければな らないケースが増 えている。

 資料の共有 の観点 か ら、研究室備 え付 けの資料 も所蔵デー タに登録す るよう働 きかけているが、事

務部統合に伴 い伝票 の処理方法 も検討する必要がある。

3 電子化資料

 平成3年 度 にKUINS(京 都大学総合情報通信 システム)を 利 用 した電 子 ファイ リング ・システム

(EFS)の サー ビス実験 を、吉田キャンパスの附属図書館 と宇治 キャンパ スの共通図書室の間で行 った。

この イメージ情報 サービスシステムは附属図書館 が所蔵 する自然系外 国雑誌 セ ンター館 の情報 を、学

内Dを 通 じて、吉 田キ ャンパ スか ら約17km離 れた宇治 キャンパ スの研究者に提供 す る新 しい図書館

サー ビスであ った。 この実験の評価 は 「大学図書館研究」No.38(10/1991)お よび 「京都大学附属図書

館 における電子 ファイ リングシステム開発報告書」(平成4年3月 刊)に 述べ られている。問題点 として

は、情報源の量 と情報 の内容、入力に要す る労力と蓄積容量等 があり、本格的運用には至 らなかった。

 宇治キ ャンパ スは自然科学系の研究所で構成 されてい ることか ら、分館は自然科学系研究図書館的

機能 を求め られている。利用者 か らのアンケー トのなかに も外国雑誌や電子 ジャーナルの充実 を求 め

る強 い要望 が あったが、 これ らの対応 をす るためには附属図書館 と連携 を図 りなが ら取 り組む ことが

重要である。
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皿 利用 者へ のサー ビス

1 情 報検索 サー ビス

 昭和57年6月8日 付 けで 「宇治地区五研究所共通図書室オ ンライン情報検索用端末機使 用要項の制

定 について」の通知 が化学研究所長名で宇治地区各研究所長あて に出 されてい る。当時検 索で きるデ
ータベースは、JOIS、 DIALOG、 CIS、 BIOMEDで あった。現在は、 FAIRS、 TOOL・IR、 NACSIS-IR、

D肌OGで あるが、代行検索による検索申込件数は年々減少傾 向にあ る。 これ はパ ソコンの普及 によ

る研究者 自身 が行 う検索 が増 えていることにもよるが、ここ数年の、附属 図書館 や各部局図書室での

CD-ROMネ ッ トワーク検索 、電子 ジャーナルの導入等情報環境整備が進め られてい ることによるもの

と考 えられ る。

 Current Contentsデ ィス ケ ッ ト版 は、 Life Science J-120o、 Agriculture, Biology and Environmental

Sciences、 Physical, Chemical and Earth Sciences、 Engineering, Computing and Technologyの4タ

イ トル を共 通 経 費 で購 入 し提 供 して きた が、 平成11年 か ら京都 大 学 附属 図書 館 の電 子 図書 館 サ ー ビス

のひ とつ と して、外 国語 雑 誌 目次 デ ー タベ ー スSwetScanの 提供 が始 ま っ た こ とに よ り、平成1o年12月7

日開催 の 宇治 地 区研 究所 図書 連絡 会 議 に おい てSwetScanの 使 い勝 手 に 問題 が なけ れ ばCurrent Contents

の購 入 を平 成12年 よ り中止 す る こ とが了承 されて い る。

 Chemical Abstracts CD版 を共通図書室の ワークステーシ ョンで配信 して きたが、そのCD版 の提供 を

受 けて きた研究室 が購入 を中止 したため平成11年 より配信で きない状況 になった。京都大学附属 図書

館の電子 図書館サー ビスのひ とつ と して吉田キ ャンパ スには配信 されてい るが、契約の うえでサ イ ト

の制約があ り宇治キ ャンパスか らの利 用はで きない状況 にある。冊子体 は継続購入 している ことか ら

学内のネ ッ トワーク環境で利用で きるよう納 入業者 に交渉 を重ねている。

2 文献複写、現物貸借

 学内の文献複写 システ ムにおいて は、利用者が 「京都大学文献複写利用書」 に所定の事項 を記入の

うえ、直接 、文献 を所蔵す る図書館 ・室 に行って複写 を申込み、複写す るセル フサ ービスになってい

るが、吉 田キャンパ スと宇治 キャンパスは離れてい るため直接訪 問す ることが困難 な者 のために共通

図書室 が関連部局 と連携 をとり代行サー ビスを行 ってい る。このサー ビスの利用 は、雑誌の高騰 およ

び図書経 費の減額 か ら年 々増 える傾 向にあるため、 この ようなサービスは益 々利用増 が予想 され る。

また、図書の貸借 も同様 に代行サ ービスを行っている。学外への文献複写依頼 について も同様 の理 由

で年々増 える傾 向にある。 また、文献複写依頼の あった資料 が研究室備 え付 けで ある場合 、その研究

室の資料 を借 り、複写す る等の時間 と労力 は見過 ごす ことがで きない。利用者か らのア ンケー トに学

内に依頼 した文献複写が もう少 し早 くな らないかとの意見があり、よ り効率的 な方法 を検討す る必要

がある。

 一方 、図書館界 では日米文化教育交流会議 か らの提言で 日米両 国間の図書館、情報 サービス機 関の

ドキ ュメ ン トデ リバ リー ・サービス(原 報提供サー ビス)の 改善 が要求 されてい ることか ら日米 間で

それ らの問題 に取 り組んでいる状況であるが、学内においても吉 田キャ ンパ スと宇治 キャンパスの ド

キュメン トデ リバ リー ・サービスの改善 を取 り組 むことは喫緊の課題である。

3 開館状況

 昭和58年6月21日 開催の化学研究所図書委員会において複写室 の夜間利 用が審議 され た。審議の結

果、管理面 は事務室で行 うことと して午後7時 まで実施する方向で、宇治地区五研究所図書連絡会議

に報告の うえ時間外利 用が実施 された。当時の開館状況は、平 日午前9時 か ら午後5時 まで、土曜 日

午前9時 か ら正午までであった。 その後、平成4年4月27日 の宇治地区五研究所図書連絡会議において、

週休2日 制 に伴 う図書室の利用 について審議 され、①原則 と して土曜 日は閉室 とす る。② どうして も

利用 したい者 は、9時 より12時 に限 って利用 を認め る。(複 写室 と印刷室 も同 じ扱い とす る)③ 金曜 日

の午後5時 までに図書室に申 し出て、許可 を受 けるもの とす る。以上の要件 で利用 で きるようになっ

た。現在の時間外利用は、平 日は午後5時 か ら午後9時30分 まで、土 曜 日は午前9時 か ら午後9時3o

分 までで ある。 これ は平成7年1月24日 の宇治地区五研究所図書連絡 会議 において化学研究所図書委

150



員会 か ら、試行 当初の入館 システムの導入経費 は化学研 究所 が負担 する。本実施 にあた り追加 すべ き

設備 があれ ば、他の研究所 に協力 を得 ることを柱 として提案 され、平成7年6月 に試行実施 され、そ

の6か 月後 か ら本格 的に実施 された。

利 用者の ア ンケー トの なかに、 日曜 日開館や24時 間開館 などの意 見があった。管理上の 問題 もある

が、利用者 の協力 によって解決で きる面 もあり、今後検討 していく必要がある。

4 0PACと カ ー ド目録

 共通図書室 の総合 目録 には、和書 および洋書 と も書名、著者名 目録 を設置 して利用 に供 している。

収録期間 は、昭和46年(1971)4月 登録分か ら平成3年(1991)3月 登録分 までで、平成4年 度以降の登録

図書に関 しては、オ ンライン目録のOPACで 検索で きるよ う移行 しカー ド目録 を凍結 した。

 その後、オ ンライン目録 には、遡及入力によって昭和61年 度以降(食 糧科学研究所のみ平成3年 度以

降)の 登録 図書 が入力できている。現在 も随時遡及入力を進めている。

 共通図書室 には、統合前の各研究所の 目録 カー ドがある。化学研究所:和 書 は昭和33年(1958)以 降、

洋書 は昭和26年(1951)以 降。エネルギー理工学研究所:昭 和32年(1957)以 降(旧 「工学研究所」「原子

エ ネルギー研究所」分 を含む)。 木質科学研究所:昭 和36年(1961)以 降(旧 「木材研究所」分 を含む)。

防災研究所:昭 和35年(196o)以 降である。 これ らも遡及入力を進 めてい く計画である。

課題 と しては、研究室備 え付 け図書を所蔵 目録データに登録 していくことである。

5 オ リエ ン テ 一 シ ョン

従来の紙 メデ ィアに代 わ り、CD―ROMや 電子 ジャーナル等の電子媒体 による出版形態へ変化 してい

るこ とか ら電子 図書館の活用 を重視 してい るが、利用者 に共通図書室 を有効 に活用するためのオ リエ

ンテーシ ョンを実施 しているのは、一研究所 だけである。

 分館に移行後 は、附属図書館 で行われている 「新入生 のためのオ リエ ンテーシ ョン」 を実施 できる

よ う計画 している。

1>― 施設 ・設備

1 施 設の現況

 現在の共通図書室 は、総合研究棟の西棟の3階 に閲覧室、複写室(N305)、 図書事務室(N301,N303)、

2階 に印刷室(C265)と 倉庫(C271)、1階 に集密書庫、1階 と2階 を3層 積層書庫 に活用 している。専

有延床面積1044m2、 書架棚総延長3729m、 図書収納能力103千 冊、閲覧席数50席 である。

2 利用環境

 共通図書室 は、総合研究棟の北棟 と中棟の西側 の通路 を兼ね、閲覧室および図書事務室 は鰻の寝床

の よ うに南北 に長 くなってい る。西 日をまともに うけ室 内の温度差 が大 きいため ブライン ドで常に遮

蔽 している。

 積層書庫の1階 は窓 があるため換気 され るが、2,3層 は窓 がないため夏 などは灼熱の状況 になる。利

用者か らのア ンケー トのなかに、書庫 内の冷暖房化の意見があったが、今後の検討課題 になる。

 時間外 の利用 出入 り口は、北棟側 の一か所 になるため、南棟 や中棟の利用者は2階 か4階 の廊下 を通

ってい くことになる。 この ことの不便を改善するため早急に営繕工事(改 装工事)を す る必要がある。

 国立学校建物 の図書館の必要面積は、当該団地 の学部学生数、大学院学生数、蔵書冊数が算出根拠

となってい る。宇治 キャンパ スには約730名 の大学院生 および学生 がい るが、 これ らの大学院生等 は吉

田キ ャンパ スの各研究科 および学部に所属 してい るため算出根拠 にな らない。 そ して、蔵書冊数 につ

いて も先 に述べ たよ うに消耗品受入 され るため大幅 に必要面積 を増加 させ る要素になっていない。各

研究所の研究室面積 か ら捻出で きる状況 にないため、京都大学全体の図書館必要面積か ら考 えざるを

得 ない。 よって、分館 に移行することにより京都大学全体の課題 として宇治 キャンパ スに図書館 を建

設 す ることの条件 が整備で きる。名実 ともに分館 として機能 させ るためには、高度 な機 能 を備 えた図

書館の建設 を要求す る必要 がある。

151



3 設備の現況

 共通図書室の設備のなかで最 も利用 されているのは複写機 である。複写機 は、書庫2層 に中高速機1

台、複写室 に中高速機2台 とカラー複写機1台 、カウンターに複合機1台(事 務用)を 設置 している。

 平成9年 度 か らは電子 図書館 システム予算化 に伴 い、附属図書館 か ら図書業 務用端末機7台 、利用

者検索用端末機2台 、 ワークステーシ ョン1台 、プ リンター2台 の供用 を受けて活用 して いる。他 に

Current Contents検 索端末機1台 、情報検索用端末機1台 を設置 している。

印刷室 には、スライ ド作成機 、マイクロリーダー、裁断機 、簡易製本機等の機器 を整備 している。

他 に、入退館 システムにはカー ドゲ ー ト方式 と積層書庫内の図書運搬 用 リョーデ ンリフ トが ある。

そ して、照 明機 器 は タイマ ーで消 灯 ・点灯 で きるよ うに して い る。

V 宇治地区五研究所共通図書室経費

1 図書室資料費

 共通図書室資料費のCurrent Contentsは 宇治地区共通経 費(五 研)か ら、総合雑誌(「 中央公論」等

数誌)、 新 聞(毎 日新聞、京都新聞、Japan Times)は 化学研究所の図書経費 か ら支 出 してい る。図書

につ いては予算化 されていないので、恒常的 な図書購入費 を予算化す る必要があ る。

2 図書室運営費

 共通図書室 の運営費は、宇治地区共通経費(五 研)で 賄われてい る。主 な内訳 は、備品費(閲 覧室

整備費 、事務機器等)、 消耗 品費(共 通図書室利 用案内作成費等)、 雑消耗品(図 書 ラベル、 目録 カー

ド、入退館用磁気 カー ド等)、 設備関係費(リ ョーデ ンリフ ト保守料 、ガスヒーポ ン保守料、空調 ガス

使用料)、 賃金(共 通図書室要員、清掃要員)、 学外文献複写経費(今 後 は受益者負担)で あ る。複写

機等 の貸借料費 、光熱水量費等 の経費は化学研究所で負担 してい る。製本費 につ いて は各研究所の経

費で製本 されて共通図書室 に配置 し利用 に供 している。

 共通図書室 か ら分館 に移行 して も、当面、母体である宇治 キャンパ スを構成す る各研究所 ・センタ
ーの経済的支援 がなけれ ば成 り立 たない。 しか し、今後 は分館 として位置付 け られ ることによ り、附

属 図書館 を見据 えた図書サ ービスを図 る必要があるため全学的 な観 点か ら予算措置 を講 じる必要があ

る。

W 物品(図 書)管 理

 京都大学 における図書物 品の管理は、附属 図書館事務部長の分任物品管理 官の もとに各学部 ・研究

所等 ごとに物品供用官 が設 けられて管理 されている。宇治地区において も各研究所 ごとに物品供用官

(各研究所長)が 設 けられて図書物品が管理 されているが、共通図書室の書庫 には利用 しやすいように

誌名順配置 されてい るため、五研究所 の物品(図 書)が 混在 して充分 な物 品管理 がで きない状況 であ

る。

 今後 は、分館への移行 を機会 に図書物品 は、すべて分館で一元管理で きるよ う図 るべ きで ある。 ま

た、事務部の統合 を機会 に、図書物品の発注、検収 、登録の事務処理 システ ムを一元化 し、図書物品

の共有化 を図 りたい。なお、図書資料の配置 ・利 用については分館運営委員会での審議の もとに実施

してい くことになる。

W 広 報(刊 行物 ・ホ ームペ ージ)

1 刊行 物

共通図書室で は、隔年 ごとに 「図書室利 用案内」 と 「欧文雑誌総合 目録」 を発行 し利用 に供 してい

る。

 図書室利用案内は図書室 の有効な利用 を図るために最新の内容 を提供す る必要が あるが、予算の問

題 もあ り毎年改訂版 を発行 することがで きない現状 にある。今後 、最新の内容 はホームペ ージを活用

して カバー してい くことが必要である。

また、欧文雑誌総合目録は共通図書室の所蔵分だけでなく、各研究所の研究室備 え付け雑誌 も研究
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所名お よび研究室名 を付記 して利用 に供 してい る。図書室利用案内 と同様 に最新 の所蔵 情報 を提供す

る必要 があるが、OPACの 活用状況 を見なが ら今後の発行 を考 える必要がある。

2 ホ ー ム ペ ー ジ

 化学研究所 のホームペ ージのなかに図書室のホームペ ージを開設 し、図書室か らの情報 を発信 して

いる。利用者 には電子 ジャーナルへの リンクに活用 されている。

 分館 に移行後 は附属図書館のホームページのなかに分館のホームページを開設 して情報 を発信 して

い く予定で ある。

V肛 まとめ

 これ までの共通図書室 での事務処理は 目録作成か ら閲覧および図書館 サービスに至 るまでの過程 は

基本的には一元化 され ている。 しか し、図書資料の発注、検収、登録の業務は各研究所 で行われてい

るなど図書業務 が部局 と共通図書室 に一部分割 されてい るため、物 品管理面か らも不都合 が多々生 じ

ている。

 事務部の統合 および分館への移行 を機会に、各研究所 ・セ ンターで行 ってい る図書資料 の発注、検

収 、登録業務 を含 め図書事務処理 を一元化 して、学術研究支援 とな る図書館サー ビス業務 を強化 して

い きたい。具体 的には、学術情報提供体制の整備、例 えばホームページを活用 した図書資料(電 子 ジ

ャーナル等)の 利用の充実 、データベースサー ビスを含む レファレンス業務の充実や、データベース

の構築、対外 的な文献複写業務の実施、時間外利用の延長等 が考 えられ る。 さらに吉田キ ャンパ スと

の効果的な ドキュメン トデ リバ リーシステムの整備は喫緊の課題である。
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人文科学研究所図書室の現状と課題

 人文科学研究所の図書室では、1999年3月1日 現在約5o万 冊の蔵書 があ り研究 のための利用に、本研

究所所員か ら本学学生 までの研究支援 をしている。ただ し、研究所 なので附属図書館 および学部等の

運用 とは少 しことな り、門戸が制限 された部分がある。本研究所の蔵書 は専門書が90%以 上 を占め る

ため、利用対象者が限 られ るのである。資料利用の対象者 としては、主 に本研究所の教員お よび研究

者で ある。 資料の収集 としては、 日本部 ・東方部 ・西洋部の三部門で構成 された図書委員会 を年5

回程度の割合で開催 している。年 間約7,000冊 の資料 を購入および寄贈 によ り受 け入れ、研究者 にサー

ビスしてい る。雑誌の タイ トル数 は 和文2,298種 中文1,488種 朝文74種 欧文694種 あ り、閲覧に

供 している。

 書庫 内配架 としては、和洋混配で単行書 はNDC(日 本十進分i類法9版)分 類 によって書庫2層 か

ら4層 に配架 、雑誌 は5層 にNDC分 類 によって配架 してある。書庫 に関 しては、資料が今現在満杯

なので、どの ように対処す るか検討 中である。

閲覧 ・貸出 しとしては、本学教職員および本学院生に、5冊1か 月、本学学生 に3冊2週 間となってい る。

図書館 システムに関 しては図書 目録 をかわき りに、 これか ら図書受入、雑誌受入 と段階的に参加 し

てい く計画である。

 閲覧室 が狭 く、図書事務室 と接 しているため、話 し声、 コピー機等の騒音 があ り利 用者 に迷惑 をか

けている。また、閲覧時間の延長 もこれか ら考 えていかなければな らない。

図書館 サービスの一環である、ILL(図 書館間相互利用)が 最 も遅れてい る等々 これから図書館 と

して将来的に、検討 していく今後の課題で ある。

項 目
現    状 課  題

現  況 説  明

意
義
役
割

意義

学習支援

研究支援

奉仕対象者

教官等     約90名

院生 ・研究生等   名

研 究 所 で ある ため、奉仕 者対 象者 はほ とん ど

が研 究者 であ る。

図
書

館

資

料

全蔵書数 全 蔵書 数  499,546冊

蔵書構成 ・

分野等

ほ とん どが専 門研究 図書 であ る。

年間受入冊数 約71000冊 平 成10年 度内 訳:

中国書4,334冊 、和 書1249冊 、洋 書1451冊

雑誌 全所蔵種   4,554種 和2,298、 中文1,488、 朝 文74、 欧 文694

種継続種   1,225種 和 洋約800、 中国425

電子化資料

新聞 16種

蔵書構成

選書(基 準I

委員会等)

選書基準:   有 ・無

選書委員会:    有

情
報
提
供

情 報 の 検 索

(カ ー ド・

OPAC)

カード=     継続

OPAC用 端末    2台

レファレンス 代行検索:   未実施

文献複写・

現物貸借・

紹介状等

文献複写:依 頼(は がき等)

紹介状:     実施

新 着 案内 ・

コ ン テ ン ツ

サー ビス等

コ ンテ ンツ

シ― トサ ― ビス=未 実施
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オリジナル ・ 無

デ一 タベ ―ス

学内相互利用 学 内―LL:     参 加

依頼のみ

公開事業 講演会 ・展示会:  無

市民への公開1   無

貸 利 用 規 程 ・ 図書事務室: 本学教職員 1か 月5冊

出 貸 出(冊 数. 閲覧 室:    計300m2 本学学生 2週 間3冊
● 期間 ・方 法)

閲 閲覧席 36席 本 館12席 しか な い。 分 館 は貸 出 はせ ず 閲 覧 今後の利用のためには、本館に閲臣な
見

だ けの た め24席 。 覧 室 が必要 であ る。

開館時間 開館 時 間: 9:00～17:00

延長開館:   未実施

昼休業務1   未実施

開館日 開館日数     221日

土曜開館:未 実施

施 図書事務室. 図書事務室: 本 館125m2、 分 館175m・

設 閲覧室等 閲覧 室:    計300m2
●

照 明 ・ 騒 音有 り(コ ピー等)
曇丿し
A又 空調等
備

書庫 書 庫 ス ペ ― ス1 1,914m2

余裕1      不足

複写機等 事務用複写機    1台

利用者用複写機   0台

情報機 器 ・ 業務端末:整 理用  4台

ネットワ-ク 等 閲覧業務用     2台

障害者対応 未実施

利 利用 案 内 ・ オ リエンテ-シ ョン:未 実 施
用
支

利用指導

援 刊行物 図書館刊行物:   無

資 目録デ ―タ 年間入力冊数  2,700冊

料 の作成(作 排架までの日数  60日
の 業量と速度)
整 資料の配架 NDC
備

書庫の配架 NDC

資料の保存 劣化資料=     有

管 予算(図 書 図書 購 入 費:19,000千 円

理 費 、運 営 費) 雑 誌 購 入 費= 4,000千 円

運 運営費:     千円

営 事業計画

運営組織 図書委員会:    有

人事 掛数       1掛
(業務分 担 、 定員数      5人

職 員構成 、 日々雇用      1人

異動等) 時間雇用      1人

業務の見直し

研 多、講習等 な し

安全管理 防 災訓練1実 施 ・未実 施

あ 京都大学図

り 書館の全体

方 像 と部局の

あ り方

155



人文科学研究所附属東洋学文献センター図書室の現状と課題

は じめに

 東洋学文献セ ンターとして1965年 以来30年 余 にわたって継続 して きた下記の諸事業の伝統 を堅持 し

つつ も、新世紀へ 向けて情報 メデ ィアの進化 に即応 し、漢字情報 セ ンターの可能性 をも模索 しつつ あ

る。

1 主な事業

1 資料収集

 従来 、明人の文集 と地誌類 を中心 に資料収集 を継続 して きたが、今後 さらに、分野 を定めて資料収

集 を継続す る予定で ある。毎年、漢籍 を所蔵す る主要な機関の資料 をマイクロフ ィルムで収集 し、景

照本 として保存 、閲覧 に供 している。

2 出版

1)「 東洋學文獻類 目」 は毎年度 出版 され、冊子体52冊 、30万 件以上 に及ぶデータベースを構i築してい

る。

2)「 東洋學文獻センター叢刊」は近年毎年発行 され、現在第9班 を準備中である。

3 漢籍担当職員講習会

 1972年 度か ら年2回 文部省 と共催で開催 している。各種機 関の図書系職員 が各 コース5日 間、漢籍の

整理等 を学ぶ。

1)漢 籍担当職員講習会(漢 籍電算処理)受 講者30名 を募集

2)漢 籍担当職員講習会(初 級又 は中級)受 講者30名 を募集

4 漢籍所在調査

 1973年 度 より大学、公共図書館等 が所蔵す る漢籍所在調査 を行い、近年 は長崎県立対馬民俗資料館

所蔵の漢籍 を調査 してい る。

5 資料 ・文献 の公 開:利 用状況

 当セ ンターは図書資料 を所蔵せず、人文科学研究所東方部が所蔵 す る図書資料の閲覧 と複写業務 を

行 っている。1998年 度の実績 は以下の通 りである。過去の実績 は 「事業報告」 に掲載 している。

1)閲 覧   1,449人 、    26,264冊

2)複 写    886件 、   1,067,455円

6 全国文献 ・情報センター長会議 及び 人文社会科学学術情報セ ミナー

 以下の4大 学5セ ンターが順次当番機 関とな り、セ ンター長会議 の開催 および3日 間のセ ミナ ーを

共催 してい る。センター長会議で は、各年度事業報告 と問題点 を提 出 し議事要録 を作成 、セ ミナ ーで

は報告集 を出 している。

東京大学法学部附属外国法文献センター
一橋大学経済研究所附属 日本経済統計情報センター

神戸大学経済経営研究所附属経営分析文献センター

東京大学東洋文化研究所附属東洋学研究情報センター

京都大学人文科学研究所附属東洋学文献センター

7 漢字文献の電算処理

 漢 字 を用 い た各 種 デ ー タベ ー ス(CHINA 1～4)を 、 イ ンター ネ ッ トに よっ て公 開 す る準 備 を進 め

つ つ あ る。 また 、「漢 字典 」(eKanji)を イ ンターネ ッ ト上 で公 開 した。 eKanjiの 利 用 は急速 に拡大 して
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いて、国の内外 か ら多数の アクセスがあ り、各種のCD-ROM版 も計画 されてい る。また、国立公文書

館の 目録作成 に利 用 されている他 、平成12年1月 か ら運用 され る学術情報セ ンターの 中国書 目録に も

採用 が予定 されてい る。

皿 問題点

1 「東洋學文獻類目」などのデータベース作成

 CHINA 1～CHINA 4な どのデータベースの維持管理 、 とくに1981年 度版以来年 々継続 した 「東洋學

文獻類 目」の作成 ・刊 行事業 が、附属施設経費 ・デー タベース作成経費の削減 な どによって、困難 な

状況 になって きている。

2 「漢字 情報研 究 セ ンター」 と しての改編

 人文科学研究所の改組計画 に伴い、附属施設である東洋学文献 センターは、「漢字情報研究セ ンター」

と して改編す る方針 が所内で承認 され、平成12年 度概算要求 として提出 された。

 東洋学文獻類 目の発行、漢籍担当職員講習会の開講等 は事業 として継続 され る予定で あるが、世界

を視野 に漢字情報 の中枢機 関 として機能す るには、新 たなシステムの研究開発や教官 ・職員の協力体

制の確立などが重要 になる。

3 添付資料について

 「部局図書館 ・室 現状 と課題」 を提出す るに さい し、以下の資料 がセンターの現状 と課題の説明

に非常 に役立つ もの と考 え、同時に提出す る。

(1)「 平成10年 度 事業報告 ・平成11年 度事業計画」

 当センターで は毎年度 「事業報告 ・事業計画」 を運営協議会 と専門委員会で報告、承認 を得 る。

(2)「 東洋学文献セ ンター 第三者評価報告書」(1999年3月)教 官 サイ ドで行 われた報告書 である。

第一部 「東洋学文献センター」の諸事業についての自己点検と質疑応答

第二部 「漢字情報基幹センター(仮 称)」 の計画 と質疑応答

第三部 各評価項目の評点表と総合評価
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再生医科学研究所図書室の現状と課題

現    状 課  題
項 目

現  状 説  明

意 意義 奉仕対象者 教 授13、 助 教 授12、 講 師1、 助 手7、 院 生51、

義 学習支援 教官等      33名 研 究 生 ・研修 員24、 その他35

役 研究支援 院生 ・研究生   103名 留学生には共同研究者を含む。院生は医学部、

割 学生       0名 工学部、理学部に所属 し各研究科兼任である

留学生(内 数)   5名 再生研教授の教室で常時研究活動を行ってい

る 。

図 全蔵書数 全蔵書数    7464冊 登録蔵書           7464冊 蔵書数 をもって図書館 ・室の評価

書 参考図書           約500冊 が さ れ る よ う で あ る が 、 各 図 書

館 館 ・室 の性 格 特色 が あ るの で 、―

資 概 に はい え ない。

料 蔵 書構 成 ・ 専門研究図書  7464冊 専門研究図書及び雑誌と参考図書のみ

分野等 学生用図書     冊 研究分野の性格上、常に最新情報を必要とす

指定 ・推薦図書    冊 るため収集書籍は専ら専門雑誌に限 られ、蔵

留学生用図書    冊 書 も その 製本 が 殆 どであ る。

障害者用図書    冊

年間受入冊数 0冊 過去5年 間、経費削減および利用者ニ―ズに
よ り、購 入は外 国雑誌 に 限 られ てい る。

雑誌 全所蔵種     252種 研究所東館図書室(旧 生体医療工学研究セン 新刊誌が急増 し、それぞれがかな

継続種      41種 ター)の 購読 誌 は、医 工学 専 門誌 で京 大の ユ りのimpact factorを 持 ち必 読 書 と な

ニ ー ク誌 。 っ てい るが 、予算上 購入 が難 しい。

電子化資料 CD-ROM     1種 医学大辞典 CD―ROM 既刊の雑誌も年々刊行頻度が増し、

(CD-ROM, 電子ジャ―ナル   0種 電子 ジ ャーナル は契約 して いな い。 ぺ― ジ増 にな り、限 られた スペ ース

電 子 ジ ャ ー Freeの も の は 、 苒 生 研 でusername, で は収 容 で きな くなっ てき てい る。

ナ ル) passwordを 取 得 し 、 利 用 者 に供 して い る 。 その ため にも現 物主義 でな く、 オ ン

ラ イン ジャーナルの みの契約 が早 急

に可能 にな ることが望 ま しい。

新聞 0種

選書(基 準 ・ 選書基準:     無 各分野照会の上、図書委員会で選書。 図書委員は部門選出のため、分野

委員会等) 選書委員会:    有 の意 見 希望 が把握 で きに くい。

分野間の調整がむずかしい。最低

限の選書基準が必要。

情 情報の検索 カード:     凍結 カー ド入力は従来より附属図書館目録掛に依 専任司書不在。時間雇用1名 のた

報 (カ ― ド ・ OPAC用 端末    1台 頼 。 遡 及 入力 は実 施 して いな い。 所蔵 入 力 、 め 、従 来 よ り目録 作 業 を行 って い

提 OPAC) 遡及入力      0件 収書 入 力 実施。OPACに 反 映 され てい る。 な い 。 しか し、遡 及 入力 に 関 して

供 は 、義 務 が あ ると考 え る。

レファレンス 代行検索:    実施 所蔵検索のみ実施 全研究者が端末を持つ時代である
から代行検索等は不要である。利

用法など周知徹底で良い。

文 献複 写 ・ 文献複写:    依頼 学外文献複写依頼業務オンライン実施。 受付業務も実施したい意向ではある

現物 貸 借 ・ オ ン ライ ン 学外現物貸借依頼業務オンライン実施。 が、京都大学文献複写規定変更手続

紹介状等 紹介状=     実施 紹介状発行。 きが必 要 なた め、現在 見合 わせて い

る 。

学内相互利用 学 内―LL=    参 加 学内■L依頼受付参加 公 費 のみ受付 けて いるが、近 くに コ

(依頼 ・受付) ピ―で きる環 境が ないこ とか ら、私

費受付 システムの簡 便化 を望 む。

新 着案 内 ・ コ ンテ ンツ 新着案内は図書室のホ―ムペ―ジで実施(毎
コ ン テ ン ツ シ― トサ ー ビス: 実 施 日更 新)。 コンテ ンツ シ― トサ ー ビス は依 頼

サ ー ビ ス等 に応 じる。

オ リジナル ・ 無 図書 室 で 扱 って い る もの は ない。(紀 要 等 研

デ―タベ ―ス 究成果発表誌は発行 していない)

公開事業 講演会 ・展示会    有 年 に1回 研 究所 講演会(シ ンポ ジウム)關 催 。

市民への公開    有 広報、新聞等で案内。(担当 研究協力掛)

貸 利 用 規 程 ・ 利用規程:     有 医 学 部関 係者 は貸 し出 しノ― 卜記 入。 無断で持ち出す利用者がおり、紛

出 貸 出(冊 数 ・ 冊数:      5冊 他学部、部局者は身分証持参。 失図書が例年数冊あり。
●

期 間 ・方法) 期間:      7日 新刊書の禁退出期間持ち出 し、利

單 方 法:   マ ニ ュアル 用期間の遵守ができない等マナ―
見

の 向上 が望 ま れる 。
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閲覧席 16席 西館6、 東館10

開館時間 開 館時 間: 9:00～17=00 開 館9:00―12:0013:00―17:00

延長開館:   未実施 延長 な し。昼休 み 閲覧 の み

昼休業務:   未実施

開館日 開 館 日数       245日 土日祝祭日                  代木室

土曜開館:   未実施 年末年始             休室

施 図書事務室 ・ 図書 事 務 室:   25m2 事務スペ―ス           15m2 西館図書室は閲覧スペースが狭

設 閲覧室等 閲 覧室:     79m2 情報端末スペ―ス         10m・ いo

● 照 明 ―空 調 ― 隣接外部に受水槽あり。常に処理音があり

設 騒音等 うる さい。(西 館)

備 書庫 書 庫 スペ ース   44m2

集密書架:     有

余裕=      不足

複写機等 事務用複写機    台 隣接 印刷 室 にモ ノク ロコ ピー機 、 カ ラ― コ ピ 医学図書館契約電子 ジャ―ナルの

利用者用複写機    台 -機 各t台 あ り
。(会 計 掛管 理) 全 学 提供 開 始(2000年1月)に 伴

リ―ダ ― プ リン タ―  台 西館 図書 室内 にネ ッ トワ ― ク対 応 の カラ ー レ い 、重複 雑 誌 の 購 入 を中 止 。 オ ン

-ザ ― プ リ ン ター あ り
。 ラ イ ンか らプ リン トア ウ トで きる

よ うに 東西 両 図 書 室 に ネ ッ トワ ―

ク対応 カ ラ ー レ― ザ ― プ リン タ ―

を設 置(東 館 設 置 予 定)。 メ ン テ

および利用料金設定未定。

情報機器 ・ 業務端末:整 理用   台 業務用端末  1台    事務用  1台 東館図書室に利用者用端末  1台

ネットワ―ク等 閲覧業務用     台 利用者用   1台 必要

障害者対応 未実施

利 利 用 案 内 ・ 案内板=      有 新任者に利用案内配布。

嬰 利用指 導 ・ オ リエンテーション:実 施

援 案内板 ・未 実施

刊行物 図書館刊行物:   無

資 目録 デ ― タ 年間入力冊数    冊 年 間受入 が ゼ 口の た め 目録 デ ー タ作 成 。

料 の作成 排架までの日数    日 未 実施。

の 資料の配 架. 雑誌 ・図書 別 に配置 。 そ れぞ れア ル ファベ ッ

整 配置 ト川頁に配 架 ラベ ル等 な し。

備 書 庫の 配架 ― 数年分の雑誌増 を見越して整理 を

配置 してい る が、 昨今 の 発 行頻 度増 ぺ
一 ジ増 に追 い っ か ず

、毎 年 配 架変

更作業が必要。

資料の保存 劣化資料:     有 1920年代、30年代の製本雑誌革表紙に劣化がみられる。

管 予算(図 書 図書購入費=  55千 円 1999年 度予算は左記のほかに製本費200千 本年度所内予算委員会にて運営費

理 費 、運 営 費) 雑 誌 購 入費: 3,155千 円 円 。 0と な り、 非 常 に 不 便 で あ る。 製

運 運営費=    0千円 本費から必要事務経費を流用。

営 図書予算削減により希望雑誌購入

に支障 がで て きて い る。

運 営 組 織 図書委員会1    有 1998年 新研究所改組に伴い、図書委員長任 部門選出のため、各分野の意見希

(図 書委 員 命 に よる図書 委員会(7名)が 発 足。 望把握が困難。各分野からの選出

会等) が望 ま しい。

委員選出規定が必要。

人事 掛数        1掛 図書担当時間雇用職員1名(研 究協力掛に所 図 書館 シス テム 参 加 以来 、オ ン ラ

(業務分 担 、 定員数       人 属) インによる作業が増加。作業も複

職員構 成 、 日々雇用      人 雑化 してきている。非常勤職員で

異動等) 時間雇用      1人 の 対応 が限 界 に き てい る。

業務の見直

研修講習等
学 内 で開催 され る、研修 会 、講 習会 は出席 。 非常勤職員のため、学外各種講習

会等は参加不可。

安全管理

あ 京都大学図 大学 図書 館 と して は、中央 に総合 図
4)

書館の全体 書館 があ り、専 門図書館 と して医 理

ぞうと部局 農系 、工学系 、法文経 系の合計4図

の あ りか た 書 館 が理 想 的。 「そ こに行 けば すべ

てある」 とい う形 が結局 は便利 。身

近 で見 た いもの は教 室購入 で対応 。
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基礎物理学研究所図書室の現状と課題

現    状 課  題
項 目

現  状 説  明

意 意義 奉仕対象者 当研究所は全国共同利用研究所として、国内

義 研究支援 教官等      46名 外の物理学研究者に広く資するよう運営 され

役 院生 ・研究生   40名 て い る。 その 目的 に従 い 、図書 室利 用対 象者

割 を京都大学内に限定せず、他大学所属者を含

む運 営委 員 ・研 究部 員 ・研 究 員 、 さ らに は研

究会参加者にも、所内教官と同様の利用 を認
め てい る。特 に図書 委 員会 が許可 した者 に は、

閲覧票 を交付 してい る。

図 蔵書数 全 蔵書 数=  80,758冊 物理学 とその関連分野の専門書が中心であ
書 (平 成10年 内 訳(和 書 8,237洋 書 る 。

館 度)蔵書構成 72,521)

資 年間受入冊数 2,000冊   (和書 164
料

(平成10年 度) 洋書1,836)

雑誌(平 成 全所蔵種     667種 外国雑誌価格 が高騰 しているた

10年度) 継続種      236種 め、継続購読のための予算措置に

不安 が ある。

電子化資料 電子ジャ―ナル  29種 冊 子 体 購 読 に含 まれ る 電子 ジ ャ―ナ ル を、 冊子体には製本代 ・配架スペ-ス

図 書 室 ホ ームペ ー ジに リンク を はつ て所 内 の 問題 が とも な う。― 方 電子 ジ ャ

向 けに提供 してい る。
一 ナ ル は速 報 性 ・ア ク セ ス面 の簡

便性から今後要望が高まると予想

され る。 トラ ブル の際 の ク レ― ム、

購読中止の場合のバ ックナンバ―
へのアクセスの保障など現在の問

題点をふまえて、冊子体から電子

版への切り替えを検討する時期に

来 て い る。

選書 主に図書委員が担当 図書 委 員(5名)が 中 心 とな り、見 計 図 書 や

カ タ 口グ から適 宜選 択 してい る。

情
報
提
供

情 報 の検 索

(カ― ド・

OPAC)

カ― ド目録:  継続中

OPAC用 端末(兼 電子図

書館用)1    1台

遡及入力が完了していないため、平成2年 度

以前受入分はカ―ド目録での検索が必要。

教 官 の要 望 も あ り著 者 名 ・書 名 ・

分類 の3種 の カ― ド目録 を維 持 し

て い る が 、人 員 削減 の 折 か ら見 直

しが必要 。

文 献 複写 ・ 文 献 複 写:依 頼 ・受 付 と 平 成10年 度 は文 献複 写 の受 付 が359件 、― 方 他大学の依頼による複写作業は

現 物 貸借 ・ も可(国 立 学 校 の み) で依 頼 は1件 の み で あ つた。 当 図書 室 の 資 料 年々増大 しており軽視できない労
紹介状等 現物貸借:附 属図書館を が充 実 してい る こ とを示 す数字 とい えよ う。 力 と な って きて いる。

通じて可

学内相互利用 学 内 ―LL:依頼.受 付 とも可

新着 案 内 ・ 新着案内=    実施 新 着 図書 の タイ トル ・著 者 等 をホ ―ム ペ ― ジ

コ ン テ ン ツ コ ンテ ンツ サ ― ビス:無 で公 開 してい る。

サ ― ビス等

貸 利 用規 程. 利用規程=     有 平成10年4月 よ りバ ーコー ドに よる機 械貸 出 を

出 貸 出(冊 数. 冊数:     無制限 開始 した。 ただ し、遡 及入力が完了 してい ない

商
期 間 ・方 法) 期間:   所内者1か 月 ため―部 マニ ュアル貸 出 を残 す。学内他部 局の

監 所外者1週間 教 官 ・学 生に は 、附属 図書 館利 用証 ・職 員証
見

方法:    機械貸出 (学生証)・ 相 互利用書 のいずれを持参 しても貸

出できるよう便宜 をはかっている。

閲覧席 18席 学 習 的使 用 はほ とん ど無 く、余裕 はあ る。

開館時間 開 館 時 間= 9=00～17:00 所 内者 は 、 カ ー ドキ ― で 時 間外 も入 室 可 能

延長開館=   未実施 で あ る 。

昼休業務=   未実施

開館日 開館日:  月曜～金曜
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施 図書 事務 室 ・ 事 務 スペ ― ス:  50m2 事 務 ス ペ ース は閲 覧 カ ウン タ ーの 中 に あ り、 左記の事情のため、休憩時間など

鞏 閲覧室等 閲 覧 ス ペ ― ス: 184m2 利 用 者 と空 間 を共有 して いる。 は配 慮 を要 す る。

設 照 明 ・空調 建 物 は平成7年 に建 築 され た ば か りで あ り、

備 現 在 は問題 ない。

施 書庫 書庫 スペ ― ス: 360m2 書架は3階 図書室と地下書庫に設置されてい 図書の部分的な配置換えにより当

設 集密書架:     有 る 。前 者 に は 、図 書 の 大部 分 と1980年 以 降 座の収容は確保できるが、約5年
● 余裕:     若干有 の雑 誌 、後者 に は 、図 書 の 一部 と1979年 以 後には書架の増設が必要になると
設 前 の雑 誌 が配架 され てい る。 思 わ れ る。 その ため の計 画 を今 後

備 地下書庫は広島大からの移管雑誌の重複分が 立 案 ・検 討 しな けれ ばな らな い。

か な りの スペ ― ス を占 め て お り、平 成11年

度に不用決定処分される予定である。

複写機等 利用者用複写機:  3台 図書室資料の複写のみならず、研究発表用に

(う ち1台 は カ ラ ― 機) も使用 され る。

リ― ダ ー プ リ ン タ ―:無

簡易製本機=   1台

情報機器 ・ 整理業務用端末: 2台

ネットワ-ク 等 閲覧業務用端末=  1台

事務用PC:   3台

事務用X端 末:   1台

電子図書館端末: 1台

利用者用PC=   1台

利 利 用 案 内 ・ 案内板=      有 当研究所は外国からの研究員も多いので、掲

嬰利用指導 示 物 は 英 語 を併 記 す る よ う に して い る 。

援 平成11年 度に所外者を主な対象とした英語

版の利用案内を作成 した。

資 目録 デ― タ 年間入力冊数  3,585冊 新 規 受入 と、遡 及 入力 を2名 で担 当。 入力率は現在6割 程度だが、蔵書

料 の作成 (平成10年 度) 検索 ・貸出処理の面からも遡及入
の 力はすみやかに完了する必要があ

整 ろ う 。

備
資料 の配架 ・ 分類は独自分類で、基礎研図書室本来のもの 広島大の請求記号を京都大のもの

配置 と、平成2年 に統合された広島大学理論物理 に付 け替 え、混 配 す るこ とが望 ま

学 研 究所 の もの と2種 類 ある。 そ の ため 、請 しい が、 か な りの 時 間 と労 力 を要

求記号も2系 統あり、同じ主題の図書が2カ す る ため 、現 状 の 人 員 で は着 手 で

所 に 分 けて配架 されて い る。 きない。また請求記号の決定は従

来 より図書委員に依頼 している
が、図書室職員が担当するため専

門知識を深める機会が必要であろ

う 。

管 予算(図 書 図 書購 入 費:10,000千 円

理 費 、運営 費) 外国雑誌購入費:
運 30,000千 円

営 運 営 組 織 図書委員会:    有 図 書 委員 は5名 。 年 に2.3回 開催 し、重要 事 項

(図 書 委 員 を協 議 してい る。

会等)

人事 定 員:1人 図書担当掛はなく、図書室は会計掛の所属と

時間雇用:3人 な っ て い る。平 成11年 度 か ら定 員2人 が1

人に削減 された。時間雇用職員の内訳 は週

30時 間 が2人 、週20時 間 が1人 で あ る。

業務の見直し 平成11年 度から図書 ・雑誌受入を機械化 し

た 。
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ウイルス研究所図書室の現状と課題

項 目
現    状 課  題

現  状 説  明

意
義
役
割

意義

学習支援

研究支援

奉仕対象者

教官等      93名

院生 ・研究生等  143名

教 官 ・院 生 ・研 究生 等 の研 究支 援。 価格高騰による購入図書の見直

し。電子ジャ―ナル等の検討。

図

書

館

資

料

全蔵書数 全蔵 書 数    10,475冊 専門研究図書のみの蔵書構成。

年間受入冊数 76冊 継続図書のみ 継 続 図書 の さ らなる見 直 し。

雑誌 全所蔵種     137種

継続種      76種

主に外国雑誌 購入見直 し及び電子ジャ―ナル等

の検討。

電子化資料 CD-ROM     O種

電子 ジ ャーナ ル   0種

新聞 0種 事務室で購入

選書(基 準・

委員会等)

選書基準=   有 ・無

選書委員会:    有

図書 委 員会 で検 討 ・立案 、教 授会 で承 認 。

情
報
提
供

情 報 の 検 索

(カ ― ド・

OPAC)

カー ド1     凍結

OPAC用 端末    1台

遡及入力    1,229件

附属図書館が代行入力。

レファレンス 代行検索:    実施

文献複写・

現物貸借・

紹介状等

文 献複 写: 依 頼 ・受 付

オ ン ラ イ ン ・ は が き 等

紹 介状: 実施 ・未 実施

対学外未実施

新着 案 内 ・

コ ン テ ン ツ

サ ― ビス等

コンテ ンツシ― トサ―ビス

     実施 ・未 実施

新着案内の掲示

オリジナル ・

デ ―タベ― ス

無

学内相互利用 学 内ILL:    参加

依 頼 ・受 付

学 内.LL全 面 参加

公開事業
講演会 ・展示会:  無

市民への公開:   無

貸

出
・

閲

覧

利 用 規 程.

貸 出(冊 数.

期間 ・方 法)

利用規程:     有

冊数=      5冊

期間:     4～7日

方法:   マニュアル

利用者のマナ―(貸 出期限内未返

却、紛失(借 用書未記入?)の 頻

発等)

閲覧席 10席

閲覧時間 開 館時 間= 9:00～17:00

延 長 開館=   未 実施

昼 休業 務:   未 実 施

開館日 開館日数     244日

土曜開館:   来実施
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施 図書事務 室 ・ 図 書事 務 スペ ― ス= 8m 事務室 ・閲覧室の区別なし

設 閲覧室 閲 覧 スペ ―ス:  40m2
o

照明 ・空調等罍ル
口又

備
書庫 書 庫 ス ペ ー ス   120m2 数年 で収 納 スペ ―ス不 足 バ ッ クナ ンバ ーセ ン タ―へ の移 管

余裕:     若干有 及 び廃 棄 。

被写機等 事務用複写機    1台 事務用 ・利用者用共用

利用者用複写機   1台

リ―ダ ― プ リンタ ー 1台

情報機器 ・ 業務端末:    1台

ネットワ―ク等 閲覧業務用     0台

障害者対応 未実施

利 利 用 案 内 ・ 案内板:      有

用 利用指導 オ リエ ン テ ー シ ョ ン:

支 未実施
援

刊行物 図書館刊行物:   無

情報公開

資 目録 デ― タ 年間入力冊数    冊
料 の作成(作 排架までの日数    日
の 業量と速度)
整

資料の配架. 全資料開架式
備

配置

書 庫の配 架 ・ 年度 別 ・ジャ―ナ ル別 配架

配置

資料の保存 劣化資料:     有

管 予算(図 書 図 書 購 入費: 1,194千 円 価格高騰による購入図書 ・雑誌の

理 費 、運 営 費) 雑 誌購 入 費: 9,295千 円 見 直 し。

運 運 営 費=    906千 円

営
事業計 画 、

将来計画

運 営 組 織 図書委員会1    有 教授または助教授から1名 、各部門等の分

(図 書委 員 野 ・領域 か ら各1名 、大 学 院 生1名 、図 書 室

会等) 担当職員

職員構成 掛数        掛 兼任職員1名 専任職員の必要性

定員数       人
日々雇用      人

時間雇用      人

業務の見直し

安 全 管 理 ・

防災対策

あ 京都大学図書
り 館の全体像と

方 部局のあり方
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経済研究所図書室の現状と課題

現    状 課  題
項 目

現  状 説  明

意 研究支援 京都大学の教職員 ・学生 1962年 産業経済に関する総合研究を目的とし 今後は学生および他大学の研究者
義 および内外の研究者 て設 立 された。 図書 室 で は実 証 的な分 析 ・研 へ の サ ― ビス の充 実 が課 題 に な る

役 究に寄与するため必要な内外の資料、特に戦 と思 わ れ る。

割 後日本の経済活動に関する官庁統計資料 ・民

間統計資料を各分野にわたって収集している。

図

書

館

全蔵書数
全蔵 書 数    73,133冊

(た だ し登録 冊 数 のみ)

専門研究図書 と統計白書類を中心にして構成

されている。

CD-ROMな どパ ソ コン で利用 可 能

な統 計 デ ー タ ベ ― スの充 実 と専 用

の パ ソ コンの導入 が望 まれ る。

資

料 雑誌
全所蔵種     844種

継続種      523種

値上 が りによ り総資料 費 の三 分 の二 を洋雑 誌

が 占 める よ うに な って きてい る。平成10年 度

洋雑誌の継続購入予算の確保が重

要な課題である。

に はアンケ ー トを行 うな ど見直 しを実施 した。

図書選書 資料委員および選書担当 担当職員が出版案内等で選書を行い、資料委 研究所として必要な和洋単行書を

者 員が最終決定をしている。洋雑誌購入費の圧 収集するためには購入費の確保が

迫により、年々和洋単行書の購入が困難にな 重 要 で あ る。

っ て き て い る 。

情 情報の検索 カー ド:    継続中 和書(1981年 以降 受 入)洋 書(1985年 以 降 OPAC用 端 末 を も う― 台 増 や す 必

報 (カ ― ド ・ OPAC用 端宋    1台 受 入)の 図書 はOPACで 検 索 可 能 、図書 力 ― 要 が あ る。

提 OPAL) ドも引 き続 き作 成 し繰 り込 み を して い る。従

供 来図書扱いとしていた日本語の白書や統計書
は― 括 所蔵 をOPACで 検 索 出来 る よ うに整 備

中 で ある。

レファレンス レ フ ァ レン ス 担 当 者 に よ ECONL.Tを 専用 端 末で提 供 してい る。 CD―ROMの 他 の検 索 ソ フ トで適 当

る参考調査(含 ・機械検 なものがあれば追加的に導入す

索)を 実施 る 。

文 献複 写 ・ 文献複写=依 頼 (はがき) NACS.S― ■Lは複 写依 頼 のみ の参加 。

現物 貸 借 ・ 現物貸借=不 参加

紹介状等

学内相互利用 学 内―LL:依 頼 のみ 学 内ILL制 度 へ は依 頼 のみ の参加 。

新着 案 内 ・ コンテ ンツサ ― ビス:実 施 洋雑 誌 の コンテ ン ツシ― トを週 ―回 配布 して

コ ン テ ン ツ 新着図書案内:実 施 い る。 図書室 購 入図書 の リス トを毎 月配 布 し

サ ― ビス等 て い る 。

貸 利用規程 (貸 出冊数 および期間) 貸出は身分証明書提示のうえ、所定の借用証

出 ・研 究 所 内 教 官/50冊/6月 に記入。雑誌など貸出禁止資料は、当日中に
● ・経 済 学 部 教 官/30冊/3月 限って身分証明書を預かり一時帯出を認めて

熨 ・経済学研究科院生/10冊 い る。一 時貸 しノ― トに誌 名 ・巻号 ・発 行
見

/1月 ・本 学 教 官 お よび 大 年 ・冊数および借用者の所属 ・氏名を記入の

学 院 生/3冊/1月 ・本 学 職 こ と 。

員/2冊/1月 ・本 学学 生/2冊

/2週 間 ・所 長 の許 可 を得

た 者/1冊/1月 (入 庫 制 限

あ り)

閲覧席 6席 主 に新着雑誌のブラウジングの為 に設 けている。

開館時間 開 館 時 間:9時 ～17時 所内教官には時間外利用のための鍵の貸出な 院生等の利用のために開館時間の
正午から午後1時までは休室 ど を し て い る 。 延 長 が 必 要 とな る か も しれ な い 。

(ただ し8月中は午後休室) そのために必要な人員は院生など

の アル バ イ トを募 集 す る こ とに よ

り行 わ ざる をえ ない。

開館日 開館 日:月 曜 ～ 金曜 土 曜 日 ・日曜 日 ・祝 日 ・本 学 創 立 記 念 日。

毎 月1日(た だ し1日 が休 室の 時 は2日 また は

3日)12月25日 ～1月5日 及 び4月1日 ～5日 。
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施 図書 事務室 ― 図書 事 務 室:51m・ 利用者 用 の 口 ッカ― を設 置 。

設 閲覧室等 閲 覧室:76m2

三 書庫 書庫 スペ ー ス:666m2 3層 に分 か れ てい る。3階 は洋 図書 と洋 雑誌 、 3階 の 洋 図 書 スペ ― ス が な くな っ
A又 2階 は和 書 、1階 は和 雑 誌 を収 蔵 して い る 。 て き て い る。複 本 の廃 棄 な ど を考
備

貨 物用 エ レベ ー タ―設置 。 え る時 期 が きてい る と考 え られ る。

被写機等 カー ド複写機    1台 経費節減のため和雑誌の簡易製本を自館でお
マイクロリ―ダープ リンター1台 こ な っ て い る 。

簡易製本機     1台

情報機器 ・ 業務用端末    2台 利 用 者 用 に情 報 機器 ・ネ ッ トワ ―

ネッ トワーク等 OPAC専 用端末   1台 ク等 の 拡 充 を は か る必 要 が あ る 。

CD-ROM専 用 端末 1台 事 ま た業 務用 と して一 人― 台 の端 末

務用端末     1台 を確保 した い。

資 目録 データ 年間入力冊数  1000冊 新着図書は登録後数日以内に入力 している。遡及入力をすすめるためにはアル

料 の作成(作 遡及 入力 は現在1981年 受 入分 まで終 了 、引 き バイ トなどの導入が必要と思われ

の 業量と速度) 続 き遡 って入 力中 。 また図 書扱 い と して い た る 。

整 統計白書類は逐次刊行物として入力している。
備

資料 の配架I 和洋 と もNDC7版 を使 って 分類 作 業 を行 って 洋 書 に つ い て は特 にNDC7版 での

配置 いる。新着図書は備品登録後数日以内に新着 分 類 は困難 に な って きて いる 。今

棚 に1か 月間 展示 す る。 後はどのような主題分類を採用 し

て い くかが課 題 で あ る。

管 予算 図書 購 入費1 15000千 円 資料費および製本費として予算化。人件費を 購入時期を弾力的にずらして円高

理 (洋雑誌 購 入費=8500千 円) はじめ他の運営経費は研究所全体の予算の中 期に多くの洋図書 ・洋雑誌を購入
運 から支出されている。経費節減のため前年度 す る こ とに よ り 、予 算の 節 約 をは

営 に雑 誌見 直 しを実施 した。 か るべ きで あ ろ う。

運営組織 資料委員会 資料委員会の構成は所員会議で決定 された教

官数 人。年 に数 回の 資料 委 員会 を行 つて い る。

人事 定員3人 、時間雇用 職員1人

業務の見直し 雑誌 の受付 を機械 に よるチ ェ ックイ ンに切 り

替 え中。

あ 京都大学図 附属図書館 との役割分担をどのよ
4J

書館の全体 うに定めるのかが今後の課題であ

像 と部局の る。専門研究図書館 として特色あ

あり方 る資料 収集 ・提供 をい っ そ う進 め

る こ と、 ま たデ ータ ベ ース の構 築

や電 子 ジ ャ―ナ ル の導 入 な どに つ

いても部局図書館と附属図書館の

役 割 分 担 が必 要 とな って いる 。 そ

のためには専門分野に精通 した職

員 の配 置 が のぞ まれる。
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数理解析研究所図書室の現状と課題

項 目
現    状

現  況 説  明

意
義
役
割

意義

学習支援

研究支援

奉仕対象者

教官等      36名

院生 ・研究生等  36名

左以外に

外国人研究員 ・招聘外国人学者等(外 国人訪間者 200余 名)

長期 ・短期研究員/研 究集会参加者(年間延べ2,000名)が 利用。

図

書

館

資

料

全蔵書数 全蔵書数   74,542冊 内 和 書6,337冊

年間受入冊数 800冊 最近 予算不足のため厳選して購入。

雑誌 全所蔵種    1,294種

継続種      696種

電子化 資料

(CD-ROM,

電 子 ジ ャ―

ナル)

CD―ROM     1種

電子 ジ ャーナ ル   1種

新聞 3種

選書(基 準・

委員会等)

選書基準:     有

選書委員会1    有

情
報
提
供

情 報 の 検 索

(カー ド・

OPAC)

カー ド=     継続

OPAC用 端末     台

遡 及入 力 が じ ょじ ょに進 ん でい るの で近 い うちに 、全 蔵書 が機械 検 索可 能 に な る

が 、利 用 者用 の端 末 が1台 しか ない の で利用 者 用 と して 、 カ ― ドは維 持 しな けれ

ばな らないだ ろ う。

レファレンス 代行検索:    実施

文献複写・

現物貸借・

紹介状等

文献複写: 依頼 ・受付

オンライン ・はがき等

紹介状:     実施

学外 か らのコ ピー 申込み は 、400件 近 くあ る。

学外 への依頼 は、1件 のみ。

オ リジナル ・

デ―タベ ース

有(  3種)

学内相互利用

公開事業 講演 会 ・展示 会:有 ・無

市民 へ の公 開: 有 ・無

貸
出
・

閲

覧

利 用 規 程 ・

貸 出(冊 数 ・

期 間 ―方 法)

利用規程:     有

冊数:      3冊

期間:      7日

閲覧席 11席

開館日 開館日数   年間240日

土曜開館:   未実施

施
設
・

設
備

図書事務室・

閲覧室等

図書 事務 室=   65m2

閲覧 室1    105m2

閲覧 スペ ―ス/事 務 スペ ―ス ともに狭 い。

閲覧 スペ ―スに参 考図書 ・新着 図書 ・雑 誌 等 を置 き、それ ぞ れの室 を兼 ね てい る。

書庫 書 庫 ス ペ― ス   295m2

余 裕:      不足

地階 に2か 所書庫 はあ るが、 ほ ぼ満 杯状 態 。

書庫 内 の環境 も良 い とは い えない 3か 所 に わ か れて い て非 常 に不便 であ る。

複写機等 事務用複写機    1台

利用者用複写機  (4)台

所内 の研究 者用 として 3台 、共同利 用研 究集 会等 参 加者 用 と して 1台 の計4台 あ

るが 、図書 室内に は設置 して いないの で、所外 の利 用者 の コ ピーは受付 けていな い。
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情 報機 器 ・ 業務端末:整 理用  2台 DB作 成用に 2台

ネットワ-ク 等 閲覧業務用     台

障害者対応

利 利 用案 内 ・ オ リエ ンテー シ ョン:

用 利用指導 実施 ・未 実施

支 刊行物 図書館刊行物:   無
援

情報公開

資 目録 デ― タ 年間入力冊数  2,000冊 遡及 入 力 を含 む。

料 の作成(作 排架までの日数    日
の 業量と速度)
整

資料の配架. 雑誌:最 近10年分ほどは3階 それ以前は地下書庫
備 配置 図書:利 用の少ないもの地下書庫

資料の保存 劣化資料:   有 ・無

管 予算(図 書 図書 購 入 費:10,000千 円

理 費 、運 営 費) 雑 誌 購 入 費:57,000千 円

運 運 営 費:  37,800千 円

営
事業 計画 、

将来計画

運営組織 図書委員会:  有 ・無

(図書委員会等〉

人事 掛数       1掛 図 書 業務 以外 にR―MS.DBの 作成 やRIMS Preprint(年 間50-60編)お よ び紀 要

(業務分 担 、 定員数      5人 (年6冊)の 発送 等 が ある 。

職 員構成 、 時間雇用      1人

異動等)

安全 管理 ・ 防災訓練=実 施 ・未実施

防災対策

あ 京都大学図

り 書館の全体

方 像 と部局の

あり方

数理解析研究所図書室:現 状 と課題

 数理解析研 究所 図書室は、数学 ・数理科学周辺の研究支援 を 目的 とした図書室で あり、通年の国際

プロジェク ト研究 、年60以 上の共同利用研究集会等に伴 う国内外か らの研究者など、来所者による利

用の比重 が極 めて高 いとい う特徴 がある。 この点、学習支援 を1つ の柱 とし、主 として同一部局内あ

るいは学内の利用者 を対象 とす る図書館 ・室 とはかな り性格 を異 にしている。

 さらに、共同利用研究所 として、発足当初 より、数理解析周辺の専門学術雑誌 、書籍、 レクチャー

ノー トや プロシーディングその他の研究情報 をで きる限 り網羅 的に収集す ることを方針 としてお り、

単独の図書室 としては例外的に昭和49年 度岸本奨励賞 を受賞す るなど、外部か らの評価 も高い。
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原子炉実験所図書室の現状と課題

項 目 現  況 説  明

意 意義 奉仕対象者 教官 等 に は、技 官、教 務職 員 を含 め る。

義 学習支援 教官等     134名
役 研究支援 院生 ・研究生等  57名
割 学生 名 ・留学生   名

図 全蔵書数 全蔵書数   44,593冊 1998年 度 統計 によ る。統計 は以 下 同年度 。

書 蔵 書構 成 ・ 専 門研 究 図書  44,593冊 特に、図書資料については全体的
館 分野等 学生用図書     冊 に 古 くな って お り、 資料 を更 新 し
資 て い く必 要 が あ る。
料

年間受入冊数 669冊

q 全所蔵種    1,050種 予算削減のため、外国雑誌を大幅

継続種     302種 に減らしており、外国雑誌が利用

の中心である図書室にあってどの

ように情報 を提供できるかが課題

とな っ てい る。

電子化資料 CD―ROM     4種

(CD-ROM, 電子ジャ一ナル   種

電 子 ジ ャ―

ナル)

新聞 1種

選 書(基 準 ― 選書基準:     無

委員会等) 選書委員会=    無

情 情報の検索 カー ド=     継続

報 (カ ― ド・ OPAC用 端末    1台

提 OPAC) 遡及入力      0件
供 レファレンス 代行検索1    実施 NACSIS-IR,JOIS,STN-lnternational

文 献 複写 ・ 文献複写: 依頼 ・受付 学 内 につ いて は、依頼 、受付 ともに 申込書 に

現 物 貸借 ・ オ ンラ イン ・はが き等 よる 、マ ニ ュアル方 式 で実施 。学外 につ い て

紹介状等 紹介状:    未実施 は、 オ ンライ ン方式 で依 頼 のみ実施 。

学内相互利用 学 内ILL=    参 加

依 頼 ・受 付

新 着 案 内 ・ コ ンテ ンツ 但 し、新 着雑誌 につ い て は、1週 間分 を ま と

コ ン テ ン ツ シ― トサ― ビス:来 実 施 めて図書 室ホ ―ムペ 一 ジに掲 載 して い る。新

サ-ビ ス等 着 図書 を月報 と して広報 してい る。

オ リジナル ・ 無

デ― タベ― ス

公開事業 講演会 ・展示会1  無

市民への公開:   無

(その他) 図 書室 ホ― ムペ 一 ジ 図 書 室 ホ ー ム ペ ― ジ は図書 室 か ら

の情報発信源として活用 されてお

り、 さ らなる充 実 が課題 で ある。

貸 利 用 規 程. 利用規程:     無

出 貸 出(冊 数I 冊数: 冊数制限はなし
●

期間 ・方 法) 期間:      14日
閲 方 法:   マ ニ ュアル
臣4=
見 閲覧席 17席

開館時間 開館 時間= 9:00～17:00

延長開館=   未実施

昼休業務:   未実施

開館日 開館 日数       246日 近くの守衛棟で図書室の鍵を借りることができ

土曜開館:   未実施 るので、時間外で も図書室 は利用可能 であ る。
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施 図書事務 室I 図 書 事務 室:   67m2

設 閲覧室等 閲 覧 室=     43m2
■

照 明 ・空 調 ・ 良好 「京都 大学 附属 図書 館 ・室 利用 者 ア ンケ ― ト」
設 騒音等 で は 、照 明 、空調 、騒 音等 に、不 満 はない と

備 の こ とであ った。

書庫 書 庫 スペ ―ス  317m2

集密書架=     有

余裕=     若干有

複写機等 利用者用複写機   1台 利用者用複写機を事務用と兼用 している。

リ― ダ― プ リンタ ― 1台

情 報機 器 ・ 業務端末:整 理用  3台

ネットワ―ク等 閲覧業務用     台

障害者対応 未実施

(その他) 利用者用端末    2台 学内LANに 接続された端末 を自由に利用でき

るよ うに して いる。 利用 も多 い。

利 利 用 案 内 ・ 案内板=      無

用 利 用 指 導 ・ オ リエンテ―ション:未 実施

支 案内板
援 刊行物 図書館刊行物:   無

資 目録デ ー タ 年間入力冊数   260冊 和 書159冊 、洋書101冊

料 の作成(作 排架までの日数   1日
の 業量と速度)
整
備 資料の配 架 ・ 図書は、和洋混排のUDC順 分類配架。雑誌

配置 は和 洋別 に書名 の アル フ ァベ ッ ト順 に排架 。

資料の保存 劣化資料:     有 マ イ クロ ・フ ィル ム(ア メ リカ原 子 力委 員会 ど の よ うに 、 マ イ ク ロ ・フ ィ ル ム

レポ ― 卜)に 劣化 が見 られ る。 を保 存 す るか が問題 であ る。

管 予算(図 書 図 書 購入 費: 1,089千 円

理 費 、運 営 費) 雑 誌 購入 費:20,518千 円

運 運 営 費:  12,545千 円

営
事 業計 画 、 無

将来計画

運営組織 図書委員会:    有

(図書委員会等)

人事 掛数        1掛

(業務 分 担 、 定員数       2人

職 員構 成 、 間雇用       1人

異動等)

業務の見直し 情報メディア室 実験所内での情報流通を担当する柱として情 将 来 的 に 、図 書掛 、情 報 メデ ィア

報 メデ ィア室 が設 置 されて い る。図 書掛 員 も 室との業務分担の見直しと統合が

メデ ィア室 員の併 任 とな って い る。 問 題 となる。

研 修 、 無

講習等

あ 京都大学図
り 書館の全体
方 像 と部局の

あり方
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霊長類研究所図書室の現状と課題

現    状 課  題
項 目

現  況 説  明

意 意義 奉 仕 対 象 者(H11.5.1現 在) 共同利用研 究施設 のため、研 究所員 「霊長類に関する学術研 究成果 を網羅する」 とい う

義 学習支援 教職員     110名 の他 、学内外か らの共同利用研 究員 収書方針 に基 づき、専 門図書館 としてはある程度

役 研究支援 院生 ・研究生等  47名 の利用が多 い。反 面、遠 隔地で ある の評価 は得 られている。 しか し、遠 隔地 では京都

割 留学生      7名 ため、他部局の学 部学生等の利用 は 地区 と同等 のサービスが受 けに くいため、本 来な

その他(共 同利用研究員等) ほ とん どな い。要 するに、霊長類学 ら附属図書館 や他 部局 の図書館 ・室に委ね られる

141名 研究者中心 の専 門図書室である。 はずの学習 図書館他 の役 割 も求め られ、一部局 の

学生       0名 予算では対処 しきれない点 が課題 となっている。

図 全蔵書数 全 蔵書 数   18,379冊 蔵書構成 は、霊長 類学 を中心 と し、 霊長類学 とー 口に言 って も、内容 は動物学 のみ

書 (H11.3.31現 在) 関連 する心理学 ・民俗学 ・生化 学 ・ ならず、多 岐に渡 る。京都地区では、専 門周辺分

館 年間受入冊数 年間受入冊数   412冊 古地理 学 ・古生物 学 ・生物 学 ・解剖 野の図書 については、附属図書 館及 び他部局 の図

資 (内 、購入 冊 数85冊) 学 ・医学 ・環境保全 ・実験動物 の保 書館 ・室 が利用 できるが、遠 隔地のため、一 部局

料 蔵書 構成 ・ (平成10年 度 実績) 護等、多岐 の分野に渡る。 で霊長類学以外の様々な分野の資料収集を求めら

分野等 れる。 しか し、多様な分野 の要望に対処 しきれず、

利用者 は 、自分 の研 究分 野関連の蔵書 が少 ない、

あっても古 いとい う不満 を抱 えることになる。

また、附属図書館 か ら推薦依 頼のある学生用 図

書や高額図書も、附属図書館備え付けでは実際は

ほとんど利用 できないため、毎 年放棄 せざるを得

ないのが現状である。

物理的 な距離の遠 さは変 えよ うもないが、現物

貸借 などサ ービスの面 において、今後 、京都地区

の図書館 ・室 との相互利用 が進 むこ とが期待 され

る 。

綿 全所蔵種     347種 雑誌 の図書 室単独購入分は18種 、他 図書購入は単年度の出費で済むが、雑誌には継続的

(H11―3.31現 在) 部門 と共同購入が8種 と極 めて少な な支 出が必要 とな り、限 られた予算では選定基準も

継続種      124種 い。その反面、重要な雑誌ばかりであ 厳 しくな らざるを得 ない。 しかし、図書室購入の雑

(内 、購入 種数112種) るため、値上がりがあっても購入の打 誌は共通性 の高いもの とされているが、実験系の分

(平成10年 度 実績) ち切 りはしていない。その他の専門分 野では図書 では情報 が遅すぎ、研究部門によっては

野の雑誌の購入は各部門の予算を使う 共通図書の恩恵 を受 け得ないという意見 も無視でき

ため、各 々の教官の判断に委ねられる。 ない。特に雑誌購入には大学院学生の意見が反映し

部門購入分については、年々の著 しい に くいこともあり、図書室 として、図書購入の予算

値上がりによって、次々と中止 されて と雑誌購入の予算の兼ね合 いや、図書 ではな く雑誌

いるのが現状である。 が重要という特定の分野の資料への配慮が必要とな

って きて い る。

電子化資料 CD―ROM     4種 図書室自体の電算化が遅れていたた 附属図書館のCD―ROM、 電子 ジャ-ナ ルが研究所内

(CD-ROM, 電子ジャーナル   2種 め、電子化 資料 の所蔵 はまだ少ない。 の端末か ら利用できるよ うになったことは、遠隔地

電 子 ジ ャ ー (H11.3.31現 在) この数年で図書室の環境は整 ったが、 に とって非常に有意義なことであり、今後の種 類の

ナル) 現在は附属図書館の電子化資料に頼る 増加や同時 アクセス数の拡大が大いに期待 されてい

面が大きい。 る 。

(その他) 霊長類学別刷 1977年 以来 、国内外の著者に葉書で 予算 ・所蔵資料数の少なさを補う貴重 なコ レクショ

コ レク シ ョン 直接寄贈 を依頼するという方式で、霊 ンである。 かつては目録 力― ドによる第―著者名か

長類学関連の別刷の収集を続けてお らのみの検索 しかできず、非常に不便であったが、

り、現在では約7万 点に達 している。 ここ数年データベ ―ス化 が進み、所内ネ ッ トワ―ク

寄贈依頼に対 し、約8割 の応答があり、 によって研究室か らの検索 も可能になった。残 る問

また、依頼 した以外の論文も届 くこと 題 は収納場所の不足である。研究所新棟建設に伴 い、

があるため、毎 年約4,000点 ずつ増加 平成7年 に別刷のための―部屋を増設できたが、現

してい る。現在 はB4・4段 の 引 き出 在 では既に8割 近 く使用 しており、収納キャビネッ

し型 キ ャビ ネッ トに 、1段500点 ず つ トの種 類の見直 しや全文の電子化など、新 たな対策

収納 している。 を講 じなければならな くなってきている。

選 書(基 準 ― 選書基準:     有 年3回 、研究所員か らの推薦 に基づ き、蔵書に対する不満の割には、共通図書の推薦が少な

委員会等) 選書委員会:    有 図書委員会(教 官4～5名)で 選書。 く、推薦者の偏 りも見受けられる。共通図書の推薦

推薦者 の資 格制限 はない。(教 職員 、制度 は知っているが申 し込んだことがないとい う人

大学院学生、その他、共同利用研究員 数 の多 さが課題である。受付 は随時行 っているが、

まで可)。選書方針 は 「霊長類に関す 実際の選定 は年に3回 しかで きず、希望 してか ら実

る学術成果 を網羅する。」である。 際 に納品されるまでの期間の長 さが推薦意欲 をそい

でいる面 もある。
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情 情報の検索 カ― ド:     継続 平成10年 度に遡及 入力を完了 したた かねてよ りデータベ― ス化の遅 れについては大 き

報 (カ ー ド・ OPAC用 端末    1台 め 、OPACに よる霊 長類研 究所所蔵 な課題 となっていたが 、ハー ド面においては図書

提 OPAC) 遡及入力     完了 分の検索が可能に なった。 なお 、紛 館 システムの リプレイスにより、また ソフ ト面 に

供 失図書調査 などの事務上の必要か ら、 おいては科学研究費の交付 によつて、 この数年 で

カ ー ドは 廃 止 し て い な い 。 ま た 、 ―気 に解消 された
。なん とい っても、切 実に求 め

種々の コンピュー タ検索 は各 自の研 られていた 「霊長類学文献索引データベース」 を

究室 で行い 、図書 室内で はこれ まで 所 内ネ ッ トワ―クに乗せ られ るようになった点 は

の習慣か らカ― ド検索 をす るという 大 きい 。 ま た 、OPACに 関 して は、 こ れ ま で は 自

利用者 もまだ多いようである。 部局所蔵分 は入 力数が少 なす ぎ、また、他部局所

蔵分 は遠隔地 からでは実際には利用できないため、

オリジナル ・ 有   (   1種) 「霊長類学別刷 コレクション」の書誌
OPACで 検索 する意味 がなかった。 しか し、自部

デ ータベ ― ス 霊長類学文献 情報デー タベ-ス である。平成7年 局所蔵分の遡及入力が完了し、他部局の資料も所

索 引デ ―タ ベ ース 度より図書室職員の手で入力を開始 蔵部局 によっては利用可能にな ったため、OPAC

した。平成9～11年 度 には科学研究 検索は霊長類研究所所員にとっても有意義なもの

費補助金研究成果公開促進費の交付 に変 わった。 しか し、この点 はまだ研究所員に浸

があったため、まとめて入力委託 が 透 してお らず、また、「霊長類学文献索引デ ―タベ

でき、既に8割 程 度の入力が完了 し
―ス」 との内容 ・検索方法の混 同も見受 けられる

。

てい る 。平 成12年 度 に は 、NACS―S― 研究所 員のほとんどが コンピュ―タを所有 してお

IRで公開予定である。 り、所 内ネッ トワ―クを通 じて研究室か らの検索

も容易になっている。この環境 を生かすためにも、

今後の広報 ・利用指導が必要 である。

文献複写・

現物貸借・

紹介状等

学内相互利用

他大学文献複写:

依頼のみ ・オンライン

紹介状:     実施

学内ILL:     参加

依頼 ・受付

学外 に対 しては依頼のみ オンライン

で行 い、学 内 ■Lで は依頼 ・受付 を

行 ってい る。以前 は、京都地区 との

相互利用制度 に入 ってお らず 、ILL

の依頼 はすべて他大学 とのや り とり

であった。 しかし、平成10年4月 よ

り、学内.LLに 参加 し、本来 な ら利

用者 が直接所蔵図書館 ・室へ 出向 く

ところを、遠隔地の ため 、学内便 で

対応 しても らえるように なった。 こ

ち らからの送付 は主 と して学 内便 、

必要 に応 じて郵便 ・FAXで も行 って

いる。また、同年7月 の霊長類研究

所図書室利用規定の改正 により、他

部局 への図書 の貸 出が認 め られたた

め、―部の 図書館 ・室 とは、郵便書

留 による現物貸借も始 まった。

蔵書 数が少ないため文献複写 に頼 る面 は非常に大

きい。かつての利用者の満足度 は高 く、満足 して

いる理由 として、「早 い」 とい う理由が多数見受け

られた。 これは平成4年 度に ―LLシステムがオン

ライン化 され、文献入手 までの期間が かな り短縮

されたためである。 しか し、その後加入 した学内

―LLでは、依頼 ・送付 とも週2回 の学内便 を利用

するため、他大学への依頼 なら2～3日 で手に入

っていた資料 が、依頼 日によっては2～3週 間近

くかかるよ うになった。 その ため、最近では、以

前は全 く見 られなかった 「遅 い」 とい う不満が出

始めてい る。学内 ―LLへの加 入がむ しろサ― ビス

の低 下 を招 くこ とになったが、学内 にある資料 を

他大学 に依頼 するわけにはいかず、今後、学内 ■L

の システムのオンライン化 など改善が期待 される

ところである。 しか し、これは相手の図書館 ・室

の事情があ り、大変困難 といえる。但 し、学内へ

の依頼は複 写料 も安 く、送料 もい らないため、か

つての不満点であった 「高 い」 という点が解消 さ

れたこ とだ けは救い である。 また、学内 ■L参加

を契機 として、現物貸借 の道 が開 けた利点 も大 き

い。まだ、こち らか らの貸 出冊数の方が若干上回

っているが、今後 の現物貸借対応部局の増加に期

待 す る。

貸 利 用規程. 利用規程:     有 資料 の性格 により、貸 出期限 は図書 余 り制限 を設けていないため、不満 は出ていない。

出 貸 出(冊 数 ・ 冊数:    制限なし 1か 月 ・製本雑誌3日 ・未製本雑誌 制限 を設 けな くてもセキュ リティ上の問題が ほと
● 期 間.方 法) 期間1      30日 一 晩の区別 をして いるが 、冊数 や利 ん ど出ないのは、小 さな図書室 の良 い面 ともいえ

閲 方 法:   マニ ュァ ル 用者の身分による制限 はない。 る。貸出手続 きのコン ピュータ化 を望 む声 も―部

覧 開館時間 開 館 時 闘: 9:00～17:00 夜 間開館 ・休 日開館等 は実施 してい に はあ るが、完全 実施 すると、随時閲覧 ・貸出で

開館日 延長開館:   未実施 ない ものの、実際 は、研究所 員であ きる現状 を維持 できな くな り、現状の利用者の満

昼休業務:    実施 れば終日利用可能である。 足度 との兼ね合いが難 しいところである。

開 館 日数1   245日

土曜開館=   未実施
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施
設
・

設
備

図書事務室・

閲覧室等

図書 事務 室1   20mZ

閲覧 室=     40m2

閲覧 席:     14席

閲覧室 の半分 は新着 雑誌 で塞 が り、

残 る半分 もコンピュータ等 の機器 が

増 えるにつれ、実際 の閲覧 スペ ―ス

が減 りつつある。

図書 室の物 理的環境 についての満足度 は非常 に低

い。「狭 い」 というのが最大の不満であり、照明や

閲覧席への不満 を生 む原 因 ともなっている。 スペ
―スのない ところに無理 に書架 を入 れたため

、照

明が隅 まで届 かな くな り、資料 ・機器類の増加 を

閲覧席の減 少 で凌 いだため、閲覧席や大机の増設

等の要望が 出る。教官 には閲覧 席より書架 を とい

う意見が多 いが、大学 院学生 ・外国人研究者等 か

らは、閲覧室の充 実を望 む声が高い。資料 は増加

する―方で あり、学 内で重複 資料 があっても、遠

隔地 であ るためど うして も自館 で保存 しな くては

な らない。集密書架の増設 、資料の電子化 も考 え

られるが 、集密書架 にもやは り限界 があり、全 て

の資料の電子化 も不可能 であるため、実際 には根

本的な解決方法 は見いだせ ていない。

書庫 書庫スペ―ス   187m2

集密書架=     有

余裕:     若干有

数年 前 まで図書室 は飽和状態 にあっ

たが、平成7年 に図書室 の隣 にあっ

た骨格標本室が新棟 に移転 し、その

後 を別刷 コレクションのための 『文

献資料室」 として使 用するこ とが認

め られた。 そのため図書 ・別刷 に関

して は若干の余裕 を得 たが、それか

ら4年 以上た ち、既 に雑誌 、特 に紀

要類 の スペ-ス は全 く余裕 がな くな

った。

複写機等 白黒 複写 機     2台

カ ラー コピ―機   1台

カ ラ― プ リンター  1台

ス ラ イ ド作 製機   2台

ポラロイドフィルムレコーダ―1台

図書 室内に研究所 員共通 のコ ピー室

があ り、機 器類の管理 は図書室職 員

に委 ね られているが、図書 室の機器

とい うよりは、研究 所内全体の機器

として使用 されている。

研究所内共通の機器類 は図書 室に置 くという慣習

のため、機 器類 は充実 しているが、全体の スペ ー

ス不足 との兼ね合 いが難 しい。また、検索用端末

をデ ータ入力用 に回 しているため、利用者用端末

がやや不足気味 ではあるが、来 年度 までの―時的

な処 置で あり、実際 はほ とん どの研究所員 が研究

室の コンピュータで検索 しているため、現在 は大

きな問題 とはなっていない。それよりもサ ―バ と

している コンピュ―タの性能不足 によ り、デ ータ

ベ ―スの研 究所 内への提供 が度 々停止 する点 と、

研究所外 まで提供 の範 囲 を広げ られない点 が問題

である。

情 報機 器 ・

ネットワ-ク等

端末=図 書業務用  2台

デ―タ入力用    1台

利用者 ・入力併用  2台

利用者用      1台

サ―バ       1台

現在 は、通常の図書 業務 の他 に、別

刷デ ―タベ ―ス作 成中 である ため、

デ― タ入力用 と して3台 の コン ピュ
―タ を使用 している

。その内の2台

は利用 者の検索 用 との併 用で ある。

「霊長類学文献索引デ一タベース」の

研究所内への公開の ため、1台 をサ
ーバに当てている

。

利

用

支

援

利 用案 内 ・

利 用指 導 ・

案 内板 ・

刊 行物

案内板:      無

オリエンテ―ション: 実施

図書館刊行物=   無

新大学院学生(研 究生含 む)向 けの

オ リエ ンテ-シ ョン を、毎 年4月 初

め に行 っている。その際に配布す る

「利用の しおり」の他 は、広報誌の よ

うなもの は発行 していないが、所内

ネ ッ トワ―クを通 じて、必要に応 じ

て 「お知 らせ」「新着資料 ニュース」

な どを流 している。

研究所ホ ―ムペ ージの掲示板 や電子 メ―ル を利用

す るこ とで 、壁 に掲示 をする とい う方法 に比べ 、

通知 は個 々の利用 者ヘダイ レク トに届 くよ うにな

った。 その反面 、短期滞 在の研 究者 ・外国人研究

者 に対 して 、連 絡が行 き届 かない面 も否 めない 。

新大 学院 学生 以外 は 、受入 時期 、受 入期間 など

様々 であ るため、ま とめてのオ リエンテ―シ ョン

も難 しい。疑問 にはその都度 図書室職 員が対応 し

てお り、また、英語 での案内板 も製作中 であるが、

まだ多 くの部分 を受入部門の対応 に頼 っている。

資

料

の

整

備

目録 デ ―タ

の作 成(作

業量 と速度)

年間入力冊数

 年間受入冊数の約9割

排架までの日数   1日

NCに 書誌のあるものについては図書

室 で所蔵登録 、書誌のない もの は附

属図書館の 目録掛 に依頼 している。

かつ ては目録業務 はすべて附属図書館 に任 せてい

たが 、平成8年 度 に所蔵 登録 を開始 し、新 システ

ムに よって即 日の登録番 号取得 や翌 日のカー ド打

ち出 しもできるよ うにな ったため、遠隔地 に とっ

ては、大幅 な期 間短縮 となった。業務 量も、業務

開始当初の研修 時期以外 は、標 題紙 の コピーに必

要事項の メモ をつ けてその都度附属 図書館 に送 る

という手間 と比 べて、 さほど変わ りはない と思 わ

れる。

資料 の配架.

配置

開設当時か ら国際十進分類法(UDC)

を使 用 。UDCに は数字 だ けでな く

「:(関 連)」「=(言 語)」 「/(連続)」

等 の 記 号 の併 用 が あ る。 霊 長 類

(599.8)以 下の分類 に関 しては、サ

ルの種類 によって独 自に細分 してい

る。

UDCは 初 めての利 用者 には馴染 みが薄いが、それ

でも大まかな配置 自体に はす ぐに慣れる。 しか し、

数字の他 に記号 を併用 した場合の配架順序 は、長

年の利用者 でも理 解 しづ らいよ うであ る。 目録 で

調べ た図書 を書 架か ら探 し出せなかった り、閲覧

後、順 序が分 か らず別の場 所へ戻 して しまうため、

記号 を使 ってあ る図書 の紛 失が 目立 った りす る。

分類 の際 、なるべ く記号の使用 は控 えて いるが、

以前の もの との関係で どう して も使 わ ざる を得な

い。新入生対象 の オリエ ンテ― ションでは特 に詳

しく説明 し、掲示 も して対処 しているが、 どう し

ても浸透 しに くいのが問題点である。
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管 予算(図 書 図書 購 入 費1  919干 円 図書室の諸費は 「図書委員会予算」 予算は資料費 ・運営費の区別 な くまとめて配分 さ

理 費 、運営 費) 雑 誌 購 入 費: 1114千 円 と して配分 される。資料費 は、図書 れ る。人件費、雑 誌購 入費などある程度決 まつて

運 (図書室) 購 入 はほとん どが図書委 員会 予算 、 い て減 らせない部分があるため、図書購入費 と備

営 雑誌 購 入 費= 5686千 円 雑誌購入 は、図書 委員会予算 では2 品 ・消耗品費で調整 しな くてはな らない。 もとも

(部門) 割 にも満 たず、あ とは各部門の校費 と備品 ・消耗品 費はわずかであり、なにか特別な

運営 費=   3752千 円 で購入 されている。運営費の8割 は 出費があ つた ときの しわ寄 せは、すべ て図書購入

(H10年 度 実績) 時間雇用の人件費 であり、残 りが通 費に まわ る。図書 室の要 ともいえる図書購入費が

信 費 ・備品 ・消耗 品費 な どであ る。 そうい う不安定な状況 であるのは大 きな問題であ

平 成9～i1年 度 に は 、デ ー タベ ー ス る 。

作成のための科学研 究費が配分 され、

特別に謝金 ・入力委託費が得 られた。

運営組織 図書委員会:    有 図書委員 は教官4～5名 、任期 は2 所属 と しては共同利用掛 となっているものの、図

人事 図書掛      なし 年 で毎年半数 を入 れ替え る。図書委 書 掛長がお らず、運営 は教官 からなる図書委員会

(業務分 担 、 (共同利用掛所属) 員長の任期 は1年 である。図書掛 と に委ね られている。教官 の図書室の充実に対する

職 員構 成 、 図書室定員数    1人 して独立の掛 はな く、図書室 は共同 理解は高いものの、種 々の決定事項 は、その年の

異動等) 時間雇用     1.5人 利用掛 に属 してい る。定員1人 が図 図書委 員の考 え方に大 き く左 右 される面 があ り、

書業務全般 を行い 、週30時 間勤務 と 委員の任 期1～2年 という短 いサ イクルで方針 が

15時 間勤務の時間雇用職員 が主 と し 大 きく変わることもあり得る点が問題ともいえる。

て別刷の収集業務及びその他の補助

を行 つてい る。

あ

り

方

京都大学図

書館の全体

像 と部局の

あり方

図書 掛 と しての独 立の掛 が ない上 、

遠隔地 であるため、以前 は頻繁 に情

報の遅 れ ・漏 れが生 じた。 また、他

部局 との交流 も少なかった。 しか し、

附属図書館 と部局 図書館 ・室の会議

の あ り方が変 わり、掛の ない図書室

からの参加 も認め られた こと、電子

メ―ルでの連絡が増 えたことにより、

情報の遅れ ・漏れはかなり改善 され、

また、相互協 力業 務の 開始 に伴 い 、

他部局 との関わりも増え始めている。

 ―部局 の小 さな図書室 であるに もか かわらず、

愛知県 とい う物理 的な距離の遠 さの ため、他 部局

の図書館 ・室か ら隔絶 しがちであ り、不利益 を被

ることも多かった。 しか し、附属図書館 との会議

や学内 ―LLへの参 加は、霊長類研 究所 も京都 大学

の―部局 である とい う意識 を相互 に与 えることと

なった。

 また、 コン ピュ―タの性能の 向上 および資料の

電子化 は物理的 な距離を埋める大 きな手段 とな り、

情 報の伝 達 ・資料 の活用 にお いて大 きな前進 とな

った。予算面 においても、これまでは共同では資

料が利用できないため他部局 との共同購入 などは

あ り得 な か っ たが 、CD―ROMの オ ンライ ン利 用 は 、

吉 田地区の3部 局 とのPsycLitの 共同購入 とい う新

たな展開 をもた らした。 コンピュ―タの活用、電

子化資料 については、今後の―層の充実が期待 さ

れ る。

他 部局 との関連 においてはともすれ ばサー ビス

を受ける側 と してのみ考 えが ちであるが、学 内か

らの現物貸借依 頼が徐 々に増 加 してい ることや 、

「霊長類学文献索 引デ―タベ ース」の充実に伴 い、

サービス提供の可能性 も高 くなってきた。相手館

の遠 隔地 に対 するサービス改善 に期待 しつつ、相

互協 力の理念 に基 づき、こち ら側 から何が提供 で

きるかについて も検討すべきであろ う。
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東南アジア研究センター資料部図書室の現状と課題

1 意義役割

1 意義

 地域研究 センター としての東南 アジア研究 センターの 目的は、東南 ア ジアおよび その周辺諸国 を総

合的 に研究す ることであ り、図書室の機能 は、研究支援機能 である。図書室 の利用者 には、学 内外 の

留学生 を含 む院生 、研究生、学生 も含 まれ、1998年4月 よ りアジア ・アフ リカ地域研究研究科 が新設

されたので 、教育の 目的に も応 じることが要求 されるようになつた。 さらに、COEに よる資料購入が

1998年 度か ら始 まっているので、資料セ ンター創設への構想がある。

2 研究および学習支援

 センター図書室 が奉仕対象 とす る利 用者 は、東南アジア研究セ ンターの教員32名 、アジア ・アフ リ

カ地域研究科の教員32名 および、これ らの研修員、院生 、および研究 に従事す る者6名 を中心 に、そ

の他 学内外の東南 アジア研究 に携わ る者約50名 とい うことにな り、以前 に比べ ると、利用者の対象 が

広 がった。学 内外の利用者の 中には、東南 アジアか らの研究者お よび留学生 、その他の市民 も含 まれ

る。

皿 図書資料

1 全蔵書数

 1998年 度 末 の累 計 登 録数 は、86,202冊 に及 んで い る。 この うち、洋 書(東 南 ア ジアの現 地 語 を含 む)

は、66,609冊 、和 書(日 本 語 、 中国語 、韓 国語)は 、19,593冊 で あ る。東 南 ア ジア現 地語 で 書 かれ た図

書 は 、分類 上 別 に な ってい る。 この うち タイ語に よ る図書 は、4,954冊 、 イ ン ドネ シ ア語 によ る図書 は、

4,171冊 で あ る。(1998年5月 現 在)そ の 他 、 ビル マ語 や マ レーシ ア語 な どが あ る。 ま た、4,872リ ール

のマ イク ロ フ ィル ム と、495ケ ース(大 型 の ケー ス も含 む)の マ イク ロ フ ィ ッシ ュ も登録 して い る。

2 蔵書構成分野等
 セ ン ターの研究 活 動 は、東 南 ア ジア と呼 ばれ るベ トナ ム、 ラオス 、 カ ンボ ジ ア、 タイ、 ビル マ(ミ

ャンマ ―)、 マ レー シ ア、 シ ンガ ポ ール 、 イ ン ドネ シア、 フ ィリピ ン、 ブル ネイ と、 ス リラ ン カ、バ ン

グ ラデ シ ュ、 イ ン ド等 の周 辺 地域 に関 す る、 自然科 学 を含 む全 研 究 分野 で あ るの で 、 これ らの地 域 と

主 題 に 関す る図 書 資料 が あ る。特 に、 イ ン ドネ シ ア と タイ につ い て は 、 マ レー シ ア/シ ンガ ポ ール 、

フ ィ リピ ン、ベ トナ ム に比 較 す る と、最 も タイ トル数 が 多 く、 イ ン ドネ シア語 と タイ語 で書 かれ た図

書 も同様 に、他 の東 南 ア ジアの 言語 の 中で は、最 もタ イ トル数 が 多い 。 また、 主 題 で は、社 会 、文 化 、

経 済 学 、政 治 学 等 の社 会 科 学 へ の 関心 が 高 く、文 学 、哲 学 、宗 教 、美 術 や 、科 学 技 術 が続 き、言 語 学

につ い て は少 ない 。

 現 地 語 図書 室 に は、 さ らに フ ォ ロ ンダ ・コ レクシ ョン とチ ャラ ッ ト ・コ レク シ ョンと呼 ば れ るスペ

シ ャル ・コ レク シ ョンが あ る。 フ ォロ ンダ ・コ レク シ ョンは、所蔵 者 で あっ た フ ォロ ンダ教 授 の 出 身

地 で あ る、 フ ィ リピ ンの イ ロ コス地 方 の 、歴 史 、文学 、民族 誌 に関 す る イ ロカ ノ語 お よび タガ ログ語

を含 む 約7千 点 の コ レク シ ョンで あ る。 チ ャラ ッ ト ・コ レ クシ ョンは 、9千 余 冊 の元 タイ国務 省職 員 チ

ャ ラ ッ ト氏 の コ レク シ ョン を購 入 した もの で、97パ ーセ ン トは、 タイ語 で あ り、 この うち4,184冊 は 、

「葬式 配布 本」 と称 され る貴 重 な資 料 で あ る。 タイ国外 で は、最 も大 きな コ レ ク シ ョンで あ る と思 われ

る。 これ らの東 南 ア ジア現 地語 に よ る資料 は 、1983年 度 か ら継 続 して い る 「東 南 ア ジ ア現 地 語 図 書 整

備 計 画 」 に よ る、 特別 予 算 で購 入 され た もの で ある。 この 特別 予 算 に よ り購 入 され た、 未登 録 分 も含

めて 、約5,300リ ール のマ イク ロ フ ィル ム と、約2,800ケ ースの マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュが 、マ イ ク ロ フ ォー

ム室 に所 蔵 され てい る。オ ラ ンダのlnter Documentation Centerの 製 作 した、 コー ネル大 学 の イ ン ドネ

シア に関 す る蔵 書 の マ イ ク ロ フ ィッシ ュ を初 め、 ア ジア諸 国 の統 計 、 お よび 、 イ ン ドシナ に 関す る雑

誌 等 が 多い 。

しか しなが ら、東南 アジア各国に関す る基本的な図書の うち欠 けてい るものがあることを指摘 され
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ていることは、選書 を計画的に行 って こなかった ことの結果で ある。研究 科の開始 に伴 って、専門研

究のための図書以外 にも、院生の ための図書に対する要求 があることは必至であ り、蔵書構成 につ い

ては、本格 的に見直 しが必要 と考 えられる。

3 年間受入冊数

 1998年 度 の年 間受 入 冊 数 は、3,940で あった 。 うち洋書 は3,108冊(図 書1,943冊 、雑 誌1,165冊)、 和 書

は832冊(図 書615冊 、雑誌217冊)で あ る。例 年 この他 に、科 学研 究 費 、個 人 研究 費等 に よ り購 入 され

登 録 す る図書 を受 け入 れ る。2年 前 よ りcoEに よ る図書 の購 入 も始 まっ て い るが 、 セ ン ターの 図書 室

に受 け入 れ るの は、 その一 部 で あ る。

 この他にセ ンターには、東南アジアの諸言語で書かれた資料購 入のための特別予算が あるが、平成

10年度 は、1,058冊 をこの予算から購入 した。

4 雑誌

 購読 してい る雑誌 は、和雑誌3タ イ トル、洋雑誌96タ イ トルの計99タ イ トルである。他 の部局 との

重複 を避 け るために購読数 を減 らし、東南アジアに関す る雑誌のみに限定 しようとした試 み もあった

が、実現 しなかった。研究科 との調整や、coEに よる財源が無 くなった時の ことも考 えなければな ら

ない。 また、国内の業者 の選定が、本部 によってたび たび変更す ることもあるので、欠号の補充 、繋

ぎが問題 とな ることが ある。セ ンター図書室で管理 してい る全所蔵雑誌 リス ト(年 刊 や年鑑 を除 く)

によると、1,182タ イ トル(和392、 洋790)が ある。バ ックナ ンバ ーの中の欠号 を補充することは、大

きな努力 を必要 とす るが、や らなければならない ことで ある。 また、製本 に要す るコス トがかか りす

ぎて、現在 は、COEの 財源か ら一部を支払 っている。

5 電子化 資料(CD―ROM、 電子 ジ ャーナル)

 電 子化 資 料 は まだ、Encvcloaedia of Religionを 初 め、 CD-ROMが4タ イ トル あ るだ けで あ る。数 が 多

くな らない うち に な るべ く登 録す る方針 で あ る。 昨 年度 は 、電 子 ジ ャー ナル のBibliograDhv of Asian

Studiesを 初 めて 契約 した が、ハ ー ドコ ピーの 時代 に比 べ て非 常 に便利 に なっ た。 セ ンターの所 員 会議

で利 用 を促 す よ うに発 言 した が、 セ ンターの研 究 者 よ り も、院 生 お よび外 部 か ら来 る利 用者 の 方 が よ

く利 用 して い る。

6 新聞

 セ ンターの 外 国人 用 にJaDan Timesを 購 読 して い る。東南 ア ジアで最 も代 表 的 なNew Straits Times

も追加 した。 イ ン ドネ シ アのKompas と、 タイのBangkok Postは 、か な り長 い期 間購 読 して い る。

最 近 さ らに3タ イ トル を追加 した 。重要 な 日刊紙 は 、東南 ア ジ ア各 国 に もっ とあ るが 、国 内 の取 り扱 い

業者 を通 して 購読 す る こ とは 、大 変 難 しい。バ ックナ ンバ ー は、 マ イク ロ フ ォー ム と して 、 か な りの

タイ トル を購 入 して い る が 、マ イ ク ロ フ ォー ムの 登録 が完 全 で ない こ と と、NACSIS-CATへ の デ ー タ

入 力 が され て ない もの が あ るこ とで 、検 索 が不 可能 な もの が あ る。

7 寄贈交換

 センター発行 の季刊誌 『東南 アジア研究』は、国内外の1,00o以 上の機関 に交換 として、編集室か ら

発送 され るので、図書室で他の機関か ら寄贈の図書や雑誌 を受け取 ることも盛んに行われている。

8 選書

 選書基準 は、かな り以前 に明記 したものが図書委員会で作 られ たことがあるが、センターの研 究の

あ り方が時代 と共 に変 化 しているので、東南 アジアに関係の ある他の地域や 、環境 、生態、熱帯、経

済発展 などの分野で は、新 しい選書基準が必要で ある。また、研究科の新設 による基本図書や、院生

用の図書 につ いての問題 も取 りあげなければならない。ただ、 レフ ァレンスブ ックでは、東南 アジア

の範囲 を越 える こともあ る。また、雑誌の購読に関 しては、従来の方針 が踏襲 されて いる。選書 は、
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共通図書費と現地語図書整備費の二つの財源から、図書委員と教官個人の要望を聞き、図書委員長が

最終的に承認 している。

 教官 の個人研究費 による購入や、科学研究費による購入があるので、重複の図書 が相 当数 あ り、大

きな問題 になっている。所蔵 データがす ぐインターネ ッ トで検 索で きるよ うに、遡及入 力の必要性 を

言われ る所以である。 また、選書資料 も、電子形態化 しているので、図書室の情報機器 も時代 に沿 う

ようでなければな らない。

皿 情報提供

1 情報の検索

 1998年 度 か らシェルフ リス ト以外の カー ドのファイル を凍結 してい る。従 って セ ンターの蔵書検索

は、イ ンターネ ッ トによるNACSIS一Webの 検索 と京都大学のOPACに よる検索 を原則 としてい る。利 用

者 にはOPACを 予 め検索 して来て貰 うことが要求 され る。1965年 度 か ら1985年 度 に登録 した図書 につ

いては 目録 カー ドによる検索 が必要であるが、 ときどきインターネ ッ トによる検索のみで終わ って し

まう利用者のために、注意が必要であることがある。

 1999年 の10月 の途中か ら、大阪 のエスエーシー会社 にスタッフを派遣 して もらって、遡及入力 を開

始 した。年度内は出来高 による請求分 を支払 うことに して ある。財源 はCOEで あ る。図書室の スタッ

フが、 ヒッ ト分 と流用入力 との検索 と入力 を行い、会社 にオ リジナル入 力を依頼 してい る。まだ、ス

ター トしたばか りであるが、会社 による入力は、一人で週三 日、一か月で100冊 くらいである。附属 図

書館か らの センターへの入力用端末の貸与 は一台のみで あったので、その後 もう一台購 入 して遡及入

力を行 っている。マ イクロフォームの遡及入力 も要請 されているが、そ う簡単 にはいかないので、後

回 しに している。

2 レ フ ァ レン ス

 セ ン ターの 教 官 の た め に教官 の 専 門 以外 の 事項 調査 を とき どき行 うが 、外 国 人 研 究 員 の た め に 日本

の こと につ い て調 べ る こ とはか な りあ る。 日本 につ い ての英 文 の 図書 や 、雑 誌 論 文 の 書 誌事 項 につ い

ての レフ ァレ ンス が と き ど きあ るの で 、NACSIS-CATを 使 う。特 に京 都 大 学 の 他 の 部局 も含 め た遡 及

入力 が必 要 で あ る。 オ ンライ ン ・ジャー ナル のBAS(Biblio冥raDhv of Asian Studies)がJapanを 含 ん で

い るの で 、便 利 で あ る。学 際 的 な ア プ ローチ を取 って い る所 なの で 、学 内の 医学 部 や 農 学部 を利 用 し

て も らう しか ない研 究 者 もあ る。NACSIS―IRの 検 索 につ い て は、全 く利 用 して い な か った が 、平成12

年 か らWeb版 の サ ー ビス が開 始 され るの で 、期待 して い る。 た だ、課 金 の 問題 を解 決 しな けれ ば な ら

ない 。

3 文献複写 ・現物貸借 ・紹介状等

 他大学か らの相互利 用の申 し込 みに対 して、受付館 になるよ うに附属 図書館 か ら要望 されたが、マ

ンパ ワーの問題 と、入力用端末が一台 だけであったので、不可能で あることを理解 して もらった。従

ってセンターの教官および院生な どが他大学 からの文献複写や、現物貸借 を依頼す るときは、附属 図

書館 まで、赴 かなければな らない とい うことになっている。他大学 を利用す る際の 「国立大学図書館

共通閲覧証 」や、私立大学の利用のために紹介状 を発行 して もらうために も、同様で ある。私立大学

の中には、センターの発行す る紹介状で も通用す る所 もある。

 全国の国立大学か ら受け付 ける相互利 用は毎年増加 してお り、附属 図書館 で受 け付 けた分 か らセン

ターに依頼す る学内便 が届 く。昨年度は文献複写の受付が60件 、1,260枚 、現物貸借 の図書が66冊 で あ

った。学内の複写の受付 は、遠隔地 を除いて申込者本人 が、複写 をす るので、ス タッフの仕事 にはな

らないが、他大学 か らの申 し込みは、文献複写の場合は、スタッフが コピー した ものを、附属図書館

に学 内便で送 ることになっている。 また、京都市内や近畿地区の大学か らは直接 申込者が来室 して コ

ピ―用の一時持 ち出 しをして、 コピーを して もらう。その前に、申込者 の所属 す る大学の図書館か ら

ファックスによる所蔵 調査の依頼 があ り、 この件数は、年間に、国公立大学 か ら33件 、私立大学か ら

104件 、合計137件 であった。直接 ファックスで送 られて来 る。
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 国内では、東南 アジア研究 に関 しては、他の機関には所蔵 されていない資料 を所蔵 していることが、

NACSIS―CATに よ り公 開 されている以上、外部か らの利用者 の要求 にもで きるだけ応 じるよ うに して

いる。 しか し、官制化 されていない図書室にとっては、マ ンパ ワーの問題 は大 きな問題で ある。また、

複写機 が設置 されて利用者が自由に複写す ることができるような制度 になっていないことを、特に私

立大学 か らの利用者 に理解 してもらはなければならないのは、残念な ことである。

4 学内相互利用

 学内相互利用 として、依頼 と受付のサービスを している。昨年度 は、他の部局 か ら21件 の受付 を し、

他の部局へのセンターか らの依頼は、4件 であった。

5 新着案 内 ・コンテ ンツサ ービス等

 一般 図書の新着 リス トはないが、『東南アジア諸語資料所蔵 目録』をだいたい毎年2回 刊行 している。

タイ語 とイン ドネシア/マ レーシア語の冊子体 目録 である。現在 までに18回 刊行 しているが、部数が

少ないので、書庫 内に2冊 置 き、センター内の タイとイン ドネシア/マ レーシアの研究者の うち希望者

に配布 し、バ ンコク とジャカル タの現地事務所 に送付 してい るだけで ある。コ ンテ ンツサービスは行

っていない。

6 オ リジナルデ ー タベ 一ス

 図 書 室 で 構 築 して い る タ イ語 文 献 デ ー タベ ース が あ る。 前 年 度Macか らWindowsに 切 り替 え た。

5,000件 以 上 の書 誌 デ ー タが あ る。Libraly of Congressの 件 名の 入 力 も開始 した 。容 量 の 問題 で 、 OPAC

の 開発 に成 功 しな か った が 、今 後 の課 題で あ る。1986年 に東 南 ア ジア諸 語 文献 部 門 が 新設 され 、 タ イ

人 の カ タロ ガ ー を外 国 人研 究 員 と して招待 して い るの で 、 タイ語 の整 理 が進 む よ うにな った。 タイ文

字 によ るデ ー タベ ー スで あ り、学術情 報 セ ンター を通 じて公 開す る事 も今 後 の課 題 で あ る

7 市 民 へ の 公 開

市民の利 用 も許 可 している。閲覧のみで貸出はで きない。

N 貸出 ・閲覧

1 利 用規程 ・貸 出

 昭和50年 に 「東南 アジア研究 センター図書室利用規程」が初めて制定 され、その後5回 改訂 され た。

貸 出冊数 と貸 出期間 は、利用資格 に応 じている。セ ンター、および研究科、 および大学院人間 ・環境

学研究科東南 アジア地域研究講座 の教官 は、1oO冊 を1年 間借用で きる。以上 に所属す る研修員、院生、

研究生が、20冊 を3か 月、本学教員 と学内研究担 当教官 および学外研究協力者が、5冊 を1か 月、そ

の他貸出ので きる者 が、5冊 を2週 間借用で きることになっている。貸 出期間 につ いてセンター教官

等 の1年 は長す ぎ、 その他の利用者の2週 間は短す ぎるとい う意見がある。

 貸 出の方法 は、2枚 の貸 出カー ドの記入 によるマニュアル方式で ある。1枚 を書名で ファイル し、

もう1枚 を、セ ンター教官等 は貸 出者名で、その他 は所属部局名 と機 関名 でフ ァイル してい る。遡及

入力が終 了 した ら、バ ーコー ド方式 を計画するべ きである。

2 閲覧席

 総座席数 は、13席 で ある。主 として外部か ら来 る利 用者 が使 うので、ふだんは満席になることはな

いが、短期の招待で来 日す る外国人の研究者が多い時期 は、満席に近 くなることがある。

3 開館時間

 開館時間 は午前9時 か ら午後5時 までである。昼休み も、事務補佐員5名 が当番で受付 に座 ってい

る。
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4開 館 日

 開館 日は、月曜 日か ら金曜 日までで ある。定員内は1名 しかいないので、 この ままでは土曜開館 は

できない。昨年度の開館 日は、245日 であった。休室の 日は1日 もなかった。

V 施 設 ・設備

1 図書 事務室 ・閲覧 室等

図書事務室 は142m2、 閲覧室は35m2で ある。事務スペースの うち、閲覧受付 の部分が狭 くて、大型の

レフ ァレンス ・ブックを載せ る場所 が無い。情報機器を置 く場所 も狭い。 ア トラス を広 げる場所 も欲

しい。

2 照明 ・空調 ・騒音 等

 書庫 内の蛍光灯がよ く故障するが、 ある程度故障の数 が溜 まってか ら、会計掛 に請求 し、取 り替 え

も頼むので、書架 の一部 には見 えに くい部分が ある。また、天井の高い建物 を使 っているので、高い

所の電気の取 り替 えは難 しく、その ままに放置 されてい る。1986年 に設置 した備 え付 けのエアコ ンな

ので、天井 が高 くてあま り効か ない。書庫 には2基 あるが、広す ぎてほ とん ど効 か ない。雨期 には、

黴 がひ どい。 マイクロフォームの部屋 には、業務用の除湿器 があるが、普通 の書庫 には、家庭用の除

湿器 を置いてい るので、す ぐ一杯になる。

隣に学生部のクラブ活動の吹奏楽の部室 があり、学生は、外 に出て練習す るので騒音がひどい。

3 書庫

 書庫 スペースは761m2で ある。床の強度が大丈夫 と思われる一階の部屋 については、すべて集密書架

を設置 してい る。比較的余裕 があるのは、マ イクロフォームの部屋 と、電動書架の追加 が可能 な現地

語資料の書庫のみで ある。従 ってCOEで 購入す るものについては、マ イクロフォームと現地語資料 以

外 は、一時的 に附属図書館 に保管 して もらうとい う覚え書 きが交わ されている。COEの 経費 では、書

架が購入できないとい う問題 がある。

4 複写機等

 事務用複写機 が1台 ある。センター教官等でカー ドを持 っている人 は使 えるので、図書室の事務用の

みでな く、図書や雑誌の複写 に も使われてい る。学内の利用者で、書類 を持参 した人 も使 う。大型 の

複写機 を置 くスペースはないので、小型機 であ り、性能はよ くない。 リーダーフ.リンターは1台 ある。

ときどき、人が使 っていて利用で きない時が ある。

5 情報機器 ・ネ ッ トワーク等

 業務用端末 として、整理用1台 、閲覧業務用1台 が配布 されたが、足 りないのでCOEか ら1台 入力

用 に追加 して もらい、2台 になった。 しか し、 これは、遡及入力用 に使 っているので、整理用 は、時

間割 を作 って使 ってい る。発注受入 システムを取 り入れ るためには、ス タッフ1台 ずつ の入力用端末

が必要で ある。閲覧業務用は、配布 の分 を図書事務室内に置いて、オ ンライ ンジャーナル を利 用す る

ために も使 っている。カ ー ド目録の部屋 に置 いているラッフ。トップ と合 わせ ると2台 である。 あと閲

覧室 の2ヵ 所 に追加す る端末の要望 を出 している。ネッ トワーク ・プ リンターが1台 あ るが故障 して

ばか りいるので、使 っていない。

6 障 害 者 対 応

いかなる対策 も取 られていない。閲覧室は2階 なので、車椅子では上が ることも不可能で ある。
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V[利 用 支援

1 利用 案内 ・利 用指導 ・案内版

 利用案 内は作 ったことがない。 しか し、蔵書の内容 に関 しては隔年 に刊行 される和文 と英文の要覧

に詳 しい情報 が含 まれてい る。またホームページも同様 な情報 を含んでお り、利用の時 間や、貸出の

規定 なども含 んでいる。利 用指導 につ いては、研究科の新設 により、 さらに新学期の利用指導 が必要

であるが、一般のオ リエ ンテーシ ョンの 中に組み入れ られてい ない。図書室 の現場でやる必要 がある

ので、時期 的に後 か らや ることに しているが、授業 が始 まると、時間の都合 がつ かなかったり、興味

がなかった りで、出席者 は半数 ぐらいで ある。オ リエ ンテーシ ョンで充分な時間を予め取 って もらわ

なければな らない。夏期 セ ミナーにつ いて も同様 で、オ リエ ンテー シ ョンの時間を取 って もらうよう

に言 ってあるが、忘れ られ ることが多い。なお、外国人の教官 も含めた新任 の研究者 に対す る最初の

オ リエ ンテーシ ョンは、外国人研究者の数が多いので、新 しい研 究者 が来 る度 に個別 にかなり頻繁に

行 ってい る。

 案内版 に関 しては もっと数多 く、分 か りやす く、魅力的な もの を作 る必要 がある。入 口に図書室全

体の案内版 ががひ とつ あったが、壊れて以来作 っていない。書庫 の全体の見取 り図 も1ヵ 所では十分

ではない。書架の1連 毎 には見出 しを付 けているが、標準 の分類 でな く、独 自の分類 を使 っているた

めに、分か り難 さが増 していると思われ る。

2 刊行物

 タイ語 および イ ン ドネシア/マ レーシア語 の新着 リス トである 『東南 アジア諸語資料所蔵 目録』 を

毎年2回 刊行 してい る。

V匚 資料の整備

1 目録データの作成

 年 間 の入 力 件 数 は、1997年 度 が2,259件 、1996年 度 が2,38o件 で あ っ た。(1998年 度 の デ ー タは まだ不

明。)こ の他 に毎 年 タイ語 と イ ン ドネ シア/マ レー シ ア語 を各500余 冊 ずつ登 録 して い るが 、 タイ語 は、

タ イ文 字 に よ るセ ン ター独 自の デ ー タベ ー ス を構i築 して い るの で 、 ロー マ字 に よ るNACSIS―CATの 入

力 は行 って い な い。 また イ ン ドネ シア/マ レー シア語 は、入 力 用端 末 の 数 が足 りないの と、 入力 画面

が 日本語 な の で 、 イ ン ドネ シア/マ レー シア人 に は依 頼 してい な い が 、入 力用 端 末 を購 入 して 、入 力

用 マ ニ ュアル を英訳 すれ ば 、NACSIS―CATへ の入力 も可 能 で あ る。

 セ ンターには、官制化 された図書掛 は無いので 、図書室の創設以来、附属 図書館 に図書 を搬入 し、

目録 カー ドを3部 作成 して もらうとい うシステムになっていた。その後、セ ンターで 目録デー タを作

成す る数 は徐 々に高 くなっていったが、センターにおいてすべての 目録デー タを作成す るようになっ

たの は、1997年 の年度末 に京都大学が新図書業務 システムを導入 してか らである。 この年度末 を最後

に、 目録 カー ドの 出力は シェル フ リス トのみに し、他 の カー ドを凍結 した。1986年 以来のNACSIS-

CATへ のデー タ入力 は、附属 図書館の代行 による分 も含めて、単行 書の4割 程度で ある と思われ る。

1999年10月 より遡及入力を導入 したので、OPAC検 索の比率が高 くなるはずである。

 書店が納 品 し、会計処理 を完 了 し、附属 図書館が登録番号 を付 与 し、その番号 を図書 に記入 し、請

求記号 を付与 し、NACSIS-CA Tに デー タ入力 され、現物 にラベル を貼 って書架に配架 し、図書 が利 用

に供 され るまでの期間 は、数年前 に比べ るとかなり早 くはなったが、少 なくとも1月 は必要 である。管

理換 による受入 は、書店 との関係が不必要なので、 もっと早い。業務用端末 を増や し、発注 と受入の

ための新 システムを導入す る時期になっている。

2 資料 の配架 ・配置

 旧京都織物株式会社の倉庫の部分 を書庫 として利用 しているので、書架の繋 が りが分 か りに くい場

所 もある。 また、 レファレンスブ ックはな るべ く閲覧室に近い部屋に置 こうとしたが、冊数の関係 で、

言語の辞書 が離れて しまっている。一階 は電動 を主 と した集密書架 を設置 して、雑誌のバ ックナンバ
ーや、機 関別 のフ ァイル などに しているが、最 も頻繁 に使 われ る地域 に関する図書は、集密書架 を使
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わ ない よ うに して い る。

3 書庫の配架 ・管理

 現地語図書 とマ イクロフォームは、別の建物 に所蔵 されているので、東南 アジアか らの訪問者 に図

書室 を案内するときには、別 の建物 まで連れて行かなければな らない。図書室 ス タッフ以外の利 用者

が、現地語図書 とマイクロフォームの書庫 に入るときは、鍵の使用者 の名前 と時間 をノー トに記録す

ることを要請す ることに している。

4 資料の保存

 セ ンターは、バ ンコクとジャカル タにある現地事務所で資料 を購 入す ることがあるが、高温高湿 の

東南 アジアで購入 した図書資料 は、初 めか ら損傷 しているとい うことがあ るので注意 がい る。購入後

に、全部複写 して製本 した図書や雑誌 もある。修理製本の費用 が充分でないので、劣化資料 がその ま

まになってい るの もある。 日本の雨期 もかな りの湿度なので、マイクロフォームの部屋のみは、営業

用の除湿器 が昼夜作動 す るように して あるが、現地語 図書の部屋 に も同様 な除湿 装置が必要 である。

保存対策は不十分である。

VIQ管 理運 営

1 予算

 セ ンターの平 成11年 度 の予 算 に計上 され てい るの は、共通 図書 費 の3,203,000円 、統 計 費 の472,000円 、

地 図 費の315,000円 で 、合 計3,990,oOO円 で あ る。平成10年 度 の執 行 額 は、共 通 図 書 費 の3,407,773円 、統

計 費 の507,091円 、地 図費 の0円 で あ った。 この他 に消 耗 品図 書(継 続 して 刊 行 され る辞書 等)が75,136

円で 合計3,990,000円 で あ った 。共 通 図書 費 の うち、図 書購 入費 は2,062,707円 、雑 誌購 入 費 は、共 通 図

書 費 と統 計 費 の両 方 か ら支 払 われ て 、計1,401,744円 で あ った 。運 営 費 の 一 部 は 、図 書 室経 費 と して 、

158,oOO円 を ラベル 等 の消 耗 品費 と して使 うが、備 品等 高 額 の もの は 、 セ ン ター の共 通経 費 か ら払 うこ

と しかで きない 。 また 、建 物 管理 に関す る運 営費 、一 部 の事務補 佐 員 の人 件 費 も共 通 経費 で あ る。

 1983年 度に現地語図書整i備五力年計画が開始 した。年間2千 万円、5力 年で1億 円の特別予算 が認め ら

れた。第二次十 力年計画は、引 き続 き、1988年 から1997年 の10年 間に1億 円で、第三次 が、1998年 か ら

2002年 までの5年 間で、1年 間に6,475,oOO円 支出できる。センターは、バ ンコク とジャカル タに連絡事

務所 があり、教官が常駐 しているので、この予算の中からセンター会計掛 に頼んで、現地の書店に支

払 う金額 を連絡事務所 に送金 して もらい、現地の書店 からセンター宛 に郵送 して もらうことがで きる。

この特別予算の一部 は、人件費や、消耗品費にも使われ る。

2 事業計画 ・将来計画

 いずれ も、セ ンターの将来構想委員会等で計画 され る。アフ リカ、南 アジア、東南アジアに関す る

図書資料等 を包括 した資料セ ンターについての将来計画がある。

3 運営組織(図 書委員会等)

 セ ンターには、研究部 、資料部 、事務部 があり、事務部には図書掛 はない。図書室は、編集室、情

報処理室 と共 に資料部 を構成 している。資料部長は、教授が兼任す る。図書室運営委員会 は、平成11

年度 は、助教授4名 、助手2名(1名 は資料部の助手)か ら構成 され、研究科 か らも、助手1名 が参

加す る。図書の選定に関 して は、東南ア ジアの大陸部 と島嶼部の代表者 も含 めて、図書室運営委員長

が選書 を決定す る。図書室運営委員会は、毎年年度始 めに雑誌購読 の タイ トル を決定す る。 また、選

書以外 に、図書室の運営に関わ る問題 を検討する。
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4 人事(業 務分担、職員構成等)

 定員内は、資料部助手1名 のみで、あと5名 は、週 に4日 勤務す る時間雇用の事務補佐員である。9

時か ら5時 までは5人 全員 が勤務す るように、残 業体制 になっている。業務分担 は、常勤の助手 が、

管理運営 と分類、 あとは事務補佐員 のみで、発注 と受入に2名 、 目録 に1名 、雑誌 に1名 、受付 に1

名 を配置 してい るが、かなり、流動的に業務 を行 う。

 タイ語 とイン ドネシア/マ レーシア語に関 しては、外 国人研究員の タイ人やイ ン ドネシアまたはマ

レーシア人の司書の うち誰かがいっ しょに 目録業務 を行 っている。彼 らは、原則 として6か 月で交代

し、新 しく招待 され る。彼 らは研究 も行 う。

5 業務の見直 し

 も し、業務用端末 をあと2台 購入す ることが可能 になれば、共通 図書費 と現地語資料費 による図書

購入の発注 、受入、 目録のために、京都大学のiLiswaveを 利用 し、収書 ・目録業務 につ いて トー タル

システムの メ リッ トを生 かせると考 える。また、図書室運営委員会 で選書 につ いて組織 的な方法 を検

討 し、現在 の重複 の多 さを減 らさなければな らない。特 に今年度はCOEに よる購入 はまだ2年 目で あ

るので、 その調整 は絶対 に必要である。また、雑誌購入の一部 はCOEに 依存 してお り、現地語購入の

ための特別予算 も将来 はどうなるか分か らないの で、恒常 的な予算 の確保 は、資料 センターの構想 も

含めて、今後の大 きな課題である。

6 研 修 ・講 習 等

時間と機会 さえあれ ば、できるだけ出席 してい る。 しか し事務補佐員の場合 は、交通費が出ない。

7 安全管理 ・防災対策

 防火扉 と消化器が ある以外には特に考えられていない。夕方7時 以後は、センターと して警備会社 に

警備 を依頼 してい る。

K 京都大学図書館 の全体像 と部局のあ り方

 相互貸借や文献複写 については、アウ トソーシ ングや、複写機 が部外者に も使 えるようなシステム

を、大学 として考 えて欲 しい。また、部局毎に違 った分類 や利用規程 があることはおか しい。部局の

枠 を越 えて統合す る しか ない。官制化 された図書掛の事務官の居ない所 に、 フル タイムのスタッフを

配置す るためにどうした らいいか、大学 として取 り組むべ きである。
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大型計算機センタ-図 書室の現状と課題

項 目
現    状 課  題

現  状 説  明

意
義
役
割

意義
学習支援

研究支援

奉仕対象者

教官等       名

院生 ・研究生    名

当室は全国共同利用機関のため奉仕対象者は

算出できない。

図

書

館

資

料

全蔵書数 全蔵書数   20,700冊 専門研究図書、学生用図書

年間受入冊数 600冊

雑誌 全所蔵種     362種

継続種      64種

電子化資料 CD―ROM      種

電子ジャ―ナル   種

新聞 種

選書(基 準・

委員会等)

選書基準=     有

選書委員会:    有

情
報
提
供

情 報 の検 索

(カ― ド・

OPAC)

カ― ド=     凍結

OPAC用 端末    0台

遡及入力    2,700件

1987～1990年 は請 求記号 の み入 力,1986年 以

前 は新 規及 び所 蔵入 力 。

レファレンス 代行検索:   未実施

文献複写・

現物貸借・

紹介状等

文献複写:    依頼

オンライン 紹介状=実 施

新着 案 内 ・

コ ン テ ン ツ

サ ― ビス等

コ ンテ ン ツ

シ ー トサ ― ビス:未 実施

オ リジナル ・

デ ―タベ ―ス

無

学内相互利用 学内ILL     参加

依頼 ・受付

公開事業 講演会 ・展示会:  無

市民への公開:   無

貸

出
・

閲

覧

利 用 規 程 ・

貸 出(冊 数I

期 間 ・方法)

利用規程:     有

冊数=    制限なし

期間:      14日

方法:マ ニュアル ・機械

驫 11席

開館時間 開館 時 間= 9:00～17:00

延長 開館:   未 実施

昼休 業 務:   未 実施

開館日 開館日数     241日

土曜開館:   未実施
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施
設
・

設
備

図書事務室・

閲覧室等

図書 事 務 スペ ース=20m2

閲覧 ス ペ ― ス:  53m2

照明.空 調等 照 明 ・空 調 は良好 、騒 音 は、今 出川 通 りに面

し、バ ス停 の真上 に あ るた め非常 に騒 が しい。

書庫 書庫スペース  104mZ

集密書架:     無

余裕=      不足

被写機等 事務用複写機、利用者用

複写機       1台

情報 機器 ・

ネットワ―ク等

情報端末:     2台

閲覧業務用     台

障害者対応 未実施

裂
利用案内 ・

利用指導

案 内板=      無

オ リエンテ―ション:未 実施

全 国共 同利 用機 関の た め オ リエ ンテ― シ ョ ン

は実施 で きな い。

刊行物 図書館刊行物:   無

情報公開

資

料
の

整

備

目録デ―タ

の作成(作

業量と速度)

年間入力冊数   600冊

排架までの日数   2日

資料 の配架 ―

配置

書庫 の配架 ・

配置

資料の保存
劣化資料1     有

管
理

運

営

予 算(図 書

費、運 営費)

図 書購 入 費:   合計

雑 誌購 入 費: 5,200千 円

運 営 費:   1,300千 円

平 成11年 度 は大 幅 に減額 して い る。

事 業計画 、

将来計画

不透明

運営組織(図

書委員会等)

図書委員会:  有 ・無

職員構成 掛数        1掛

定員数       1人

日々雇用      人

時間雇用      1人

業務の見直し

安全管理 ・

防災対策

あ

り

方

京都大学図

書館の全体

像 と部局の

あり方
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超高層電波研究センタ―図書室の現状と課題

項 目
現    状 課  題

現  状 説  明

意
義
役
割

意義

学習支援
研究支援

奉仕対象者

教官等      12名

院生 ・研究生   53名

図

書

館

資

料

全蔵書数 全蔵書数    3,091冊

年間受入冊数 約40冊

雑誌 全所蔵種     40種

継続種      12種

電子化資料 CD-ROM     O種

電子 ジ ャーナ ル   0種

新聞 5種

選書(基準・

委員会等)

選書基準:     有

選書委員会:    無

情
報
提
供

情 報 の 検 索

(カー ド・

OPAC)

カー ド:     凍結

OPAC用 端末    1台

遡及入力      0件

レファレンス 代行検索:    実施

文献複写・

現物貸借・

紹介状等

文献複写= 依頼 ・受付

オンライン

紹介状:    未実施

新 着 案 内.

コンテンツサ―ビス等

コ ンテ ンツ

シ― トサ ― ビス:未 実施

オ リジナル ・

デ ―タベ ―ス

無

学内相互利用 学 内―LL:     参加

依 頼 ・受付

公開事業 講演会 ・展示会=  無

市民への公開:   無

貸
出
・

閲

覧

利 用 規 程 ―

貸 出(冊 数.

期間.方 法)

利用規程:     有

冊数:       冊

期間:      30日

方法:マ ニュアル ・機械

雑誌(1週 間)

新着(禁 帯出)

閲覧席 4席

開館時間

開 館時 間110:00～17=00

延 長 開館:   未 実施

昼 休業 務:   未 実施

開館日 開館日数      日

土曜開館=   未実施

土 ・日 ・祝 日、年末 年始 を除 く日以外 開 室。
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施
設
・

設
備

図書事務室・

閲覧室等

図書 事 務 スペ ース:Om2

閲 覧 スペ ― ス=  53m2

照明 ・空調 等

書庫 書庫スペ―ス    m2

集密書架=     有

余裕:     若干有

被写機等 事務用複写機    0台

利用者用複写機   1台

リーダ―プリンタ― 0台

情報機 器 ・

ネットワ―ク等

業務端末:     台

閲覧業務用    1台

障害者対応 未実施

利
用
支
援

利用案内 ・

利用指導

案 内板:      無

オリエンテ―ション:未 実施

刊行物 図書館刊行物=   無

情報公開

資

料

の

整

備

目録デ―タ

の作成(作

業量と速度)

年間入力冊数   30冊

排架までの日数    日

資料の配架 ―

配置

書庫の配架I

配置

資料の保存 劣化資料=     無

管

理

運

営

予算(図 書

費、運営費)

図書購入費:   千円

雑誌購入費: 2,200千円

運営費:    0千円

図書購入費は各研究室の予算。

事業計 画 、

将来計画

運営組織(図

書委員会等)

図書委員会=  有 ・無

職員構成 掛数        掛

定員数       人

日々雇用      人

時間雇用      1人

他の業務と兼任。

業務の見直し

安全管理 ・

防災対策

あ

り

方

京都大学図

書館の全体

像 と部局の

あり方
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生態学研究センター図書室の現状と課題

現    状 課  題
項 目

現  状 説  明

意 意義 奉仕対象者
義 学習支援 教官等      17名

役 研究支援 院生 ・研究生   56名
割 学生       0名

留学生(内 数)   5名

図 全蔵書数 全蔵書数    5,949冊 植物生態学、淡水生物学、陸水学関係の図書 洋雑誌の高騰により、研究図書の
書 を多 く所 蔵 。 購 入 が圧 迫 さ れて い る。 そ の た め

館 蔵書 構 成 ・ 専門研究図書 現有 の蔵書 は、ほぼデ― タベ ース化 した。新 た 専門分野の中でもトピック的な図
資 分野等 学生用図書 に寄贈 され た図書約3,000冊 のデ―タベ ース化 が 書の購入が多 く、基本的図書の購
料 計5,900冊 必要。 留学 生用 図書 は特 に配慮 していない 。口 入が後回しにされる場合が出てき

シア語 図書 のデ―タベ―ス化は今の ところ不可。 た 。

年間受入冊数 約70冊

雑誌 全所蔵種     935種 洋 雑 誌 の高 騰 によ り2000年 よ り購

継続種      70種 入停止 した雑誌がある。利用頻度の

高 い高価 な雑 誌は、電子 ジャ―ナル

化 す る方 向 で考 えて いただ きたい。

電子化資料 CD―ROM     7種 CD-ROMの 保 管 、管理 シ ステ ム を

電子ジャ―ナル   0種 京大内で統一 して作成 してほし
い 。各 部 局 等 でバ ラバ ラの シス テ

ム で は将 来 混 乱 す る。

新聞 1種

その他 ビデ オテ ―プ な ど映像 資料 があ るが、 そ の保

管及 び管理 システム な ど方法 に苦 慮 してい る。

選 書(基 準 ・ 選書基準:   有 ・無

委員会等) 選書委員会=    有

情 情報の検索 カー ド1     中止 当センタ―図書室の所蔵検索のため閲覧室に

報 (カ ― ド・ OPAC用 端末    1台 LANの 端 末1台 、 OPACへ の ア クセ ス は各 研

提 OPAC) 遡及入力      件 究者の端末。
供

レファレンス 代行検索:   来実施

文 献複 写 ・ 文献複写:    依頼 国立大学間文献複写の依頼は、オンラインに

現 物 貸借 ・ オ ンラ イン よる。 紹介 状 は必要 に応 じて対 応 。

紹介状等 紹介状:     実施

新着案内 新着案内 ホ ー ムペ ― ジにて開示

オ リジナ ル ・ 有(  2種) 1I琵 琶湖定期観測結果 ホ ― ム ペ ― ジ に記 載 す る こ と も考

デ― タベ ース 2― 所蔵 生 物標本 デ ー タベ ―ス え て い る 。

学内相互利用 学内■L:    参加

依頼 ・受 付

公開事業 講演会 ・展示会:  無

市民への公開=   無

貸 利 用 規 程. 利用規程=     有

出 貸 出(冊 数 ・ 冊数=      5冊

商 期間 ・方 法) 期間:      14日

監 方 法:   マニ ュアル
見

閲覧席 18席
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開館時間 開 館 時 間: 9:00～16:00 非 常勤職 員2名 に よ る為9.16時 の 開室 。 定 員 中小規模の部局図書室の最大の課

延長開館=   未実施 内職 員の い な いこ とは、運 営面 で大 きな困難 題 の一 つで あ る。

昼休業務:   未実施 をも た ら して いる。

開館日 開館日数    週5日

土曜開館=   未実施

施 図書 事務室 ― 図 書事 務 スペ ― ス=

撃 閲覧室等 閲 覧 スペ ―ス= 計47m2

設 照 明 ・空 調 空調 完備 、環 境良 好 につ き静 か です。

備 等

書庫 書 庫 スペ ―ス  164mz

余裕:       有

複写機等 事務用複写機

利用者用複写機  計1台

情 報機 器 ・ 業務端末:整 理用  2台

ネットワーク等 閲覧業務用     1台

障害者対応 未実施

利 利 用 案 内 ・ 案内板=      有 新入大学院生のガイダンス時に、図書 室利用の オ

嬰 利用指導 オ リエンテーション:実 施 リエンテーションと利用マニュアルを配布。留学生

援 及び外国人研究者には英文の利用ガイドを配布。

刊行物 図書館刊行物:   無

情報公開

資 目録 デ― タ 年間入力冊数    冊 目録 業務 は 、附属 図書館 にて代 行。

料 の作成(作 排架までの日数    日
の 業量と速度)
整

資料の配架. 雑誌は、和洋別に配架
備 配置 図書は、和洋混在分類番号別

書 庫の配架 ・ Deweyの 分類 番号 によ る配架 Eco―ogy分 野 が 、 DDC21で 大 き く

配置 見直されたため、分類番号の見直
しを実施 中 。

資料の保存 劣化資料:     有 当 セ ンタ―設 立前 か らの 引継資 料 は、古 い も

の が多 く、破 損 しな いよ う封筒 に保 管。

管 予算(図 書 図 書購 入 費: 1,000千 円

理 費 、運 営 費) 雑 誌購 入 費: 5,800千 円

運 運営費:    800千 円
営 運営組織(図 図書委員会:    有

書委員会等)

職員構成 掛数        掛 部局図書室でありながら、図書掛

定員数       人 長 がい な くて 、 さ らに遠 隔地 の 為

日々雇用      人 情 報 も入 りに くい。

時間雇用      2人

業務の見直し

安 全 管 理 ・ 図書室内:禁 煙、飲食禁止

防災対策 集密書架は耐震機能付き。建物は警備保証会

社 に委 託 。

あ 京都大学図
り 書館の全体

方 像 と部局の

あり方
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医療技術短期大学部図書室の現状と課題

 1975年4月 に京都大学に医療技術短期大学部 が併設 され、図書室 はその2年 後の1977年12月 より開

室 した。蔵書 は当短期大学部の前身 である医学部附属看護学校および助産婦学校、検査技師学校等 が

所蔵 していた資料 を母体 として現在の学科(看 護、衛生技術 、理学療 法、作業療法 、専攻科助産学)

に関連 のある資料 を収集 している。図書室 として設計 された場所 ではないため閲覧室 、書庫、事務 ス

ペースなどの配置 が効率性 を欠いてい るが教室に近いため学生 はよ く利 用 してい る。

現    状 課  題
項 目

現  況 説  明

意 意義 奉仕対象者 学生に対 しては授業で出された課題等に必要 利用者の多様な要求に応えられる
義 学習支援 教官       50名 な文献の検索方法。 よ う経 験 を深 めて い きたい 。

役 研究支援 非常勤講師    112名 教官に対 しては、文献検索の方法や問い合わ
割 事務職員     23名 せ に対応 して いる。

専攻科      20名 その他病院職員等の利用も多い。

学生      499名

図 全蔵書数 全蔵書数   29,265冊 和書23,703冊 利用者の要求を満たす資料の充実
書 (1999年3月 末の 集計 数) 洋書5,562冊 をは か りた い。

館 ここ には研究 室 用 も含 む。 研究室用資料 も登録 している為、
資 研究室の資料も利用希望があり研
料 究 の妨 げに な る事 もあ る。

蔵書 構成 ・ 専門研究図書 看護 、衛 生技 術 、理学療 法 、作 業療 法 、助 産 分 野 に よ っ て は資料 が古 く、 利用

分野等 学生用図書 学 、及 び医学 関係 の専 門書 か ら歴史 ・哲学 ・ 者 よ り指 摘 を受 け る こ とが あ る。

小説 ・語 学 ・趣 味 な どに 関す る もの まで幅 広 新 しい資料を入れたいが限られた

く多 分野 にわ たっ て所 蔵。 予 算の 中 で は難 しい 。

年間受入冊数 355冊 その他文庫本、重複本等約600冊 を受け入れ

(1998年 度 の場 合) て い る。

t
WL" 全所蔵種     391種 和雑 誌291種 、洋 雑誌100種 。 予算が少ない為、利用者の必要と

継続種     224種 継続 は和 雑誌168種(購 入42種 、寄贈126種)、 する専門雑誌がまだ不足 してい

洋雑 誌56種(購 入54種 、寄 贈2種)。 る。利用度の低い雑誌を削減する

(1999年 度) 事 も考 えて い きたい 。

電子化資料 CD―ROM     1種 現在1種 だが、今後購入する動き

(CD-ROM, が あ る。

電 子 ジ ャー 図書室の端末は検索専用の為、学
ナル) 生は端末室 教官は研究室での利

用 に な る。

新聞 購入       2種 職員 用の 新聞(朝 日、京都)を1日 遅 れ で図 当 日の新 聞 を開架 し、新 しい情 報

寄贈       3種 書 室 に開 架 して い る。 を提 供 した い。

そ の他 医科 学会 ・協 会 ニ ュ ース ・Medica―

Tribune を 開 架 。

(その他) 視聴覚資料 英語 の ヒア リ ング テ― プ.・NHK生 き物 地 球 図書室で利用できるよう設備の充
(ビデ オテ ― プ) 紀 行 ・故 宮 ・各学 科 の専 門 資料 ・ビデ オ等。 実 を はか り たい。

図書室で視聴する設備がないため、利用者は

自宅 に持 ち帰 り利 用 して いる。

情 選 書(基 準 ・ 選書基準:     無 各学科の教官が行う。 学生から必要な資料を募 り、それ
報 委員会等) 選書委員会:    有 全学生が共通利用する資料に関しては図書室 を各学科の図書購入に反映 してい
提 よ り希望 を出 し図 書委 員 に検 討 して も らう。 き た い 。

供 今年度若干ではあるが実現 したの
で、今後も利用者の必要に応 じた

資料の収集に役立てたい。
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情報の検索 カ― ド:     凍結 1991年 よ り入力 開始(附 ・図 にて代 行 入 力)、 学 術 情 報 セ ンタ ― 目録 シス テ ム に

(カ-ド ・ OPAC用 端末    3台 1996年 まで カ― ドと併 用 。 入力 し始めた頃の所蔵情報は、不
OPAC) 遡及入力 1997年 よ りカー ドを中止 し部 局 で入 力 開始 。 完全なものがあり(請 求記号が空

転退職教官より返却された資料は学生が利用 白)そ れ を補 うた め にカ ― ドを使

できるよう入力しているが計画的な遡及入力 っ て い る 。 利 用 者 に は2度 手 間 に

は してい ない。 なるので、完全な情報が提供でき

る よ う入 力修正 に努 めて い きたい 。

レファレンス 資料の探 し方 ・端朱機の利用方法などの指導 様 々 な利用 に接 す る こ とで 、 よ り

を して い る 。 多 くの経験を積み次の利用者の対

応 に活 か した い。

文献 複写 ・ 文献複写: 依頼 ・受付は医学図書館にて代行してもらっ 当室で業務をするのが利用者には
現物 貸借 ・ 紹介状:     実施 て い る 。 最良だが、2名 の時間雇用職員で

紹介状等 他大学への紹介状は当室で発行している。 は困難 。

学内相互利用 学内ILL=    依頼 依頼の場合は公費依頼のみ利用書を発行。

受付は資料の貸出で対応 している。

新着 案 内 ・ コ ンテ ンツ 新着 雑 誌 は開架 し、利 用 し易 く してい る。 開架場所が狭 く全ての新着雑誌が
コ ン テ ン ツ シ― トサ ー ビス:来 実施 開架 出来 ないので不便な面 があ

サー ビス等 る 。

オリジナル ・ 無

デ ―タベ ー ス

公開事業 講演会 ・展示会=  有 学部として年1回 公開講座を実施。市民への

市民への公開:   有 図書室利用も閲覧のみ可能。

(その他) 新着雑誌 新 着雑 誌 は学 術情 報センター目録 システ ム に入 力

し、入 荷情報 がす ぐわ か るよ うに してい る。

貸 利 用 規 程 ・ 利用規程:     有 利用規程があり入学式の時、新入生に配布。 貸出方法がまだ機械化されていな
出 貸 出(冊 数 ・方 法:   マ ニ ュアル 図書 は5冊 で14日 、雑誌 は2誌 で7日 。 い が1998年 よ りIDラ ベル を導 入 し
●

期 間 ・方 法) 貸 出 は 利 用 者 が 力 一 ドに所 属(学 科 ・回 て い る 。

閲 生)・ 氏 名 を記入 して提 出。 機械化 されれば利用者は貸出手続
覧 きが ス ム ― ズに で き、管 理面 での

利点 が多 い。

閲覧席 48席 1996年 の視察調査で閲覧席の指摘 を受け現 学 生 の1割 しか 席 が ない の で 、閲

在 の数 に なる。 覧席の増 と個人用閲覧テ一ブルの

設 置 を希望 して いる。

開館時間 開館 時 間:10:00～18:00 13:00～14:00は 休 室 。 利用者より開室時間の延長と土曜

延長開館=    実施 夏 季 は(5週 間)10:00～17:00の 開 室 。 開室を希望する意見が出ているが

(17:0018:00) 現在の職員体制では困難。

昼休業務=    実施

開館日 開館日数    週5日 開室日 月～金曜日
土曜開館=   未実施 休 室 日 土 ・日及 び祝 日

毎 月15日

創立記念日
8月10日 ～16EI

12月27日 ～1月5日

施 図書事務室 ・ 図書 事 務室=   38m2 閲覧 室 の一部 を事 務 スペ ー スに して い る為業 閲 覧室 ・事 務 ス ペ ー ス を別 に す る

設 閲覧室等 閲覧室      200m2 務 が しに くい。利 用者 に も電話 の 音 、業務 上 ことが必 要 。
o

の会 話 な どが聞 こ える。

設
照 明 ・空 調 ・ 廊 下 に あ る 目録 カ ー ドの照 明 が 悪 く見 に く 空調設備については今年度図書委

備 騒音等 い 。又書 庫 内 も場 所 に よつて は見 に くい 。 員会で、除湿器を含め検討する事

書庫に空調設備を入れるよう利用者から希望 に な っ た 。

が で てい る。

病院構内のため救急車のサイレンが頻繁に聞
こ え る 。
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施 書庫 書 庫 スペ ―ス   83m2 電動 書 架 の為 、一度 に2通 路 しか開 か ない 。 2通路 しかない為、利用者が殺到

設 集密書架:     有 書架に余裕がない為、利用度の低い資料は2 したときは混雑 し利用に支障をき
● 余裕:      不足 か所 に分 散 し保 管 して い る。 た す 。

設 書庫が3か 所に分散 しているため
備 利 用 ・管 理 が不便 で ある。

複写機等 事務用複写機    1台 今年度は試行として事務用を学生に開放 し利 プ リペ イ ドカ― ドに よる複 写 が出

利用者用複写機    台 用状況を調査中。 来る設備が必要である。
リ-ダ ― プ リ ンター  台

情報機器 ・ 業務用端末整理用  1台 業務用1台 と閲覧用1台 は富士通。 Macだ と附 ・図 よ りの ネ ッ ト利 用

ネッ トワ-ク 等 閲覧業務用     3台 閲 覧用2台 はMac。 (雑 誌 記 事 索 引 な ど のCD―ROM)

が 出来 ない 。

富士通の閲覧用1台 では利用者に

対 応 しき れな い。

業務用は2台必要である。

障害者対応 未実施 対応 で き る施設 で な く、資料 も特別 に はな い。 障害者にも対応出来るよう施設の

設備 ・資料の収集が必要。

(その他) 閲覧室に荷物を持ち込まないよう
に 、利用者 用 口 ッカ―の設置 が必要。

利 利 用 案 内 ・ 案内板=      有 入学式の後、新入生に 「利用案内」を配布し
用
支 利 用 指 導 ・ オ リエンテ―ション= 実 施 図書 室 につい て説明 を実施 して い る。

援 案内板 その他連絡事項は掲示板で知らせている。

刊行物 図書館刊行物:   有 利用案内を作成 し新入生に配布。

(その他)

資 目録 デ― タ 年間入力冊数 研究室用図書と図書室用図書の資料を入力。 カ ウ ン タ― 業務 を しなが らの デ―

料 の作成(作 排架までの日数 又、転退職教官より返却された資料は図書室 タ―作 成 は非 常 に効 率 が悪 い 。

の 業量と速度) 用 に 入力修 正 を し、学生 が利 用 で きる よ うに デ―ター作成に専念できる時間帯
整 して い る 。 が 必要 であ る 。
備

資料 の配架 ・ 参考資料、新着雑誌を開架しているが開架場

配置 所 が 少 な く― 部の雑 誌 は開架 で きな い。

製本雑誌やその他の資料は書庫内に配架。

視聴覚資料も設置場所がないので廊下に設置

し て い る 。

資料 の配架 ・ NDCに よ る分類 。 医 短 の学 生 ・教 官 の み 入 資料の配架時、踏み台をっかわな

管理 庫 可 。 くて も手 に取 れ る高 さに な る よ う

学生は入庫に際、学生証と引き替えにバッチ に努 め て い る。

を付 ける。(入 庫制 限の 為) 分野にもよるが配架場所に余裕が

な い 。

学生が自由に利用する為配架が乱

れ 、所 定 の 場 所 に な い事 もよ くあ

る 。

資料の保存 劣化資料:     有 地下書庫は湿気が多 く資料にカビが発生。白 地下書庫は換気扇の設置、又 力

眉寮の古い資料も場所が不便で管理しにくい。 ビ掃除 を実施 して い る。

古い資料や利用の多い資料は劣化が激しい。

(その他) 研 究 室 よ り返 却 され た資 料 の中 に はデ.タ ―

が古くて現状と合わなくなっている部分があ

る 。

管 予算(図 書 図書購入費:  575千 円 資料 費 は上 が ってい るの に、 こ こ数 年図 書 費 予算増が必要である。

蓬 費 、運 営 費) 雑 誌購 入 費= 3,109千 円 は横這いの為雑誌しか購入できない学科もあ
営 運 営 費=   5,316千 円 る 。
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管 事業 計画 、

理 将来計画
運 運営組織 図書委員会:    有 予算など決定の為開催する他、必要に応じ年
営 (図書委員 数 回開催 して いる。

会等)

人事 掛数 定員がないので時間雇用2名 が時差出勤 して 利用者が閉室時間間際に集中する

(業務分 担 、 定員数 ほとんどの図書室業務を分担 して行っている 事 が多 く、 ―人 で は対応 に無理 が

職員 構成 、 人日々雇用 庶 務掛 に属 してい る。 あ る 。

異動等) 時間雇用      2人

業務の見直し 事務の省力化の為出来る範囲でコンピュ―タ すべての図書業務が図書室で対応
一 シス テム を取 り入 れて い る。 出来るよう環境整備が必要。

庶務 ・会 計掛 に依 頼 して い る業務 もあ る。

研 修 、 附属図書館で開催される研修 ・講習会には参 業務 の 都 合上 、参 加 が1名 に 限 ら

講習会 加 してい る。 れ る 。

安全 管理 ・ 書 庫 が2階 に ある。 重量の点で書架に資料を配架 し過

防災対策 電動書架の為開閉に伴う事故の対策。 ぎ な いよ う心 が けて い る。又 入

庫 人数 も制限 して い る。

開閉時、利用者に声をかけ注意を

呼び か けて い る。

(その他) 10:00―11=00、 12:00―13:00、 17=00-18二 〇〇は

一 人 では業 務 に対 応 しきれ ない
。

あ 京都大学図 部局によって利用の規定などが違 うので不 京大図書館規定と部局規定の整合
り 書館の全体 便 。 性 が望 まれ る。

方 像 と部局の

あ り方
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